




一ൠࠃಓ 8 号は新ׁ市を起点とし、日本ւ沿いに北陸地方を縦断し、ژ౎市に至る

૯ڑ離 561.2Lm の主ཁװ線ಓ࿏です。新ׁ県と北陸地方及びࡕژਆ地方を結ぶとと

もに、新ׁ県のۀ࢈・経ࡁ・文化の交流ൃలに大きな໾割をՌたしています。

しかし、現在のദ崎市Ҭでは、市֗化のਐల及び交通धཁの૿加に൐い、ຫ性的な

交通ࠞ雑をҾき起こしているのが現状です。ദ崎バイύス建設ۀࣄは、このような໰

୊をղܾし、広Ҭ地Ҭとの交流のଅਐ、౎市交通の円׈化、౎市ػ能の׆性化なͲを

目的に計画されました。

本書は、このദ崎バイύスの建設に先ཱͪ、2008 年౓に実施した剣野沢遺跡のൃ

掘調ࠪ報告書です。

剣野沢遺跡は縄文時代の大遺跡である剣野̗遺跡の西側୩部にཱ地しています。こ

の剣野̗遺跡に関連する縄文時代の遺構、遺物を検出しました。剣野̗遺跡のਓたͪ

の׆ಈ範囲とଊえることができます。また、ݹ代・中世にも山੄に集མがӦまれまし

た。ಛに中世では、祭祀具や塔婆等もあり、一ൠ集མとはҟなった性格の遺跡の可能

性もあります。

ൃ掘調ࠪでಘられたࢿ料や本報告書が、埋ଂ文化ࡒの理ղや認ࣝを深めるػܖとな

り、地Ҭのྺ࢙ࢿ料として広く׆用されるものと期଴しています。

最後に、このൃ掘調ࠪで多大な͝ྗڠと͝理ղをいただいたദ崎市ڭҭҕһձ、ദ

崎市౎市整備部八号バイύスࣨۀࣄ、ฒびに地元の方ʑ、またൃ掘調ࠪから本書の作

成まで、格別な͝഑ྀをいただいたࠃ土交通ল北陸地方整備ہ長岡ࠃಓࣄ຿所に対し

て厚くおྱਃし上げます。

　　2014 年 3 月

新ׁ県ڭҭҕһձ

ڭ ҭ 長　高　井　੝　༤

ং



1 本書は、新ׁ県ദ崎市剣野字ח田 998-1 ほかに所在する剣野沢遺跡のൃ掘調ࠪه࿥である。

2 ൃ掘調ࠪは一ൠࠃಓ 8 号ദ崎バイύスの建設に൐い、ࠃ土交通লから新ׁ県ڭҭҕһձ（以下、県ڭҕ）が受ୗ

したものである。

3 ൃ掘調ࠪは県ڭҕが調ࠪ主体となり、ஂࡒ法ਓ新ׁ県埋ଂ文化ࡒ調ࠪஂۀࣄ（以下、埋文ஂۀࣄ）にґཔした。

4 埋文ஂۀࣄは、掘削作ۀ等をג式ձࣾイϏソクにҕୗしてൃ掘調ࠪを実施した。

5 整理作ۀ及び報告書作成に܎る作ۀは、2012 年౓に埋文ஂۀࣄが県ڭҕから受ୗし、これにあたった。

6 出土遺物及び調ࠪ・整理作ۀに܎る֤種ࢿ料は、一括して県ڭҕが新ׁ県埋ଂ文化ࡒηンターにおいて保管・管

理している。遺物の注هは、調ࠪ年（西暦下 2 ܻ）ɹ 剣野沢遺跡のུه号「ケンϊ」とし、出土地点や層位等をซ

。したه

7 本書の図中でࣔす方位は、す΂て真北である。

8 本書にࡌܝした遺物番号は、上層・下層͝とに種別に܎りなく通し番号とし、本文及びૠ図・遺物観察表・図面

図版・写真図版の番号はす΂て一கしている。

9 Ҿ用・参考文ݙは、ஶऀ及びൃ行年（西暦）を本文中に［  ］でࣔし、巻末に一括してࡌܝした。本文中のܟ称

はུした。

10 調ࠪ成Ռの一部は、広報ࢴ「埋文にいがた」、「新ׁ県埋ଂ文化ࡒ調ࠪஂۀࣄ年報」、遺跡ൃ掘調ࠪ報告ձ等でެ

表しているが、本書のهड़をもってਖ਼式な報告とする。

11 遺構図のトϨース及び֤種図版作成・ฤ集に関しては、有ݶձࣾ不二出版にҕୗして、デδタルトϨースと

DTP ソフトによるฤ集を実施し、完成データを印ऀۀ࡮へ入ߘして印࡮した。また、石器の実測及びトϨースは

。式ձࣾアルカにҕୗしたג

12 本書のࣥචは、石઒ஐل（埋文ஂۀࣄ  ઐ໳調ࠪһ）、መ઒ॱ一・長澤ల生（ג式ձࣾイϏソク  調ࠪһ）、ࣛຢت

隆（ג式ձࣾ加଎器分ੳ研ڀ所）、੪藤ᜁਓ・高橋ರ・അ場݈࢘（ύリϊ・サーϰェイג式ձࣾ）があたり、ฤ集

は石઒が୲౰した。ࣥච分୲は以下のとおりである。なお、石઒以外のࣥචऀは 2009 年 3 月末に୤ߘしたが、そ

の後の整理のਐలに൐い、石઒が一部加ච・修ਖ਼を行った。

　　　第Ⅰষ、第Ⅲষ、第Ⅳষ 1、第Ⅵষ 1、2A、B1）・2）、3、第Ⅴষ 1A、B1）・7）、2、第Ⅶষʜʜ石઒

　　　第Ⅱষ 1ʜʜመ઒

　　　第Ⅱষ 2ʜʜ長澤

　　　第Ⅳষ 2B3）〜 7）、第Ⅴষ 1B2）〜 6）ʜʜመ઒、長澤

　　　第Ⅵষ 1ʜʜࣛຢت隆

　　　第Ⅵষ 2ʜʜ੪藤ᜁਓ・高橋ರ・അ場݈࢘

13 遺物ࣥචにあたり、縄文土器（中期）については新ׁ市ࣉ㟒༟ॿ৤ୗһ、縄文土器（後・晩期）については౰ࡒ

ஂ౉ᬑ༟೭՝長代理（現新ׁ県ڭҭி文化行政՝）、中世陶器については胎内市ڭҭҕһձਫ澤޾一ࢯから指ಋを

いただいた。また、木簡のղಡについては、新ׁ県ཱྺ࢙ത物ؗの前ౡහ主೚研ڀһにおئいし、報告書に൓өさ

せた。

14 ൃ掘調ࠪから本書の作成に至るまで、下هの方ʑ及びػ関から多くの͝ྗڠ͝・ࣔڭをいただいた。ここにهし

て厚く御ྱをਃし上げる。（ܟ称ུ　五十Իॱ）

　　　金子୓உ　　小泉৴ࡈ　　ޗ藤　४　　関　խ೭

　　　ദ崎市ڭҭҕһձ　　剣野઒ホタル保存ձ　　剣野町町内ձ

ݴ　　　ྫ
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1　調ࠪに至る経Ң

「一ൠࠃಓ 8 号　ദ崎バイύス」は、ദ崎市長崎を起点に、同市ܵ波に至るԆ長 11.0Lm のװ線ಓ࿏で

ある。交通ࠞ雑のղ消、広Ҭ地Ҭとの交流のଅਐ、౎市交通の円׈化、౎市ػ能の׆性化なͲを目的に計

画され、1987（ত和 62）年౓にۀࣄ化された。1991（平成 3）年౓から用地ങऩ、1993（平成 5）年౓

から工ࣄ着手して整備がਐめられている。これを受けて、建設ল（現ࠃ土交通ল、以下、「ࠃ交ল」）と新ׁ

県ڭҭҕһձ（以下、「県ڭҕ」）との間で、ۀࣄ用地内の埋ଂ文化ࡒの取りѻいに関するٞڠが本格化した。

ദ崎市元৓町字ٶ઒（横山઒）〜剣野字߳積ࣉ沢間の分෍調ࠪは、県ڭҕからҕୗを受けたஂࡒ法ਓ新

ׁ県埋ଂ文化ࡒ調ࠪஂۀࣄ（以下、「埋文ஂۀࣄ」）が 2000（平成 12）年 12 月に実施した。調ࠪによって、

ಓ࿏法線上にはप஌遺跡である剣野 B 遺跡・剣野沢遺跡・߳ 積ࣉ沢遺跡が存在することが൑明した。また、

ԭ積地の広範囲で平安時代〜中世の遺物が࠾集でき、埋຅した自然అ๷上に遺跡が存在する可能性がある

ことから、ほぼ全Ҭについて試掘֬認調ࠪがඞཁであるࢫを県ڭҕに報告した。

剣野沢遺跡に܎る֬認調ࠪは、埋文ஂۀࣄが 2004（平成 16）年 8 月に実施した。ॅ୐ஂ地の造成から

取り残されていた範囲のほぼ全Ҭから、縄文時代を主体とした遺物が多量に出土し、遺構も検出された。

そのため、この範囲の 4,500m2 について本ൃ掘調ࠪがඞཁと൑断した。

2008（平成 20）年౓の本ൃ掘調ࠪか所は、ほかのެۀࣄڞとの調整もあり、最ऴ的に 2008 年 3 月に

ܾ定した。工ࣄ内容による取りѻいٞڠの結Ռ、ઍݹ作遺跡 740m2、߳積ࣉ沢遺跡 630m2、剣野沢遺跡

3,030m2 が本ൃ掘調ࠪ対৅となった。ࠃ交লから調ࠪを受ୗした県ڭҕは、埋文ஂۀࣄに実施をґཔした。

埋文ஂۀࣄはઍݹ作遺跡の調ࠪऴྃ後、߳積ࣉ沢遺跡、剣野沢遺跡のॱに着手することとし、4 月 28 日

から調ࠪを開࢝した。なお剣野沢遺跡の本格的な調ࠪは、7 月 11 日から開࢝した。

香積寺沢香積寺沢
剣野沢剣野沢

千古作千古作

●●●

0 3Lm（1：75,000）

ୈ 1ਤɹദ࡚όΠύεの๏ઢͱ遺੻のҐஔ
土地理Ӄ「ദ崎」「岡野町」1：50,000ࠃ） をॖ小）
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2　調　ࠪ　経　ա

A　試 掘 ֬ 認 調 ࠪ

प஌の剣野沢遺跡及び߳積ࣉ沢遺跡に܎る試掘֬認調ࠪは、2004（平成 16）年 8 月 16 日〜 24 日に実

施した。

ദ崎バイύス用地約 13,000m2 を対৅に、16 か所のトϨンチ（以下、「T」とུす場合もあり）を設定し、

約 335m2 を調ࠪした。調ࠪ対৅地の現گは、ॅ୐ஂ地（੝土造成範囲）と荒ഇ地（چ、ാ・ため஑）である。

東側はॅ୐ஂ地の造成から取り残されており、प囲から一段低くなっている。

剣野沢遺跡の本ൃ掘調ࠪ（以下、本調ࠪ）範囲に܎るトϨンチは 1 〜 6T であり、上هのॅ୐ஂ地より一

段低い部分を中心とする。2T を除く֤トϨンチで縄文土器が、1T で須恵器・珠洲焼、1・3・4T で土師

器が出土した。他に木製品が数点出土している。縄文土器は 5T が最も多く、トチ・クルミ残֚等も含ま

れていた。このトϨンチは本調ࠪ時の自然流࿏（SR1）部分に֘౰する。遺構は 1T でϐット 3 基、2T で

土޵ 1 基・ϐット 1 基、3T でϐット 1 基、4T で土޵ 1 基・ϐット 1 基を検出した。1T のϐットはほ

ぼ等間隔で南北に連なることから、掘ཱ柱建物の柱穴が૝定された。遺構の半割の結Ռ、4T の土޵から

縄文土器が出土したのみで、その他の遺構は時代が不明であった。また、1・2T と 3・4T の遺構֬認面

がҟなっていることが指ఠされている。5・6T の西側、7 〜 9T では遺構・遺物は検出できなかった。ॅ

୐地の੝土が厚く、十分な調ࠪが出དྷなかった可能性はあるが、その 7 〜 9T を結ぶラインより東側の

4,500m2 が、剣野沢遺跡の本調ࠪがඞཁであると൑断した。
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B　本 ൃ 掘 調 ࠪ

剣野沢遺跡及び߳積ࣉ沢遺跡पลは、ॅ୐地であり、またホタルの生ଉҬでもあったことから、ࣄ前४

備・調ࠪは৻重に行うඞཁがあった。剣野沢遺跡は、西側の߳積ࣉ沢遺跡方向から流れるਫ࿏の下流部に

位置する。ਫ量は多く、ਫ࿏は調ࠪ区内西側のコンクリート༴นに沿って流れ、調ࠪ区北東端でさらに北

側に流れൈけていく。調ࠪ時にはこの用ਫ等に୙ਫが流れࠐまないように十分ཹҙするඞཁがあった。剣

野沢遺跡は暗渠施工の༧定であったことから、調ࠪ区内のഉਫはす΂て暗渠に入れることにした。調ࠪ区

北東側に暗渠の集ਫ部を設け、ϙンϓでټみ上げ、さらに沈ఽ૧（ϊッチタンク）を経༝してからਫ࿏に

ഉਫするように考えた。5 月 25 日に地元の剣野઒ホタル保存ձࣄ຿ہに、߳ 積ࣉ沢遺跡も含めた調ࠪ行ఔ・

ഉਫ対ࡦ等をઆ明し、ྃղをಘた。また 6 月 24 日には、ࠃ交লとྗڠして、ಓ࿏法線内のਫ࿏からホタ

ル༮஬のӤとなるカϫニナのҠಈを行った。

前ड़の֬認調ࠪの結Ռでは、剣野沢遺跡の本調ࠪ対৅範囲は 4,500m2 であったが、2008（平成 20）年

౓にґཔを受けた範囲（以下、掘削対৅範囲）は 3,030m2 である。これは本調ࠪ対৅範囲の西端に、現在

使用中のಓ࿏が存在すること、3m 以上のॅ୐地の੝土があること等から、౰初は୐地造成されていない

一段低い部分にݶ定されたためである。この 2008 年౓調ࠪの結Ռによって、西端 1,470m2 の取ѻいを

൑断することにした。࣍に実ࡍにͲの範囲まで掘削が可能かの検౼に入った。掘削対৅範囲はप囲から

3m 以上低い部分で、東側はٰྕ、西側は੝土されたಓ࿏、南側と北側は੝土されたॅ୐地に囲まれている。

0.4U が৐り入れるルートが無かったことから、掘削対৅範囲ではあったが、南西端にਐ入用スػの重ڃ

ローϓの造成を計画し、ࠃ交লのྃղもಘた。スローϓの造成土は、߳積ࣉ沢遺跡上の੝土及び表土掘削

土をύックに٧めてӡൖして利用し、土を被せたのͪに鉄板を上にෑ設した。࣍に南〜西側の༴นからは、

重ػが通れる幅の約 3m 以上離して掘削するようにした。これは前年౓（2007 年౓）の 7 月にൃ生した

中越ԭ地਒による亀྾が、༴นの随所に観察できたためである。本調ࠪ時に不測のࣄଶが生じた場合には

重ػで対Ԡできるように考えた。また北側のط存のਫ࿏からも十分なڑ離をとるようにした。本調ࠪが可

能な範囲は、最ऴ的に掘削対৅範囲よりかなり面積がॖ小する結Ռとなった。以上のように 2008 年౓の

調ࠪ範囲はほぼ֬定したが、࣍にഉ土処理の໰୊が生じた。ࠃ交ল側からは、本調ࠪऴྃ後にഉ土を利用

して埋め໭すようにґཔされていた。しかし調ࠪ区近ྡに十分なഉ土置場は֬保できず、またपลがॅ୐

地であったことから大型ダンϓ等のසൟなԟདྷは߇え͟るをಘなかった。そこで調ࠪ区を東西で二分する

ようにし、調ࠪ区内にഉ土をԾ置きして、片側の調ࠪऴྃ後にその範囲（東側）の埋め໭しを行い、その

後残りの範囲（西側）を調ࠪするようにした。ただし、Ծ置きによって未調ࠪ範囲にӨڹがでないように、

੝土高が 3m を越えることが༧૝された場合は、その分を場外へൖ出するようにした。

߳積ࣉ沢遺跡の本調ࠪとฒ行して、剣野沢遺跡の४備をਐめた。ਐ入用スローϓの造成後、7 月 11 日

から 24 日にかけて暗渠を施工した。暗渠の掘削にあたっては、調ࠪһ 1 名、作ۀһ 2 名がཱͪձい、遺

物の出土傾向（範囲や層位等）を把Ѳし、なる΂く遺物の回ऩに౒めるようにした。֬認調ࠪの報告とも

র合した結Ռ、調ࠪ区西側には自然流࿏が存在し、その中にも多くの遺物が含まれていることが൑明した。

調ࠪは東側から着手した。重ػによる表土掘削を 7 月 28 日から 8 月 8 日にかけて行った。遺物แ含層（基

本層ংのⅡ・Ⅲ層）は厚くଯ積する部分もあるため、遺物の出土状ଶを考ྀしながら、可能なݶり遺構検出

面付近まで৻重に掘削し、作ۀのޮ཰化を図った。8 月 4 日から作ۀһを入れ、土層観察用に残したベル

ト（23 ラインベルト・25 ラインベルト・Y ラインベルト・A ラインベルト）のਗ਼૟や、その࿬にトϨンチを掘

第Ⅰষ　ং　　　આ
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るなͲして層ংをૣめに把Ѳするようにした。その結Ռ、遺構・遺物が上下 2 層に分かれることがݒ೦

された。ਓྗによるแ含層の掘削は 8 月 18 日から開࢝し、南東側から着手した。9 月 1 日からแ含層掘

削とฒ行して遺構検出を開࢝したが、༧૝より多くの遺構が南東側に集中していることが൑明した。その

検出面や出土遺物の状گから、౰初૝定された縄文時代の遺構ではなく、ݹ代・中世の遺構であることが

֬実となった。遺構集中区のϐットには方向性があることや、ྡ接する溝（SD1）に遺物が多く含まれる

こと等から、区画溝に囲まれた集མの様૬が推定された。แ含層掘削・遺構検出とฒ行して、9 月 10 日

から遺構掘削を開࢝した。一方、区画溝の外側は遺物が極端に少なくなる傾向にはあったが、その範囲か

ら木簡・五輪塔形・将棋駒なͲ小型木製品が出土し࢝めていたことから、そのแ含層の掘削にも時間をཁ

した。9 月 23 日から 10 月 4 日にかけて土層観察ベルトを除ڈし、下層の遺構・遺物を把Ѳするために

トϨンチ調ࠪも行った。遺構掘削を 10 月 6 日にऴྃし、全体のਗ਼૟作ۀにかかり、10 月 9 日にラδコ

ンヘリによる東側上層の完掘写真をࡱӨした。

上層の完掘写真の࢓上がりをデδタルカメラデータで֬認し、ཌ日の 10 月 10 日から下層（縄文時代）

のแ含層掘削に着手した。౰初は全てਓྗで掘削する༧定であったが、ࣄ前のトϨンチ調ࠪの結Ռも౿ま

え、部分的に重ػによる掘削も行った。10 月下०から遺構検出を開࢝したが、天ީが不ॱな日が続き、

調ࠪは೉ߤした。埋土の色調が明瞭な遺構は少なく、遺構の可能性があるものを検出したらす͙にサブト

Ϩンチを入れて真ِを൑断するようにした。ただし、遺構の断面や完掘写真は、可能なݶり条݅が良い時

にࡱӨするように౒めた。11 月 25 日に下層のแ含層掘削、遺構掘削をऴྃし、11 月 26 日に高所作ۀ

ंによる東側下層の完掘写真をࡱӨした。東側の調ࠪがऴྃしたので、ཌ日の 11 月 27 日から西側にԾ

置きしていたഉ土を使い、埋め໭しを開࢝した。

西側の調ࠪに着手するにあたって、طに時期が 11 月下०であること、西側の下層には自然流࿏が存在

し、遺物も多く含まれるため調ࠪに手間がかかること、調ࠪඅの大幅な૿ֹが見ࠐまれることなͲを理༝

に、西側の調ࠪはདྷ年౓以降に見ૹるҊをࣔしたが、理ղはಘられなかった。これは、上層の遺物がر薄

な可能性が高いこと、下層の大半が自然流࿏であれ͹、遺構検出・掘削のような手間がかからないことが

༧૝されたためである。そこで西側調ࠪ区を 23 ラインベルト、25 ラインベルトで 3 分割（北から地点 A・

B・C）し、以下の作ۀ方਑で調ࠪすることにした。

　※　バックホー 2 台（ᶃแ含層掘削ʴഉ土積ࠐみ、ᶄഉ土受け手）とクローラー 1 台（ӡൖ）の体੍を常時組む。

　※　重ػの掘削サイクルຖに調ࠪһ 1 名と作ۀһ 3 名が遺物を୳す。

　※　重ػがあるఔ౓離れた時点で作ۀһが遺構検出面を精ࠪする。ഉ土は重ػの作ۀ範囲までਓྗでॱ

࣍ӡൖする。重ػの掘削଎౓に間に合わない場合は、一輪ंによりಧく範囲までӡൖする。

　※　上ه同様に、調ࠪ区น面と土層観察ベルトのਗ਼૟もࡁませていく。

　※　重ػはその場にཹまり、表土ʴ中世แ含層ʴ縄文แ含層ʴ河઒層の全てを掘りൈいてからҠಈする。

　※　重ػが対৅範囲（地点 A 〜 C、上下層ຖ）の掘削がऴわるのとほぼ同時に全体写真（完掘写真）をࡱ

Өする。ࡱӨは最ऴ掘削面のみとする。

　※　メインベルトは線Ҿき（分層）後、写真ࡱӨし、写真測量とする。土層観察ベルトはྡ接地点を掘

削するࡍに同時に掘る。

　※　地形測量も掘削の最ऴ面（地点 A 〜 C の下層面）のみ行う。

以上のような作ۀ方਑で、東側の埋め໭しがऴྃした後の、12 月 1 日から作ۀに着手した。天ީもൺ

ֱ的Ժやかであったことから作ۀはॱ調にਐみ、地点 A（西側北区）・B（西側中央区）の掘削を 12 月 19

2　調　ࠪ　経　ա
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日までにऴྃさせた。12 月 22 日に地点 A・B の完掘ࡱӨを高所作ंۀにより行った。同日、文化行政

՝のऴྃ֬認を受け、残りの地点 C（西側南区）のऴྃ見ࠐみと、ґཔされた調ࠪ面積よりも、ॖ小した

面積で調ࠪऴྃしてもよいかͲうかٞڠした。その結Ռ、未調ࠪ区とした範囲は遺構・遺物が極めてر薄

なことが༧૝されること等から、残りの地点 C の調ࠪがऴྃした時点で、剣野沢遺跡全体の調ࠪがऴྃ

したものと൑断することになった。

12 月 26 日で一୴作ۀを中断し、1 月 6 日から作ۀを࠶開した。地点 C の自然流࿏内は遺物も多く、

降ઇにより作ۀをٳ止せ͟るをಘなかった日もあったが、1 月 16 日に掘削作ۀをऴྃさせた。1 月 19

日に全体のࡱӨを行い、トϨンチで最ऴ֬認を行った。そのࡍに、根גと൑断していたものが掘ཱ柱建物

（SB7）の柱根であることが൑明し、その範囲の調ࠪを続行した。それ以外のࡱӨがऴྃした範囲は、ॱ

࣍埋め໭し作ۀをਐめた。1 月 20･21 日に SB7 の調ࠪ、測量等を行って、調ࠪに関する全ての作ۀをऴ

ྃした。1 月 19 日にࠃ交লと埋め໭し、ఫऩ、Ҿき౉しに関するٞڠを行い、それにैって作ۀをਐめた。

1 月 29 日に町内ձ長等へѫࡰを行い、現地をఫऩした。

なお、10 月 18 日に剣野沢遺跡現地ࣄ຿所で現地આ明ձを開࠵し、ઍݹ作遺跡・߳積ࣉ沢遺跡のスラ

イドઆ明、遺物లࣔも行った。近ྡのॅຽを中心に、90 ਓの参加があった。また৬ۀ体ݧとして、7 月

29 日に高ߍ生 3 名、8 月 28 日に中ֶ生 1 名の受け入れを行い、10 月 22 日に中ֶ生 7 名の野外ֶशに

。しているྗڠ

3　調　ࠪ　体　੍

試掘֬認調ࠪ・本ൃ掘調ࠪは、以下のような期日と体੍で行った。

A　試 掘 ֬ 認 調 ࠪ

調 ࠪ 期 間 2004（平成 16）年̔月 16 日〜 24 日

調 ࠪ 主 体 新ׁ県ڭҭҕһձ（ڭҭ長　板屋越　ྣ一）

調 ࠪ ஂۀࣄ調ࠪࡒ法ਓ新ׁ県埋ଂ文化ஂࡒ

૯ 括 黒井　޾一 （ࣄ຿ہ長）

管 理 長୩઒二三෉ （૯຿՝長）

ॸ ຿ 高野　ਖ਼࢘ （૯຿՝൝長）

調 ࠪ ૯ 括 藤巻　ਖ਼৴ （調ࠪ՝長）

調 ࠪ ୲ ౰ ୌ沢　規࿕ （調ࠪ՝൝長）

調 ࠪ ৬ һ 片岡　ઍ恵 （調ࠪ՝৤ୗһ）

B　本 ൃ 掘 調 ࠪ

調 ࠪ 期 間 2008（平成 20）年̓月 11 日〜 2009（平成 21）年̍月 21 日

調 ࠪ 主 体 新ׁ県ڭҭҕһձ（ڭҭ長　武藤　ݾࠀ）

調 ࠪ ஂۀࣄ調ࠪࡒ法ਓ新ׁ県埋ଂ文化ஂࡒ

૯ 括 木ଜ　ਖ਼ত（ࣄ຿ہ長）

管 理 藤　　ӫ（૯຿՝長）ࡈ

ॸ ຿ 長୩઒　༃（૯຿՝൝長）

調 ࠪ ૯ 括 藤巻　ਖ਼৴（調ࠪ՝長）

指 ಋ 高橋　保༤（調ࠪ՝  ՝長代理）

第Ⅰষ　ং　　　આ
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調 ࠪ ୲ ౰ 石઒　ஐل（調ࠪ՝൝長）

　支 ԉ 組 ৫ 式ձࣾイϏソクג

　現場代理ਓ 小ྛ　࢙ঘ（文化ࡒ計測本部　؂理՝主೚）

　調　ࠪ　һ መ઒ॱ一、長澤ల生（埋文調ࠪ部　遺跡調ࠪ՝）

　整理補ॿһ
 原३子܂、子ژ多௡子、河合聖子、઒内ࣇ恵、可޾ত子、֋瀬あΏみ、片山৲ߐ、子ژ成ࠓ
高橋ஐ子、෌沢༝美子、広瀬みͲり、三ౡ३子、ل保美༝ٱ

4　整理作ۀと整理体੍

2008（平成 20）年౓の整理作ۀは、現地作ۀとซ行しながらਐめた。遺物のਫચの一部、土৕ਫચな

Ͳを現地ࣄ຿所で行い、遺物のਫચ・注ه、接合・復元（一括出土遺物中心）、実測・写真ࡱӨ、台ா類の

整備、図面類の修ਖ਼、原ࣥߘචなͲをג式ձࣾイϏソク南ڕপ整理所（南ڕপ市）及び埋文ஂۀࣄ（新ׁ市

ळ葉区）で実施した。2008 年౓の整理体੍は本ൃ掘調ࠪの体੍と同じで、整理期間は 2008 年 8 月から

2009 年 3 月 31 日までである。支ԉ組৫の調ࠪһが中心となって作ۀを実施したが、現地調ࠪऴྃ後の

整理期間が短く、作్ۀ中でऴྃするものが多かった。原ߘ（遺構の一部）・遺構台ா・遺物実測図（土器・

土製品の一部、木製品）なͲ、この時点までの成Ռが 3 月に埋文ஂۀࣄにೲ品された。

2012（平成 24）年౓は、同じくദ崎バイύス関܎で調ࠪした山崎遺跡の整理作ۀが一段མした、6 月

下०から開࢝した。土器類の遺物量が多く、ෳ数の時代の遺物がࠞ在した状گであったことから、まず時

代と種別ຖに分類し、小グリッド単位で重量を計測することにした。作ۀスϖースの関܎もあり、区切り

の良い段階で、接合を行った。その接合をあるఔ౓ऴえた後に、࣍ の地点の分類→計量→接合を܁り返し、

8 月下०にऴྃした。9 月は上०に石器・石製品の分類・計量を行い、一部の石器は 9 月下०までに計測

も行った。土器類の復元は、9 月中०から下०にฒ行して行った。10 月〜 11 月上०に上層土器類の実測・

୓本、11 月中०〜 12 月に下層土器の実測・୓本を行った。1 月は上層木製品や下層土器なͲのトϨース、

2 月上०は遺物ࡱӨを行い、主ཁな作ۀがऴྃした。また、作ۀ時間を考ྀし、上層土器類のトϨースは

有ݶձࣾ不二出版に、石器・石製品の実測・トϨース・ࡱӨをג式ձࣾアルカにҕୗした。

図版作成・ฤ集全ൠにかかる作ۀは、有ݶձࣾ不二出版にҕୗし、整理作ۀ౰初からॱ࣍、入ߍ・ߘਖ਼

をਐめた。原ࣥߘච（支ԉ組৫調ࠪһ分の加除・గਖ਼含む）や観察表作成に܎る作ۀは、随時行い、2013 年

1 月から 3 月にかけて集中的に実施した。

2�12（平成 24）೥౓
整 理 期 間 2012（平成 24）年̐月̍日〜 2013（平成 25）年̏月 29 日

整 理 主 体 新ׁ県ڭҭҕһձ（ڭҭ長　高井　੝༤）

整理実施ػ関 ஂۀࣄ調ࠪࡒ法ਓ新ׁ県埋ଂ文化ஂࡒ

૯ 括 木ଜ　ਖ਼ত（ࣄ຿ہ長）

管 理 二（૯຿՝長）޺　૔۽

ॸ ຿ ҏ藤　　೜（૯຿՝൝長）

整 理 ૯ 括 北ଜ　　྄（調ࠪ՝長）

整 理 指 ಋ य़日　真実（調ࠪ՝՝長代理）

整 理 ୲ ౰ 石઒　ஐل（調ࠪ՝ઐ໳調ࠪһ）

৤ ୗ һ 間　ӫ子、小ل۽子、ࣨ塚真ٷ

4　整理作ۀと整理体੍
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第Ⅱষ　遺跡の位置と環境

1　地 理 的 環 境

ദ࡚ฏ໺の஍੎　 ദ崎平野は、主ཁ河઒であるӏ઒とࡸ石઒及びその支流の別山઒によって形成された

ྟւԭ積平野である。その南と東西の三方は「מ羽三山」を頂点とする山地や東頸৓ٰྕによって囲まれ

ている。「מ羽三山」とはถ山（標高 992.6m）、黒ඣ山（標高 889.5m）、八石山（標高 518m）を指し、ถ山・

黒ඣ山山頂付近は大起෬山地に地形区分され、頸৓方面との分ਫྮをなす。こうした山地・ٰྕの縁ลに

は、ԭ積地や一部日本ւに接して中・高位段ٰ面がہ地的な広がりを見せる。加えて、日本ւに接する沿

部には荒඿砂ٰがൃୡし、その後背には࣪地性のԭ積地がల開する［ླ木ほか؛ 1988・1989］。

こうしたദ崎平野पลの地形的ಛ௃は、平野を北流するӏ઒・ࡸ石઒によって西部・中央部・東部に三

分される。東部はࡸ石઒以東の地Ҭに૬౰し、ٰྕやԭ積地・砂ٰがൃୡしている。מ羽・三ౡٰྕなͲ

のٰྕ地帯と別山઒・長鳥઒流Ҭのԭ積地、さらには日本ւ؛沿の砂ٰが広くల開し、その軸はいずれも

北北東−南南西方向をࣔしている。こうした地形的ಛ௃は新第三系以降の地質構造を൓өしたもので、᧞

曲構造の向斜・背斜方向と一கしている［ླ木ほか 1988・1989、大野・ಙ間ほか 1990］。

中央部はӏ઒・ࡸ石઒流Ҭに沿って黒ඣ山地やٰྕが南北方向にల開し、その縁ลでは中位段ٰ地帯の

ൃୡがݦஶである。中位段ٰ面はஶしくथࢬ状に開ੳされӏ઒・ࡸ石઒が生成したԭ積地に接している。

中央部以西では地形の軸が東部にൺ΂て南北方向にずれているが、それは新第三系以降の地質構造の᧞曲

区の違いに༝དྷするものと推測されている［大野・ಙ間ほか 1990］。

西部はӏ઒左؛地帯一帯を指し、ถ山から続く山地・ٰྕがൃୡしている。౰地Ҭでは、ถ山山地がւ

小な中・高位段ٰ面を形成している。砂ٰやԭ積地の形成に๡しڱにୡして断֑をなし、その東側では؛

い地Ҭであり、広範囲にൃୡしたԭ積地や砂ٰがల開する東部や中央部とは対র的な様૬をࣔしている。

ӏ઒ྲྀҬの஍ܗͱ遺੻のҐஔ　 剣野沢遺跡がཱ地するӏ઒流Ҭは、上ड़のようなถ山山地やٰྕがൃୡ

したദ崎平野西部にある。ӏ઒流Ҭ左؛に૬౰するถ山ٰྕでは、小規໛な開ੳがਐ行し、南北方向のڱ

ᯀなथࢬ୩が深く入りࠐんでいる。一方、右؛は中・高位段ٰ（安田ٰྕ）がల開するとともに、左؛と

は対র的にڧい࣪地性をࣔすԭ積地が広範な広がりをみせている。現在ではわずかなބপを残すのみと

なっているが、「鏡ヶԭ」なるބপの存在が఻ঝされている区Ҭである。

ӏ઒は流Ҭ面積 108.7Lm2、流࿏全長 24.6Lm の 2 をൃする。そݯ河઒で、ദ崎市南部のඌਆַにڃ

の下流では蛇行を܁り返し、小規໛な自然అ๷をൃୡさせている。かつてはよりෳ雑な蛇行が見られ、大

Ӎの౎౓൙ཞするਫ֐のྺ࢙を܁り返してきた。その下流Ҭにཱ地する下ԭ北遺跡のपลなͲでは、چ流

࿏の残痕が地形図から観察できる［品田 1995b、山本・高橋ほか 2003］。このようにӏ઒流Ҭの൙ཞ原で

は、自然అ๷なͲの微高地がݹ代・中世の遺跡がཱ地するద地となっている。

剣野沢遺跡はこのӏ઒下流Ҭの左؛、ถ山ٰྕと中位段ٰ（以下、剣野ٰྕ）に挟まれた、南北に開ੳ

された標高 8.2 〜 10.0m 前後の（沢内）ԭ積地にཱ地する。遺跡の東側にྡ接する剣野ٰྕ上には、ദ

崎市指定遺跡の剣野山縄文遺跡群（剣野 B 遺跡なͲ）がల開し、西側の東西に開ੳする小規໛な୩間には、

߳積ࣉ沢遺跡［石઒ほか 2011］が存在する。
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1　地 理 的 環 境

鯖石川

鵜川

荒浜砂丘

別山川

柏崎平野

八石山
　▲

0  5km（1：100,000）

米山山地

黒姫山
▲

剣野沢遺跡

小・中起伏山地

扇状地

丘陵

大起伏山地

自然堤防・微高地

砂丘

平野・谷底平野

Gt I（高位段丘）

Gt II～III（中位段丘）

Gt IV（中位段丘）

Gt V～VII（低位段丘）

Gt VIII（低位段丘）

段丘崩

［ླ木Ү෉ほか 1988・1989］を基に作成

ୈ 3ਤɹദ࡚पลの஍ܗ
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2　ྺ ࢙ 的 環 境

A　ӏ઒流Ҭの遺跡
縄文時代　　ӏ઒流Ҭを中心としたദ崎平野南部では、طに前期後半以降を主体とする多数の遺跡がप

஌化されている。縄文時代૲૑期・ૣ 期の遺跡は、現段階では極めて少なく、その様૬は明らかでないが、

大原遺跡（46）で૲૑期と考えられる丸ᮓ形打製石斧が࠾取されている［Ӊࠤ美 1987］。

前期の遺跡には、剣野 A 遺跡（8）、大ٶ遺跡（35）、ሪৼࡔ遺跡（38）、௰の内遺跡（45）なͲがあり、

ಛに前期後半以降の遺跡形成が明瞭である。大ٶ遺跡［中野 1998］は֘期の中核的集མと目される。

中期はദ崎平野においても遺跡数が૿加する時期であり、本県の縄文土器型式の標ࣝ遺跡となった剣野

E 遺跡（3）、剣野 B 遺跡（9）がある。ほかに藤橋東遺跡群（41）のژヶๆ遺跡や、ሪৼࡔ遺跡（38）、大

沢遺跡（34）、Ӎ஑遺跡（37）、௰の内遺跡（45）なͲが分෍している。またࡸ石઒流Ҭとなるが、かつて

中期前半の標ࣝ遺跡とされた十三仏塚遺跡（70）も近ྡに存在する。

このうͪ剣野 B 遺跡は、近年のൃ掘調ࠪによって中期前葉集མの存在が明らかとなり、広場を中心と

して୦穴ॅډや柱穴群なͲが環状に検出されている［品田ほか2011］。これに対して୦穴ॅډが検出されず、

主に平地式ॅډで構成される大沢遺跡（34）、ሪৼࡔ遺跡（38）、Ӎ஑遺跡（37）なͲの集མ遺跡も存在する。

こうした౰地Ҭでの中期前葉を中心とする集མの様૬は、検出遺構とその構成や、土器ࣺて場の形成等の

集མ構造によって積極的に類型化が試みられている［品田 1996］。

後・晩期の遺跡は、剣野 C 遺跡（12）、剣野 B 遺跡（9）、剣野沢遺跡（10）なͲがある。前ड़した中期

前葉の中核的集མである剣野 B 遺跡では、後期後葉以降࠶び環状集མが形成される［品田ほか 2011］。また、

पลの十三本塚北遺跡（69）でも後期前葉の環状集མの存在が明らかにされている［品田・平ਧ 2001］。

ӏ઒流Ҭでは以上の集མのほかに生ۀ関連の遺跡も分෍する。藤橋東遺跡群（41）のವ作 A 遺跡［品田・

ҏ藤 1997a］、ઍݹ塚遺跡（48）［品田 1990a］なͲがそれに֘౰し、ؕ穴状遺構が多数検出されている。

これらのྫࣄは、౰地Ҭが集མだけでなくङྌのྖҬとしても利用されていたことをࣔすものである。

こうしたӏ઒流Ҭを中心とした縄文時代の遺跡ཱ地は、その大部分はӏ઒やࡸ石઒流Ҭの中位段ٰやٰ

ྕ上の平ୱ面に分෍するが、その一方で剣野沢遺跡（後期後葉）のようにԭ積地上の遺跡も存在している

［中野 1995］。また、ӏ઒上流の高ാ遺跡（後期中葉）のཱ地は自然అ๷の可能性も指ఠされるなͲ［品

田 1990a］、少なくとも後期中葉以降にԭ積地へのల開が認められるようになる。

໻ੜ・古෿時代　　ӏ઒下流Ҭでは໻生時代〜ݹ෿時代の遺跡は少なく、ࠓ後の調ࠪྫࣄの૿加が଴た

れる。໻生時代の遺跡には、剣野 A 遺跡（8）、ຳ輪遺跡（30）、௽巻田遺跡（22）なͲがあり、ຳ輪遺跡

では中期後半の遺構・遺物が検出されている［高橋ほか 2002］。ほかは後期の遺物が࠾取あるいは少量出

土しているにとͲまる。ദ崎平野東部では、中期後半を主体とする下୩地遺跡［高橋ほか 1979］や小丸山

遺跡［品田ほか 1985］、後期の西岩野遺跡［品田 1987］なͲが஌られている。これらദ崎平野東部での

遺跡のཱ地傾向は、西岩野遺跡なͲのように台地上にཱ地する遺跡もあるが、下୩地遺跡なͲのようにԭ

積地への遺跡形成が明瞭となっていく。ӏ઒流Ҭでも剣野 A 遺跡が台地上に存在する以外はԭ積地上に

分෍しており、ദ崎平野東部に見られるཱ地傾向と同様の様૬をࣔしている。

。ఉ遺跡（16）が分෍するがৄ細は明らかでないߍߍ高等ֶۀ෿時代では、三ౡਆࣾ遺跡（5）やദ崎೶ݹ

ദ崎平野東部では、٢井遺跡群のྱ๥遺跡［品田 1990b］、行塚遺跡［品田 1985］なͲの集མ遺跡の調

。があるが、これらはӏ઒流Ҭの遺跡と同様に大部分はԭ積地上にཱ地しているྫࣄࠪ

2　ྺ ࢙ 的 環 境
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遺　跡

城館跡

塚

石造物

ୈ 5ਤɹपลの遺੻෼෍ਤ ［土地理Ӄ「ദ崎」「岡野町」2008ࠃ］

ୈ 1表ɹपลの遺੻Ұཡ表

No. 遺跡名 時期 No. 遺跡名 時期 No. 遺跡名 時期 No. 遺跡名 時期

1 赤沢 縄文 20 西田 縄文・中世 38 ሪৼࡔ 縄文（前・中期） 57 角田 ෿・中世ݹ

2 大ٱ保東 中世 21 山ۅ 縄文・ݹ代・中世 39 藤橋向山 代ݹ 58 剣下઒原 代ݹ・෿ݹ

3 剣野 E 縄文（中期）
22 ௽巻田

縄文・໻生〜ݹ෿・
平安・中世

40 藤橋 縄文 59 ੃森 ෿ݹ

4 剣野 F 縄文
41 藤橋東遺跡群

縄文・ݹ代（製鉄関
連）・中世

60 田塚山
縄文・໻生・中世（仏
ಊ）5 三ౡਆࣾ 代ݹ・෿ݹ 23 原כ 代・中世ݹ

6 ौ֟ 縄文・ݹ代 24 沢田 代ݹ 42 ງの五輪塔 中世 61 小ࣇ石 中世（中世ุ地）

7 ઍݹ作 中世 25 前ֻり 平安・中世 43 ಊの前 代・中世ݹ 62 田中ٱ保઒原 中世

8 剣野 A 縄文・໻生 26 風຀山の五輪塔 中世 44 原 縄文 63 藤井৓跡 代・中世ݹ

9 剣野 B 縄文（中期・後期） 27 風຀山 代・中世ݹ 45 ௰の内 縄文 64 関野 ෿・平安・中世ݹ

1� ໺୔݋ 縄文・古代・中世 28 剣఼ 代ݹ 46 大原 縄文 65 前田 中世

11 ߳積ࣉ沢 縄文・中世 29 小ࣉౡ 中世 47 南下御ಊ৲ 中世 66 不ୀࣉ 代・中世ݹ

12 剣野 C 縄文（晩期）
30 ຳ輪

໻生（中期）・平安・
中世

48 ઍݹ塚 縄文・中世 67 大新田 中世

13 剣野 D 縄文 49 ܰ井઒南遺跡群 代（製鉄関連）ݹ 68 中ಓ 代・中世ݹ

14 剣野ਫ上 製鉄関連 31 小็ 代ݹ 50 裏඿ 縄文・໻生 69 十三本塚北 縄文（後期）

15 下ԭ 代ݹ 32 半田一ッ塚 縄文 51 ദ崎町 中・近世 70 十三仏塚 縄文（中期）

16
ദ崎೶ۀ高等ֶߍ
ఉߍ

代ݹ・෿ݹ
33 田ژ 代ݹ 52 木町ࡩ 代ݹ 71 安田৓跡 中世

34 大沢 A 縄文（中期）・平安 53 開ӡ橋 縄文・໻生・ݹ代 72 上ܰ井઒ 縄文・໻生

17 ඐഀౡ৓ 中世 35 大ٶ 縄文（前期）・ݹ代 54 東原町 中世 73 三ఘࣉの経塚 中世

18 下ԭ北 平安・中世 36 大沢 B 代（製鉄関連）ݹ 55 上原 代・中世ݹ 74 ਃ塚の経塚߀ 中世

19 ౢ屋ෑ 中世 37 Ӎ஑・Ӎ஑ݹ窯 縄文・平安 56 境઒原 中世 75 ܰ井઒の経塚 中世

　　　　　　

第Ⅱষ　遺跡の位置と環境
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古ɹɹ代　　ݹ෿時代とは対র的に遺跡数が૿加し、9 世ل代を中心とする平安時代の遺跡が数多く存

在している。ൃ掘調ࠪも、下ԭ北遺跡（18）、௽巻田遺跡（22）、前ֻり遺跡（25）、ຳ輪遺跡（30）なͲ

で実施され、֘期集མの様૬が明らかにされつつある。このうͪຳ輪遺跡では、これまでദ崎平野では少

数であったಸ良時代の遺物が出土し、それとともに「ӺՈଜ」のهड़がある木簡、木製ಂなͲが൐出し、

Ԇت式のࡌهに見える「三ౢӺ」がपลに存在する可能性が濃厚となった［岡田 2000］。

また、ӏ઒右؛のٰྕ地帯では、Ӎ஑ݹ窯［品田・中野ほか 2000］、藤橋東遺跡群［品田 1995a］、ܰ

井઒南遺跡群［品田・平ਧほか 2010］なͲが調ࠪされ、須恵器の窯跡や大規໛な製鉄関連遺跡がల開して

いることが明らかとなった。ӏ઒左؛のٰྕ地帯にも剣野 B 遺跡（9）や剣野ਫ上遺跡（14）なͲの製鉄

関連遺物が࠾取される遺跡が஌られ、௽巻田遺跡（22）でも࿍内ᕥが多数出土している［藤巻 1988］。

こうしたݹ代の遺跡のཱ地傾向は、集མ遺跡のຳ輪遺跡、前ֻり遺跡［品田・ҏ藤 1997b］なͲのよ

うに多数は自然అ๷上やٰྕ੄部のԭ積地にཱ地し、Ӎ஑ݹ窯やܰ井઒南遺跡群なͲの須恵器窯や製鉄関

連遺跡はٰྕ斜面地にہ地的に分෍する傾向にある［品田 1995b］。

中ɹɹ世　　中世の遺跡は、剣野沢遺跡（10）、下ԭ北遺跡（18）、௽巻田遺跡（22）なͲがあり、これ

らはいずれも 13 世ل〜 14 世لを中心とするものである。このうͪ下ԭ北遺跡では方形区画内に掘ཱ柱

建物や井戸が集中する֘期集མの様૬が明らかにされ、ಓ࿏状遺構やਫ田跡も検出されている［山本・高

橋ほか 2003、山崎ほか 2005］。௽巻田遺跡でも井戸やஷଂ穴が検出された［藤巻 1988］。

ӏ઒流Ҭではこうした集མ遺跡の調ࠪのほかに、ઍݹ塚遺跡（48）なͲの෿ุの調ࠪྫࣄがある。同遺

跡ではԾ称「方形基ஃุ」の検出があり、֘期のุҬが૝定されている［品田 1990a］。こうした中世の

ุҬのྫࣄは、ࡸ石઒流Ҭの小ࣇ石遺跡（61）にもある［品田 1991b］。またྡ接の田塚山遺跡群（60）では、

෿ุや 13 世ل代と推測される仏ಊが検出されている［品田・中野ほか 1996］。

15 世ل以降の遺跡は、上هの集མ遺跡で遺物なͲがࢄ見されるほか、15 世ل後半〜 16 世لのඐഀౡ

৓（17）［中野 2003］やദ崎町遺跡（51）［品田・ҏ藤ほか 2001］の調ࠪྫࣄがある。このうͪ、中世૳

Ԃのൺ角૳Ҭにあるദ崎町遺跡では、遺跡の所在する東本町が 15 世لにはطに開ൃが及び、17 世لを

画期として市֗地の原型が形成されていくաఔが明らかにされている。

こうしたӏ઒流Ҭを中心とした中世の遺跡ཱ地は、13 世ل〜 14 世لを主体とする集མ遺跡がٰྕ੄

部や自然అ๷なͲのԭ積地に分෍し、ઍݹ塚遺跡なͲの෿ุが中位段ٰなͲの台地上にཱ地する傾向が認

められている［品田 1995b］。以上のほかにٰྕ上には三కࣉや߀ਃ塚の経塚（73・74）なͲの塚が分෍し、

このうͪ三కࣉ経塚にはそのԞ書に建ਔ 3 年（1203）の年号が認められる［金子 1987］。

B　文ݙからみたݹ代・中世のദ崎

代　　　ݹ　（1

古代のӏ઒ྲྀҬ　　剣野沢遺跡が所在するദ崎平野一帯は、ಸ良・平安時代を通じて越後ࠃに属してい

た。越後ࠃは、౰初、北陸ಓの出羽までを含む広大な越ࠃに一括されていたが、7 世ل末に三分割され

て成ཱする。その後、越後ࠃは 702（大ๅ 2）年の越中ࠃ 4 原のו・পڕ・ࢤݹ・頸৓）܊ 4 ฤ入［ถ（܊

沢 1980］、712（和銅 5）年の出羽ࠃの分置を経て、そのࠃҬが完成する。越後ࠃには 927（Ԇ長 5）年

に成ཱしたԆت式によって頸৓、ࢤݹ、三ౢ、ڕপなͲ 7 の܊の存在が஌られ、ദ崎平野一帯は三ౢ܊

ྖҬであった可能性が高い。三ౢ܊は、܊ࢤݹから 9 世لに分置された可能性が指ఠされており［ถ沢

1976・1980］、9 世ل以前では౰֘地Ҭは܊ࢤݹに属していたことが推測される。また、10 世ل前葉に

2　ྺ ࢙ 的 環 境
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成ཱした『࿧名類ᡉঞ』には、三ౡ܊に三ౢ、高Ո、多ذの 3 がӏ઒ڷされ、その所在は三ౢࡌهがڷ

下流Ҭ、高Ոڷが長鳥઒流Ҭとࡸ石઒中流Ҭ、多ڷذが別山઒上・中流Ҭにそれͧれൺ定されている［金

子 1990］。したがって、ݹ代の剣野沢遺跡पลは少なくとも 10 世ل前葉には三ౢڷのڷҬにあったこと

が推測される。

تౡӺͱࣜ಺ࣾ　　ӏ઒下流Ҭには現在、三ౢਆࣾやӏ઒ਆࣾが存在している。三ౢ・ӏ઒ਆࣾはԆࡾ

式ਆ名ாにࡌهされた三ౢ܊内の式内ࣾであり、両ࣾはその࿦ࣾである［金子 1990］。また౰地ҬはԆ

す北陸ಓの「三ౢӺ」の所在地と目されているが、前ड़したຳ輪遺跡の「ӺՈଜ」木簡なͲによっه式がت

てそのपลが有ྗީ補地となった［૬沢・小ྛ 2000、中 2003］。加えて、౰地Ҭを通աする北陸ಓのಓ

に内陸をとるઆ［新沢طをめ͙ってはے 1970、଍利 1975 なͲ］があったが、その可能性が高くなった。

2）中　　　世

中世૳Ԃの੒ཱ　　11 世ل後半から 12 世لにかけて和名ঞڷが࠶ฤされ、֤地に૳Ԃやڷ・保を単位

とするࠃᦰྖが成ཱした。ദ崎平野一帯では、ӏ河૳、ࠤ橋૳、ൺ角૳なͲの૳Ԃや、原田保、赤田保な

Ͳのࠃᦰྖの存在が஌られている。これらの૳Ԃ・ࠃᦰྖの所在は、現状ではӏ河૳なͲの૳Ԃをദ崎平

野南部のӏ઒・ࡸ石઒流Ҭに、原田保なͲのࠃᦰྖを主に北部の別山઒流Ҭにൺ定するのが定આ化してい

る。このうͪ剣野沢遺跡が存在するӏ઒流Ҭは、ӏ河૳の૳Ҭと推測される。

ӏ河૳は、『࠺ޗ鏡』の 1186（文࣏ 2）年の『三箇ࠃঙʑ未ਐ注文』にࠤ橋૳、ൺ角૳なͲとともにهされ、

11 世ل後半から 12 世لのӃ政期の成ཱが૝定されている［Ԯ野 1983］。具体的な૳Ҭは根ڌとなる文

1341（暦Ԡ、『ਐ状د上ਿ朝定』）に๡しいが、「ӏ河૳安田条上方」ݙ 4）年）、「ӏ઒૳内半田ଜ」（『ࣨ町ນ෎

奉行ਓ連ॺ奉書』、1501（文亀元）年）のほか、「Ӊ઒御ঙ新ಊ」（『ົ法蓮華経Ԟ書』1203（建ਔ 3）年）、「ӏ河

ঙ内上条ࠓ泉ଜ」（『十一面観Ի胎内๽書໏』、1358（Ԇ文 3）年）、「ӏ河૳藤井」（『岩井ਆࣾ࿲口໏』、1442（Յ

٢ 2）年）なͲによって、ӏ઒流Ҭ（新ಓ、上条なͲ）のみならず、ࡸ石઒中下流Ҭの左؛地帯（安田、藤井、

半田なͲ）までを含むものと推測されている［ଜ山 1990］。

ӏՏ૳のࢧ഑　　ӏ河૳は、ח૔時代初期に前ड़の『三箇ࠃঙʑ未ਐ注文』によって、本Ոを前ࡈӃ（鳥

羽上皇のঁᰌ子内਌王）、ྖՈを前࣏部ڢ（藤原ޫ隆）とする前ࡈӃྖであったとされる［Ԯ野 1983］。南北

朝時代には、上ਿ定朝が୮波ࠃの安ࣉࠃ（ޫ෱ࣉ）にӏ河૳安田条上方をدਐし（『上ਿ朝定دਐ状』、1341（暦

Ԡ 4）年）、安田条が安ྖࣉࠃとなったことが明らかにされている。しかしながら、طに近ྡのࠤ橋૳南条

の地頭৬を安ూしていたໟ利ࢯは安ྖࣉࠃであった同条にਐ出し、長期にわたる૪࿦の結Ռ、ついにӏ河

૳安田条の地頭৬を֫ಘし（『ࣨ町将܉଍利ٛຬ下文』、1380（߁暦 2）年）、同地を本ڌとするໟ利安田ࢯと

して੎ྗをৼるう［山田 1987、ଜ山 1990］。

こうした、ӏ河૳への安田ࢯの੎ྗ֦大がਐめられる一方、南北朝時代の 14 世لに越後ࠃकޢ上ਿࢯ

とともに入部したӉࠤ美ࢯが、ӏ઒下流Ҭのඐഀౢを本ڌとした。さらにࣨ町時代の 15 世ࠒلには越後

を称した［山田ࢯとして上条ڌ上ਿ一໳の上ਿਗ਼方が入部し、ӏ઒中流Ҭの上条を本ޢकࠃ 1987］。こ

のようにӏ河૳Ҭは少なくとも南北朝時代以降、ඐഀౢのӉࠤ美ࢯ、上条の上条上ਿࢯ、安田のໟ利安田

。を構えദ崎平野の中核的なྖҬを形成したڌらが本ࢯ

ઓࠃ時代には、上ड़のӏ河૳のӉࠤ美、上条、安田ࢯもઓ乱に巻きࠐまれ、1564（Ӭ࿣ 7）年にӉࠤ美

定ຬがࣦ脚すると、ඐഀౡにはඐഀౢળ࣍郎が入った。1584（天ਖ਼ 12）年の御ؗの乱のऴଉ後には、ۅ

沢具ൟがඐഀౢとໟ利北条ࢯの遺ྖ（ࠤ橋૳北条）をその所ྖとしている［ଜ山 1990］。

第Ⅱষ　遺跡の位置と環境
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第Ⅲষ　調 ࠪ の ֓ ཁ

1　グリッドの設定

剣野沢遺跡の東側にྡ接するٰྕ上には、ദ崎市ڭҭҕһձが平成 13 〜 16 年౓に本ൃ掘調ࠪを実施

した剣野 B 遺跡（縄文時代主体）がཱ地している。縄文時代における関連性が૝定できたため、同一のグリッ

ドを使用することを考え、南北方向のݺ称（ࢉ用数字）を一கさせた。東西方向のݺ称（アルファベット）で、

A 列を越える西側の範囲は、新たに西に向かって「Z・Y・Xʜʜ」とݺ称した（第 2 図、図版 16）。

剣野 B 遺跡のグリッド方向と区割りは、ࠃՈ࠲標軸（日本測地系）と一கさせていた。グリッドは大小

2 種あり、大グリッドは 10m ࢛方を単位とし、小グリッドは大グリッドを 2m ࢛方に 25 等分したもの

である。大グリッドの名称は、北西۱の杭を基点として東西方向をࢉ用数字、南北方向をアルファベット

とし、両ऀの組合せで表ࣔした。小グリッドは 1 〜 25 のࢉ用数字で表し、北西۱を 1、南東۱を 25 とし、

「24Y13」のように大グリッド表ࣔの後につけてݺ称した。またඞཁにԠじて、小グリッドを 1m ࢛方に

細分した。ア〜エのカタカナで表し、北西۱をア、南東۱をエとし、「24Y13 イ」のようにݺ称した。剣

野沢遺跡の 24Y 杭の࠲標値（世ք測地系にม׵）は、「X�149520.451、Y�4238.927」をࣔす。

2　基　本　層　ং

剣野沢遺跡は、ӏ઒左؛のถ山ٰྕと剣野ٰྕに挟まれた、剣野ٰྕの西を南北に開ੳする標高 8.2 〜

10.0m 前後のԭ積地にある。調ࠪ区प囲は୐地造成により、౰時のܠ観をྟむことは出དྷないが、小規

໛な河؛段ٰがൃୡしていたものと考える。୐地造成前（第 4 図・図版 61）まではਫ田として利用されて

おり、地形全体は南東から北西方向にかけて؇やかな傾斜をࣔし、いくつかの段を形成している。

基本土層はⅠ〜Ⅶ層に大別した（第 6 図）。同一の地層でも土質・色調に多少の差ҟがあり、さらに細別（a

〜 d、上〜下）が可能な層もある。調ࠪのਐ行に൐い細分化したが、最ऴ的には調ࠪ区を東西に横断する

ように観察した、25 ラインベルトの層位を基४とした。֤層のৄ細は、図版 28・29 でهड़する。

Ⅲ層は上層（ݹ代・中世）遺物のแ含層で、ಛに中世の遺物を主体的にแ含する。Ⅲa・Ⅲb 層は調ࠪ区

全Ҭで認められるが、Ⅲc・Ⅲd 層は部分的である。ݹ代の遺物がより下位から出土する傾向は認められ

たが、明֬な対Ԡ層はない。Ⅲ層とⅣ層の境で凹凸がஶしい部分（ಛにⅢc 層との境）があり、耕作痕跡の

可能性も考えたが、分ੳでは積極的にߠ定する結Ռはಘられなかった（第Ⅵষ）。Ⅳ層は下層（縄文時代）

の遺物แ含層で、前期後葉〜晩期後葉までの遺物が含まれる。上面から約 20cm の深さまで遺物が多い

ので、Ⅳa 層が主体となる。それより下層のⅤ〜Ⅶ層は、地山である。

Ⅰ　層：表土層および耕作土層。灰黄褐色粘質土を主体とする。

Ⅱ　層：近世以降のਫ田耕作土と考える。Ⅱa（上）層、Ⅱa（下）層、Ⅱb 層に細分した。

Ⅲa 層 ：中世の遺物แ含層で、近世の遺物も少量ࠞじる。褐灰色粘質土を主体とする層で、色調の違い

でⅢa（上）層、Ⅲa（下）層に細分できる。

Ⅲb 層 ：ݹ代・中世の遺物แ含層。黒褐色粘質土が主体で、色調や含有物の違いにより、Ⅲb（上）層、
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Ⅲb（中）層、Ⅲb（下）層に細分したが、地点により؇やかにม化しているので、分層は೉しい。

Ⅲc 層 ：ݹ代・中世の遺物แ含層。黒褐色粘質土が主体で、෗২物を多く含む。

Ⅲd 層 ：褐灰色粘質土が主体で、遺物の出土は少ない。Ⅳ層のブロックを含む。

Ⅳa 層 ：縄文時代の遺物を多く含むแ含層で、上面は上層遺構の検出面となる。褐灰色〜灰黄褐色粘質

土が主体で、ٰྕ側は粘性がڧい。

Ⅳb 層 ：縄文時代の遺物を少量含むแ含層。褐色粘質γルト主体で、砂質土を少量含む。ٰྕ側で黒色

がڧく、平ୱ部で色調が薄くなる。

Ⅳc 層 ：自然流࿏上にଯ積する層で、Ⅳa・Ⅳb 層がγルト化した可能性がある。灰黄褐色〜にぶい黄

褐色を呈する粘質γルトである。

Ⅴ層〜Ⅶ層：地山。Ⅴa 層の上面が、下層遺構の検出面となる。にぶい橙色を呈するⅤa 層、灰褐色を

呈するⅤb 層に分層できる。Ⅵ層は灰黄褐色〜灰色砂質γルトで、河઒ଯ積物の一部と考える。Ⅶ層は黄

褐色〜にぶい黄褐色の砂礫層で、П 5 〜 18cm ఔの中型礫を多量に含む。

Ⅴa

（Ⅴ）
Ⅴb

Ⅶ

Ⅵ

Ⅳb
Ⅳa

Ⅲa

Ⅲb

Ⅱ
Ⅰ

Ⅲa

Ⅲb

Ⅱ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅳ

Ⅳ
Ⅳ

Ⅲa

Ⅲa

Ⅲb

Ⅲb
Ⅲc

Ⅲc
Ⅲa

Ⅲb

Ⅱ

Ⅱa

Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

（Ⅴ）

Ⅴ

Ⅳ

（Ⅴ）

Ⅳ

Ⅲa

Ⅲb

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ
Ⅲa

Ⅲb
Ⅲb

Ⅲc

Ⅰ
Ⅰ

Ⅴa

Ⅴb

Ⅳa

Ⅳa

Ⅲa

Ⅲb

Ⅲa

Ⅲb

Ⅲb'

Ⅲc

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱa
Ⅱb

Ⅰ

Ⅳa
Ⅲb

Ⅲa

ⅡaⅡb

Ⅰ

盛土

試料採取地点

小河川堆積

S

S

10.0m

9.5m
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑩

⑨

①23Z20 ②26Z5

③21X25 ④24X10・15 ⑤26X5 ⑥23ラインベルト
　22Y24

⑦分析試料
北壁（21Y19）

⑧分析試料
西壁（23X12）

⑨分析試料
南壁（26Z6）

⑩分析試料（22×22）

上層の包含層

下層の包含層

ୈ 6ਤɹ݋໺୔遺੻のجຊ層ং

第Ⅲষ　調 ࠪ の ֓ ཁ
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第Ⅳষ　上 層 の 調 ࠪ

ड़の方法と遺構の分類ه　1

A　基　本　方　਑

遺構のઆ明は、本文（遺構֤આ）・観察表・図面図版・写真図版を用いた。全ての遺構について種別・グ

リッド・出土遺物をࡌهした表を作成し、主ཁ遺構やࡌܝ遺物出土遺構について、規໛等をࡌهした観察

表を作成した。遺構の平面形状及び計測値は、遺構検出面での数値である。ಛに重ཁと思われる遺構につ

いて、本文・図面図版・写真図版でのղઆを加えた。写真図版はબ୒してࡌܝした。

B　遺構番号の表ه方法

剣野沢遺跡の遺構番号（ࢉ用数字）は、時代・

グリッド・種別に関܎なくす΂て検出ॱの通し

番号とし、遺構種別の後Ζに番号を付した。な

お、ൃ掘調ࠪのਐ行աఔで、通し番号に欠番が

生じたものもある。ただし、掘ཱ柱建物・ࡤ・

杭に関しては、別్に 1 番から番号を付して

ある。

遺構種別はུ称を用い、掘ཱ柱建物を「SB」、

を「SK」、溝޵を「SA」、井戸を「SE」、土ࡤ

を「SD」、ϐットを「P」、性格不明遺構を「SX」

とした。ほかに下層の調ࠪでは、埋設土器が൐

う遺構について「埋」を用い、自然流࿏に関し

ては、別్に「SR1」とした。

C　遺構の形ଶ分類

遺構の平面及び断面形状の表هは、和泉 A 遺跡［荒઒・

加藤ほか 1999］の分類基४（第 2 表・第 7 図）に४ڌした。

平面形の規໛は長軸（最大長軸）を計っているが、部分的に

極端なுり出しがある場合は、全体の形状を考ྀして、残存

཰が高い位置で計測している。短軸は基本的に長軸と௚交す

る方向の最長部で計測した。本文中でࣔす深౓（深さ）は、

遺構検出面の最も高い位置からの最深部を計測した。また観

察表には、遺構個別図（断面図作成か所）の深౓もซهした。

ฏ໘ܗଶ

円　形： 長径が短径の 1.2 ഒ未ຬのもの

楕円形： 長径が短径の 1.2 ഒ以上のもの

方　形： 長軸が短軸の 1.2 ഒ未ຬのもの

長方形： 長軸が短軸の 1.2 ഒ以上のもの

不整形： 凸凹で一定の平面形をもたないもの

அ໘ܗଶ

台形状： 底部に平ୱ面をもͪ、؇やか〜急角౓にཱͪ上がるもの

箱　状： 底部に平ୱ面をもͪ、ほぼ垂௚にཱͪ上がるもの

弧　状： 底部に平ୱ面をもたない皿状で、؇やかにཱͪ上がるもの

半円状： 底部に平ୱ面をもたない椀状で、急斜౓にཱͪ上がるもの

U 字状： ֬認面の長径よりも深さの値が大きく、ほぼ垂௚にཱͪ上がるもの

袋　状： ֬認面の径よりも底部の径が大きく、内傾してཱͪ上がるもの

V 字状： 点的な底部をもͪ、急斜౓にཱͪ上がるもの

漏斗状： 下部が U 字状、上部が V 字状の二段構造からなるもの

階段状： 階段状のཱͪ上がりをもつもの

ୈ 2表ɹ遺構のܗଶ෼類表

平面形態の分類

断面形態の分類

円 形 楕円形 方 形 長方形 不整形

台形状 箱状 弧状

半円状 Ｕ字状 袋状

Ｖ字状 漏斗状 階段状

緩傾斜

急傾斜
内傾 直立

ୈ 7ਤɹ遺構のܗଶ෼類ਤ
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第Ⅳষ　上 層 の 調 ࠪ

2　上 層 の 遺 構

A　֓　　　ཁ

代と中世に属する上層の遺構は、掘ཱ柱建物ݹ 5 ౩、ࡤ 1 列、井戸 15 基、土޵ 15 基、溝 14 条、性

格不明遺構 6 基、ϐット 307 基（掘ཱ柱建物を構成するものも含む）、杭 105 本を検出した。いずれも基本

層ংのⅣ層上面で検出したが、土層ベルトの断面観察では、上位から掘りࠐまれているものもいくつか認

められた。掘ཱ柱建物も重ෳしており、時期差は存在するが、埋土や形ଶで明֬な区別は出དྷず、ؼ属不

明なものが多い。ただし、明֬にݹ代と൑断できる遺構は無く、大半は中世（ח૔時代）の遺構と考える。

ड़は、種別（SBه → SA → SE → SK → SD → SX →杭）、遺構番号（小→大）のॱで行った。

B　遺　構　֤　આ

1）掘 ཱ 柱 建 物

24 〜 26Z・A グリッドを中心に、柱穴と考える多数のϐットを検出した。掘ཱ柱建物は 5 ౩図ࣔしたが、

方位や深さを検౼した上で、全て現地で復元したものである。ϐットは調ࠪ区全体で 305 基検出したが、

調ࠪ前の暗渠工ࣄなͲで、欠ࣦしたものも多くあったと思われる。整理作ۀ時に規໛や埋土なͲを࠶精ࠪ

して図上での復元も試みたが、十分に個ʑの対Ԡ関܎を把Ѳすることが出དྷず、8 割以上のϐットについ

ては関連が見いだせなかった。

柱間の多い方向を「ܻ行」（長軸）、少ない方向を「ྊ間」（短軸）とした。第 8 図のܻ行・ྊ間の規໛は、

基本的に数値の大きい面を༏先し、চ面積はそれを৐じた。またここでは、現代の規໛とൺֱしやすくす

るため、畳数（1.8 × 0.9�1.62m2）にもࢉ׵してهड़する。方位はܻ行方向が、北を中心に東西にภする

角౓で表した。柱間ੇ法は復元推定線上で、柱の中心と考える位置同࢜で測定を行った。なお、平ۉ値ʶ

○で数値をࣔしたものは、ここでは一ൠ的な標४ภ差ではなく、上ݶと下ݶをࣔしている。

4#1（図版 5・7・55）

25・26A グリッドに位置する。ܻ行 4 間（西面 6.76m）、ྊ間 2 間（南面 5.25m）の૯柱建物と推定する。

ܻ行方向 N-10 -˃W の南北౩の建物で、চ面積は 35.49m2（21.9 畳）である。ྊ間は北面 4.79m（柱間ੇ

法 2.40 ʶ 0.08m）、南面 5.25m（柱間ੇ法 2.63 ʶ 0.13m）で、やや北面がڱい。ܻ行の柱間は、北側から

2 間目が広く、東面 P158 − P259 間で 2.35m、西面 P216 − P211 間で 2.24m をࣔす。他のܻ行の柱間

ੇ法の約 1.5 ഒであるが、これはྊ間の柱間ੇ法とほぼ同じ値であることがわかる。この建物のϐットの

深౓は 50cm 以上のものが多く、遺構集中区でもほぼ中央に位置することや、།一の૯柱建物であるこ

となͲから、中心的な建物であったと考える。

4#2（図版 5・7・55）

25・26A グリッドに位置する。調ࠪ区の南دりで検出したので、さらに南側にԆびる可能性も残す。

現状ではܻ行 3 間（6.42m）、ྊ間 2 間（3.21m）の建物と推定する。ܻ行方向 N-80 -˃E の東西౩の側柱

建物で、চ面積は 20.61m2（12.7 畳）である。柱間ੇ法は、ܻ行北面が 2.14 ʶ 0.24m、ܻ行南面が 2.12

ʶ 0.18m とほぼ等しく、ྊ間の柱間ੇ法 1.6m 前後よりやや広い。SB2 のܻ行北面の軸を西側にԆ長す

ると、SB5 のܻ行北面と一கすることから、ほぼ同時期の建物と推定する。SB1 の南面の柱穴と切り合っ

ているが、新چ関܎を֬認することはできなかった。
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2　上 層 の 遺 構

遺構番号 位置

ܻ行

4 間

ྊ間

2 間 চ面積 ܻ行方向 ໛式図

SB1 25･26A 6.76m 5.25m 35.49ᶷ N-10 -˃W
（図版 7）

面
（ཱ面図） 柱間 離ڑ

（m）
面

（ཱ面図） 柱間 離ڑ
（m）

面
（ཱ面図） 柱間 離ڑ

（m）

北（A-A'） SK117-SK111 2.32 西（D-D'） SE98c-P216 1.64 中（F-F'） P216-P185 2.47 

北（A-A'） SK111-SE98c 2.47 西（D-D'） P216-P211 2.24 中（F-F'） P185-P259 2.43 

東（B-B'） P321-P163 1.17 西（D-D'） P211-SK209 1.50 中（G-G'） P211-P181 2.48 

東（B-B'） P163-P158 1.50 西（D-D'） SK209-P201 1.38 中（G-G'） P181-P158 2.58 

東（B-B'） P158-P259 2.35 中（E-E'） SK111-P185 1.64 中（H-H'） SK209-P196 2.49 

東（B-B'） P259-SK117 1.64 中（E-E'） P185-P181 2.28 中（H-H'） P196-P163 2.67 

南（C-C'） P201-SD197 2.50 中（E-E'） P181-P196 1.50 

南（C-C'） SD197-P321 2.75 中（E-E'） P196-SD197 1.28 

遺構番号 位置

ܻ行

3 間

ྊ間

2 間 চ面積 ܻ行方向 ໛式図

SB2 25･26A 6.42m 3.21m 20.61ᶷ N-80 -˃E
（図版 7）

面
（ཱ面図） 柱間 離ڑ

（m）
面

（ཱ面図） 柱間 離ڑ
（m）

面
（ཱ面図） 柱間 離ڑ

（m）

北（A-A'） P155-P178 2.38 南（C-C'） P202-P198 2.18 

北（A-A'） P178-P191 1.99 南（C-C'） P198-SD197 1.94 

北（A-A'） P191-P213 2.05 南（C-C'） SD197-P326 2.25 

東（B-B'） P326-P290 1.60 西（D-D'） P213-P205 1.59 

東（B-B'） P290-P155 1.61 西（D-D'） P205-P202 1.51 

遺構番号 位置

ܻ行

3 間

ྊ間

2 間 চ面積 ܻ行方向 ໛式図

SB3 25A 5.21m 4.97m 25.89ᶷ N-78 -˃E
（図版 8）

面
（ཱ面図） 柱間 離ڑ

（m）
面

（ཱ面図） 柱間 離ڑ
（m）

面
（ཱ面図） 柱間 離ڑ

（m）

北（A-A'） P231-P114 1.66 南（C-C'） P210-P195 1.32 

北（A-A'） P114-SK110 2.33 南（C-C'） P195-P171 1.94 

北（A-A'） SK110-P106 0.94 南（C-C'） P171-P162 1.95 

東（B-B'） P162-P153 2.68 西（D-D'） P106-P190 2.74 

東（B-B'） P153-P231 2.29 西（D-D'） P190-P210 2.05 

遺構番号 位置

ܻ行

2 間

ྊ間

1 間 চ面積 ܻ行方向 ໛式図

SB4 25A 2.49m 2.10m 5.23ᶷ N-9 -˃W
（図版 8）

面
（ཱ面図） 柱間 離ڑ

（m）
面

（ཱ面図） 柱間 離ڑ
（m）

面
（ཱ面図） 柱間 離ڑ

（m）

東（A-A'） P172-P251 1.30 西（C-C'） P184-P180 1.32 

南（B-B'） P193-P172 2.10 西（C-C'） P180-P193 1.17 

遺構番号 位置

ܻ行

2 間

ྊ間

1 間 চ面積 ܻ行方向 ໛式図

SB5 25･26Z･A 4.02m 2.71m 10.89ᶷ N-81 -˃E
（図版 8）

面
（ཱ面図） 柱間 離ڑ

（m）
面

（ཱ面図） 柱間 離ڑ
（m）

面
（ཱ面図） 柱間 離ڑ

（m）
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4#3（図版 5・8・55）

25A グリッドに位置する。ܻ行 3 間（南面 5.21m、北面 4.93m）、ྊ間 2 間（東面 4.97m、西面 4.79m）の、

ほぼਖ਼方形な建物と推定する。ܻ行方向 N-78 -˃E の東西౩の側柱建物で、চ面積は 25.89m2（16.0 畳）

である。柱間ੇ法は、ܻ行・ྊ間ともに一定していないが、西دり 1 間がややڱい構造となる。SB1・2・

4 と位置が重ෳするが、その新چ関܎を֬認することはできなかった。

4#4（図版 5・8・55）

25A グリッドに位置する。北東۱の柱穴は SE156A と重ෳし、検出することが出དྷなかった。現状で

はܻ行 2 間（2.49m）、ྊ間 1 間（2.10m）の建物と推定する。ܻ行方向 N-9 -˃W の南北౩の側柱建物で、

চ面積は 5.23m2（3.2 畳）とかなり小型の建物である。建物の間࢓切りの一部であることも考えたが、軸

のԆ長方向に関連する柱穴を見出すことはできなかった。柱間ੇ法は、ྊ間が他の建物とほぼ同規໛であ

るのに対し、ܻ行は西面で 1.25 ʶ 0.08m とڱい。SB1 〜 3 と位置が重ෳするが、その新چ関܎を֬認

することはできなかった。

4#5（図版 5・6・8）

25・26Z・A グリッドに位置する。調ࠪ区の南دりで検出したので、さらに南側にԆびる可能性も残す。

現状ではܻ行 2 間（4.02m）、ྊ間 1 間（2.71m）の建物と推定する。ܻ行方向 N-81 -˃E の東西౩の側柱

建物で、চ面積は 10.89m2（6.7 畳）である。柱間ੇ法は、ܻ行北面が 1.88 ʶ 0.02m、ܻ行南面が 2.01

ʶ 0.26m で、ྊ間はܻ行北面の約 1.5 ഒである。SB1 とはܻ行方向がҟなるが、ྊ間の柱間ੇ法がܻ行

の約 1.5 ഒで構成されていることは、ڞ通したಛ௃である。また、前ड़のようにܻ行北面の軸が SB2 と

一கすることから、ほぼ同時期の建物と推定する。後ड़する SE244 とは東面が接する位置関܎にあるこ

とから、その前後の時期にػ能していたものと考える。

ࡤ（2

ϐットが一定の間隔を࣋って௚列するが、प囲に対Ԡするϐットがないものをࡤとした。遺構集中区内

にもいくつか似たような状گを呈するϐット列はあるが、明֬には൑断できなかった。

4"1（図版 5・8）

25A グリッドに位置する。やや軸が通らないものも含むが、その軸に近接する P76 〜 79・83・84・

89・91 の計 8 基を、ࡤを構成するϐットと推定した。軸方向は N-72 -˃E で、推定長（P76 − P83 間）は 5.92m

である。ࡤपลはϐット群がૄらであり、このࡤを境に、北側と南側でϐットの規໛なͲの様૬がҟなる。

南側のϐット群は、平面規໛が大きく、深౓も深いものが多い。また、掘ཱ柱建物を復元こそ出དྷなかっ

たが、SB1 〜 5 同様にいくつかは軸方向の合うものが認められた。一方、北側のϐット群は平面規໛が

ൺֱ的小型で、深౓も浅いものが多い。建物が存在したとしても、長期使用に଱えるものでなかった可能

性がある。ࡤによって利用方法のҟなる場が、࢓切られていたものと考える。

3）井　　　戸

井戸は 15 基を検出した。長軸なͲの規໛が大きいものを井戸または土޵とし、井戸と土޵の区別は、

深౓が長軸より大きいものを基本的に井戸とした。しかし、深౓が浅くても、༙ ਫ状گ、埋土のଯ積状گ、

遺物出土状گなͲを考ྀして井戸に分類したものもある。なる΂く調ࠪ時の所見を༏先させた。

第Ⅳষ　上 層 の 調 ࠪ
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4&2（図版 4・9・62）

23A12 グリッドに位置する。平面形は不整な円形で、底面中央に長軸 0.45m、短軸 0.38m、深さ 0.17m

の掘りࠐみ状のくぼみを࣋ͪ、断面形は漏斗状に近い。中ほͲから垂௚にཱͪ上がる素掘り構造の井戸で

ある。埋土は粘土質土層で 6 層に分層でき、斜位にଯ積するが、6 層は南から北に傾斜し、これに対し 1

〜 5 層は北から南方向に傾斜する。1 〜 4 層は地山ブロック、5 層は白色粘土粒を含む。このようなଯ積

状گからਓҝ的に埋め໭された可能性がある。出土遺物はない。

4&53（図版 5・9・62）

24A21 グリッドに位置する。平面形は不整な円形で、底面中央に浅いくぼみを࣋つ。断面形は U 字状

を呈し、急斜౓にཱͪ上がる素掘り構造の井戸である。埋土は粘土質土層で 5 層に分層でき、Ϩンズ状

ଯ積が連続するので自然ଯ積と考える。珠洲焼・土師質土器（4）が出土した。

4&71（図版 4・9・62）

24A13・14 グリッドに位置する。平面形は円形で、底面は基本土層第Ⅷ層の砂礫層までୡしている。

断面形は箱状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる素掘り構造の井戸である。埋土は粘土質土層で 2 層に分層でき、

1 層は西から東に傾斜してଯ積する。1 〜 2 層とも地山ブロックを含むことからਓҝ的に埋め໭された可

能性がある。長軸方向はほぼ南北にฒ行する。土師器や土師質土器（5・6）が出土した。

4&75（図版 5・9・62）

25A4 グリッドに位置する。平面形は円形で、底面は第Ⅷ層の砂礫層までୡしている。断面形は台形状

を呈し、急斜౓にཱͪ上がる素掘り構造の井戸である。埋土は粘土質土層で 3 層に分層でき、2 層は北か

ら南に傾斜してଯ積する。1 〜 2 層とも地山ブロックを含むことから、ਓҝ的に埋め໭された可能性があ

る。須恵器（22）・土師器・珠洲焼が出土した。

4&�1（図版 5・9・62）

25A8 グリッドに位置する。平面形は円形で、底面は第Ⅷ層の砂礫層までୡしている。断面形は台形状

を呈し、急斜౓にཱͪ上がる素掘り構造の井戸である。埋土上部はϨンズ状ଯ積であるが、1・2・4 層

に地山ブロックを含み、5 層にも地山粒子含むことから、ਓҝ的に埋め໭された可能性がある。須恵器・

土師質土器が出土した。

4&��（図版 5・9・62）

25A6・7・11・12 グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は半円状を呈する。深౓は 60cm

以下と浅いが、ਫのਁみ出しは多く、素掘り構造の井戸と考える。埋土は粘土質土層で 4 層に分層でき、

2 〜 4 層は北から南に傾斜してଯ積している。全層に地山ブロックを含むことから、ਓҝ的に埋め໭さ

れた可能性がある。新چ関܎は、SD103・ϐット SE98b よりݹく、ϐット SE98a・c・d より新しい。

SE98a・b のϐットから土師器が出土した。

4&1�4（図版 5・9）

25A11 グリッドに位置する。平面形は南側を暗渠により切られているが、暗渠の対؛で認められない

ことや、残存の形状からして円形を呈するものと思われる。断面形は U 字状を呈し、急斜౓にཱͪ上が

る素掘り構造の井戸である。埋土は粘土質土層で 4 層に分層でき、Ϩンズ状ଯ積に似ているので自然ଯ

積と考える。ただし 1 〜 2 層に地山ブロックを含むことから、ਓҝ的に埋め໭された可能性もある。新

は܎関چ P97 よりݹい。1 層と 4 層から土師器が出土した。

2　上 層 の 遺 構
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4&13�（図版 5・6・9・62）

25Z4・5 グリッドに位置する。平面形は楕円形で、底面は第Ⅷ層の砂礫層までୡしている。断面形は

U 字状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる素掘り構造の井戸である。埋土は粘土質土層で 4 層に分層でき、2 〜

4 層は北から南に傾斜してଯ積する。1 〜 4 層に地山ブロックを含むことから、ਓҝ的に埋め໭された可

能性がある。土師質土器（7・8）が出土した。

4&156"（図版 5・10・62・63）

25A14・15・19 グリッドに位置する。平面形は不整な円形で、底面は第Ⅷ層の砂礫層までୡしている。

断面形は台形状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる素掘り構造の井戸である。埋土は粘土質土層で 4 層に分層

でき、1 〜 3 層は西から東に傾斜してଯ積する。4 層に 15cm と 35cm 大の被熱した輝石安山岩が 2 点

ฒんでいた。1 〜 2 層に黄褐色の地山༝དྷの小礫が含まれ、3 〜 5 層に灰黄褐粘質γルトブロックを含む

ことから、ਓҝ的に埋め໭された可能性がある。新چ関܎は SE156B・P285 より新しく、P259・284

よりݹい。土師器・製塩土器（9）・土師質土器が出土した。

4&156#（図版 5・10・63）

25A13・14 グリッドに位置する。平面形は北側を暗渠、南東を SE156A により切られ、全体の形状

は不明である。断面形は不整な台形状を呈する素掘り構造の井戸である。埋土は粘土質土層で 6 層に分

層でき、ਫ平ଯ積をࣔす部分もある。1 層に地山ブロックを含むことから、ਓҝ的に埋め໭された可能性

もある。新چ関܎は SE156A よりݹい。土師器（11・12）・土師質土器（10）が出土した。。

4&233（図版 5・10・63）

24A22、25A2 グリッドに位置する。平面形は不整な方形で、断面形は階段状を呈する。階段は଍ֻ

け部分の可能性もある。素掘り構造の井戸で、埋土は粘土質土層で 9 層に分層でき、斜位にଯ積する。6

層は南から北に傾斜し、これに対し 2 〜 7 層は西から東に傾斜してଯ積する。9 層以外に地山ブロック

含み、ਓҝ的に埋め໭された可能性がある。須恵器・土師器のみが出土している。

4&244（図版 5・10・63）

25A21 グリッドに位置し、東側の一部を開渠に切られる。平面形は不整な円形で、深౓は浅いがਫの

ਁみ出しは多く、底面は第Ⅷ層の砂礫層までୡしている。断面形は台形状を呈し、素掘り構造の井戸と考

える。埋土は粘土質土層で 6 層に分層でき、2・4・5 層は北から南に傾斜してଯ積し、1・2・5・6 層は

地山ブロックを含む。6 層には未分ղの有ػ物が多く含まれ、黒褐色を呈する。遺物は須恵器（22・23）、

土師器、珠洲焼、土師質土器（13 〜 21）、木製品（196 〜 202）なͲが出土した。最下層の 6 層で、木製鉢、

被熱した磨石・礫が底面中央部で出土した。6 層上部から漆器の合子・椀・皿や木製品の曲物底板・部材・

櫛、土師質土器の皿なͲが出土し、4 層から土師質土器の小皿・皿、3 層から土師質土器の小皿がそれͧ

れ出土した。埋土が地山ブロックを含んで斜位のଯ積をࣔすこと、遺物の完存཰が高いことなͲから、遺

物とڞにਓҝ的に埋め໭された可能性がある。この 6 層出土の木製鉢に対して放射性炭素年代測定を行っ

た結Ռ、暦年ֱਖ਼年代（1М暦年代範囲）で AD1,153 〜 1,211 年（46.2�）をࣔしていることから、12 世

〜後半ل 13 世ل初頭にػ能していた可能性がある。

4&24�（図版 4・10・64）

23A22 グリッドに位置する。平面形は方形で、底面は第Ⅷ層の砂礫層までୡしている。断面形は台形

状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる素掘り構造の井戸である。埋土は粘土質土層で 4 層に分層でき、1・2 層

は西から東に傾斜してଯ積する。1 〜 3 層に地山ブロックを含み、土師器が出土した。

第Ⅳষ　上 層 の 調 ࠪ



22

4&3�4（図版 4・11）

24A15 グリッドに位置する。遺構の大半を暗渠で欠ࣦしたが、施工時のཱձで深౓が深いことから井

戸とした。全体の形状は不明であるが、残存する上場で 1.4m 以上あり、౰遺跡では大型の部類である。

4&36�（図版 4・11・64）

23A16・21 グリッドに位置する。平面形は不整な円形で、断面形は箱状を呈し、ほぼ垂௚にཱͪ上が

る素掘り構造の井戸である。埋土は粘土質土層で 4 層に分層でき、西側の傾斜が؇いのに対し、東側は

急角౓となる。2 層に地山ブロックを含むことから、ਓҝ的に埋め໭された可能性がある。土師器・山茶

椀（24）・土師質土器（25・26）が出土し、底部から柱根のように底面が加工された丸木材（203）が出土

した。

4）土　　　޵

土޵ 15 基を検出したが、主に長軸なͲの規໛から൑断したものが多く、後に掘ཱ柱建物の柱穴（SB1

− SK111・117・209、SB3 − SK110）と൑断したものもある。よって、柱穴にมߋとなる可能性の低いもの

についてهड़する。土޵はಛに集中する地点もなく、調ࠪ区内に点在している。

4,13（図版 4・11・64）

24A1・2 グリッドに位置する。平面形は不整な円形で、断面形は U 字状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。

埋土は粘土質土層で 6 層に分層でき、1 〜 3 層に地山ブロックを含むことから、ਓҝ的に埋め໭された

可能性がある。出土遺物はない。

4,51（図版 4・11・64）

23A11・16 グリッドに位置する。平面形は不整な方形で、断面形は漏斗状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。

埋土は粘土質土層で 5 層に分層でき、1・2 層が北から南に傾斜してଯ積している。ほぼ中位の 5 層上面で、

炭化した丸木・材が横位の状ଶで、方形状に検出した。นࡍに被熱の痕跡は無く、埋土中に焼土なͲも認

められないことから、炭化後にഇغされたものと考える。方形状の഑置がҙ図的なものかは分からず、そ

の性格は不明である。ほかに出土遺物はない。

4,7�（図版 4・11）

24A13・18 グリッドに位置する。平面形は楕円形で、断面形は台形状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。

出土遺物はない。

4,12�（図版 5・6・11・64）

25Z19 グリッドに位置する。平面形は不整な円形で、断面形は U 字状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。

埋土は粘土質土層で 4 層に分層でき、4 層に有ػ物を多く含む。小ࢬ類はฒ΂られたように向きがଗって

おり、その下から検出した࿴状のものも同様であった。残りはѱいが、束ねたものか、Ϝγロのような製

品であった可能性もある。他に部材（204・205）・板材も数点ഇغされている。1 〜 3 層に地山ブロック

を含むことから、ਓҝ的に埋め໭された可能性がある。土師器・土師質土器（28・29）が出土した。

4,135（図版 5・6・11・64）

25Z9・10・14・15 グリッドに位置する。平面形は楕円形で、断面形は弧状を呈し、؇やかにཱͪ上

がる。土޵中央に掘りࠐみを࣋つ。埋土は 5 層に分層でき、Ϩンズ状にଯ積する。1・2 層から須恵器・

土師器が出土した。

2　上 層 の 遺 構
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4,253（図版 4・11・64）

23Z15・20、23A11・16 グリッドに位置する。平面形は不整な円形で、西側に階段状の段を࣋つ。

断面形は漏斗状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。埋土は粘土質土層で 4 層に分層でき、Ϩンズ状にଯ積する。

長軸方向は N-32 -˃W である。土師器の小片が 1 層から出土した。

4,2��（図版 5・11）

24Z25 グリッドに位置する。北側を開渠により欠ࣦする。平面形は不整形で、断面形は半円状に近く、

西側が؇やかに、東側が急斜౓にཱͪ上がる。埋土は粘土質土層で 4 層に分層でき、斜位のଯ積である。

土師器・土師質土器（30・31）が出土した。

4,6�2（図版 2・11・65）

遺構の集中区から離れた、22W15・20 グリッドに位置する。平面形は不整な長方形で、断面形は台形

状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。北側にやや幅広の平ୱ面を࣋ͪ、本དྷは階段状の遺構であった可能性も

ある。埋土は粘土質土層で 3 層に分層でき、Ϩンズ状ଯ積をࣔすが、礫の数量や被熱状گからਓҝ的な

ଯ積であΖう。֤層内には 2 〜 3cm 大の炭化物および輝石安山岩を中心とした礫が計 309 点含まれて

いた。礫の 92�にあたる 286 点が被熱しているが、埋土に焼土は認められなかった。礫の大きさは、長

さ 3.1 〜 22.8cm、幅 2.1 〜 16.1cm、厚さ 0.9 〜 11.3cm、重量 10 〜 7770g である。その内 60�を

઎める 184 点は、平ۉ重量 400g のݓ大の礫である。また被熱した礫中には角閃石安山岩の磨石が 1 点

含まれている。一方被熱していない自然礫は、小形の礫が中心である。

5）溝

溝は 14 条検出した。

4%1（図版 4・5・14・55・66・67）

21 〜 26Z、21 〜 23A グリッドに位置し、北側と南側は調ࠪ区外にԆびている。長軸方向は南半がほ

ぼ南北に一கしており、24Z13 付近で N-12 -˃E 方向にมえていく。全体の幅は 3.6 〜 6.1m であるが、

西側と東側の一部に一段浅い部分（10cm ऑ）が、溝に沿って付随する。その東西の浅い部分を除く、本

体部分の幅は 2.2 〜 3.5m、深さは 0.15 〜 0.4m である。断面形は台形状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。

図版 14 で埋土 1 層としたものは、基本層ংのⅢ b 層であることから、溝は中世段階でほぼ埋຅していた

ものと考える。ただし、ଯ積が安定していない場所もあったことから、数౓の掘り返しはあったと思われ

る。調ࠪ前の現گで、この溝を境とした東西の段差が残っていたことから、中世以後も耕作なͲによる大

きな地形վมが౰֘地では行われなかったことが૝定できる。溝の東側のٰྕ੄部側が、西側にൺ΂て

一段高く、溝も௚線的ではないことから、小規໛な河؛段ٰの境に形成された窪地（小઒）がそのまま区

画溝として利用された可能性が高い。土師質土器を中心に、ݹ代・中世の遺物（34〜118, 206〜211, 236, 

238, 244, 245, 254, 260 なͲ）が多く出土している。

溝の本体部分のほぼ中央で、長軸に沿って多くの杭列（後ड़の「杭」も参র）を検出した。溝と௚交関܎

となる杭列が認められないことから、ԃの可能性は薄い。溝の東側の遺構群と対Ԡするように密に打たれ

ていることから、生֞のようなܠ観が૝定できる。

4%52（図版 5・12）

24A16 グリッドに位置する。長軸 1.45m、短軸 0.25m、深さは 0.17m である。断面形は半円状を呈し、

急斜౓にཱͪ上がる。長軸方向は N-57 -˃W で、須恵器・土師器が出土した。

第Ⅳষ　上 層 の 調 ࠪ
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4%1�3（図版 5・12）

25A6・7 グリッドに位置する。長軸 0.83m と短い溝で、断面形は台形状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。

長軸方向は N-78 -˃E である。新چ関܎は SE98 よりもݹい。出土遺物はない。

4%133（図版 5・6・12）

25Z15 グリッドに位置する。長軸 1.09m で、断面形は台形状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。長軸方向

は N-82 -˃E である。土師質土器が出土した。

4%14�（図版 5・6・12・65）

24Z19 から 25Z9 グリッドにかけて位置する。長軸 6.52m、短軸 0.82m、深さは 0.09m である。断

面形は弧状を呈し、長軸方向は N-87 -˃E である。須恵器・土師器・土師質土器（120）が出土した。

4%1�7（図版 5・7・55）

25A23・24、26A3・4 グリッドに位置する。検出面の埋土にಛに差が無かったことから溝と൑断した

が、掘削後の底面の起෬の大きさから、4 基のϐットが切り合っていたものと考えた。断面形は U 字状

を呈し、急斜౓にཱͪ上る。その内、東دりの 2 基は、それͧれ SB1・2 を構成する柱穴となる。

4%2��（図版 5・6・12）

24Z25、25Z4・5 グリッドに位置する。長軸 1.15m、短軸 0.2m、深さは 0.06m である。断面形は

弧状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。長軸方向は N-21 -˃E である。土師質土器が出土した。

4%3�5（図版 2・12・65）

22X5 から 22Y4 グリッドにかけて位置する。長軸 8.0m、短軸 1.25m、深さは 0.2m である。断面形

は台形状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。長軸方向は N-89 -˃W である。土師器が出土した。

4%313（図版 6・12・65）

24X23 から 25X10 グリッドにかけて位置する。長軸 4.85m、短軸 0.72m、深さは 0.08m である。

断面形は台形状を呈し、長軸方向は N-36 -˃W である。須恵器・土師器・土師質土器が出土した。

4%314（図版 6・12・65）

25X14・19・24 グリッドに位置する。長軸 5.54m、短軸 0.62m、深さは 0.07m である。断面形は

弧状を呈し、底面は起෬を࣋つ。ཱͪ上がりは؇やかである。長軸方向は N-1 -˃W である。

4%62�（図版 2・12・65）

21X20 から 21Y17 グリッドにかけて位置する。長軸 5.48m、短軸 0.27m、深さは 0.07m である。

断面形は弧状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。長軸方向はほぼ南北にฒ行する。長軸方向は N-87 -˃E である。

4%6�3（図版 2・12）

22W10 グリッドに位置する。長軸 1.3m、短軸 0.62m、深さは 0.08m である。断面形は弧状を呈し、

؇やかにཱͪ上がる。長軸方向はほぼ南北にฒ行する。長軸方向は N-7 -˃W である。

6）性 格 不 明 遺 構

性格不明遺構は、SX141・147・250・252・265・270 の 6 基を検出した（図版 2 〜 4・6・15・67）。

その内 2 基（SX141・270）は平面形状が明֬でなく、掘りࠐみも 6cm ऑと浅いことから、上から掘りࠐ

まれた遺構の残欠であった可能性がある。他の 4 基（SX147・250・252・265）は、全て SD1 の西側で検

出し、東西方向に長軸を࣋つ。全てⅢ層除ڈ後に検出した。幅が把Ѳできるのは SX250 のみであるが、

基本的には長方形をҙࣝした平面形状と考える。SX250 で幅約 1.8m であるが、他の遺構は現状でもそ

2　上 層 の 遺 構
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れ以上の幅を࣋つ。遺構の底面は起෬を࣋っており、深౓は深い部分で 20cm 以上にୡするが、大半は

10cm 以下と浅い。SX147・252 で北側の掘りࠐみ部を検出できなかったが、これは地形が南側から北

側に傾斜する؇傾斜のため、遺構がঃʑに浅くなっていたためかもしれない。地形の傾斜方向に௚交して

構ஙされていることから、造成痕や耕作痕の可能性がڍげられる。௚接この埋土を分ੳしたわけではない

が、調ࠪ区の数地点において実施した花ค分ੳと২物珪ࢎ体分ੳ（第Ⅵষ 2 参র）の結Ռでは、この埋土

に近似する層（Ⅲ c、Ⅲ b' 層）での、「稲作の可能性を支࣋することは೉しい」とされている。現状では、

平ୱ面の作出なͲ、土地の造成にからむ痕跡である可能性が高い。

7）杭

杭は計 105 本を検出した（図版 13・14・66・67 ほか）。SD1 内に 90 本、SD140 内に 4 本（杭 67・

68・92・122）が位置する。遺構外では、杭 103・120・121 の 3 本が、SD1 の東側ࡍݞに沿うように

存在することから、関連するものと考える。また杭 100 〜 102・104 の 4 本は、SD140 のԆ長方向に

あることから、同様の性格を有していたものと考える。遺構と関連しないものでは、23A7 グリッドで

杭 70・71・96 が SD1 に斜交する方向で列をなし、22X21 グリッドで杭 125 が単ಠで存在している。

SD1 および SD140 で検出した杭は、その多くが溝の長軸方向に沿って列を成すことから、遺構の性格

と密接に関わるものであΖう。

SD1 で検出した 90 本の内、80 本が南半の 24 〜 26Z グリッドに集中する。半数以上の杭は、SD1 の

埋土上面まで頂部が࿐出していた。杭は底面中央付近に溝ےに沿って打設され、్切れがͪではあるが、

大きく 2 列が認められる。杭列はさらに細分でき、30 〜 40cm の間隔で、3 〜 5 本を小単位とする。そ

の小単位の杭列が 12 か所ఔあり、約 1.0 〜 1.5m の間隔を保っている。この個ʑの杭列が同時に存在し

たのか、構ஙの時期差であるのか把Ѳすることは出དྷなかった。ただし、杭は南半の密౓が濃く、北半は

ૄらに打たれている。溝の東側で検出した遺構群の粗密とほぼ対Ԡしていることから、大半は中世の遺構

群に൐うものと考える。杭の木取りはࢬ・װを利用しており、最長のものは 77cm で、௚径 8cm ある。

長さ 45cm 以下のものはࢬが非常に多く、全体の 8 割を઎める。なお、24Z8 に位置する杭 40（断面 O −

O'）の放射性炭素年代測定を行った結Ռ、1 Мྺ年代範囲で AD1,310 〜 1,360 年（53.7�）の年代値（第

Ⅵষ 1 参র）がಘられた。遺物の主体は 13 世ل〜 14 世ل前半であり、年代的な重ෳが認められる。

3　上 層 の 遺 物

A　֓　　　観

ここでは遺物の種別͝とにࡌهする。土器・陶磁器、木器・木製品、土製品、石製品、金属製品のॱで

行う。また֤種別のهड़では、遺構出土物を༏先し、その࣍にแ含層出土物をઆ明した。

代〜近世の土器・陶磁器類、木器・木製品、石製品、金属製品が出土ݹ、回の上層の調ࠪにおいてはࠓ

したが、近世の遺物は極少量である。13 世ل〜 14 世ل前半こΖの中世の遺物が中心となり、その前段階（平

安時代末͝Ζ）の遺物がその࣍に多い。土器・陶磁器類は、遺構群や区画溝（SD1）を中心に出土している。

代の須恵器・土師器、中世の珠洲焼・土師質土器の出土重量分෍は、第ݹ 9 〜 12 図の通りである。杭を

除く木器・木製品は、井戸および区画溝より西側のแ含層から多く出土している。

第Ⅳষ　上 層 の 調 ࠪ
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ୈ �ਤɹਢܙ器のॏྔ෼෍ਤ

ୈ 1�ਤɹ土ࢣ器のॏྔ෼෍ਤ

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

21 22 23 24 25

16 17 18 19 20

V W X Y Z A B

21

22

23

24

25

26

0 25m（1：500）

凡　例

  1～49g

 50～99g

100～499g

500～999g

1000g以上

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

21 22 23 24 25

16 17 18 19 20

V W X Y Z A B

21

22

23

24

25

26

0 25m（1：500）

凡　例

  1～49g

 50～99g

100～499g

500～999g

1000g以上

3　上 層 の 遺 物



第Ⅳষ　上 層 の 調 ࠪ

27

ୈ 11ਤɹचऱমのॏྔ෼෍ਤ
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B　土 器 ・ 陶 磁 器

中 世 ಃ ࣓ 器

陶磁器の分類・ฤ年及び年代観については、青磁は［上田 1982・山本 2000］、白磁は［森田 1982・

山本 2000］、青花は［小野 1982］、瀬戸・美濃焼は［藤澤 2005］、珠洲焼は［٢岡 1994・2003・加լ

1997］をそれͧれ参考にし、「ਓ名ʴ分類名」でهड़した。珠洲焼の年代については、Ⅰ1 期（12 世ل中

葉）、Ⅰ2 期（1160 年〜 1170 年代）、Ⅰ3 期（1180 年〜 1190 年代）、Ⅱ期（13 世ل前半）、Ⅲ期（13 世ل中葉

〜 1270 年代）、Ⅳ1 期（1280 〜 1310 年代）、Ⅳ2 期（1320 〜 1350 年代）、Ⅳ3 期（1360 〜 1370 年代）、Ⅴ

期（1380 〜 1440 年代）、Ⅵ期（1450 〜 1470 年代）を目安とし、「珠洲○期」としてهड़する。

土 ࢣ ࣭ 土 器

土師質土器は、皿・有台皿・柱状高台皿がある。ഁ片数は多いが、有台皿・柱状高台皿については、全

形を把Ѳできるものがなかったことから、細分は行わなかった。土師質土器の皿は、技法・器形・法量な

Ͳのಛ௃から数種に分類が可能である。法量のมભに着目したฤ年［ਫ澤 2005・2007］、製作技法の型

式ֶ的ಛ௃や地Ҭ的様૬をड़΂た試Ҋ［品田 1997・1999a・1999b］、中世後半〜近世初頭の様૬をࣔ

したฤ年［ҏ藤 2006］なͲを参考にした。

皿は、まず口径の大きさで皿と小皿に分類した。ࡌܝ個体の内、口径を計測できたもの（推定含む）が

70 点あり、9.1cm 〜 11.0cm に空白Ҭがあったため、この前後で分けた。製作技法的には、手づくね成

形のものとロクロ成形のものがある。手づくね成形のものには、在地的なものと、薄手で胎土が精良な、

いわΏるژ౎系とݺ͹れるものがあり、それͧれ「T 種」、「K 種」とԾ称した。ロクロ成形のものは、観

察できるݶりでは、全て回転糸切り痕であるが、不明瞭なものもあることから単に「R 種」とした。柱状

高台皿や有台皿もこの R 種に含まれる。

ロクロ成形の R 種皿は、ݹ代の土師器無台椀とൺֱして、底部の器厚が厚いもの（厚底）が多く、また

見ࠐみを未調整にしているものも存在する。体部まで接合できたྫは少ないが、体部も厚手と૝定される

ものを皿Ⅰ類、底部厚の約半分以下に厚みをݮじて体部がԆびると૝定されるものを皿Ⅱ類とした。R 種

小皿はⅠ〜Ⅲ類に分けた。小皿Ⅰ類は形状が土師器無台椀と類似するが、胎土や見ࠐみのロクロナデが土

師質土器と類似するものである。数量は少ない。小皿Ⅱ類は厚底で、体部は薄く、皿Ⅱ類とڞ通する。体

部は内ኪしながらཱͪ上り、口縁端部は丸くऩまる。59 の端部は、外方がやや面取りされている。小皿

Ⅲ類は、体部が小皿Ⅱ類よりも急斜౓でཱͪ上り、口縁端部に向かって先細りとなるものである。

౎系手づくね成形のژ K 種皿は、数量が少なかったため細分しなかった。口縁端部が௚線的なものと、

外方に屈曲して受け口状になるものがある。K 種小皿は法量の͹らつきが少なく、口径 8.0cm 前後、器

高 3.0cm 前後である。細分しなかったが、底部形状が丸底に近いものと平底に近いものがある。また口

縁部も、屈曲して受け口状になるもの、体部より肥厚してナデが明瞭なものがある。

その他の手づくね成形の T 種皿・小皿が最も数量的に多く、剣野沢遺跡の主体をなす。口縁部（〜体部）

の横ナデと底部（〜体部）の指オサエ（指頭圧痕）の調整がಛ௃的に見られる。調整の境քがྏまたは段を

形成しているものが多く、מ羽・三ౡ型［品田 1991a・1997］とݺ͹れたものに૬౰する。調整は、皿・

小皿ともにڞ通するཁ素が多い。֮ײ的ではあるが、口縁部から底部まで全体的に厚手で、口縁端部が丸

くऩまるものをⅠ類、全体的に薄手で、口縁端部が先細り的にऩまるものをⅡ類とした。また、調整のఔ

3　上 層 の 遺 物
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౓により a 〜 d に細分した。a 類は横ナデが؇く、指オサエとの境քにྏがほとんͲ認められず、底部か

ら口縁に至るまで丸く内ኪした形状のものである。b 類は口縁部が௚線的で横ナデが؇く、境քのྏがわ

ずかに認められるものである。c 類は横ナデがڧく、境քのྏが明瞭なもので、皿は横ナデ部が上下 2 段

で構成される。d 類は境քのྏが明瞭で、有段状を呈する。口縁部の横ナデはڧく、上下 2 段あるが、c

類よりは明瞭でない。器厚は口縁端部へ向かい先細りがݦஶである。皿・小皿ともにこの組合せでهड़す

るが、Ⅰ d 類およびⅡ a 類に֘౰するものはない。また皿Ⅱ c 類については、上下 2 段の横ナデ幅の違

いにより、さらに 1・2 類に細分できる。1 類は口縁端部دりに段差があり、面取りしたように見えるも

ので、上の凸部がڱく、下の凹部が広い。2 類はほぼ中央から底部دりに段差があるものである。第 13

図にࣔすように、T 種皿は 7 種、T 種小皿は 6 種に細分した。また、小皿の内、上هに֘౰しないものを

その他として、小皿Ⅲ類とした。

12�1（図版 30・73 − 1）

1 は掘ཱ柱建物 SB1 の南西۱の柱穴から出土した、内面黒色の土師器椀である。いずれも小片だが、

口縁部と底部がある。推定口径約 14cm とൺֱ的小型で、口縁端部は丸くऩまる。

1216（図版 30・73 − 2）

2 は掘ཱ柱建物 SB1 の西面の柱穴から出土した、手づくねの土師質土器小皿で、厚手のⅠ c 類に分類

できる。体部はナデにより、؇いྏを࣋つ。

11�4（図版 30・73 − 3）

3 は掘ཱ柱建物 SB4 の北西۱の柱穴から出土した、須恵器横瓶の体部片である。SK14 と SD1 出土の

ഁ片と接合し、ด࠹部を欠損する。後ड़する SE244 出土の横瓶と同一個体の可能性もあるが、胴部径が

ҟなるため、別個体とした。外面は平行打圧後のカキ目が認められる。

第Ⅳষ　上 層 の 調 ࠪ
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4&53（図版 30・73 − 4）

4 は手づくねの土師質土器小皿で、薄手のⅡ d 類に分類できる。平底で、体部は垂௚ؾຯにཱͪ上がり、

口縁端部は先細りとなって外側にൈける。

4&71（図版 30・73 − 5・6）

土師質土器の小皿 2 点が出土した。5 はロクロ成形の土師質土器小皿のⅡ類で、底部が 1.2cm と分厚い。

6 は手づくねの土師質土器小皿で、全体的に厚く、ナデが؇いためⅠ a 類に分類した。

4&13�（図版 30・73 − 7・8）

7・8 は手づくねの土師質土器の皿で、Ͳͪらも薄手のⅡ b 類に分類できる。7 の内面には、ഗ状に黒

色化している部分が認められる。

4&156"（図版 30・73 − 9）

9 は製塩土器の底部と考えた。117・118 の円筒形支脚の可能性もあるが、欠損状گをみると、筒形と

はならず、底面がつく可能性が高い。輪積み痕が明瞭に観察でき、体部外面はケズリによって調整され、

底面近くに指頭圧痕が認められる。内面は黒色化しており、ナデやハケ目が認められる。

4&156#（図版 30・73 − 10 〜 12）

10 は土師質土器の有台皿で、ロクロ成形である。胎土はൺֱ的良質だが、底部の厚みは 1.3cm あり、

代の有台皿とは明らかにҟなる。11ݹ は土師器の無台椀で、体部は௚線的に開くようである。回転糸切

り痕が認められる。12 は土師器の椀または、体部の開き具合から皿の可能性もある。

4&244（図版 30・73 − 13 〜 23）

完形に近い手づくね成形の土師質土器が多く出土している。他に木製品（196 〜 202）も良޷に残って

おり、剣野沢遺跡の中世の基४ࢿ料となりಘる。13 〜 17 が土師質土器の皿で、13 〜 15 がⅡ c1 類、

16・17 がⅡ d 類に分類できる。18 〜 21 は土師質土器の小皿で、す΂てⅡ b 類である。内面にഗが、

14 は広く、15 は一部に認められる。22 は須恵器の横瓶の口縁部と体部である。接合しなかったが、胎

土や自然釉の色調およびかかり具合から同一個体として復元した。体部外面は平行タタキ後にカキ目が施

され、内面はロクロナデのみである。23 は砥石に転用された須恵器の甕の体部片で、両面および上部の

欠損面に磨痕がある。裏面全体にഗが付着するが、表面には認められない。

4&36�（図版 30・73 − 24 〜 26）

24 は山茶碗の小皿で、自然釉が多く付着し、底面に回転糸切り痕が認められる。SD1 出土のഁ片と接

合したが、山茶碗は遺跡全体でもこの 1 点しか出土していない。25・26 は手づくね成形の土師質土器の

皿で、ͲͪらもϤコナデが明瞭で、口縁部が先細りとなるⅡ d 類に分類できる。

4,11（図版 30・73 − 27）

27 は須恵器の長胴壺または鉢の底部で、外面ヘラケズリ、内面に縦位のハケ目が明瞭に認められる。

底面の切り離し技法は不明であるが、底部と体部の境で割れていることから、非ロクロ成形の接合部と考

える。ࢎ化ԍ焼成のためか、全体的に赤ࢵ色の色調を呈する。

4,12�（図版 30・73 − 28・29）

28・29 は手づくね成形の土師質土器で、28 が皿のⅡ d 類、29 が小皿のⅡ d 類にと小皿で、Ͳͪらも

薄手のⅡ b 類に分類できる。7 の内面には、ഗ状に黒色化している部分が認められる。

4,2��（図版 30・73 − 30・31）

手づくね成形の土師質土器小皿が出土している。30 はژ౎系のもので、口径 7.2cm、器高 1.6cm、底

3　上 層 の 遺 物
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部は境が不明瞭な丸底である。31 は口縁部دりにϤコナデが見られるが、ྏ はऑく、Ⅰ a 類に分類できる。

30 同様に丸底を呈する。

4,346（図版 30・73 − 32）

32 は回転ヘラ切りの須恵器の無台杯で、全体的に薄手の造りである。体部は急斜౓にཱͪ上がり、௚

線的に৳びる。

116�（図版 30・73 − 33）

33 は回転ヘラ切りの須恵器の無台杯で、全体的に薄手の造りである。32 にൺ΂て開きؾຯにཱͪ上が

り、体部は؇く࿷曲する。黒斑が少量認められる。40m 近く離れた、SD1 の出土片と接合した。

4%1（図版 31・32・73・74 − 34 〜 118）

り返し掘られているためか、出土遺物܁。Ҭとそれ以外を区画する溝で、最も多く遺物が出土したॅډ

の時期幅も広い。

༌入陶磁器としては、青磁（34 〜 37）、青白磁（38）、白磁（39 〜 44）がある。34 は大ぶりな鎬蓮弁

文の椀で、蓮弁はۉ整がとれている。35 も椀で、外面に櫛歯状沈線、内面に横位の平行沈線が認められ

る。36 は推定口径 9.4cm と小型な皿の口縁部で、欠損部下端で屈曲している。37 は杯類の底部で、底

面にも釉が認められる。38 は合子の身で、内面と外面口縁部に釉がかかるが、他は無釉である。体部は

٠花状の凹凸がある。39・40 は形状がҟなるが、口縁が玉縁となる白磁椀で、11 世ل第 4 ࢛半期〜 12

世ل前半に位置づけられる。41 は口縁端部が外方へ؇く࿷曲し、内面は口禿となる。42 は推定口径 6.2cm

の小椀で、先細りの体部は௚線的に৳びる。口縁部内面にྏ皿のように凹む部分があり、体部内面下方に

幅 1mm ऑの沈線が横位に巡る。43 はかなり薄手の皿で、口縁端部で外方へ屈曲する。44 は皿の底部で、

高台外面は無釉である。内面の欠損部に沈線が巡っていることから、体部は段をなす。

45 〜 51 は珠洲焼である。45 は自然釉がかかる甕の頸部〜体部で、外面はタタキ（打圧）部とナデ部

で明瞭な段を࣋ͪ、口縁部は U 字状に大きく屈曲する。46 は甕の体部片で、砥石に転用されている。ਖ਼

裏側面の磨面は平׈で良く磨られており、ਖ਼面のタタキ部はほとんͲ残っていない。47 はタタキ成形の

壺または甕で、外面に࢛ےで࿮取りした࢛方᧪文が認められる。欠損部に補修のための漆が厚く付着し、

内外面にもඈびࢄっている。48 〜 51 は片口鉢で、48・49 は卸目が認められない。48 は口径 20.2cm

と小型で、口縁端面は外方を向く。底面に静止糸切り痕と板目状圧痕がつき、欠損部に補修のための漆が

付着する。49 は片口部で、口縁端面は上方を向く。50・51 は口縁端面がほぼਫ平に、上方に面を࣋ͪ、

51 はわずかに外方へҾき出される。50 は 1 単位（幅 2.4cm）9 条、51 は 1 単位（幅 1.3cm）5 条以上の

卸目が施されている。

52 〜 97 は土師質土器で、ロクロ成形の有台皿（52・53）・皿（54 〜 57）・小皿（58 〜 62）、手づくね

成形の皿（63 〜 85）・小皿（86 〜 97）に分類できる。細分類については、観察表にࡌهした。以下、ಛ

௃的なものについてここではड़΂る。

52・53 は有台皿で、高台は先細りとなって外方へ౿んுる。底部の厚みは、52 が 1.6cm、53 で 1.2cm

ある。52 の内面は、色調は薄いが黒色化しているので、内面黒色土器に類するものかもしれない。ロク

ロ成形の皿・小皿の内、底面の切り離しが֬認できるのは 54・58 〜 62 で、す΂て右回転の糸切り痕が

認められる。54・55 は底部が分厚く、柱状高台に近い。全形を把Ѳできるのは 58・59・62 で、58・

59 は短めの体部が௚線的、または؇く࿷曲して浅角౓で৳びる。口縁端部はやや面取りされ、全体的に

丁寧な造りである。59 は底部のほぼ中央に、径 1.3cm の円孔が穿孔されているが、性格は不明である。

第Ⅳষ　上 層 の 調 ࠪ
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62 の体部は࿷曲しながら急斜౓でཱͪ上がり、短く先細りになってऩまる。内外面のほぼ全面にタール

状付着物が認められ、౮明皿として使用されたことがうかがえる。他の皿類とも形状がҟなることから、

時期的に新しくなる可能性がある。

63 〜 97 は手づくね成形の土師質土器で、歪みの大きいものも多い。70・79 のように底面が上げ底状

になる（下ԭ北遺跡では分類の一ཁ素にڍげられている）ものも少量だが含まれる。皿の器形の主体となるのが、

73 〜 81 のような薄手で、横ナデ部が上下 2 段で構成されるⅡ c 類である。タール状付着物があるもの

は少なく、69・78・85・86 なͲで、口縁部付近を中心にわずかに認められる。84・97 にも黒色化して

いる部分はあるが、౮明の痕跡かは不明である。

98・99 はݹ代の灰釉陶器皿の底部で、98 の高台部は断面方形を呈し、内端接地する。胎土はきめ細

かくないので、Ԑ౤࢈の可能性がある。

100 〜 114 は須恵器で、杯蓋（100・101）、有台杯（102・103）、無台杯（104 〜 106）、鉢（107 〜

109）、長頸壺（110）、長胴壺（111）、横瓶（112）、甕（113・114）に器種分類できる。杯蓋は、返りの

ある 101 と、返りのない 100 がある。100 はつまみ部をほとんͲ欠ࣦするが、その残存状گから、天井

部の約半分を઎める、ボタン状のつまみであったと考える。102・103 の有台杯の高台部は、断面三角形

状でڞ通するが、底面に対し、中心にدるもの（102）と、外पにدるもの（103）の 2 種がある。無台杯

の底部切り離し技法は、104・105 がロクロ回転ヘラ切りで、106 はロクロ回転糸切りの可能性がある。

105 はやや火膨れしている。107 〜 109 は鉢で、内外面・胎土の色調が灰白色を呈する。107・108 は

ロクロナデʴカキ目、108 の外面にはケズリも認められる。109 の底部も 107・108 と調整がڞ通する

ので、Ͳͪらかと同一個体の可能性がある。110 は底径 4.7cm、小型の長頸壺の体部〜底部で、ロクロ

ナデが明瞭である。111 は長胴壺の口縁部〜体部とした。甕とൺ΂て器厚は薄く、頸部は「く」の字に

屈曲して௚線的に口縁部が৳びる。口縁端面はやや凹状を呈する。全面ロクロナデで、体部内面に斜位の

ハケ目が認められる。112 は横瓶の頸部で、自然釉がかかる。外面平行タタキʴカキ目、内面円形౰て

具ʴカキ目である。113・114 は甕の体部片で、114 は砥石に転用されている。表面はಛに良く磨られ

ており、格子状タタキが薄くなっている。側面に磨痕は認められない。

115 〜 118 は土師器である。115 は小甕で、内外面ロクロナデ、口縁内面の受け口部のみにコゲが

付着する。116 は長胴甕で、口縁部は短く、口縁端面は外方を向く。内外面ロクロナデʴカキ目である。

117・118 は円筒形支脚で、出雲崎町ࣉ前遺跡［高橋保 2008］出土の「円筒器台」に類する。ౡ崎઒流

Ҭにಛ௃的なものとし、県内を中心とした集成ྫでは、単に筒状、または円形のಁかしがついたものが多く、

本遺跡のように上方にፘ入部を࣋つものは無い。117 は口径 7.6cm、底径 8.4cm、器高 8.1cm で、4 段

の輪積み痕を明瞭に残す。底面中央〜内面下 1 段目にかけて赤色化しており、高熱を受けたことをࣔす。

一方、底面中央〜外面下 1 段目はഗ等によるものか黒色化している。117 は指オサエのみだが、118 は

෍等のナデによるものか、非常に器面は平׈である。製作時期や使用法については不明である。

4%56（図版 32・74 − 119）

119 は底径 6.4cm の土師器無台椀で、底面の調整は摩耗のため不明である。

4%14�（図版 32・74 − 120）

120 はロクロ成形の土師質土器の皿で、底面切り離しは回転糸切りである。底部は 1.3cm の厚みがあり、

形状は SD1 出土の 54 と類似する。体部は中ఔでわずかに屈曲するがほぼ௚線的に৳び、口縁端部は丸

くऩまる。

3　上 層 の 遺 物
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49252（図版 32・74 − 121）

121 はロクロ成形の土師質土器の有台皿で、全体的に摩耗しており、調整等は不明である。高台先端

は SD1 出土の 52・53 に類似する。底部は 1.4cm の厚みがある。

49265（図版 32・74 − 122）

122 は土師器の小甕の底部で、底径 7.4cm である。器面は被熱のためか、所ʑ剥མしている。

แؚ層（図版 32 〜 34・74・75 − 123 〜 195）

123 〜 131 は青磁で、椀・小椀（123 〜 129）、盤（130・131）なͲの器種がある。123・124 は無文

で、123 は؇く࿷曲し、口縁部でわずかに外方へ൓る。124 は௚線的で、浅角౓で開く。125・126 は

蓮弁文を施文するもので、125 はその器厚の薄さや形状から、小椀の可能性がある。欠損面に漆が付着

する。126 は体部が؇く࿷曲し、端部は丸くऩまる。蓮弁の間隔が空いている。127・128 はやや大型

な無文の椀で、体部は࿷曲し、口縁部で外方へ൓る。時期的には 123 〜 126 より新しい。129 は椀の底

部で、畳付けにも釉が回る。底外面に砂状のものが付着し、その上から漆が付着する。内面体部下半に 1

状の沈線が巡り、明瞭ではないが、見ࠐみに٠花状の暗文が施されている。130 は盤で、釉は薄くかかる。

口縁は受け口状を呈し、内面に蓮弁文が施されている。131 は盤または杯で、口縁部はӶく外൓し、上

端は平ୱ面をなす。

132 〜 137 は白磁で、椀（132）、杯（133）、皿（134 〜 136）、瓶（137）なͲの器種がある。132 は

玉縁口縁の椀で、推定口径 15.7cm である。133 は高台を࣋つ底部で、外面はほぼ௚線的に接地している。

杯または鉢の可能性がある。134 は口径 8.8cm の小型の皿である。135・136 は断面方形の削り出し高

台の皿で、高台から底面は無釉となる。137 は体部片で、内面は無釉である。厚みやその傾きなͲから

瓶と考える。

138・139 は青花で、内外面に文様が施される。138 の皿は高台から外底面が無釉となり、139 の椀

は畳付の部分だけ剥ぎ取られている。139 の高台外面には二重ݍ線が巡り、底面にも文様がඳかれる。

140 〜 145 は天目茶碗で、ݹ瀬戸系である。140 は内外面ともに、黒褐色系の釉と茶褐色系の釉が縞

状にかかる。141・143 が内外面に茶褐色系の釉が、142 は内外面に黒褐色系の釉がかかる。142・143

は口縁端部を欠損する。144 は削り出しの輪高台で、底面がやや上げ底となる。茶褐色系の釉である。

145 も削り出しの輪高台で、内面が黒褐色系、外面が赤褐色系の釉がかかる。

146 〜 148 は瀬戸美濃焼で、146 は、平椀である。全面に貫入の多い釉がかかるが、所ʑ剥མしてい

る。147 は小鉢で、釉は内面が全面に、外面は口縁部付近を中心にかかる。148 の皿は削り出しの高台で、

断面三角形の屈曲部に釉が多くཷまる。釉はガラス質で、貫入が多い。

149 〜 160 は珠洲焼で、甕（149 〜 151）、壺（152 〜 154）、片口鉢（155 〜 160）がある。149 は短

めの断面方頭形の口縁部がӶく屈曲するもので、14 世ل中͝Ζの珠洲Ⅳ2 〜Ⅳ3 期の時期と考える。150

は体部片を砥石に転用したもので、表面中央に広い磨痕を࣋つ。磨痕は裏面には無く、下側のഁ片の左側

面のみに認められる。これは、砥石として転用後にഁ損（上部欠損）したが、その後も使用されたことを

ࣔす。151・152 は平行タタキがҁਿ状を呈することから、珠洲Ⅲ〜Ⅳ期と考える。151 のタタキは角

が؇いので、Ⅳ期の可能性が高い。153 の壺の口縁部は、端部が短く外方へҾき出される。ഁ損面には

補修の漆が厚く付着する。154 はロクロ成形（R 種）の壺の片部で、波状文が横位に施文される。155 の

片口鉢は௚線的な口縁部〜体部で、内面に్切れたような沈線が 1 条認められる。流ਫ的な卸目とすれ͹、

珠洲Ⅱ期の可能性がある。156 〜 158 は珠洲Ⅲ〜Ⅳ期と考えるもので、卸目は 156 が 1 単位（幅 2.9cm）

第Ⅳষ　上 層 の 調 ࠪ
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12 条以上、157 が 1 単位（幅 2.5cm）17 条、158 が 1 単位（幅 3.3cm）11 条以上施されている。158

の外面下端には指頭圧痕が残り、わずかに残る底面は、使用のためか׈らかである。159・160 は口縁端

面が内傾するもので、珠洲Ⅵ期と考える。159 の卸目は 1 単位（幅 2.0cm）8 条で、160 の口縁端面には

波状文が横位に施される。

161 は越前焼の片口鉢で、体部は؇やかに࿷曲し、口縁部で屈曲する。口縁端面は内傾して弧をඳき、

体部内面同様に良く磨れている。1 単位（幅 2.8cm）10 条の卸目が、間隔を空けて施される。ഁ損面には

補修の漆が付着する。

162・163 は甕の体部片のप縁を打ͪ欠いたもので、研削具として転用されたものと考えるが、使用痕

は認められない。162 は࢈地不明の中世陶器、163 は瀬戸美濃焼の可能性がある。

164 〜 180 は土師質土器で、ロクロ成形の柱状高台皿（164）、有台皿（165）・皿（166）・小皿（167・

168）、手づくね成形のژ౎系の皿（169・170）・小皿（171 〜 175）、手づくね成形の皿（176）・小皿（177

〜 180）に分類できる。細分類については、観察表にࡌهした。164 は口径 7.6cm の柱状高台皿の口縁

部と考える。ナデが明瞭に残る。165 は有台皿の底部で、底部の厚みは 1.0cm ある。見ࠐみはあまり

丁寧にナデられていない。166 は回転糸切り痕の残る皿で、見ࠐみにロクロナデが渦巻き状に明瞭に残

る。167 は回転糸切り痕が残る小皿で、底部の厚みも無く、土師器椀の可能性もあるが、胎土的には土

師質土器に近い。168 も土師器椀の可能性はあるが、底部も厚く、胎土も他の土師質土器と類似してい

る。169 〜 175 はژ౎系の土師質土器で、遺構から出土したものは少なく、大半がแ含層から出土した。

遺構の中心的な時期からやや下った、15 世ل代のものと考える。169 は外面全体が黒色化しているが、

使用の結Ռか不明である。体部外面中央に、Ϥコナデの境のےが明瞭に残る。169 は全体が௚線的だが、

170 は口縁部がやや受け口状に屈曲する。171 〜 175 は小皿であるが、口縁部形状に͹らつきがある。ター

ル状付着物が無いのは 171 のみで、基本的には౮明皿として使用されたものと考える。171 は指オサエ

時の指紋も観察できる。176 〜 180 は手づくね成形のもので、177 はタール状付着物が認められる。他

にも部分的に黒色化（黒ม）しているものは見られるが、使用によるものか不明である。180 は口縁部付

近で外方へ屈曲し、ژ౎系のものと似るが、胎土は明らかにҟなっている。

181 は手づくねの小皿または小椀で、内外面ともに黒色系で、口縁部の形状もҟなることから、瓦器

と考えた。内面は荒れている。

182 は緑釉陶器の皿で、胎土はೈ質である。輪高台を呈し、内面が全面に施釉、外面は体部から高台

の上部までが施釉される。他に緑釉陶器は同一個体と考えるものが 1 片あるのみである。183 は緑釉陶

器の皿で、造りがγャーϓで、胎土はߗ質できめ細かい。ロクロナデが明௃で、口縁端部は外方へ屈曲する。

184 〜 190 は須恵器で、杯蓋（184）、無台杯（185）、鉢（186）、長頸壺（187）、甕（188 〜 190）に

器種分類できる。184 は火膨れが目ཱͪ、器形の歪みが大きい。口縁端部の返りは垂௚方向に屈曲する。

186 は鉢の体部と考えたが、横瓶の可能性もある。調整は、外面上部がナデ（ロクロナデ ?）、下部が平行

のタタキで、内面は上部がナデʴカキ目、下部が円形の౰て具となっている。187 の底部は、高台を後

付けで接合したようには見えず、底面を削りࠐんだ可能性もあるが、小片のため不明である。188 は甕

の口縁部で、口縁端部はᅏ状に外方へҾき出される。189 は外面がٖ格子のタタキ、内面が平行（部分的

にٖ格子）の౰て具である。190 は外面が平行（ٖ格子）タタキ、内面が放射状の౰て具となっている。

191 〜 195 は土師器で、無台椀（191 〜 193）、長甕（194・195）に器種分類できる。191 〜 193 の無

台椀は体部が؇く࿷曲し、口縁端部でやや外方に൓る。191 は内側に面を࣋ͪ、やや深身であることから、

3　上 層 の 遺 物
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他のものより時期的にݹい可能性がある。194・195 の長甕は口縁端部の形状がややҟなり、194 は内

側のみに屈曲するのに対し、195 は内外面にҾき出され、T 字状を呈する。195 は摩耗で部分的に調整

は見えにくいが、ナデʴカキ目である。接合しなかったが、外面が平行のタタキ、内面がハケ目の長甕の

下半が同一グリッドから出土している。

̘　土 製 品（図版 36・77）

235 は全体的に円錐状を呈し、底面から大きく凹む。つまみ状の頭部には横方向の孔（入口で 2.5mm、

中央で 1mm）が貫通しており、吊り下げて使用することがうかがえる。胎土は精良で土師器や土師質土器

に類似する。236 は縦 4.8cm、横 3.3cm の土師質土器皿の底部片で、外面から内面方向に穿孔される。

2 孔認められ、1 孔は్中で止まるが、ഁ損面にあるもう 1 孔は貫通している。孔には回転による条痕が

観察できる。237 は縦方向に幅 3mm ఔのፘ入部が巡る有溝土錘である。238 〜 240 は管状土錘である

が、器形や法量にۉ一性が無い。238・239 には指頭圧痕が残り、238 の貫通孔は中ఔでڱくなっている。

239 の上端面が擦れて׈らかであるが、࢓上げ痕か使用痕か不明である。

D　木 器 ・ 木 製 品（図版 35・36・76・77）

木器・木製品は、ݹ代のものと中世のもの合わせて 39 点図ࣔした。その内༁は、容器 4 点、曲物 4 点、

下駄 4 点、糸巻 1 点、祭祀具 5 点、遊戯具 1 点、木簡 5 点（祭祀具・遊戯具のものを଍すと 7 点）、部材・

材類 15 点である。木取りなͲの用ޠは、青田遺跡［ழङ 2004］に฿いࡌهした（第 14 図・第 15 図）。

4&244（図版 35・76 − 196 〜 202）

196 〜 198 は内外面黒色漆の漆器で、196 が椀、197 が皿、198 が合子の身である。196・197 の底

外面に漆はృ෍されていない。ഁ損はしているが、遺存状ଶはൺֱ的良޷で、൨いたࡍのロクロケズリが

明瞭に残る。197・198 はෳ数の爪痕が観察できる。198 の底外面は、高台に૬౰する部分が凹状に削

られている。199 はほぼ完形の白木の鉢で、Ⴁ物である。੬くなっていたため、取り上げ時にഁ損した。

体部とൺֱして底部は薄い。200・201 は径 1 ईを௒える曲物の底板で、ෳ数の刃痕が観察できる。200

は円形に近いが、面取りされたように௚線的な部分（左側縁）も࣋つ。2 〜 3 の単位にまとまって、計 9

か所の木釘・木釘穴が֬認できる。201 は下側面に 1 か所木釘が֬認でき、裏面の下端は部分的に炭化

している。202 は部材で、長軸方向の片方に䈂が付く。䈂を中心に付着物が認められ、接着材的なもの

が使用された可能性がある。す΂て遺構最下層からの出土で、他に櫛が出土している。

木口
年輪

樹皮

心

柾目材

木裏

板目材

木口

木表

丸木取り 半割 偏半割 ミカン割 偏ミカン割

心去りミカン割 削り出し 板目 柾目 流れ柾目

ୈ 14ਤɹ木औΓٴͼ木ࡐҰൠの෦෼໊শ
（［橋本 2003］より転ࡌ） ୈ 15ਤɹ木औΓの෼類（［ழङ 2004］から転ࡌ）
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4&36�（図版 35・76 − 203）

203 は径 10.5 〜 11.0cm の丸木取りの材で、底面が 2 方向から削られている。थൽが剥がされており、

柱根や杭の可能性もある。上部は炭化しており、井戸にҙ図的にഇغされたものと考える。

4,12�（図版 35・76 − 204・205）

204・205 は部材である。204 は年輪が密で、面取りされて断面円形状に近くなり、下部が䈂状に一

段削られている。上部を欠損するが、柄उなͲの柄にదしている。205 は板状の部材で、۱切りしたよ

うな形状や、中央部に結合孔と考える孔（径 2mm）があることから、折ෑの底板であった可能性がある。

4%1（図版 35・76 − 206 〜 210）

206・207 は薄い板材の木簡である。206 は下方を、207 は上下両端を欠損する。206 は「法阿ミた×」

と書かれ、阿໻ଫ如དྷに関するものまたはਓ名の可能性が考えられる。207 は字の一部も欠けているが、

「急急如律令」と推測できる。208 は付ࡳ木簡にも似るが、表裏面に๽痕は認められなかった。塔婆形の

祭祀具の可能性がある。209 は糸巻の部材で、中央に径 12mm の孔があり、両端は䈂状に加工される。

表面に刃痕が多く、左側縁付近に未貫通の小孔が 2 孔ある。210 は部材で、ほぼਖ਼方形を呈し、径 3mm

ఔの小孔が 3 個認められる。

49252（図版 35・76 − 211・212）

211・212 は小型の板材と角材で、211 は楔の可能性がある。

แؚ層（図版 35・36・76・77 − 213 〜 234）

文字が認められるものが 5 点（213・214・216 〜 218）ある。213・217 は下方が剣先形に加工された

木簡で、213 は 8 文字「六斗五ϱ升ϱ□□□□」が認められる。217 は 213 より細身で、上方を欠損し、

「×太郎」と 3 文字以上が書かれている。216 は上方を欠損し、下端が平らである。現状では「×奉　法

華経一部」とಡめる。214 は五輪塔形の祭祀具で、左側縁下方を欠損する。֤五輪に対Ԡした「キャ　

カ　ラ　バ　ア」の種子真ݴ（しΎじしん͝ん）が認められる。218 は将棋の駒で、左側縁を欠損するが、

全体的に細身の駒である。表面に「金将」と書かれており、裏面に๽痕が認められないことから、中将棋

の駒ではない。

215 は上方が剣先形、下方が T 字状に加工されている。祭祀具の塔婆形と考えるが、表面と裏面に๽

痕は認められない。219 は径 3cm ఔのࢬ材を利用した、祭祀具（陽物形）と考える。頭部が斜方向にな

るようにፘりを入れ、頭部はෳ数方向の面取りで半球状を呈する。220 は長さ 49.2cm のやや大型の板

材で、全体的には「へ」字状を呈する形状で、屈曲部より下方は、௚線的な側縁と࿷曲した側縁で構成さ

れる。屈曲部に近い位置に貫通孔があるが、ݒ垂孔の可能性のほかに、何かと組み合わせていた可能性も

あり、鳥形かもしれない。

221・222 はഁ片であるが、࿷曲した側縁を࣋つことから曲物の底板と考える。223 〜 226 は下駄で、

223 が連歯下駄、224 〜 226 が差歯下駄の歯の部分である。223 は歯の高さが 1.5cm ఔと低く、現存

幅も 8.7cm と小型である。楕円形状の孔が 5 孔あり、貫通したものが 4 孔、未貫通のものが 1 孔ある。

歯の長軸は、台࠲の長軸に対し、斜方向に成形されている。224 〜 226 は平面形が台形状を呈する歯部で、

台࠲への差ࠐ部も欠損する。歯高は 224 が 8.6cm、225 が 10.5cm である。227 〜 230 は部材である。

227 は両側縁からの切ࠐみがあり、下端の突き出し部に木釘孔が 2 孔ある。228 は板材で、上方と下方

に 3 か所ずつ、右側縁にも 3 か所の木釘・孔が認められる。229 も 228 同様の板材で、上方に 2 か所、

下方に 1 か所の木釘・孔が認められる。230 は下端がわずかにすぼむ௚方体を呈し、右側縁に凹状の部

3　上 層 の 遺 物
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分を࣋つ。231 〜 234 は板材で、231 は刃痕が多く認められ、下端の幅 1cm ఔは厚みが一段薄くなる。

組み合わせ材であった可能性がある。232・233 は粗いケズリだが、下端がӶ角に加工されており、楔的

な用్も考えられる。234 は下端が炭化しており、火つけ木の可能性がある。

E　石 製 品（図版 36・77）

代以降と考える石製品は砥石のみで、23ݹ 点中 3 点を図ࣔした。241 は薄くて長い砥石で、断面長方

形の厚みほぼ一定である。底面に切り出し時の刃痕が残る。磨痕（擦痕）方向にಛに༏位性はなく、様ʑ

な方向に使用されている。242 は断面方形の砥石で、縦断面は中央部がやや凹み、I 字形を呈する。ਖ਼裏

側面の 4 面が磨面で、磨痕（擦痕）方向はいずれも右下がりが༏位である。243 は長さ約 4.1cm、幅約 2.1cm、

厚さ約 1.7cm と小型であるが、ほぼ全面に磨痕が認められるため、完形品と考える。断面は方形を呈し、

磨痕（擦痕）方向はਖ਼面が縦方向で、側面以外は右下がりが༏位である。

F　金属製品・銭貨

金属製品と銭貨は、แ含層から出土したものが大半で、遺構では、区画溝である SD1 から出土したも

のしか無い。時期不明のものが大半だが、แ含層出土物は、近世以降の遺物を含まないⅢ b 層以下のも

のが多い。銭貨の内、׮Ӭ通寳はす΂てⅢ a 層から出土した。

金 属 製 品（図版 37・77 − 244 〜 251）

金属製品には鉄製、銅製、金銅製があり、計 23 点出土した。時期不明なものが多く、遺存状ଶが良い

ものからબ୒して 8 点を図ࣔした。247 が銅製で、他は鉄製である。

244 〜 246 は刀子で、244・245 が SD1 から出土した。全体的にࡺ化は少ない。244 は先端部で、

刃部がやや折れ曲がる。245 は基部で、刀身と茎（なか͝）の境が認められる。246 は中ఔで 3 つに折

れ曲がっているが、全体の復元長は 14.8cm である。茎長 2.6cm、刀身長 12.2cm で、刀身は切先に向

かってঃʑに細く（Ӷく）なる。厚さ約 2mm と薄手で、刃部もӶ角な形状を良く残している。247 は小

柄（こづか）で、断面形から、図の上方が刃部にあたる。刀身が 3mm ఔ突き出て残り、片面の中ఔに径

約 9mm の文様が 2 つ陽刻されている。図左側の文様は、「ދ」の字に類似するが、不明である。

248 は箸で、横断面は上部が方形、下部が円形に近い。249 は᎗子（せっし。ϐンηットのようなもの）で、

横断面は内側が平ୱな半円状を呈する。250 は釘または楔で横断面は長方形を呈する。上部が௵れて折

れ曲がっている。251 はやや外側に開く形状の᭬（かすがい）で、断面は長方形を呈する。

銭ɹ貨（図版 37・77 − 252 〜 265）

銭貨は 21 ຕ出土し、銭種不明 3 ຕ、近世の׮Ӭ通寳 4 ຕ以外の 14 ຕをࡌܝした。銭種不明の 3 ຕは

中世以前の౉དྷ銭である。׮Ӭ通寳には、通称「׮ݹӬ」1 ຕ、通称「新׮Ӭ」2 ຕ、࢛ 文銭（11 波の波線）

1 ຕがある。

したࡌܝ 14 ຕの銭種名と法量は観察表にࣔした。唐銭が 1 ຕ、北宋銭が 10 ຕ、明銭が 3 ຕである。

252 〜 260 の、初鋳年が 1098 年（元符通寳）以前の銭貨は、Ⅲ b 層以下で出土している。また、明銭は

す΂て洪武通寳（初鋳年 1368 年）で、Ӭָ通寳（初鋳年 1408 年）が出土していないことも遺跡のಈଶと調

和する。259 〜 261 の中央の方孔は、៝による擦れのためか、円形に近くなっている。

మɹᕥ

鉄ᕥ関連は、整理箱（約 54 × 34 × 10cm）で 3 箱ఔ出土した。出土重量分෍は、第 16 図の通りで、
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西側を除いたほぼ全Ҭから出土している。ॅډҬである 24Z・A、25Z・A からの出土が多く、ಛに

25Z5・10、25A1・6 グリッドで集中が認められる。この場所は、掘ཱ柱建物の柱穴群や大型遺構がر

薄で、作ۀ空間や、ഉᕥ置場としての利用が૝定できる。

ୈ 16ਤɹమᕥؔ࿈のॏྔ෼෍ਤ

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

21 22 23 24 25
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0 25m（1：500）

凡　例

  1～100g

100～199g

200～299g

300～399g

400～499g

500g以上

3　上 層 の 遺 物
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第Ⅴষ　下 層 の 調 ࠪ

1　下 層 の 遺 構

A　֓　　　ཁ

下層の遺構は、南東から自然流࿏（SR1）に向かって傾斜する؇斜面地に、掘ཱ柱建物 3 ౩、土޵ 15 基、

溝 2 条、ϐット 156 基（掘ཱ柱建物を構成するものも含む）、性格不明遺構 1 基、埋設土器 3 基、自然流࿏ 1 条、

遺物集中区 3 か所である。

上層の遺構֬認面である基本層ংのⅣ層が、下層の遺物แ含層であるため、大半の遺構はⅤ層上面で検

出した。遺構のまとまりは、東側斜面（剣野 B 遺跡方面）に近い 25A グリッド付近と、調ࠪ区中央の 23・

24Y グリッド付近に分かれる。前ऀの範囲は上層の遺構が集中していた範囲であることから、上層で検

出できなかった遺構を下層で検出した可能性を残す。よって遺跡としての中心は、掘ཱ柱建物や土޵なͲ

を検出した、後ऀの位置にあると考える。この範囲は、西側が自然流࿏（SR1）、東側が୩状地形（ٰྕ੄

部が河઒のਁ৯により削られた部分）に挟まれた、അの背状の微高地となっている。هड़は、種別（SB → P

→埋設土器→ SK → SD → SX →自然流࿏）、遺構番号（小→大）のॱで行った。

B　遺　構　֤　આ

1）掘 ཱ 柱 建 物

22W（北西）〜 25A（南東）グリッドにかけて、柱穴と考える多数のϐットを検出した。掘ཱ柱建物は

3 ౩図ࣔしたが、方位や深さを検౼した上で、全て現地で復元したものである。下層のϐットは調ࠪ区全

体で 156 基検出したが、埋土をࣝ別しがたいものも多くあり、それ以上の数のϐットがあったものと考

える。整理作ۀ時に規໛や埋土なͲを࠶精ࠪして図上での復元も試みたが、十分に個ʑの対Ԡ関܎を把Ѳ

することが出དྷず、8 割以上のϐットについて関連が見いだせなかった。

上層の掘ཱ柱建物と同様に、柱間の多い方向を「ܻ行」（長軸）、少ない方向を「ྊ間」（短軸）と考えたが、

SB6 以外は平面ϓランが五角形を呈しているため֘౰しない。柱間ੇ法は復元推定線上で、柱の中心と

考える位置同࢜で測定を行った。চ面積は復元推定線で囲まれた範囲を測定し、現代の規໛とൺֱしやす

くするため、畳数（1.8 × 0.9�1.62m2）にもࢉ׵してهड़した。

4#6（図版 18・19・24・68）

23Y グリッド杭の南東に位置する。柱穴 8 基で構成された、平面形が亀ߕ形を呈する౩࣋柱建物と推

定する。ܻ行長は南東側（P585 − P586 − P588）が 2.61m、北西側（P634 − P617 − P591）が 2.94m で、北

西側がやや長い。ྊ間方向（P634 − P585）が 2.36m、౩࣋柱間（P632 − P590）が 4.26m で、全体のচ面

積は 8.56m2（5.28 畳）となるが、P585 − P588 − P591 − P634 を主屋の࢛۱とした場合、さらにڱくなる。

P632 − P590 を通るラインを主軸とすれ͹、軸の傾きは N-45 -˃E である。ྡ接する剣野 B 遺跡では、こ

のような柱഑置をとる建物は、楕円形を呈する「୦穴ॅډ跡」に分類され、大半が中期前葉に位置付けら

れている。しかし、SB6 の内外に࿍の痕跡は検出できず、また構成する柱穴からの出土遺物は後期後半

のものが大半であることから、後期後半以降の掘ཱ柱建物と考えたい。
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柱穴は平面形が不整な円形を呈し、断面形は U 字状を基本とする。深さは、P585・P588・P634 の

主屋࢛۱に૬౰する柱穴が 0.5m 前後であるのに対し、他の柱穴は 0.21 〜 0.27m と浅く、南西۱の

P591 は 0.14m しかない。断面で柱痕と考えるП 15cm 前後の部分を֬認したが、その֘౰する埋土中

には小〜中礫が含まれているため、柱根はൈき取られた可能性もある。

4#7（図版 20・25・56・68・69）

25X・Y グリッドに位置し、自然流࿏（SR1）の南東側の一段高い平ୱ面にཱ地する。SR1 の埋土であ

る 3 層を掘削中に柱根の頭を検出したが、掘形なͲは底面付近まで認ࣝできなかった。3 層ଯ積後に構ங

された可能性が高いが、建物構ங後に掘形の大部分が河઒によりਁ৯された可能性も残す。柱穴 5 基で

構成され、3 基の柱穴（P706・P707・P710）に柱根が残存した。ுり出しの位置に౰たる P708 の規໛が、

他の 4 基とൺֱして小規໛であるが、他にपลに柱穴が検出できなかったことから、同一の建物を構成

するものと考えた。柱間ڑ離は、P707 − P709 が 3.64m、P707 − P709 が 3.64m、P709 − P710 が 3.03m、

P710 − P708 が 2.04m、P708 − P706 が 2.16m、P706 − P707 が 3.02m である。P707 − P709 の中間

点と P708 を通るラインを主軸とすれ͹、軸の傾きは N-25 -˃W で、この軸を境にほぼ左右対称な平面形

を呈する。また P708 の突出長は 0.99m で、全体のচ面積は 12.92m2（7.98 畳）をࣔす。

柱穴は平面形が円形または不整な円形を呈し、断面形は台形状を基本とする。検出できた深さは 0.09

〜 0.24m と浅いが、底面は砂礫層にୡしているため、かなりݻくకまっている。P706 と P707 の 2 層

中には、ݓ大の輝石安山岩がいくつか഑されており、根ݻめと考えた（図版 68 参র）。

このような柱഑置をとる建物は、ྡ接する剣野 B 遺跡では、「主柱五本形式」の「平地ॅډ」に分類さ

れ、主に前期末から中期前半に認められるとしている。SB6 同様に内外に࿍の痕跡は検出できなかった。

P707 の柱根を放射性炭素年代測定した結Ռ（第Ⅵষ 1 参র）では、3,080 ʶ 30ZrBP の年代がಘられており、

縄文時代後期後葉ࠒに૬౰する。柱根径は P706 で 38.0 〜 42.2cm、P707 で 42.6 〜 48.9cm とかなり

太く、౰֘期の中心的な建物であったことがӐえる。

4#�（図版 19・20・22・24）

24Y グリッドに位置し、SB7 と同様に柱穴 5 基で構成されるが、北側に面する柱間がڱくなる点がҟ

なる。P565 − P552 の中間点と P564 を通るラインを主軸とすれ͹、軸の傾きは N-33 -˃E で、この軸

を境にほぼ左右対称な平面形を呈する。柱間ڑ離は、P565 − P552 が 1.90m、P552 − P559 が 2.32m、

P559 − P564 が 1.24m、P564 − P568 が 1.49m、P568 − P565 が 2.37m である。また P564 の突出長

は 0.48m で、全体のচ面積は 5.80m2（3.58 畳）と、かなり小規໛な建物である。柱根や関連する࿍跡は

検出できなかった。

柱穴の平面形は、P564 を除いて円形を呈し、断面形は U 字状を基本とする。検出できた深さは、0.09

〜 0.52m と͹らつきがあるが、対称関܎にある 2 基はほぼ同じ深さを࣋つ。ுり出しにあたる P564 が

0.09m と最も浅く、北面に位置する柱穴 2 基が深い傾向にある。

2）ϐ ッ ト

下層で検出されたϐットは、156 基である。ここでは柱根を࣋つものと、これに対Ԡするもの、また

෴土が分層できるものをࡌهする。

17�4（図版 20・25・69）

25X23 グリッドに位置する。平面形は円形で、௚軸 0.16m、深さは 0.25m である。断面形は U 字状

1　下 層 の 遺 構
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を呈し、ほぼ垂௚にཱͪ上がる。底面は第Ⅷ層の砂礫層までୡしている。埋土はγルト質土層で単一層で

ある。柱根は掘形の底面に接した状ଶで遺存している。

17�5（図版 20・25・69）

25X22 グリッドに位置する。平面形は楕円形で、௚軸 0.2m、深さは 0.13m である。断面形は台形状

を呈し、ほぼ垂௚にཱͪ上がる。底面は第Ⅷ層の砂礫層までୡしている。埋土は砂層ࠞじりの粘質土層で

単一層である。柱根は掘形の底面に接した状ଶで遺存している。

3）埋　設　土　器

ຒઃ 7�1（図版 18・25・57・69）

22W13 グリッドに位置する。掘りࠐみの規໛は、長軸 0.35m、短軸 0.3m、深さは 0.15m である。

平面形は不整円形で、断面形は台形を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。埋土は粘土質土層の単一層である。縄

文土器は（5）底部を下にして掘りࠐみの南側دりに設置されている。長軸方向はほぼ南北にฒ行する。

ຒઃ 7�2（図版 19・20・22・23・25・57・69）

24Z16・21 グリッドに位置する。掘りࠐみの規໛は、長軸 0.38m、短軸 0.34m、深さは 0.2m である。

平面形は不整円形で、断面形は台形を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。埋土は粘土質土層で 2 層に分層できる。

縄文土器（6）は底部を下にして掘りࠐみのほぼ中央に設置されている。長軸方向は N-33 -˃E である。

ຒઃ 7�3（図版 20・25・57・69）

25Y16・21 グリッドに位置する。2 基の掘りࠐみ（A・B）が֬認された。A の規໛は、長径 0.68m、

短径 0.62m、深さは 0.27m である。平面形は不整円形で、断面形は台形を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。

埋土は粘土質土層で 3 層に分層でき、Ϩンズ状にଯ積している。内には 2 層下面に底部の欠けた縄文土

器（8）が、底部側を下にして掘りࠐみのほぼ中央に設置されている。土器のप囲には輝石安山岩の礫が囲っ

ている。一方掘りࠐみ B は北側を A に切られているが規໛は、長径 1.36m、短径 0.96m、深さは 0.2m

である。平面形は不整楕円形で、断面形は台形を呈し、؇やかにཱͪ上がる。埋土は粘土質土層で 2 層

に分層できる。2 基の掘りࠐみの長軸方向はほぼ南北にฒ行する。

4）土　　　޵

土޵ 15 基を検出した。自然流࿏右؛の઒23、؛X24 〜 24Y11 グリッド付近にかけて、ほぼ同規໛の

土޵が集中する傾向が認められる。

4,34�（図版 19・26・70）

23X24・24X4 グリッドに位置する。平面形は不整楕円形で、長径 0.87m、短径 0.68m、深さは 0.15m

である。断面形は弧状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。埋土は粘土質土層で単一層である。長軸方向は南北

である。長軸方向は N-86 -˃W である。൐出は縄文土器・磨石類が上面から出土した。

4,34�（図版 19・26・70）

23X25・24X5・23Y21・24Y1 グリッドに位置する。平面形は不整円形で、長軸 1.12m、短軸 0.72m、

深さは 0.17m である。中央にϐット状のམͪࠐみを࣋つ。不整円形で、長軸 0.25m、短軸 0.2m、深さ

は 0.25m である。断面形は階段状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。埋土は粘土質土層で 3 層に分層でき、

ブロック状にଯ積している。長軸方向はほぼ南北にฒ行する。2 層から縄文土器（10）の底部が出土した。
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4,35�（図版 19・26・70）

24Y16 グリッドに位置する。平面形は不整円形で、長軸 1.02m、短軸 0.86m、深さは 0.33m である。

断面形は台形状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。埋土は粘土質土層で 3 層に分層でき、Ϩンズ状にଯ積し

ている。長軸方向は N-46 -˃E である。縄文土器が出土した。

4,53�（図版 22・23・26・70）

24Z12 グリッドに位置する。平面形は不整円形で、長軸 0.86m、短軸 0.75m、深さは 0.12m である。

断面形は台形状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。埋土は粘土質土層の単一層である。長軸方向はほぼ東西に

ฒ行する。ڞ൐遺物はない。

4,575（図版 19・20・26・70）

24Y11 グリッドに位置する。平面形は不整円形で、長軸 1.0m、深さは 0.3m である中央にϐット状

のམͪࠐみを࣋つ円形で、௚径 0.24m、深さは 0.14m である。断面形は階段状を呈し、垂௚にཱͪ上がる。

埋土は粘土質土層で 2 層に分層でき、Ϩンズ状にଯ積している。長軸方向はほぼ南北にฒ行する。縄文

土器が出土した。

4,57�（図版 20・23・26・71）

25Y14 グリッドに位置する。平面形は楕円形で、長軸 0.69m、短軸 0.33m、深さは 0.1m である。断

面形は弧状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。埋土は粘土質土層の単一層である。長軸方向はほぼ東西にฒ行

する。縄文土器が出土した。

4,57�（図版 20・23・26・71）

24Y4 グリッドに位置する。平面形は不整楕円形で、長軸 1.28m、短軸 0.7m、深さは 0.1m である。

断面形は弧状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。埋土は粘土質土層の単一層である。ڞ൐遺物はない。

4,6�4（図版 19・26・71）

23X18・19 グリッドに位置する。平面形は方形で、長軸 0.86m、短軸 0.77m、深さは 0.42m である。

断面形は台形を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。埋土は粘土質土層で 2 層に分層でき、Ϩンズ状のଯ積である。

長軸方向は N-67 -˃E である。1 層下面から縄文土器（11）・輝石安山岩のፏ平礫が出土した。

4,6�5（図版 19・26・71）

23X18・19 グリッドに位置する。北西側は SK604 に切られているが、平面形は不整方形で、長軸 1.14m、

短軸 0.83m、深さは 0.33m である。断面形は台形を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。埋土は粘土質土層の単

一層である。長軸方向は N-47 -˃E である。縄文土器が出土した。

4,6��（図版 19・22・27・57・71）

23Y5・10・23Z1・6 グリッドに位置する。平面形は不整楕円形で、長軸 2.18m、短軸 1.28m、深さ

は 0.26m である。断面形は弧状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。埋土は粘土質土層で 3 層に分層でき、Ϩ

ンズ状のଯ積である。長軸方向は N-77 -˃E である。縄文土器（13〜15 なͲ）・石器（301 なͲ）が出土した。

4,6��"（図版 19・22・27・57・71）

23Y10・15・23Z6・11 グリッドに位置する。平面形は不整楕円形で、長軸 1.56m、短軸 1.06m、

深さは 0. 25m である。断面形は不整形を呈し、؇やかにཱͪ上がる。埋土は粘土質土層で 2 層に分層で

き、Ϩンズ状のଯ積である。長軸方向は N-23 -˃W である。縄文土器・磨石類が出土した。

4,6��#（図版 19・22・27・57・71）

23Y10 グリッドに位置する。北側を SK608、南側 SK609A と重ෳして切られているが、平面形は楕

1　下 層 の 遺 構



第Ⅴষ　下 層 の 調 ࠪ

43

円形で、長軸 0.98m、短軸 0.77m、深さは 0.24m である。断面形は弧状を呈し、急斜౓にཱͪ上がる。

埋土は粘土質土層で 2 層に分層でき、Ϩンズ状のଯ積である。長軸方向はほぼ南北にฒ行する。1 層を中

心に縄文土器（16 なͲ）が出土した。

4,622（図版 19・22・27・72）

23Z16 グリッドに位置する。平面形は不整円形で、長軸 0.76m、短軸 0.67m、深さは 0.11 〜 0.22m

である。断面形は台形を呈し、底面中央が SK349・SK575 の小穴のように窪む。埋土は粘土質土層の単

一層で、長軸方向は N-15 -˃W である。縄文土器が出土した。

4,625（図版 19・22・27・72）

23Y9・14 グリッドに位置する。平面形は不整円形で、長軸 0.77m、短軸 0.7m、深さは 0.22m である。

底面は凸凹であるが、断面形は階段状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。埋土は粘土質土層の 2 層に分層できる。

長軸方向は N-57 -˃E である。縄文土器と磨石・輝石安山岩の角礫が上面から出土した。

4,641（図版 19・22・27・72）

23Y3・4 グリッドに位置する。平面形は不整方形で、長軸 0.8m、短軸 0.74m、深さは 0.15m である。

底面は凸凹であるが、断面形は台形を呈し、؇やかཱͪ上がる。埋土は粘土質土層の 2 層に分層できる。

長軸方向は N-34 -˃W である。ڞ൐遺物はない。

5）溝

ਓҝ的なものか不明だが、溝状のものを 2 条検出した。

4%542（図版 22・25）

24Z7 グリッドに位置する。長さ 1.62m、幅 0.21m、深さは 0.11m である。東側は長さ 1.2m でほぼ

௚角に屈曲する。断面は弧状を呈し、؇やかにཱͪ上がる。長軸方向は N-83 -˃W である。

4%716（図版 20・72）

25X・Y グリッドに位置する。SR1 の東؛に沿って北東〜南西方向に走り、25Y6 グリッドで北西にӌ

回する。25X5 グリッドより南側は調ࠪ区外にԆびている。長さ 9.5m、幅 0.32 〜 1.15m、深さは 0.7

〜 0.18m である。断面は不整形を呈し、؇やかにཱͪ上がる。長軸方向は N-23 -˃E である。

6）性 格 不 明 遺 構

性格不明遺構は、SX711 の 1 基を検出した（図版 20）。25X5・10、25Y1・6 グリッドに位置し、平

面的には SB7 と SD716 に重ෳする。SB7 の内側が大部分を઎め、一部が南東方向にൈけている。埋土

は炭化物を少量含有した褐色土であるが、不整形な形状を呈し、深౓も一定しないことから、SR1 の埋

土の一つであった可能性もある。SB7 と SR1 の関܎は不明だが、SB7 の構造物が存在していた時にଯ積

した可能性が高い。縄文土器・石器が出土した。

7）自　然　流　࿏

431（図版 18 〜 20・29・58・59）

調ࠪ区西側の 23・25V、21・22・24・25W、24・25X グリッドにかけて南北に蛇行する流࿏で、北

側、東側、南側とも調ࠪ区外にԆびている。24・25W、X グリッド付近で検出した流࿏幅は約 22.0m で、

平ۉ的な深さは 0.9 〜 1.32m である。河চ（礫を含まない層の上面）はൺֱ的平ୱで、東西の両؛に向かっ
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て؇やかにཱͪ上がる。埋土は 25 ラインベルト付近で大きく 14 層に分層でき、遺物も多く含まれるが、

֤層ຖに遺物を取り上げることは出དྷなかった。縄文時代後期後半〜晩期の土器を中心に、֤層からまん

΂んなく出土した。遺物の中心時期の一つである中期前葉の土器の出土は少量で、下流に流ࣦした可能性

もある。土޵群が近接する場所（23X24 〜 24Y11 グリッド付近）もあることから、ਫ場・ਫ利遺構の存在

が૝定されたが、材を組んだ痕跡やཱ杭なͲも全く検出できなかった。大〜小の多量の礫を含むଯ積状گ

や、ࠓ回調ࠪした地点が、西側の沢が合流してくるܸ߈面に位置していることも関܎しているのかもしれ

ない。土石流的な埋土が多く、ඞずしも全ての土器が剣野沢遺跡からのഇغではなく、上流の遺跡からの

流れࠐみも考えるඞཁがある。

2　下 層 の 遺 物

A　֓　　　観

下層は、縄文時代にあたる。遺構としては先ड़のように掘ཱ柱建物 3 ౩と土޵なͲが֬認されている

にすぎず、集མをӦむに޷条݅のཱ地とはいいがたく、す͙西側ٰྕ上にある剣野 B 遺跡で֬認された

集མをӦんだ縄文ਓの׆ಈ範囲としてଊえることができる。

ここでは遺物の種別͝とに、縄文土器、土製品、石器・石製品、柱根のॱでࡌهする。

縄文土器については、中期以前はൺֱ的少なく、後期後半から晩期が多い傾向にある。また、遺構から

の出土は後期後半から晩期の粗製土器がほとんͲで、完形に近いものもある。石器は主ཁ器種が認められ

るが、磨石類、磨製石斧がൺֱ的多いのがಛ௃で、打製石斧は少ない。石製品では後晩期の石棒なͲも認

められる。土偶も 16 点出土している。柱根は 3 点出土した。

B　縄　文　土　器

1）分　　　෍

縄文土器は、平箱 76 箱、૯重量 454.3Lg 出土した。分෍を見ると西側段ٰ੄に沿って集中が見られる（第

17 図）。す͙西側の上位の段ٰ上には縄文中期から晩期にわたる大遺跡である剣野 B 遺跡があり、その西

側斜面（剣野沢側斜面）には、土器ࣺて場がある。剣野沢遺跡は、位置関܎からಠཱした遺跡でなく、剣

野 B 遺跡のਓたͪの׆ಈྖҬ内の遺跡であり、山੄の土器集中は剣野 B 遺跡の土器ࣺて場のԆ長である

可能性が大きい。この集中範囲と西側の自然流࿏（SR1）に挟まれた平ୱ面に掘ཱ柱建物や埋設土器、土

薄である。西側にكなͲ帯状に分෍する傾向が見られるが、ここの部分の土器の分෍はൺֱ的޵ 1 段低

い自然流࿏（SR1）にはൺֱ的多く出土しており、剣野沢遺跡で使用された土器の可能性が大きい。

2）分　　　類

縄文土器の時期的な分類については、ྡ接する大集མ遺跡であるദ崎市剣野 B 遺跡［品田ほか 2011］

の分類（大別・細別）を参考にした。下هの分類は、報文中でさらに細別されているが、ここではおおま

かな傾向を把Ѳするために、この分類を基にهड़する。また、細別についても可能なݶり対ൺさせ、観

察表にهした。なお、中期の土器については［品田 㟒ࣉ］［2011 2009］、瘤付土器については［小ྛ

2008］、加曽利 B 式土器については［ळ田 2008］、高井東式土器については［ྛ 2008］、御経塚式土器

については［西野 2008］と［高ງ 1996］、井口式土器については［高ງ 1996］、八日市新保式土器に

2　下 層 の 遺 物



第Ⅴষ　下 層 の 調 ࠪ

45

ついては［高ງ 1996］、三仏生式土器については［ᅳౡ 1996］、新ׁ県の後期については［田中・౉ᬑ

1999］、晩期については［౉ᬑ・荒઒ 1999］をそれͧれ参考とした。

ʦ݋໺ #遺੻の縄文土器のେผͱࡉผʧ

第Ⅰ群　前期末葉・中期初頭以前の土器群

　A 類（ૣ期後半の土器）、B 類（前期の土器）、C 類（剣野 E 式土器）

第Ⅱ群　中期前葉新崎式期の在དྷ系土器群

　Ⅱ− 1 群 A 〜 F 類（蓮華文系土器）、Ⅱ− 2 群 G 〜 N 類（半隆起線・爪形文系土器）、Ⅱ− 3 群 O 類（半粗製土器）、

Ⅱ− 4 群 P 類（浅鉢形土器）

第Ⅲ群　中期前葉新崎式期のҟ系統・外དྷ系土器群

　A 類（中部高地・関東西部（五ྖヶ台式系））、B 類（関東東部（阿玉台式系））、C 類（東北南部（大木 7b 式系））、

　X 類（所属不明・その他の土器）

第Ⅳ群　中期中葉・後半の土器群

　A 類（അ高式土器）、B 類（大木 8a 式土器）、C 類（大木 8b 式土器）

第Ⅴ群　後期前葉の土器群

　A 類（三十稲場式系土器）、B 類（南三十稲場式系土器）

第Ⅵ群　後期中葉の土器群

　A 類（三仏生式土器（ݹ））、B 類（三仏生式土器（新））、C 類（酒見式系土器）

第Ⅶ群　後期後半期の土器群

ୈ 17ਤɹ縄文土器のॏྔ෼෍ਤ

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

21 22 23 24 25

16 17 18 19 20

V W X Y Z A B

21

22

23

24

25

26

0 25m（1：500）

凡　例

  1～499g

 500～999g

1000～1999g

2000～2999g

3000g以上
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　A 類（深鉢形土器）、B 類（椀形・鉢形土器）、C 類（注口土器）、D 類（井ϊ口式土器）、E 類（八日市新保式土器）

第Ⅷ群　晩期の土器群

　A 類（大洞 B1 式期の土器）、B 類（大洞 B2 式期の土器）、C 類（大洞 BC 式期の土器）、D 類（大洞 C1 式期

の土器）、E 類（大洞 C2 式期の土器）、F 類（大洞 A 〜 A' 式期の土器）、G 類（御経塚式系の土器）、H 類（中

屋式系の土器）、I 類（ࠤ野式系の土器）、J 類（列点文施文土器）、K 類（横位平行沈線文の土器）、L 類（半粗

製土器）、X 類（所属不明・その他の土器）

第Ⅸ群　ミニチュア土器・小形土器

第Ⅹ群　粗製土器群

　A 類（縄文）、B 類（撚糸文）、C 類（条線文）、D 類（無文）

3）遺　構　出　土

1632（図版 38・78 − 1）

1 は掘ཱ柱建物 SB6 の北東۱の柱穴から出土した。注口土器の؇く൓る注口部で、無文である。漆に

よる補修が認められる。後期であるが、時期ݶ定できない。

15�4（図版 38・78 − 2）

2 は؇い波状を呈する深鉢の口縁部で、鋸歯状の沈線と縄文が縁を巡る。沈線による文様区画で、無文

部もある。後期後葉の瘤付土器の段階と考える。

16��（図版 38・78 − 3）

3 は前期末葉〜中期初頭の深鉢の平口縁である。口縁の肥厚部と半隆起線文の間は、格子目沈線文で充

填される。

1714（図版 38・78 − 4）

中期前葉の小型の深鉢。内面は丁寧なミガキが施され、外面は縄文 LR。口縁部は࢛単位の突起が૝定

できる。口唇部の一部は内傾する面を࣋つ。底面に笹の葉のような平行する葉脈痕が認められる。

ຒઃ 7�1（図版 38・78 − 5）

やや膨らみのある深鉢下半部で、無文である。

ຒઃ 7�2（図版 38・78 − 6）

やや膨らみのある深鉢下半部。歪みがあり、片側がͻΖがる。上部にわずかに縄文の縦条が認められる。

ຒઃ 7�3（図版 38・78 − 7 〜 9）

7 は深鉢口縁部ഁ片。口縁部縄文 RL を横施文。体部は縦位に転がす。体部の縄文は付加条（縄巻縄）か。

縄文後期、北陸系と考えられる。8 は深鉢下半部。条痕文が縦位に施文される。9 は深鉢体部ഁ片。無文

であるがミガキが認められる。

4,34�（図版 38・78 − 10）

深鉢底部。無文で、内面コゲ。

4,6�4（図版 38・78 − 11）

口縁部と底部を欠損する壺。やや広口の頸部で体部は丸く膨らむ。体部は縄文 LR。縄文施文後、頸部

下の縄文施文接点部分にڧいナデを一पさせる。縄文晩期大洞 C1 〜 C2 段階。

49711（図版 38・78 − 12）

௚線状に開く深鉢で、底部を欠損する。前面に縄文が施される。結束の認められない羽状縄文で上半は

2　下 層 の 遺 物
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縦、下半は横施文である。縄文前期であΖうか。

4,6��（図版 39・78・79 − 13 〜 15）

13 は口縁部に小突起を࣋つ深鉢。4 単位になると考えられる。角板状の浅い沈線で文様区画している

が、沈線は浅く不明瞭である。縄文は LR で、施文方向は不規則である。口縁に沿っては帯状に縄文が巡

る。磨り消しも雑で、区画沈線施文具と同一工具でなでている。外面スス付着。後期瘤付土器。14 は粗

製深鉢。底部を欠損する。器面はなめらかでなく凹凸があり、全面縄文 LR 施文であるが。方向は不規則

である。15 は深鉢上半部ഁ片。縄文 LR の条が縦に走る。

4,6��（図版 39・79 − 16）

௚線状に開く深鉢の口縁部から胴部ഁ片。16a は口縁部。横沈線が数本走る。16b・c は体部。上部に

横沈線が数本走る。下部は縄文（RL?）の条が縦走する。後期後葉か。

431（自然流࿏）（図版 39 〜 41・79 〜 80 − 17 〜 55）

自然流࿏からの出土で、֤期の土器が出土している。17・18 は斜格子目文や細竹管文の爪形文等前期

末から中期初頭のಛ௃を࣋つ。19 〜 21 はやや太い半隆起線文と格子目文で中期初頭から前葉のಛ௃を

࣋つ。22 は౰֘期の縄文深鉢。結節縄文 LR を縦位に施文。23 は後期前葉南三十稲場式土器の口縁部ഁ片。

24・25 は加曽利 B1 式段階の浅鉢。26 も同期の壺と考えられる。27 は無文の浅鉢である。28 〜 45 は

後期後葉の土器で、28 〜 35・37・38 がいわΏる瘤付土器とݴわれているものである。28 〜 31 は入り

組み文をಛ௃とする。37 は注口土器口縁部で突起がある。38 は細い帯状の縄文である。39 は深鉢の中

空突起で中部関東系の高井東式と考えられる。40 〜 45 は口縁部ഁ片。いずれも北陸系井口式に近いと

思われる。45 は丁寧な造りで、口縁端部は貼り付けで肥厚しኈ状に外方へுり出す。口縁帯には 2 条の

沈線が沿い、中央は無文、上部に縄文 LR、下部に縄文 RL が認められる。欠損した上端部に円形の押圧

が附随する。ススが全面に付着する。北陸系と考えるが、さらに西の土器の系統の可能性もある。46 〜

51 は縄文晩期である。46 は粗製深鉢。口縁端部に刻みを付す。47 は口縁外൓する鉢で大洞 BC 期。48

は平行沈線間に細かい縄文 LR の鉢で大洞 C2 式期。49・50 は大洞 A 式期の粗製深鉢。51 は鉢の口縁

部である。口縁端部はͻだ状で、受口状となる。4 本の平行沈線が走り、下端は縄文 RL。赤彩が施される。

大洞 A 段階。52 は粗製の深鉢。口縁肥厚し、縄文 RL? が横施文される。体部は縄文 ? が縦走する。53

は斜格子目状の沈線。54・55 は底部である。

4）แ 含 層 ほ か

縄文લ・中ظ（図版 41・80 − 56 〜 71）

56 は、波状口縁になると考えられる。口縁部は肥厚し、端部は面取りされ、ソーメン状の貼付文が縦

に連続する。肥厚部には深い三角形印刻が交互に഑され、鋸歯状としている。以下には結節の浮線文が 3

状 1 単位で௚線、弧線をඳいている。前期後葉の諸磯 C 式期。57 は、口縁部突起で細いソーメン状浮線

文の斜格子が施される。前期末の十三菩提式に近い。58 も口縁部ഁ片。無文部に、横に 2 条の隆帯を貼

り付け、上下交互に隆帯を押し付けることにより波状にしている。同じく前期と考えられる。59 は体部

ഁ片。竹管平行線による三角形区画で、横沈線を充填する。体部に縄文 ?。前期末によく見られる文様。

60 はいわΏる剣野 E 式によく見られる深鉢口縁部文様。口縁端部は縄圧痕と思われる。その下が斜格

子目文で、縄圧痕のある隆帯が巡る。61 は口縁から体部にかけてのഁ片。口縁部と頸部下半に半隆起線

文に挟まれて楔形印刻文による蓮華文が付される。胴部には撚糸文 L が縦走する。62 も 61 に同じく楔
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形印刻文による蓮華文であるが、幅がڱい。頸部無文。63 は横平行半隆起線が密に連続し、口縁端部と

その下及び 3 本おいた下部に連続爪形文が付される。64 は口縁部縄文地上に楔形印刻と半隆起短線によ

る蓮華文、その下には連続爪形文がある。65 も口縁部ഁ片。波状口縁で、波頂部に縦隆帯を付す。口縁

に沿って半隆起線と爪形文が施される。66 は深鉢底部。底部は外方に;ん͹る。太い半隆起線と格子目

文の充填が見られる。底部網代底。67 は口縁部に縦半隆起線が連続する。中部高地系。68 も深鉢。半隆

起線と爪形文である。隆帯上にも爪形文が付される。69 は大形深鉢の体部下半部。器厚は厚い。半隆起

線による縦横区画。縄文は RL。70 は無文のキャリύー形深鉢。中期前葉にみられる器形。71 は中期中

葉の深鉢口縁部ഁ片。隆帯による剣先文と細沈線による充填が見られる。頸部は無文。

縄文ظޙ（図版 41 〜 45・80 〜 83 − 72 〜 169）

72・73 はいわΏる三十稲場式土器である。య型的な突き刺し刺突が施される。73 は頸部に突帯が巡り、

刺突が付される。74 は大形の深鉢。体部上半はほぼ௚ཱし、下半は底部に向けて急଎にすぼまる。口縁

やや肥厚し、6 個の小突起が付く。口縁に沿ってめ͙る沈線間に斜位短沈線が充填される。体部無文であ

る。75 は深鉢。口縁は無文で、その下に斜刻みの付された隆帯が巡る。口縁無文帯部には大きな半球形

窪みが連続する。体部には太くて浅い沈線が縦方向に文様区画する。地文は縄文 LR。76 は鉢。口縁部

は内側に大きく内࿷し、ほぼਫ平となる。口縁端部には短沈線が縦に連続する。その下は半隆起線が細長

い楕円状に巡り、5 単位となる。体部上半には、2 本沈線による大きな波状文が付される。全体に細沈線

が充填される。下半部は無文。77 は壺と考えられる。底部大きく、最大径を࣋ͪ、頸部に向かって؇く

すぼまる。上端でわずかに頸部が認められる。2 本沈線による菱形文が連続する。縄文は LR で区画内を

充填している。2 本沈線間は無文である。

78 は後期中葉加曽利 B1 式の深鉢または鉢で、口縁はやや内傾する。外面には 4 本単位の沈線束が 2

段巡る。内面は口縁近くに断面三角形状の隆帯が巡り、その下に 5 本の沈線が巡る。無文である。79 も

類似の土器。口縁は外方に向かって開くが、端部は内傾し、キザミが付される。外面ほぼ等間隔に横平行

沈線がҾかれ、交互に縄文 LR が付される。この横沈線は段͝とに縦沈線で切られる区切り文である。内

面口縁下には隆帯が一पする。またその下には 4 本の沈線が巡る。内面荒れている。80 は浅鉢であΖう。

口縁は外方に開く。外面沈線下に条線が横方向に走る。内面には口縁下に隆帯が走り、口縁との間に円形

でやや深い刺突が巡る。81 は小型の壺または注口土器のݞ部。かなり薄手。上部に斜短沈線が巡る。そ

の下には竹管半隆起線による重菱形文が見られる。82 も壺または注口土器の口縁部ഁ片。口縁に沿って

部に沈線が走る。その間にカッコ文で、中に縦沈線が入る。補修孔と思われる孔がある。83ݞ は小型の壺。

無文で下半部に沈線が巡る。84 は無文の浅鉢である。口縁部内࿷し、小突起が 2 個つく。85・86 は同

一個体。口縁部に付く大形の突起で中は中空となる。ཌྷ状鉢巻⇮帯が巡る。86 は口縁接着部である。87

は大きく開く波状口縁部。頂部にઉ状⇮帯がある。口縁に沿っては無文帯でその下に⇮帯が巡る。以下は

区切り平行沈線である。88 は薄手口縁部ഁ片。口縁はくの字で௚ཱする。口縁部には細く浅い沈線が数

本施文された後、2 条の連続刺突が巡る。89 は壺頸部から体部ഁ片で体部にやや膨らみを࣋つ。体部に

は細い沈線による鋸歯状文が縦に഑される。いずれも後期中葉と考えられる。

90 〜 94 はいずれも波状口縁の深鉢。口縁に沿っては帯状に縄文が巡る。以下は磨り消し縄文となる。

91 は全体器形がほぼӐえる。体部中央が؇くすぼまり、下半は少し膨らむ。口縁は波状となる。体部中

央は沈線による横区画の磨り消し縄文で、上下に鋸歯状沈線が巡る。その上下には、入字状の沈線区画が

認められる。95・96 も同様波状口縁である。97 は平口縁。クランク状区画で、区画内縄文。98 は体部

2　下 層 の 遺 物
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ഁ片。入り組み文である。99 〜 102 は口縁部に割瘤が付される。横位帯状磨り消し縄文で、入り組み文

も見られる。103 〜 105 は波状口縁の波状部。103 は口縁に沿ってキザミ、105 には瘤が認められる。

106 は、口縁 U 字状の突起。中央に刻みのある割瘤がある。107 は三角突起で端部にハの字状に鋸歯状

沈線が付される。108 は口縁に沿って帯状の縄文で、円形十字割瘤が付される。109 は口縁部帯状に肥

厚し、瘤にハの字状キザミがある。110 は平口縁で口縁に沿って横ハの字状沈線が巡る。111 は口縁短

く外൓し、端部にハの字状沈線が付される。中央に穴のある瘤が付される。瘤を中心に左右対称の文様。

沈線による帯状の区画内には縄文が付され、やや肥厚する。黒及び赤漆が認められる。112 は太くて深

い沈線。113 は脚状の突起。突帯が巡る。114 は帯状の区画に縄文 LR が充填される。115 は、横長の

割瘤で縦沈線が走る。116 は体部下半で、縄文 RL 施文後、横沈線を 4 本Ҿいている。上部は無文。117

は鉢。口縁部に中央が少し窪む円環状浮文がある。また不安定な沈線格子目が浮文をつないである。118

〜 122 は口縁部ഁ片。119・120 は壺または注口土器の可能性がある。118 〜 120 は口縁に沿って鋸歯

状に沈線が巡る。118・121 には瘤がఴ付される。122 は壺または注口土器口縁部。横磨り消しで、縄

文施文部はやや肥厚する。123 は壺または深鉢と考えられる。背の高い隆帯上に縄文 LR が施され、無

文部を挟んで 2 条の沈線間に刺突が充填される。124・125 も壺または注口土器と考えられる。124 は

細い沈線による文様区画、帯状の細い隆帯上に縄文が付される。125 は微隆起線による文様区画。126

〜 129 は台付鉢または甕の底部。いずれも無文である。130 〜 132 は多孔底土器である。133・134・

136・137 は壺または注口土器と考えられる。133 は口縁及び突帯部分に鋸歯状沈線が巡る。134 は縦

割瘤と沈線区画内に縄文充填である。136 は同心円状に削り出しによる隆帯が巡り、楕円形刺突が付さ

れる。また、割瘤も付される。137 は細かい縄文施文後、横沈線を഑する。138 は壺と考えられ、ෳ雑

な沈線区画がある。135・140 〜 144 は注口土器の注口部。139 も注口土器と考えられる。145 〜 151

は深鉢口縁部。145・147 には貼付文が付く。沈線による帯状の区画には縄文が付される。150 は無文。

152 は鉢と考えられる。口縁に沿った沈線切れ目に円形刺突がある。153・154 は浅鉢であΖう。口縁

部は௚ཱし、体部は内側にڧく屈曲する。153 は口縁部に縦 2 本の貼付文。154 は沈線が巡る。以上

145 〜 154 は北陸井口式に類似する。155 〜 157・161 〜 164 は北陸系八日市新保式と考えられる。

155・156 は波状口縁。口縁に沿って、沈線、縄文が付される。157 は口縁下部で、縦の沈線が見られる。

158 は波状口縁で端部に縄文が付される。159・160 は縦瘤状の貼り付け浮文が見られる。161 は波状

口縁で、三叉状連結文が見られる。162 も深鉢口縁部。沈線による三叉状文が施される。163 は鉢と考

えられる。細い沈線による楕円区画がある。164 は壺と考えられ、楕円の眼鏡状隆帯が認められる。165

〜 168 は関東中部系の高井東式と考えられる。165 は波状口縁深鉢波頂部。波頂部は三角形にӶく尖り、

口縁に沿って隆帯上に縄文が付される。また、頂部にボタン状浮文が 2 個縦に付く。166 は波状口縁頂

部と考えられる。橋状把手が付く。167・168 も波状口縁。⇮帯による区画で、⇮帯上には刻みが付される。

169 は南三十稲場式にも類似するが、沈線が太く、系統・時期が明֬でない。

縄文൩ظ（図版 45・46・83 − 170 〜 187）

170〜172 は北陸の御経塚式であΖう。171・172 には三叉文がある。172 は浅鉢と思われる。173

は亀ヶ岡系大洞 B1 式、174 は大洞 B2 式と考える。175〜179 は羊歯状文がಛ௃的な大洞 BC 式であ

る。180・181 は大洞 C1 式、183〜185 は大洞 A 式である。185 の壺は体部上半の段がಛ௃的であ

る。186・187 は大洞 A 〜 A' 式の深鉢。186 は口縁部に沈線で、頸部無文で体部は網目状撚糸文である。

187 は頸部すぼまる。体上部に沈線文様。188・189 はミニチュア土器底部。190〜193 は後・晩期の
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粗製土器である。

C　土 製 品

土ɹɹɹۮ（図版 52・87 − 304 〜 311）

土偶は可能性のあるものを含めると、16 点出土している。その内、部位が明֬な 8 点をࡌܝした。

304・305 は中期の土偶と考える。土器の時期的な量ൺから、中期前葉の所࢈である可能性が高い。

304 はいわΏる河童形土偶の頭部である。円盤状のਊ部を造り、その後に粘土ඥを巻き、縦方向の刻み

を施して、٠花状の頭൅としている。一体化した波状のඑとඓは微隆起し、眼および口は半円状の刺突に

より表現される。頸部との接合痕は、摩耗のため不明である。305 は体部上半の左胸部で、円錐状の胸

は高さ 1cm ఔである。欠損部はかなり摩耗しているが、体部中央に位置する欠損部には、縦方向の২物

質の圧痕が数本認められる。類ྫは஌らないが、২物を束ねたものを心棒として作成した可能性もある。

縦方向の分割մで製作されるものは中期に多いので、中期土偶と考えた。

306 〜 311 は後期後葉から晩期前葉のಛ௃をもつ土偶である。306 は顔面が円形を呈する頭部で、耳

部が欠損する。中空品で、目は貼付 + 刺突で表現され、口部も刺突となる。裏面頭頂部にも円孔が認め

られるが、貫通はしていない。T 字に近いඑとඓは微隆起し、ඓの下端がやや横に広がる。顔面の文様は

浅い沈線でඳかれ、口部両࿬には対向する横 V 字文がඳかれる。浅く幅広の沈線が後頭部〜頸ےにかけ

て、横位に数条認められるが、調整なのかҙ図的な文様なのか不明である。残りはѱいが、顔面のほぼ全

面に赤彩が施されている。307 も顔面が円形に近い頭部で、එ・ඓは T 字状の貼付けである。目は三角

形に近い刺突で、口部も刺突である。縁に沿って沈線が残る。頭頂部の前دりがے状に浅く窪んでおり、

306 のような頭頂部をҙࣝしていた可能性がある。耳部は端部を欠損するが、貫通痕が残り、耳孔は径

2.5mm ఔである。308 は右腕部で、付け根部が太く、手に向かって先細りとなる。断面は面取りされた

楕円形を呈する。࿷曲する二の腕から一の腕が垂下し、手部でわずかに外側に屈曲する。309 は体部上

半で、円錐形のೕ๪が貼り付けられる。上方から浅い沈線でඳかれたਖ਼中線は短く、胸部で止まる。背面

には 2 条の沈線による、右下がりの௼਑状のݒ࠰܌け文が認められる。体部横断面はほぼ長方形を呈し、

左側面は௚線的だが、右側面は浅く窪む。310 は体部下半で、腹部は平ୱである。右脚部の欠損部を中

心に黒褐色系の補修材が認められるが、材質は不明である。背面上部に 2 条の沈線による入組み文がඳ

かれる。311 も体部下半で、腰部は左右外方にுり出し、ਖ਼面にはほぼ全पするように無文の隆帯が巡る。

ਖ਼面にはᢌをҙࣝした凹みがあり、背面上部に沈線による渦巻き文、または入組み文がඳかれる。

༗ ޸ 土 製 品（図版 52・87 − 312）

1 点出土した。312 はप縁を大きく欠損し、表裏面の剥མも多いが、その形状から௚径 6cm 前後の円

盤状を呈していたものと考える。中心付近の径 4mm ఔの貫通孔は、表裏面から穿孔され、中央部がやや

。くなるڱ

ࣖ ০ Γ（図版 52・87 − 313 〜 315）

3 点出土し、ほぼ全形が把Ѳできるが、赤彩は認められない。それͧれの最大径と形状は 313 が径 4.1cm

の鼓状、314 が径 2.8cm の臼状、315 が径 2.2cm で両ऀの中間的なものである。314 のみ貫通孔（径

7mm）が認められる。

2　下 層 の 遺 物
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D　石 器 ・ 石 製 品（図版 47 〜 51・84 〜 86）

、回の調ࠪで出土した石器は、下層からの出土でࠓ

出土土器に対Ԡする時期の所࢈であるが時期の細分

はできない。

料の提ࣔは実測図、写真、観察表で行い、本文ࢿ

で分ੳを加えた。出土量は多くはないが、器種分類

を行い、その中からࢿ޷料をબ別し、図化・ࡌܝした。

石器・石製品全体の器種別数量及び図化数量、図化

཰は第 3 表のとおりであるが、全体の図化数は石

製品を含めて 105 点、図化཰は 9.4�である。図化

はしていないが写真のみࡌܝした石錘が 5 点ある。

使用痕、付着物等は、スクリントーンで表現した。

ຌྫは֤図版に表ࣔした。ॖई཰は表のとおりであ

る。

1）石　　　器

出土した石器は第 3 表のとおりである。石核、

Ṟ片を含めた૯数は 1949 点、石核・Ṟ片を除いた

石器は 1038 点である。

石ɹ᭲（図版 47・84 − 194 〜 210）

基部の形状により凹基有茎（194）、凹基無茎（195

〜 199）、凹基五角形（200）、平基無茎（201・202）、凸基有茎（203 〜 208）、尖基（209・210）に分類した。

凹基有茎（194）は 1 点で、裏面に主ཁ剥離面を残す。流紋岩製で、基部にアスファルトの付着が認められる。

凹基無茎（195 〜 199）は形状にバラエςΟーがある。195・196 は長さに対して幅のൺ཰が大きく、側

縁は丸みを࣋つ。基部のፘりも深い。196 にはアスファルトの付着が見られる。198・199 は細身で細長い。

198 は基部ፘりが深いが 199 は浅い。200 は側縁基部側で膨らみを࣋ͪ、五角形を呈するので凹基五角

形とした。平基無茎（201・202）のうͪ 201 はやや細身で、202 はਖ਼三角形に近い。凸基有茎（203 〜

208）にも形状に͹らつきがある。203・204 は基部が長く幅広である。203 は裏面に主ཁ剥離面を大き

く残し、調整は縁ลのみである。205 は茎部欠損する。細身で小型である。206 は先端及び茎部を欠損

する。207 は断面三角形状で厚みがある。茎部を欠損する。208 は茎部のほうが長い。203・206 にア

スファルトの付着が認められる。尖基（209・210）は尖頭器または石૦様である。209 は両端欠損する

が༄葉形である。210 は基部が長く石૦に近い。裏面に主ཁ剥離面を大きく残す。横長Ṟ片を素材とする。

基部にアスファルトの付着が認められる。

ઑ಄器（図版 47・84 − 211・212）

211 は中央やや外れて両端対称に浅いፘりがある。両面に主ཁ剥離面を大きく残す。212 は横長Ṟ片

を利用しているが、未成品と思われる。左右非対称で、全面に調整が及͹ない。

ୈ 3表ɹ石器・石製品類Ұཡ表

器　種　名 出土数 種別ൺ 数ࡌܝ 図化཰ ॖई཰

剥片石器 石　鏃 77 0.074 17 0.221 2/3

剥片石器 尖頭器 2 0.002 2 1.000 1/2

剥片石器 石　錐 8 0.008 4 0.500 1/2

剥片石器 石　匙 2 0.002 2 1.000 1/2

剥片石器 石　箆 1 0.000 1 1.000 1/2

剥片石器 両極石器 115 0.111 5 0.043 1/2

剥片石器 不定形石器 245 0.236 15 0.061 1/2

小　計 450 0.434 46 0.102

礫石器 打製石斧 12 0.012 2 0.167 1/3

礫石器 磨製石斧（大） 107 0.103 10 0.093 1/3

礫石器 磨製石斧（小） 25 0.024 4 0.160 1/3

礫石器 石　錘 95 0.092 13 0.137 1/4

礫石器 磨石類 333 0.321 14 0.042 1/4

礫石器 砥石類 5 0.005 2 0.400 1/3

礫石器 石皿類 11 0.011 2 0.182 1/5

小　計 588 0.566 47 0.080

石　器　合　計 1038 1.000 93 0.090

石　核 59 2 0.034 1/2

剥片類 852 0 0

小　計 911 2

石器類合計 1949 95 0.049

石製品 石棒類 18 4 0.222 1/3

石製品 不明品 1 1 1.000 1/3

石製品 有孔品 2 2 1.000 1/2

石製品 不明品 3 3 1.000 1/2

石製品合計 24 10 0.417

Ṟ片を除く石器・石製品૯計 1121 105 0.094

チッϓ 236 0

自然礫 289 0

被熱礫 61 0

ܰ　石 11 0

珪化木 1 0
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石ɹਲ਼（図版 47・84 − 213 〜 216）

213・214 は基部が幅広の定型的な石錐である。213 は先端を欠損する。刃部の断面は五角形に近い。

214 は断面三角形で、先端部使用痕が認められる。215 は不定形石器を利用している。2 か所に先頭部

があり、1 か所に使用痕が認められる。216 は細長く、全面に調整を施した尖頭器様錐である。断面菱形

である。

石ɹ࡬（図版 47・84 − 217・218）

いずれも横長の石匙。表裏面に主ཁ剥離面を残し縁ลに調整を施している。

石ɹฟ（図版 47・84 − 219）

形状は打製石斧に類似。刃部は主ཁ剥離面を大きく残す。全面粗い調整。

石器（図版ۃ྆ 47・84 − 220 〜 224）

いずれも礫素材で、自然面を残す。220 は上下、左右に打点が認められる。221 は両端に自然面を残す。

これも上下左右に打点が認められる。222 は上下に打点が認められ、自然面を大きく残す。223 は小型。

上下に打点がある。224 は上下、左右に打点がある。

ෆఆܗ石器（図版 48・84・85 − 225 〜 239）

「Ṟ片を素材とし、二࣍加工や使用痕が認められ、定形石器でない石器」を不定形石器とした［高橋༤

1992］。૯数 245 点で、全石器（Ṟ片、チッϓを除く）1,038 点中の 23.6�を઎める。小型のものが多いために、

൑別しがたいものが多く、ҙ図的な二࣍加工と൑断できるものを対৅とした。

෼ɹɹ類　　刃部形状を主眼として分類を行った。分類に౰たり、元屋ෑ遺跡上段［高橋༤ 2002］、ア

チϠ平遺跡上段［高橋༏ 2002］等を参考にした。ෳ数の側ลに刃部が施されている場合は、二࣍加工の

長さ、丁寧さ、施された部位の観点から、より主ཁな刃部と൑断した部位で分類した。

A 類（225 〜 228）　Ṟ片の縁ลに連続的な二࣍加工が施されて、׈らかな刃部が作出されたものである。

刃部は片面加工で作出されたものを基本としており、断面形は片刃を呈する。いわΏる削器・スクϨイύー

とݺ称されるものである。刃部角で細分した。

　A1 類（225・226）　刃部の角౓が 45 ౓以上と急角౓のもの。

　A2 類（227・228）　刃部の角౓が 45 ౓以下と浅角౓のもの。

B 類（229）　連続的な二࣍加工が施され、鋸歯状の刃部を࣋つものである。片面調整が多く、刃部断面

形は片刃が主体である。鋸歯縁石器とݺ称されていたものに૬౰する。

C 類（230・231）　素材の両面に連続的な二࣍加工が施されたものである。両面加工のため、刃部断面

形は両刃が主体となる。

D 類（232）　ፘ入状の刃部を有するものである。ፘ入石器・ϊッチとݺ称されていたものに૬౰する。

E 類（233）　素材の端部または一部に連続的な二࣍加工が施されたものである。

F 類（234・235）　不連続な二࣍加工が施されたものである。Ṟ離の大きさにより細分した。

　　F1 類（234）　小型の不連続Ṟ離が施されたもの。

　　F2 類（235）　中・大型の不連続Ṟ離が施されたもの。

G 類　Ӷ利な先端部を࣋つものである。֘౰するものはない。

H 類（236・237）　刃部の加工は明瞭でないが、使用の結Ռと思われるṞ離が観察できるものである。

Ӷ利なため欠けやすく、微細剥離も含まれる。

I 類（238・239）　急斜౓の剥離で、૯体的に小型であり、刃部の可能性は残すが、十分ػ能しないと

2　下 層 の 遺 物
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思えるもの。石鏃なͲの定形石器の未成品と思われるものが多く含まれる。

石ɹ֩（図版 48・85 − 240・241）

240 は多面からの調整Ṟ離が認められる。241 は両端から縦長Ṟ片素材が作出されている。

ଧ製石ි（図版 49・85 − 242・243）

242 は短冊形に近い。基部に自然面を一部残す。刃部裏面には摩耗痕が認められる。243 は両端を欠

損する。形状から撥形になると考えられる。薄手である。

ຏ製石ි（図版 49・85 − 244 〜 257）

大きさにより長さ 10cm 前後の大型（244 〜 252）と長さ 5cm 前後の小型（254 〜 257）に分類できる。

大型のものでは基部が細くすぼまり、側縁に明֬なྏを࣋つものが多い。247 は刃部のみ欠損している。

249 では基部に敲打痕があり、250 では刃部に敲打痕があり、折損した基部にも一部敲打痕が認められる。

248 は側縁に明瞭なྏは認められない。244 は基部のすぼまりがほとんͲない。251 は大形で厚みがあ

り重い。252 は自然礫の縁ลに連続のṞ離があるが、磨り痕は認められないので、磨製石斧の分類とし

てはద౰でないかもしれない。253 は磨り切り技法により切り出された端片である。小型品では、側縁

のྏが明֬なもの（254・256）とそうでないもの（255・257）とがある。255・256 では、刃部に刃こぼ

れが認められる。

石ɹ਴（図版 50・85・86 − 258 〜 275）

素材礫の形状により以下に分類した。素材礫が細長で長軸に対して左右ほぼ対称なものを A 類、左右

非対称なものを B 類、ほぼ円形なものを C 類とした。また、ፘりが長軸の上下にあるものを 1 類、左右

にあるものを 2 類、上下左右にあるものを 3 類とした。258 〜 262 は A1 類。形状、大きさには͹らつ

きがある。263 は B1 類。形状はやや下膨れ。264 は B2 類。左右の窪みが小さく、何らかの使用の結Ռ

窪んだ痕跡とも取れるが、一Ԡ石錘とした。表裏面にも敲痕がある。265・266 は C1 類。267 は上ه分

類に入らないため D 類とした。磨面、敲痕があることから磨石類がద౰かもしれないが、窪みも認めら

れることから一Ԡ石錘と分類した。268 〜 275（271 〜 275 は写真のみ）は集中して出土した。A、B、C

類ともあるが、全て 1 類である。長さは 7 〜 8cm、幅は 6cm 前後とൺֱ的そΖっている。

ຏ石類（図版 50・51・86 − 276 〜 289）

磨石類は五丁า遺跡［高橋༤ 1992］を参考とした。

　A 類（磨痕）（276 〜 280）　なめらかな球体面を࣋つ自然礫を用いている。279 はፏ平で細長い。

　B 類（磨痕 + 凹痕）֘౰なし

　C 類（磨痕 + 敲打痕）（283）　283 は表裏面、側面に磨痕が認められ、端部に浅く敲打痕がある。

　D 類（磨痕 + 凹痕 + 敲打痕）　֘౰なし

　E 類（凹痕）（282）　282 は細長いፏ平礫の表裏面に連続して凹痕がある。

　F 類（凹痕 + 敲打痕）（281・285・286）　281 は表裏面に凹痕、側面に敲打痕がある。285 は表裏面

に浅い凹痕、長軸両端部に敲打痕がある。286 は表裏面に連続した深い凹痕、短軸側面に浅い敲痕がある。

　G 類（敲打痕）（284・287 〜 289）　284 は俵状で、表裏、両側、両端に敲打痕がある。287 は細長い

棒状で両端に敲打痕がある。288 は翡翠性のいわΏる多面体敲石。289 も翡翠性で敲打痕がある。

౐ɹ石（図版 51・86 − 290・291）

290 は磨痕があまり明֬でない。291 は両面を使用している。
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石ࡼ類（図版 51・86 − 292・293）

292 は脚付で、皿縁ลに縁を有する。293 は脚、縁なしである。

2）石 製 品（図版 51・86 − 294 〜 303）

石ɹ๮（図版 51・86 − 294 〜 297）

294 〜 296 は有頭石棒である。294 はいわΏる彫刻石棒で、削り出しにより顔をඳいている。表裏

対称の文様で耳状突起が付く。帯状文様には細い沈線が密に刻まれる。頭部は平らで磨痕が認められる。

295は頭部膨らみを࣋つ。括れ部に2条の沈線が巡る。296は縦位に欠損する。前面磨きによりなめらかで、

側面は面取される。下部の欠損部、両側面敲により括れ部を作出していることから、石棒の頭部と൑断さ

れる。297 は加工痕は認められないが、棒状であることから石棒の可能性が高い。

ͦのଞ（図版 51・86 − 298 〜 303）

298・299 はፏ平小型自然礫に穴をあけている。いずれも両面からの穿孔。300 は細長い自然礫の 1

側面に敲による凹がある。301 は自然礫に半球状の凹があるが、自然の可能性もある。302 は両側面に

キザミがある。303 はፏ平礫端部両面から斜め方向に磨った結Ռ溝状となったと考えられ、砥石の可能

性もある。

E　木 製 品（図版 52・87 − 316 〜 318）

Ҭに近接して自然流࿏が存在したが、ਫ場を利用した遺構を構成する木材や、ಓ具類の木製品は検ॅډ

出できなかった。柱根 2 点、柱根または杭 1 点を図化した。

316・317 は掘ཱ柱建物の SB7 を構成する柱根で、それͧれ北西の P707、南西の P706 で検出し

た。同様な柱根は P710 でも残存していたが、遺存状گはѱい。丸木取りの柱根で、316 は径が 48.9 ×

42.6cm、317 は径が 42.2 × 38.0cm を測る。底面はਊ部分が隆起してെ࠾時の形状を残すが、小型工

具により全面が調整され、平׈に࢓上げられている。加工方向は一定せず、不規則である。318 は P704

から検出したもので、柱根または杭の可能性がある。径が 12.0 × 10.5cm の丸木取りで、SB7 の柱根と

ൺֱしてかなり小型である。底面は 316・317 より尖౓があり、縁ล部から中心に向かう調整が認めら

れる。

2　下 層 の 遺 物
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第Ⅵষ　自 然 Պ ֶ 分 ੳ

1　放射性炭素年代測定（A.S 測定）

A　測 定 対 ৅ 試 料

剣野沢遺跡は、新ׁ県ദ崎市剣野字ח田 998-1 ほかに所在する。ӏ઒左؛の剣野ٰྕを挟んだ、標高

9m 前後の୩間ԭ積地にཱ地する遺跡で、上層からח૔時代を主体とした中世の集མ、下層から縄文時代

の集མと౰時の自然流࿏が検出されている。測定対৅試料は、上層の SE244 から出土した木製鉢（試料ᶏ：

IAAA-82534）、SD1 のほぼ中央に打たれた杭 40（試料ᶐ：IAAA-82535）、下層の P707（SB7）出土柱根（試

料ᶃ：IAAA-121395）の合計 3 点である（第 4 表）。SB7 は検出面の深౓等から、縄文時代の掘ཱ柱建物跡

と考えられている。

B　測 定 の ҙ ٛ

試料の年代測定により、出土遺構の時期を明らかにする。試料ᶃは縄文時代の掘ཱ柱建物跡の柱根と考

えられるが、遺物量は中期前葉と後期後半の 2 時期に主体があることから、Ͳͪらの時期の建物跡なの

か൑断するための手がかりをಘる。また上層の遺構に൐う木製品・杭を分ੳすることにより、遺構のػ能

していた時期を把Ѳしたい。

C　化 ֶ 処 理 工 ఔ

（1）メス・ϐンηットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

処理により不७物を化ֶ的に取り除く。その後、௒७（AAA：AcJd AMLaMJ AcJd）ࢎ−アルカリ−ࢎ（2）

ਫで中性になるまでرऍし、ס૩させる。AAA 処理におけるࢎ処理では、通常 1moM/Ὑ（1.）の

塩ࢎ（HCM）を用いる。アルカリ処理ではਫࢎ化ナトリウϜ（NaOH）ਫ༹ӷを用い、0.001. から

1. までঃʑに濃౓を上げながら処理を行う。アルカリ濃౓が 1. にୡした時には「AAA」、1.

未ຬの場合は「AaA」と第 4 表にࡌهする。

（3）試料を೩焼させ、二ࢎ化炭素（CO2）をൃ生させる。

（4）真空ラインで二ࢎ化炭素を精製する。

（5）精製した二ࢎ化炭素を鉄を৮ഔとしてਫ素でؐ元し、グラファイト（C）を生成させる。

（6）グラファイトを内径 1mm のカソードにハンドϓϨスػで٧め、それをホイールにはめࠐみ、測

定૷置に૷着する。

D　測　定　方　法

加଎器をベースとした 14C-A.S ઐ用૷置（NEC ࣾ製）を使用し、14C の計数、13C 濃౓（ 13C/12C）、

14C 濃౓（14C/12C）の測定を行う。測定では、ถཱࠃࠃ標४ہ（NIST）から提ڙされたγュウࢎ（HOY Ⅱ）

を標४試料とする。この標४試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。
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E　ࢉ　出　方　法

（1）Ў 13C は、試料炭素の 13C 濃౓（13C/12C）を測定し、基४試料からのずれをઍ分ภ差（̄）で表し

た値である（第 4 表）。A.S ૷置による測定値を用い、表中に「A.S」と注هする。

（2）14C 年代（LJbbZ AgF：ZrBP）は、աڈの大ؾ中 14C 濃౓が一定であったとԾ定して測定され、

1950 年を基४年（0ZrBP）として૎る年代である。年代値のࢉ出には、LJbbZ の半ݮ期（5568 年）

を使用する（SUVJWFr aOd PoMacI 1977）。14C 年代はЎ 13C によって同位体ޮՌを補ਖ਼するඞཁがあ

る。補ਖ਼した値を第 4 表上半に、補ਖ਼していない値を参考値として第 4 表下半にࣔした。14C 年

代とޡ差は、下 1 ܻを丸めて 10 年単位で表ࣔされる。また、14C 年代のޡ差（ʶ 1 М）は、試料

の 14C 年代がそのޡ差範囲に入る֬཰が 68.2�であることをҙຯする。

（3）Q.C（QFrcFOU .odFrO CarboO）は、標४現代炭素に対する試料炭素の 14C 濃౓の割合である。

Q.C が小さい（14C が少ない）ほͲݹい年代をࣔし、Q.C が 100 以上（14C の量が標४現代炭素と同

等以上）の場合 .odFrO とする。この値もЎ 13C によって補ਖ਼するඞཁがあるため、補ਖ਼した値を

第 4 表に、補ਖ਼していない値を参考値として第 4 表にࣔした。

（4）暦年ֱਖ਼年代とは、年代がط஌の試料の 14C 濃౓を元にඳかれたֱਖ਼曲線とরらし合わせ、աڈ

の 14C 濃౓ม化なͲを補ਖ਼し、実年代に近づけた値である。暦年ֱਖ਼年代は、14C 年代に対Ԡする

ֱਖ਼曲線上の暦年代範囲であり、1 標४ภ差（1М�68.2�）あるいは 2 標४ภ差（2М�95.4�）で表

ࣔされる。グラフの縦軸が 14C 年代、横軸が暦年ֱਖ਼年代を表す。暦年ֱਖ਼ϓログラϜに入ྗさ

れる値は、Ў13C 補ਖ਼を行い、下一ܻを丸めない 14C 年代値である。なお、ֱਖ਼曲線およびֱਖ਼ϓ

ログラϜは、データの஝積によってߋ新される。また、ϓログラϜの種類によっても結Ռがҟな

るため、年代の׆用にあたってはその種類とバーδϣンを֬認するඞཁがある。ここでは、試料

ᶏ、ᶐの暦年ֱਖ਼年代の計ࢉに、IOUCaM04 データベース（RFJmFr FU aM. 2004）、OYCaMW4.0 ֱਖ਼ϓ

ログラϜ［BroOL RamTFZ 1995ʀ BroOL RamTFZ 2001ʀ BroOL RamTFZ, WaO dFr PMJcIU aOd 

WFOJOgFr 2001］を、試料ᶃの暦年ֱਖ਼年代の計ࢉに、IOUCaM09 データベース（RFJmFr FU aM. 

2009）、OYCaMW4.1 ֱਖ਼ϓログラϜ［BroOL RamTFZ 2009］を使用した。暦年ֱਖ਼年代については、

ಛ定のデータベース、ϓログラϜにґ存する点を考ྀし、ϓログラϜに入ྗする値とともに参考値

として第 4 表にࣔした。暦年ֱਖ਼年代は、14C 年代に基づいてֱਖ਼（caMJbraUF）された年代値であ

ることを明ࣔするために「caM BC/AD」（または「caM BP」）という単位で表される。

測定番号 試料名 取場所࠾ 試料形ଶ 処理方法 Ў 13C（̄）
（A.S）

Ў 13C 補ਖ਼あり

LJbbZ AgF（ZrBP） Q.C（�）

IAAA-82534 試料ᶏ 上層：SE244  6 層 木製品（鉢） AAA -27.01 ʶ 0.72    890 ʶ 30 89.56 ʶ 0.37 

IAAA-82535 試料ᶐ 上層：SD1- 杭 40 木製品（杭） AAA -28.55 ʶ 0.52    600 ʶ 30 92.86 ʶ 0.36 

IAAA-121395 試料ᶃ 下層：P707（SB7） 柱根 AAA -27.16 ʶ 0.39 3,080 ʶ 30 68.11 ʶ 0.25 

ୈ 4表ɹ์ࣹੑ୸ૉ೥代ଌఆٴͼྐྵ೥ֱਖ਼の݁Ռ

測定番号
Ў 13C 補ਖ਼なし 暦年ֱਖ਼用

（ZrBP） 1 М暦年代範囲 2 М暦年代範囲
AgF（ZrBP） Q.C（�）

IAAA-82534    920 ʶ 30 89.19 ʶ 0.34    886 ʶ 32
1052caMAD − 1080caMAD （19.6�）
1129caMAD − 1133caMAD （  2.4�）
1153caMAD − 1211caMAD （46.2�）

1040caMAD − 1110caMAD （32.7�）
1116caMAD − 1219caMAD （62.7�）

IAAA-82535    650 ʶ 30 92.18 ʶ 0.34    595 ʶ 31 1310caMAD − 1360caMAD （53.7�）
1387caMAD − 1401caMAD （14.5�）

1298caMAD − 1371caMAD （69.4�）
1378caMAD − 1411caMAD （26.0�）

IAAA-121395 3,120 ʶ 30 67.81 ʶ 0.22 3,084 ʶ 26 1409caMBC − 1371caMBC （38.7�）
1346caMBC − 1316caMBC （29.5�） 1424caMBC − 1293caMBC （95.4�）

ʤ参考値ʥ

1　放射性炭素年代測定
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F　測　定　結　Ռ

試 料 の 14C 年 代 は、SE244 出 土 木 製 鉢（ ᶏ ） が 890 ʶ 30ZrBP、SD1 の 杭 40（ ᶐ ） が 600 ʶ

30ZrBP、P707（SB7）出土柱根（ᶃ）が 3080 ʶ 30ZrBP である。暦年ֱਖ਼年代（1М）は、ᶏが 1052

〜 1211caM AD、ᶐが 1310 〜 1401caM AD、ᶃが 1409 〜 1316caM BC の間に֤ʑෳ数の範囲でࣔされる。

ᶏはݹ代から中世ࠒ、ᶐは中世に౰たる年代値となっている。ᶃは縄文時代後期後葉ࠒに૬౰し［小ྛฤ

2008］、主体的に遺物が出土した時期の一方に合கすると見られる。

試料の炭素含有཰はいずれも 50�を௒え、化ֶ処理、測定上の໰୊は認められない。
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BroOL RamTFZ C. 1995 RadJocarboO caMJbraUJoO aOd aOaMZTJT oG TUraUJgraQIZ： UIF OYCaM Program, 

Radiocarbon 37（2）ɼ425-430
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2　花ค分ੳ・২物珪ࢎ体分ੳ

A　試　　　料

試料は、調ࠪ区西側より検出されたח૔時代の耕作痕の可能性がࣔࠦされる、浅く平ୱな掘ࠐおよびप

ลより࠾取された土৕である。試料࠾取地点は、掘ࠐ北側（北นʀ21Y19 グリッド）、西側（西นʀ23X12 グリッ

ド）、南側（南นʀ26Z6 グリッド）の 3 地点であり、࠾取試料は北น 21Y グリッド（以下、北น）のⅢ a、Ⅲ b、

IVa 層（上位から試料番号 1 〜 3）、西น 23X グリッド（以下、西น）のⅢ a、Ⅲ b、Ⅲ b'、IVa 層（上位から

試料番号 1 〜 4）、南น 26Z グリッド（以下、南น）ではⅢ a、Ⅲ b、Ⅲ c、IVa 層（上位より試料番号 1 〜 4）

の計 11 点である。このうͪ、西นのⅢ b' 層は、下位の IV 層に༝དྷすると考えられるِ礫がࠞじる状گ

から耕作土の可能性が指ఠされている。

また、本遺跡の下層調ࠪ時の土層ベルトより、柱状を呈するմ状の土৕試料（以下、柱状試料）が࠾取さ

れている。22X22 グリッド࠾取の本試料は、高さ約 48cm、幅・Ԟ行約 14cm を測り、ൃ掘調ࠪ所見に

基づく分層がҝされている状ଶにあった。この土৕試料の観察では、下位より褐灰色粘土、上位に不整合

で炭化物や木片（根材含む）、褐灰色粘土のِ礫がࠞじる暗灰色γルト、炭化物がࠞじり管状ࢎ化鉄のൃୡ

がݦஶな暗灰色γルト、下位のଯ積物にൺ΂孔隙がൃୡし、やや暗色化する暗灰色γルトが֬認された。

観察所見および調ࠪ୲౰ऀからの提ࢿڙ料を参考として、褐灰色粘土より土৕試料 2 点（試料番号 5ɼ4）、

炭化物や木片（根材含む）、褐灰色粘土のِ礫がࠞじる暗灰色γルトより 2 点（試料番号 3ɼ2）、炭化物が

ࠞじり管状ࢎ化鉄のൃୡがݦஶな暗灰色γルトより 1 点（試料番号 1）を࠾取した。

上هした試料のうͪ、調ࠪ対৅として༏先とされた西นʀ23X グリッドはⅢ a、Ⅲ b、Ⅲ b'、IVa 層の

土৕試料 4 点、この他の地点では耕作の可能性がࣔࠦされるⅢ c 層とその上位のⅢ b 層（北นʀ21Y Ⅲ b 層、

南นʀ26Z Ⅲ bɼⅢ c 層）、柱状試料では上هしたⅢ層 b-c 層に૬౰すると考えられる炭化物や木片（根材含む）、

褐灰色粘土のِ礫がࠞじる暗灰色γルトより࠾取した土৕試料 2 点（試料番号 2ɼ3）を分ੳ試料としてબ

୒した。これらの土৕試料 9 点を対৅に花ค分ੳ、২物珪ࢎ体分ੳを行う。

B　分　ੳ　方　法

1）花　ค　分　ੳ

試料 10cc をਖ਼֬にടり取り、ਫࢎ化カリウϜによる泥化、ᝲ別、重ӷ（ष化ѥԖɼൺ重 2.3）による有

ࢎアηトリγス（無ਫਣ、ڈによる߭物質の除ࢎ物の分離、フッ化ਫ素ػ 9ɼ濃ེࢎ 1 のࠞ合ӷ）処理によ

る২物遺体中のηルロースの分ղを行い、物理・化ֶ的処理を施して花คを濃集する。残ᕓをグリηリン

で෧入してϓϨύラートを作成し、400 ഒのޫֶݦ微鏡下でϓϨύラート全面を走ࠪし、出現する全て

の種類を対৅に 200 個体以上同定・計数する（化石の少ない試料ではこのݶりではない）。また、花ค・๔子

量のほかに、試料中に含まれる微粒炭量もٻめる。炭片は 20Жm 以上を対৅とし、それ以下のものは除

外する。

結Ռは同定・計数結Ռの一ཡ表（第 5 表）、および主ཁ花ค化石群集の層位分෍図（第 18 図）として表

ࣔする。微粒炭量は、ଯ積物 1cc あたりに含まれる個数を一ཡ表・図としてࣔす。このࡍ、有ޮ数字を

考ྀし、10 の位を࢛ࣺ五入して 100 単位に丸める。図中の木本花คは木本花ค૯数を、૲本花ค・γダ

類๔子は૯数から不明花คを除いた数をそれͧれ基数として、ඦ分཰で出現཰をࢉ出し図ࣔする。

2　花ค分ੳ・২物珪ࢎ体分ੳ
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2）২物珪ࢎ体分ੳ

֤試料についてաࢎ化ਫ素ਫ・塩ࢎ処理、沈定法、重ӷ分離法（ϙリタングスςンࢎナトリウϜɼൺ重 2.5）

のॱに物理・化ֶ処理を行い、২物珪ࢎ体を分離・濃集する。これをカバーガラス上にణ下・ס૩させる。

૩後、ϓリュウラックスで෧入してϓϨύラートを作製する。400ס ഒのޫֶݦ微鏡下で全面を走ࠪし、

その間に出現するイωՊ葉部（葉身と葉ৌ）の葉部短細๔に༝དྷした২物珪ࢎ体（以下、短細๔珪ࢎ体とݺぶ）

および葉身ػಈ細๔に༝དྷした২物珪ࢎ体（以下、ػಈ細๔珪ࢎ体とݺぶ）を、近藤（2004）の分類に基づ

いて同定・計数する。分ੳのࡍには、分ੳ試料のס૩重量、ϓϨύラート作製に用いた分ੳ残ᕓ量、検鏡

に用いたϓϨύラートの数や検鏡した面積をਖ਼֬に計量し、ଯ積物 1g あたりの২物珪ࢎ体含量（同定し

た数をଯ積物 1g あたりの個数にࢉ׵）をٻめる。

結Ռは、২物珪ࢎ体含量の一ཡ表でࣔす。そのࡍ、֤分類群の含量は 100 単位として表ࣔする。100

個 /g 未ຬは「<100」で表ࣔし、合計は֤分類群の丸めない数字を合計した後に 100 単位として表ࣔする。

֤分類群の২物珪ࢎ体含量の層位的ม化を図ࣔする。

C　結　　　Ռ

1）花　ค　分　ੳ

結Ռを第 5 表、第 18 図にࣔす。図表中でෳ数の種類を「−」で結んだものは、種類間の区別がࠔ೉な

ものをࣔす。木本花ค૯数が 100 個体未ຬのものは、統計的にѻうと結Ռが歪曲するڪれがあるので、

出現した種類を「+」で表ࣔするにཹめている。以下に、֤地点の࢈状をهす。

੢ɹɹɹน

IVa 層（試料番号 4）は花ค化石の࢈出状گがѱく、定量ղੳが実施できるだけの個体数をಘることが出

དྷなかった。検出された種類は、木本類ではπガ属、Ϛπ属、スΪ属、サϫグルミ属、ブナ属が、૲本花

คではイωՊ、カϠπリグサՊ、サナエタデ節−ウナΪπカミ節が、1 − 12 個体検出されるのみである。

また、検出される花ค化石の保存状ଶはѱい。

Ⅲ b' 〜Ⅲ a 層（試料番号 3 〜 1）は花ค化石の࢈出状گが良く、保存状ଶもൺֱ的良޷である。いずれ

も૲本花คの઎める割合が高く、イωՊが༏઎する。その他ではカϠπリグサՊ、ϤモΪ属等を൐い、サ

δオモダカ属、オモダカ属、ホγクサ属、イボクサ属、ミズアオイ属、サンγϣウモ等のਫ࣪地生২物に

༝དྷする花ค・๔子も検出される。また、試料番号 2 からは、࠿ഓ種であるソバ属も認められる。

木本花คは、Ⅲ b' 層（試料番号 3）はブナ属が最も多く࢈出し、Ϛπ属、スΪ属、ハンϊキ属、コナラ

属コナラѥ属、ニϨ属−ケϠキ属等を൐う。Ⅲ bɼa 層（試料番号 2ɼ1）はϚπ属が最も多く࢈出し、スΪ属、

ハンϊキ属、ブナ属、コナラѥ属、ニϨ属−ケϠキ属、エϊキ属−Ϝクϊキ属等を൐う。層位的なม化を

見ると、上位に向かってϚπ属が૿加し、スΪ属、ハンϊキ属、ブナ属はݮ少する傾向が認められる。

微粒炭量は、IVa 層（試料番号 4）は約 17,200 個 /cc、Ⅲ b' 層（試料番号 3）は約 57,000 個 /cc、Ⅲ b

層（試料番号 2）は約 43,100 個 /cc、試料番号 1 が約 34,200 個 /cc である。

๺ɹɹɹน

Ⅲ b 層（試料番号 2）からは、花ค化石が豊෋に࢈出し、保存状ଶも良޷である。群集組成をみると૲
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試料名　
　
分類群

西น 北น 南น 柱状試料
23X12 21Y19 26Z6 22X22

Ⅲ a 層 Ⅲ b 層 Ⅲ b' 層 IVa 層 Ⅲ b 層 Ⅲ b 層 Ⅲ c 層 Ⅲ層  下部
1 2 3 4 2 2 3 2 3

木本花ค
モミ属 1 1 1 − 3 − 3 1 −
πガ属 1 3 3 2 5 9 4 − 1
トウヒ属 1 − 1 − − 1 − − −
Ϛπ属単ҡ管束ѥ属 − 2 1 − 2 1 1 − −
Ϛπ属ෳҡ管束ѥ属 71 55 13 1 14 85 44 21 11
Ϛπ属（不明） 49 39 20 − 20 44 48 8 6
コウϠϚキ属 1 1 − − − − 2 3 −
スΪ属 13 24 33 3 56 15 20 62 68
イチイՊ−イψガϠՊ−ヒϊキՊ 2 7 4 − 3 2 3 3 2
ϠナΪ属 − − − − − − − 1 1
ϠϚモモ属 − − 2 − − − − 1 −
サϫグルミ属 1 5 2 1 4 − 2 5 1
クルミ属 1 − 2 − 1 − − − 2
クϚγデ属−アサダ属 2 2 5 − − 3 4 1 3
カバϊキ属 5 3 1 − 3 − 8 3 4
ハンϊキ属 6 7 18 − 15 7 9 16 25
ブナ属 23 25 72 4 63 24 30 55 45
コナラ属コナラѥ属 14 14 11 − 13 3 11 17 18
コナラ属アカガγѥ属 3 − 2 − 7 1 2 7 9
クリ属 3 1 1 − − − 1 2 2
γイ属 − 1 − − − − − − 1
ニϨ属−ケϠキ属 4 2 7 − 2 1 4 2 5
エϊキ属−Ϝクϊキ属 − 7 − − − 1 3 1 1
フウ属 − 1 − − − 1 − − −
サンγϣウ属 − − − − − 1 − 1 −
キハダ属 − 1 − − − − − 1 −
ウルγ属 − − − − 1 1 − − −
モチϊキ属 − 1 − − − − 1 − −
カエデ属 − − − − − 1 − − −
トチϊキ属 − 1 1 − 1 − − 2 1
ブドウ属 1 − − − − − − − 1
ϊブドウ属 − − 1 − − − − 1 −
γナϊキ属 − − 1 − − − 1 − −
ウコΪՊ 4 − 3 − − 1 2 1 2
カキϊキ属 − 2 − − 2 − − − −
ハイϊキ属 − − − − − − 1 − −
イボタϊキ属 − − − − − 1 − 1 −
トωリコ属 1 − 1 − 1 − − − −
ガϚズミ属 1 1 − − − − − − 1
タニウπΪ属 − − 1 − 2 1 4 − −
スイカズラ属 − − − − − 1 − − −

૲本花ค
サδオモダカ属 1 − 4 − − 1 1 3 1
オモダカ属 1 6 − − 1 3 1 1 1
イωՊ 374 543 301 12 441 670 449 233 245
カϠπリグサՊ 26 32 39 2 40 13 24 18 30
ホγクサ属 1 1 − − − 1 1 1 1
イボクサ属 − 2 − − 1 2 − − −
ミズアオイ属 6 6 8 − 13 7 1 12 2
ϢリՊ − − − − 2 − − − −
クϫՊ − 1 3 − 4 1 1 2 −
ΪγΪγ属 − − − − − − 1 − −
サナエタデ節−ウナΪπカミ節 4 5 3 1 7 3 4 1 5
タデ属 − 1 − − 2 − 1 − 3
ソバ属 − 1 − − − − 1 1 −
アカザՊ 4 − 1 − 2 2 2 − 2
ナデγコՊ 2 1 1 − 4 2 1 1 2
カラϚπソウ属 − − − − − 2 1 2 −
キンϙウゲՊ 1 1 − − − − − 1 2
アブラナՊ 1 2 − − − − − 3 1
バラՊ 1 1 − − 2 − 2 − 1
ϚメՊ − 1 − − − 1 − 2 −
πリフωソウ属 − − − − 1 1 1 − −
キカγグサ属 − − 1 − − 1 3 − −
アカバナ属−ミズϢキϊγタ属 − − − − 1 − − − −
アリϊトウグサ属 5 5 − − 1 2 1 − −
ηリՊ − 2 3 − − − 2 2 1
ωナγカズラ属 1 − − − − 1 1 − −
γソՊ − − − − − − 1 − 1
オオバコ属 − 1 − − − − − − 2
オミナエγ属 1 − − − − 1 1 − −
ϤモΪ属 12 9 15 − 29 8 15 22 19
キクѥՊ 2 2 1 − 3 1 6 2 3
タンϙϙѥՊ 5 10 2 − 8 2 9 2 4
不明花ค 13 10 19 1 8 6 9 12 12

γダ類๔子
ヒカゲϊカズラ属 − 1 − − − − 1 − −
θンϚイ属 1 − − − − − − − −
サンγϣウモ 3 1 − − − − − − −
他のγダ類๔子 119 156 299 36 320 699 249 180 194

合　計
木本花ค 208 206 207 11 218 205 208 216 210
૲本花ค 448 633 382 15 562 725 531 309 326
不明花ค 13 10 19 1 8 6 9 12 12
γダ類๔子 123 158 299 36 320 699 250 180 194

૯　　計（不明を除く） 779 997 888 62 1100 1629 989 705 730

ୈ 5表ɹ݋໺୔遺੻のՖค෼ੳ݁ՌҰཡ

2　花ค分ੳ・২物珪ࢎ体分ੳ
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本花คの割合が高く、イωՊが多࢈する。その他ではカϠπリグサՊ、ミズアオイ属、ϤモΪ属等を൐い、

オモダカ属、イボクサ属、πリフωソウ属等のਫ࣪地生২物も検出される。木本花คではスΪ属、ブナ属

が多く認められ、Ϛπ属、ハンϊキ属、コナラѥ属、コナラ属アカガγѥ属等を൐う。微粒炭量は、約

62,100 個 /cc である。

ೆɹɹɹน

Ⅲ cɼb 層（試料番号 3ɼ2）は、この他の地点と同様に࢈出量、保存状ଶとも良޷で、૲本花คの割合が高い。

૲本花คではイωՊが多࢈し、カϠπリグサՊ、ϤモΪ属等の他、ਫ࣪地生২のサδオモダカ属、オモダ

カ属、ホγクサ属、イボクサ属、ミズアオイ属、πリフωソウ属や、࠿ഓ種のソバ属も認められる。木本

花คではϚπ属が多࢈し、πガ属、スΪ属、ハンϊキ属、ブナ属、コナラѥ属等を൐う。

微粒炭量は、Ⅲ c 層（試料番号 3）は約 50,500 個 /cc、Ⅲ b 層（試料番号 2）は約 8,000 個 /cc である。

பɹঢ়ɹࢼɹྉ

Ⅲ b-c 層（試料番号 3, 2）とも群集組成は類似し、૲本花คの割合が高い。૲本花คは、前出の 3 地点

と同様にイωՊが多࢈し、カϠπリグサՊ、ϤモΪ属等を൐い、サδオモダカ属、オモダカ属、ホγクサ

属、ミズアオイ属、ソバ属等が検出される。木本花คは、スΪ属やブナ属が多く࢈出し、Ϛπ属、ハンϊ

キ属、コナラѥ属、アカガγѥ属等を൐う。

微粒炭量は、Ⅲ b-c 層下部（試料番号 3）は約 27,900 個 /cc、同上部（試料番号 2）は約 41,700 個 /cc である。

2）২物珪ࢎ体分ੳ

結Ռを第 6 表、第 19 図にࣔす。֤試料からは২物珪ࢎ体が検出されるが、保存状ଶがѱく、表面に多

数の小孔（༹৯痕）が認められる。以下に、֤地点の࢈状をهす。

੢ɹɹɹน

IVa 層（試料番号 4）の২物珪ࢎ体含量は約 300 個 /g と低い値をࣔす。検出された分類群も少なく、ク

ୈ 1�ਤɹ݋໺୔遺੻のՖคԽ石ू܈の層Ґ෼෍ਤ
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柱状試料

Ⅲb'層

出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として
百分率で算出した。●○は1％未満、＋は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。
微粒炭量は、堆積物1ccあたりに含まれる個数で示す。●は1000個以下を示す。

Ⅲ層
下部

試
料
名
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Ϛザサ属を含むタケѥՊ等が検出されるのみであ

る。

Ⅲ b' 層（試料番号 3）は、২物珪ࢎ体含量は約

1,500 個 /g と૿加する。クϚザサ属を含むタケ

ѥՊのほか、࠿ഓ২物のイω属の葉部に形成され

る短細๔珪ࢎ体やػಈ細๔珪ࢎ体が検出される。

その含量は、短細๔珪ࢎ体は 100 個 /g 未ຬ、ػ

ಈ細๔珪ࢎ体は約 200 個 /g である。

Ⅲ b 層（試料番号 2）とⅢ a 層（試料番号 1）では、

Ⅲ b' 層にൺ΂২物珪ࢎ体含量が૿加し、2 試料

とも約 1.1 ສ個 /g ఔ౓である。検出される分類群も類似し、イω属の葉部に形成される২物珪ࢎ体や໮

֪に形成されるӱ珪ࢎ体も検出される。その含量は、短細๔珪ࢎ体は 2,000 〜 2,300 個 /g、ػಈ細๔珪

体は約ࢎ 1,800 個 /g、ӱ珪ࢎ体は 200 〜 300 個 /g である。この他に、クϚザサ属を含むタケѥՊ、Ϥ

γ属、ススキ属を含むウγクサ଒等が検出される。

๺ɹɹɹน

Ⅲ b 層（試料番号 2）の২物珪ࢎ体含量は約 5,700 個 /g である。イω属の葉部や໮֪に形成される২物

珪ࢎ体が検出される。その含量は、短細๔珪ࢎ体は約 600 個 /g、ػಈ細๔珪ࢎ体は約 200 個 /g、ӱ珪

体は約ࢎ 600 個 /g である。この他に、クϚザサ属を含むタケѥՊ、Ϥγ属、ススキ属を含むウγクサ଒、

イチΰπナΪѥՊ等が検出される。

ೆɹɹɹน

Ⅲ c 層（試料番号 3）の২物珪ࢎ体含量は約 3,200 個 /g である。イω属の葉部や໮֪に形成される২物

珪ࢎ体が検出される。その含量は、短細๔珪ࢎ体は 100 個 /g 未ຬ、ػಈ細๔珪ࢎ体は約 400 個 /g、ӱ

ୈ 6表ɹ݋໺୔遺੻の২෺ࢎܔମؚྔ

ୈ 1�ਤɹ݋໺୔遺੻の২෺ࢎܔମؚྔ

2　花ค分ੳ・২物珪ࢎ体分ੳ
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短細胞珪酸体 機動細胞珪酸体

(×103個/g)

Ⅲa層

西壁
Ⅲb層
Ⅲb'層
IVa層

北壁

南壁

Ⅲb層
Ⅲb層
Ⅲc層

柱状試料

堆積物1ｇあたりに換算した個数を示す。●○は100個/g 未満を示す。 

Ⅲ層
下部

試
料
名

試料名

分類群

西น 北น 南น 基本土層
23X12 21Y19 26Z6 22X22

Ⅲ a 層 Ⅲ b 層 Ⅲ b' 層 IVa 層 Ⅲ b 層 Ⅲ b 層 Ⅲ c 層 Ⅲ層  下部
1 2 3 4 2 2 3 2 3 

イωՊ葉部短細๔珪ࢎ体
　イω଒イω属 2,300 2,000 <100 − 600 1,100 <100 100 − 
　タケѥՊクϚザサ属 400 400 <100 − <100 <100 <100 200 − 
　タケѥՊ 800 1,000 − − 800 800 300 300 <100 
　Ϥγ属 200 200 − − 200 100 − 300 − 
　ウγクサ଒ススキ属 200 300 − − 200 200 − 100 − 
　イチΰπナΪѥՊ − <100 − − <100 <100 − 100 − 
　不明キϏ型 1,700 1,800 200 <100 1,000 600 400 500 − 
　不明ヒゲγバ型 300 <100 − − <100 300 <100 − − 
　不明ダンチク型 300 800 500 <100 300 600 400 200 <100 
イωՊ葉身ػಈ細๔珪ࢎ体
　イω଒イω属 1,800 1,800 200 − 200 800 400 1,100 − 
　タケѥՊクϚザサ属 300 200 − <100 <100 100 <100 600 − 
　タケѥՊ 300 600 <100 <100 <100 500 300 300 <100 
　Ϥγ属 − 200 − − <100 100 − 300 − 
　不明 2,300 2,000 300 <100 1,200 1,700 1,100 2,200 500 
珪化組৫片
　イω属ӱ珪ࢎ体 300 200 − − 600 400 <100 400 − 
合　　計
　イωՊ葉部短細๔珪ࢎ体 6,200 6,700 900 100 3,400 3,900 1,300 1,800 200 
　イωՊ葉身ػಈ細๔珪ࢎ体 4,700 4,900 600 200 1,700 3,300 1,800 4,500 600 
　珪化組৫片 300 200 0 0 600 400 100 400 0 

૯　　計 11,300 11,700 1,500 300 5,700 7,600 3,200 6,800 700 

（個ʗ g）
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珪ࢎ体は 100 個 /g 未ຬである。また、検出される分類群や含量が少なく、クϚザサ属を含むタケѥՊ等

が認められるのみである。

Ⅲ b 層（試料番号 2）の২物珪ࢎ体含量が約 7,600 個 /g と下位試料にൺֱして高い値をࣔす。イω属の

葉部や໮֪に形成される২物珪ࢎ体が検出される。その含量は、短細๔珪ࢎ体は約 1,100 個 /g、ػಈ細

๔珪ࢎ体は約 800 個 /g、ӱ珪ࢎ体は約 400 個 /g である。この他に、クϚザサ属を含むタケѥՊ、Ϥγ属、

ススキ属を含むウγクサ଒、イチΰπナΪѥՊ等が検出される。

பɹঢ়ɹࢼɹྉ

Ⅲ b-c 層૬౰下部に૬౰する試料番号 3 の২物珪ࢎ体含量は約 700 個 /g と低い値をࣔす。タケѥՊ等

がわずかに検出されるのみである。Ⅲ b-c 層૬౰下部に૬౰する試料番号 2 の২物珪ࢎ体含量は約 6,800

個 /g で、イω属の葉部や໮֪に形成される২物珪ࢎ体が検出される。その含量は、短細๔珪ࢎ体は約

100 個 /g、ػಈ細๔珪ࢎ体は約 1,100 個 /g、ӱ珪ࢎ体は約 400 個 /g である。この他に、クϚザサ属を

含むタケѥՊやϤγ属、ススキ属、イチΰπナΪѥՊ等が検出される。

D　考　　　察

ݹ（1 ২ 生

掘ࠐपลの IV 〜Ⅲ層の花ค分ੳの結Ռ、西นʀ23X グリッドの花ค群集では、IVa 層（試料番号 4）からは、

花ค化石がほとんͲ検出されなかったが、Ⅲ bɼa 層は֤試料とも࢈出状گ、保存状گは良޷であった。

一ൠ的に花คやγダ類๔子のଯ積した場所が、常にࢎ化状ଶにあるような場合、花คはࢎ化や土৕微

生物によって分ղ・消ࣦするとされている［中ଜ 1967ʀಙӬ・山内 1971ʀ三୐・中越 1998 なͲ］。IVa

層の花ค化石は保存状ଶはѱく、花ค外ບがഁ損している状گが認められたことから経年ม化により分ղ・

消ࣦしたと考えられる。

西นの IVa 層からは、木本類ではπガ属、Ϛπ属、スΪ属、サϫグルミ属、ブナ属等が認められ、૲

本花คではイωՊ、カϠπリグサՊ、サナエタデ節−ウナΪπカミ節が認められた。これらの࢈状から、

पลにはπガ属やϚπ属、スΪ属等の਑葉थ、サϫグルミ属、ブナ属等のམ葉広葉थがपลに生ҭし、調

ࠪ地पลにはクϚザサ属等のイωՊやカϠπリグサՊ、サナエタデ節−ウナΪπカミ節等の૲本類が生ҭ

したと考えられる。

西นのⅢ b' 〜 a 層は、花ค群集の࢈状から、Ⅲ b' 層（試料番号 3）とⅢ bɼa 層（試料番号 2ɼ1）に区分

される。Ⅲ b' 層（試料番号 3）では、ブナ属が最も多く࢈出し、Ϛπ属、スΪ属、ハンϊキ属、コナラ属

コナラѥ属、ニϨ属−ケϠキ属等を൐う群集が認められる。一方、Ⅲ bɼa 層では、検出される分類群に

大きなม化は認められないが、Ⅲ b' 層で多࢈したブナ属、スΪ属の割合がݮ少し、Ϛπ属の割合が૿加

するほか、૲本類のイωՊの割合が高くなるという傾向をࣔす。

Ⅲ b' 層で多࢈したブナ属は、コナラѥ属等とڞにྫྷԹ帯性མ葉広葉थྛの主ཁ構成ཁ素であることか

ら、पลのٰྕや後背山地等にྛ分を形成しており、ྛ内やྛ縁にはカバϊキ属、クリ属、ウコΪՊ、タ

ニウπΪ属等も生ҭしていたと考えられる。スΪ属は、ਓ工ྛでは山腹斜面下に出現し、ਫ分・ཆ分の

が十分で、ਫはけの良い土৕で最もよく生ҭするとされている［高原څڙ 1998］。これを参考とすると、

पลのٰྕ斜面や低࣪地等に部分的にྛ分を形成していた可能性がある。また、河൞や低࣪地等のద࣪地

にྛ分を形成する種群であるハンϊキ属、ニϨ属−ケϠキ属をはじめとして、ϠナΪ属、サϫグルミ属、
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クルミ属、クϚγデ属−アサダ属、トチϊキ属、γナϊキ属、トωリコ属は、ӏ઒沿いの低࣪地やٰྕ部

開ੳ୩等に生ҭしていたと考えられる。なお、Ⅲ bɼa 層で多࢈したϚπ属のうͪ、ѥ属まで同定できた

ものの多くはෳҡ管束ѥ属であった。Ϛπ属ෳҡ管束ѥ属（いわΏるニϤウϚπ類）は、生ҭのదԠ範囲が

広く、ඌ根ےや࣪地पล、ւ؛砂ٰ上なͲ他の広葉थの生ҭに不దなཱ地にも生ҭするほか、二࣍ྛの代

表的な種類でもある。このことから、Ϛπ属は、पลに二࣍ྛとして分෍したことや、่յ地や砂ٰ上等

に生ҭしたと推定される。

西นにおけるⅢ層の花ค群集のม化から、ח૔時代ࠒの本遺跡पลのٰྕ・山地部にはブナ属やコナラ

ѥ属等からなるམ葉広葉थྛやスΪྛが分෍していたが、ח૔時代およびそれ以降に代ঈ২生としてのϚ

π属が૿加するというม化がࣔࠦされる。また、࣪地ྛཁ素のハンϊキ属もⅢ bɼa 層で低཰となる傾向

が認められることから、࣪地ྛのݮ少というม化も推定される。

西นにおける花ค群集とそのมભを参考に、この他の 3 地点をൺֱすると、北นのⅢ b 層（試料番号 2）

や柱状試料Ⅲ b-c 層૬౰下部（試料番号 3ɼ2）は、ブナ属やスΪ属が多࢈し、Ϛπ属が低཰であることから、

西นのⅢ b' 層と類似する。一方、南นのⅢ c 層（試料番号 3）やⅢ b 層（試料番号 2）は、Ϛπ属が༏઎し、

上位層で૿加するのに対し、スΪ属やブナ属の割合が低いことから、西นのⅢ bɼa 層と同様の推Ҡが指

ఠされる。地点間、層位間で差ҟが認められたが、֓ね同様の২生มભを൓өしていると考えられる。

一方、૲本類では、西นのⅢ b' 層とⅢ bɼa 層では木本類ほͲ大きなม化は認められず、この他の֤地

点の試料も同様の組成をࣔした。いずれも開けた明るい場所を޷むਓཬ২物を多く含む分類群であるイω

Պが多࢈し、カϠπリグサՊやϤモΪ属等を൐うというಛ௃が認められ、サδオモダカ属やオモダカ属、

ホγクサ属、イボクサ属、ミズアオイ属、サンγϣウモ等のਫ࣪地生২物に༝དྷする分類群も認められた。

২物珪ࢎ体分ੳ結Ռでは、IVa 〜Ⅲ b' 層は検出される分類群は少なかったが、Ⅲ bɼa 層よりクϚザサ属

を含むタケѥՊやϤγ属、ススキ属が検出された。これらの結Ռから、遺跡पลの明るく開けた場所には

イωՊやカϠπリグサՊ等をはじめとするਓཬ২物からなる૲地が分෍し、࣪५な場所にはϤγ属やカϠ

πリグサՊの一部を含むਫ࣪地生২物が生ҭしたと考えられる。

なお、૲本類では、上ड़した木本類で認められたⅢ b' 層とⅢ bɼa 層におけるスΪ属とブナ属のݮ少と

Ϛπ属の૿加と૬関するように、૲本類の割合がやや高཰となり、イωՊの࢈出がݦஶとなる傾向が認め

られた。このことから、遺跡पลにおける森ྛ২生のม化とともに、૲本類の生ҭする૲地やਫ࣪地の૿

加するといったม化も推定される。

2）稲 作 の 検 ౼

状は、IVa࢈の（体ࢎಈ細๔珪ػ）体のイω属ࢎ回分ੳ対৅とした֤土層における২物珪ࠓ 層は未検出、

Ⅲ c 層は約 100 個 /g、Ⅲ b' 層は約 200 個 /g、Ⅲ b 層はػಈ細๔珪ࢎ体は約 800 〜 1,800 個 /g、Ⅲ a

層は約 1,800 個 /g であった。また、Ⅲ b-c 層૬౰と考えられる柱状試料では、0 〜 1000 個 /g であった。

ਫ田跡（稲作跡）の検ূや୳ࠪを行う場合、一ൠにイωの২物珪ࢎ体（ػಈ細๔༝དྷ）が試料 1g ౰り 5,000

個以上の密౓で検出された場合に、そこで稲作が行われた可能性が高いと൑断されている［ਿ山 2000］。

回の分ੳ結Ռでは、西นのⅢࠓ bɼa 層における約 1,800 個 /g が最も高い値であり、上هした調ࠪྫࣄ

よりも低い。

২物珪ࢎ体群集および含量におけるイω属の࢈状をみると、上位試料で量ൺおよび含量ともに高くなる

傾向が指ఠされるほか、Ⅲ bɼa 層からは含量は低いがイω属のӱ珪ࢎ体が 200 〜 600 個 /g ఔ౓検出さ

2　花ค分ੳ・২物珪ࢎ体分ੳ
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3B 3C

7C

11B

4B 4C 5B 5C

6B 6C 7B

�B �C �B �C

11C

12B 12C 13B 13C

1 2

1�

（2-13）

50μm

（1）

50μm

 1. マツ属（西壁Ⅲa層；1） 2. スギ属（西壁Ⅲb層；2）
 3. ハンノキ属（西壁Ⅲa層；1） 4. ブナ属（西壁Ⅲb層；2）
 5. コナラ属コナラ亜属（西壁Ⅲb層；2） 6. ニレ属－ケヤキ属（西壁Ⅲa層；1）
 7. サジオモダカ属（西壁Ⅲb層；3） 8. オモダカ属（西壁Ⅲb層；2）
 9. イネ科（西壁Ⅲb層；3） 10. カヤツリグサ科（西壁Ⅲb層；3）
 11. ミズアオイ属（南壁Ⅲb層；2） 12. ソバ属（西壁Ⅲb層；2）
 13. ヨモギ属（柱状試料；3）

ୈ 2�ਤɹ݋໺୔遺੻Ͱݕग़͞ΕͨՖคԽ石
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ୈ 21ਤɹ݋໺୔遺੻Ͱݕग़͞Εͨ২෺ࢎܔମ

1 2 3 4 5 6

7 � �

1� 11

12

50μm

（1-4）

（5-12）

50μm

 1. イネ属短細胞珪酸体（西壁Ⅲb層；2） 2. イネ属短細胞珪酸体（南壁Ⅲb層；2）
 3. ヨシ属短細胞珪酸体（柱状試料Ⅲ層下部；2） 4. ススキ属短細胞珪酸体（南壁Ⅲb層；2）
 5. イネ属機動細胞珪酸体（西壁Ⅲb層；2） 6. イネ属機動細胞珪酸体（南壁Ⅲb層；2）
 7. イネ属機動細胞珪酸体（柱状試料Ⅲ層下部；2） 8. クマザサ属機動細胞珪酸体（西壁Ⅲa層；1）
 9. ヨシ属機動細胞珪酸体（柱状試料Ⅲ層下部；2） 10. イネ属穎珪酸体（西壁Ⅲb層；2）
 11. イネ属穎珪酸体（北壁Ⅲb層；2） 12. 鉱物粒子（西壁IVa層；4）

2　花ค分ੳ・২物珪ࢎ体分ੳ



第Ⅵষ　自 然 Պ ֶ 分 ੳ

67

れた。また、花ค分ੳではイω属同定を行っていないが、多࢈したイωՊ花ค中にイω属に類する形ଶを

ࣔす個体も多く認められた。これらの点を考ྀすると、Ⅲ cɼb' 層での稲作の可能性を支࣋することは೉

しいが、Ⅲ bɼa 層ではपลҬで稲作が行われていたことや、イωの২物体の利用が推定される。

なお、本遺跡は、ӏ઒が形成したԭ積地よりも標高の高い台地上の低地にཱ地することを考ྀすると、

集ਫҬはڱく、ਫ田等にదすると考えられる土地条݅は開ੳ୩内や低地等にݶ定される。したがって、本

地点も生 、性が低い、あるいは、耕作期間が短かいਫ田であった可能性があるが、この点については（集約）࢈

さらに本遺跡पลにおけるࢿ料を஝積し、վめてධՁすることが๬まれる。
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上ɹɹɹ層

上層は、ݹ代から中世の 9 世ل後半から 16 世لにかけての遺物が認められた。また、遺構は掘ཱ柱建

物 5 ౩、ࡤ 1 列、井戸 15 基、土޵ 15 基、溝 14 条なͲを検出したが、いずれも୩ےに沿って東側山੄

部で֬認された。掘ཱ柱建物及び井戸は調ࠪ区の南側、すなわͪ剣野沢の上流側に集中しており、遺物の

分෍とも一கする。遺構を時期別に把Ѳすることはࠔ೉であったが、大方は中世に属すると考えられる。

掘ཱ柱建物は東西に長軸を࣋つ SB2、SB5 と南北に長軸を࣋つ SB1、SB3 がある。SB2 と SB5 はܻ行

が長く東西にฒ列でฒび、軸方向も一கすることから、同時期の所࢈と考えることができる。一方 SB1

と SB3 はܻ行とྊ行の長さがਖ਼方形に近い。またいずれも北側に向かって細くなるڞ通性を࣋つ。SB1

は֬認した掘ཱ柱建物の中で最も大きく、૯柱建物である。SB3 は૯柱ではないが、ほぼ SB1 と重なり合っ

ていることから、建てସえの可能性がある。これら建物群の北側下流部に井戸が集中する。୩ےのほぼ中

央を区画溝である SD1 が走り、その西側には遺構はない。地形的には南側の上流部୩幅が広くなっており、

集མの中心はそͪらにあったと考えられる。

遺物のうͪ土器はݹ代から中世に及び、連続性が認められる。須恵器の多くは小ധ࢈と考えられ、9 世

後半かل 10 世ل前半のものである。౰֘期と思われる灰釉、緑釉も出土していることは注目される。灰

釉 98、99 は同一個体の可能性が大きいが、高台は K90 に近い。続いて中世では土師質土器皿類がまと

まった出土を見せているほか、珠洲焼、美濃瀬戸焼、越前焼、༌入陶磁器の青磁、白磁、青白磁、青花な

ୈ 22ਤɹ中世のूམ഑ஔ
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Ͳがある。土師質土器は、ロクロ成形の R 種、手づくね成形の T 種、手づくね成形のژ౎系 K 種がある。

R 種は出土が少なく、形状からは 11 〜 12 世لにऩまる。至ಙྫࣉ［ਫ澤 2007］なͲを代表とする。K

種も少なく、15 〜 16 世لの所࢈である。その間、13 〜 14 世ل代にऩまるのが T 種である。皿では体

部にྏを࣋つことがಛ௃的で「מ羽・三ౡ型」とݺ͹れるものである。皿、小皿ともにⅠ類とⅡ類に分

類した。県内における土師質土器の傾向では、Ⅱ類がݹ૬で、Ⅰ類が新૬を呈する。SE244 はⅡ類のみ

の出土で、SD1 やแ含層でもⅡ類の出土が多い。珠洲焼も出土しているが量的には少なく、Ⅰ期からⅥ

期まで֬認できる。Ꭼ鉢では、内面に卸目のないⅠ期のものが数点ある。美濃瀬戸は出土が少ないが、後

期Ⅱ期（15 世ل）から大窯 4 期（16 世ل）［藤澤 1986］くらいまである。平椀、皿、小鉢なͲがあるが、

天目茶椀がൺֱ的多く出土しており、遺跡を性格づける一つとなる。越前焼は、Ꭼ鉢である。

༌入陶磁器の青磁、白磁、青白磁は、12 世لから 16 世لまで認められるが、12 世لでは龍泉窯に交じっ

て同安窯࢈も少量ある。また、13 世ل後半から 14 世لと思われる青磁盤や青白磁の合子身なͲҖ৴ࡒ

とされるものも出土している。青花も数点出土がある。

木製品では、祭祀具、ढ符木簡、塔婆が注目される。祭祀具では陽物、鳥形、五輪塔形があり、ढ符木

簡は「急急如律令」である。塔婆は൑ಡできない。

このように、上層中世は୩ےにӦまれた集མであるが、集མの中心は調ࠪ区の南側上流にあると考えら

れ、規໛、内容はうかがうことができない。しかし、ݹ代では緑釉の存在、中世では陶磁器の中にҖ৴ࡒ

とされる青白磁、青磁盤があり、また祭祀具や૴ૹに関連すると考えられる塔婆の存在は、近世には存在

したとされる߳積ࣉと௚接関連はないにせよ、一ൠ集མとはҟなる性格を有していた遺跡とすることも可

能である。

下ɹɹɹ層

下層では縄文時代中期から晩期の遺物が֬認されたが、後期から晩期が主体を઎める。す͙東の斜面を

あがったٰྕ上には中期から晩期に至る大集མである剣野 B 遺跡があり、剣野沢遺跡も縄文時代には൴

らの׆ಈ範囲内であり、一体としてଊえるඞཁがある。検出した遺構は掘ཱ柱建物 3 ౩、埋甕 3 基、土

޵ 15 基なͲである。遺構は、୩の東側山੄にあり、୩中央には自然の୩઒が流れている、3 ౩の掘ཱ柱

建物はいずれも亀ߕ状を呈するもので、上段の剣野 B 遺跡にも存在する。SB6 の柱穴から出土する土器

は後期後半の土器であり、また SB7 の P707 の柱根の C14 年代は 3080BP でやはり後期後半をࣔして

いる。掘ཱ柱建物に࿍が൐わないことや、3 基の埋甕も後期以降の粗製深鉢であることから、大半の遺構

が後期後半から晩期の所࢈と考えることができる。

遺物のうͪ、土器は上段の剣野 B 遺跡と同じあり方をࣔしているが、中期前葉より後期後半以降の土

器量が多いことから、中期よりも後期以降のほうが、剣野沢遺跡の土地利用が੝んであったといえる。石

器も大方の器種がଗっているがൺ཰にภりが見られる。まず、打製石斧が少なく、磨製石斧が多いことが

あげられる。遺構が少ないこととも関連があΖうか。磨製石斧が多いのは、剣野 B 遺跡のਓたͪの木材

֫ಘの場であったためとも思われる。もう一つ、磨石類が多いことがあげられる。種別ൺ཰が最も高く

32.1�を઎める。不定形石器よりも多い。このことは、剣野 B 遺跡のਓたͪの生׆࢈ಈ、土地利用を考

えるうえで重ཁである。

このように剣野沢は、剣野 B 遺跡集མのਓたͪの׆ಈ範囲の中であり、木材֫ಘ、加工の場であった。

また、ਫ場遺構は֬認できなかったが、୩を利用した生׆࢈ಈの場でもあったと考えられる。

第Ⅶষ　ま と め
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遺構 
番号

遺構 
種別 建物 分割

図版
個別
図版

写真
図版 グリッド 平面形 断面形 長軸 短軸 検出 

標高
底面 
標高

測量 
深さ

個別図 
深さ 主な切り合い 備考

111 SK SB1 5 7 55 25A8 円形 − 65 60 9.299 8.728 57 

117 SK SB1 5 7 55 25A9 楕円形 − 54 45 9.421 8.827 59 SK117>P116

158 P SB1 5 7 55 25A19・20 楕円形 − 68 50 9.456 8.910 55 P158≠P154

163 P SB1 5 7 55 25A25 円形 − 62 53 9.413 8.762 65 

181 P SB1 5 7 55 25A18 楕円形 − 67 54 9.305 8.714 59 

185 P SB1 5 7 55 25A13 楕円形 − 70 52 9.264 8.725 54 

196 P SB1 5 7 55 25A23・24,  
26A3・4 円形 − 64 56 9.319 8.703 62 

201 P SB1 5 7 55 26A2 楕円形 − 54 43 9.190 8.818 37 

209 SK SB1 5 7 55 25A22 楕円形 − 65 50 9.184 8.823 36 

211 P SB1 5 7 55 25A17 楕円形 − 56 46 9.147 8.701 45 

216 P SB1 5 7 55 25A12 楕円形 − 59 40 9.043 8.763 28 

259 P SB1 5 7 55 25A14 円形 − 49 44 9.364 8.824 54 P259≠SE156A

321 P SB1 5 7 55 25A25 円形 − 43 43 9.369 8.928 44 P321>P326

197 SD SB1 5 7 55 25A23・24,  
26A3・4 − V字状 174 51 9.288 8.897 39 33

155 P SB2 5 7 55 25A20 楕円形 − 50 40 9.442 8.942 50 

178 P SB2 5 7 55 25A18・19 円形 − 42 41 9.346 8.728 62 

191 P SB2 5 7 55 25A17・18 円形 − 54 51 9.186 8.837 35 

197 SD SB2 5 7 55 25A23・24,  
26A3・4 − V字状 174 51 9.311 8.707 60 

198 P SB2 5 7 55 26A3 楕円形 − 58 38 9.253 8.838 42 

202 P SB2 5 7 55 26A2 楕円形 − 63 45 9.164 8.765 40 

205 P SB2 5 7 55 25A22 楕円形 − 27 22 9.171 8.865 31 

213 P SB2 5 7 55 25A16・17 円形 − 37 34 9.145 8.777 37 

290 P SB2 5 7 55 25A25 楕円形 − 33 27 9.410 8.881 53 

326 P SB2 5 7 55 25A25 円形 − （30） （30） 9.325 8.927 40 P326<P321

106 P SB3 5 8 55 25A12 楕円形 − 40 32 9.221 9.086 14 

110 SK SB3 5 8 55 25A7・8・12・
13 楕円形 − 80 64 9.244 8.759 49 SK110≠P109

114 P SB3 5 8 55 25A9 円形 − 38 38 9.398 9.010 39 P114<P115

153 P SB3 5 8・
11 55 25A15 円形 台形状 48 44 9.450 8.843 61 31

162 P SB3 5 8 55 25A20・25 円形 − 42 40 9.503 8.832 67 

171 P SB3 5 8 55 25A24 円形 − 34 33 9.395 8.877 52 

190 P SB3 5 8 55 25A17 不整形 − 35 32 9.142 8.785 36 

195 P SB3 5 8 55 25A23,  
26A3・4 円形 − 40 37 9.272 8.806 47 P195≠P194

210 P SB3 5 8 55 25A22・23 楕円形 − 40 29 9.194 8.871 32 

231 P SB3 5 8 55 25A9・10 円形 − 45 43 9.430 8.733 70 

172 P SB4 5 8 55 25A19・24 円形 − 32 31 9.408 8.948 46 

180 P SB4 5 8 55 25A18 円形 − 37 34 9.273 8.878 40 

184 P SB4 5 8 55 25A13 円形 − 37 34 9.259 8.875 38 

193 P SB4 5 8 55 25A23,  
26A3・4 円形 − 42 36 9.274 8.839 44 P193≠P194

251 P SB4 5 8 55 25A19 円形 − 41 35 9.393 9.189 20 

119 P SB5 5・6 8 26Z5 円形 − 43 38 9.074 8.780 29 

125 P SB5 5・6 8 26Z25 円形 − 29 28 9.061 8.648 41 

131 P SB5 5・6 8 25Z24 楕円形 − 45 37 9.048 8.826 22 

226 P SB5 5 8 25Z25,  
25A21 楕円形 − 37 30 9.093 8.736 36 

263 P SB5 5 8 26A1 円形 − 39 38 9.144 8.840 30 

281 P SB5 5・6 8 26Z4 楕円形 − 34 27 9.041 8.870 17 

76 P SA1 5 8 25A3 楕円形 − 40 33 9.319 9.107 21 

77 P SA1 5 8 25A3 楕円形 − 34 25 9.236 9.018 22 

78 P SA1 5 8 25A3 円形 − 28 27 9.193 8.875 32 

79 P SA1 5 8 25A2・7 円形 − 34 30 9.184 9.056 13 

83 P SA1 5 8 25Z10,  25A6 円形 − 31 28 9.073 8.865 21 

84 P SA1 5 8 25A6 円形 − 30 28 9.082 8.916 17 

89 P SA1 5 8 25A6 円形 − 30 30 9.105 8.997 11 

91 P SA1 5 8 25A7 円形 − 33 30 9.178 8.887 29 

2 SE 4 9 62 23A12 円形 漏斗状 84 74 9.247 8.191 106 93

53 SE 5 9 62 24A21 円形 Ｕ字状 125 107 9.110 7.992 112 110

71 SE 4 9 62 24A13・14 円形 箱状 96 90 9.423 8.169 125 123

75 SE 5 9 62 25A4 円形 台形状 95 85 9.411 8.560 85 85

81 SE 5 9 62 25A8 円形 台形状 106 102 9.336 8.169 117 108

98 SE 5 9 62 25A6・7・11・
12 円形 半円状 98 90 9.182 8.648 53 55 SE98>SD103

104 SE 5 9 25A11 円形 Ｕ字状 109 （59） 9.064 8.250 81 75 SE104<P97

139 SE 5・6 9 62 25Z4・5 楕円形 Ｕ字状 86 68 8.963 7.970 99 94

156A SE 5 10 62・63 25A14・15・
19 円形 台形状 172 170 9.381 8.183 120 115 SE156A>SE156B

156B SE 5 10 63 25A13・14 不明 台形状（130） 103 9.325 8.421 90 83 SE156B<SE156A

233 SE 5 10 63 24A22,  25A2 方形 階段状 144 124 9.204 7.575 163 150 SE233>P293

遺構観察表（上層）（1）
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遺構 
番号

遺構 
種別 建物 分割

図版
個別
図版

写真
図版 グリッド 平面形 断面形 長軸 短軸 検出 

標高
底面 
標高

測量 
深さ

個別図 
深さ 主な切り合い 備考

244 SE 5 10 63 25A21 円形 台形状 123 118 9.120 8.408 71 73 SE244>P225

249 SE 4 10 64 23A22 方形 台形状 95 82 9.103 8.226 88 78

304 SE 4 11 24A15 − − 143 （45） 9.725 9.292 43 （42）

360 SE 4 11 64 23A16・21 円形 箱状 77 70 8.960 8.062 90 86

13 SK 4 11 64 24A1・2 円形 Ｕ字状 62 55 9.091 8.314 78 74

51 SK 4 11 64 23A11・16 方形 漏斗状 67 65 8.849 8.316 53 50

70 SK 4 11 24A13・18 楕円形 台形状 68 56 9.396 8.935 46 43

128 SK 5・6 11 64 25Z19 円形 Ｕ字状 63 62 9.014 8.521 49 48

135 SK 5・6 11 64 25Z9・10・
14・15 楕円形 弧状 122 82 9.021 8.542 48 42

253 SK 4 11 64 23Z15・20,  
23A11・16 円形 漏斗状 86 74 8.803 8.062 74 72

298 SK 5 11 24Z25 不整形 半円状 85 63 9.100 8.621 48 43

692 SK 2 11 65 22W15・20 長方形 台形状 145 117 7.990 7.443 55 55 礫多量に含む

512 P 5 11 65 25B16 円形 箱状 32 31 9.475 8.994 48 40

1 SD 4・5 14 55・66
・67

21 〜 26Z
21 〜 23A − − − −

52 SD 5 12 24A16 − 半円状 145 25 − − − 17

103 SD 5 12 25A6・7 − 台形状 83 28 − − − 7 SD103<SE98

133 SD 5・6 12 25Z15 − 台形状 109 38 − − − 16 SD133<P306.
P307.P308

140 SD 5・6 12 65 24Z19-25Z9 − 弧状 652 87 − − − 9 SD140>SX141

299 SD 5・6 12 24Z25,  
25Z4・5 − 弧状 115 20 − − − 6

305 SD 2 12 65 22X5-22Y4 − 台形状 800 125 − − − 20

313 SD 6 12 65 24X23-25X10 − 台形状 485 72 − − − 8

314 SD 6 12 65 25X14・19・
24 − 弧状 554 62 − − − 7

628 SD 2 12 65 21X20-21Y17 − 弧状 548 27 − − − 7

693 SD 2 12 22W10 − 弧状 130 62 − − − 8

147 SX 6 15 67 25Y4・5,  
25Z1・2他 不整形 弧状 

台形状 755 480 − − − 10 耕作痕か

250 SX 4 15 67 24Y9・10,  
24Z6・7他 長方形 弧状 

台形状 830 179 − − − 25 耕作痕か

252 SX 2・3・
4 15 67 23Y2-23Z3他 長方形 弧状 

台形状 1365 220 − − − 18 耕作痕か

265 SX 2・3 15 67 22Z1-5他 長方形 弧状 
台形状 690 438 − − − 30-38 耕作痕か

遺構 
番号

遺構 
種別 建物 分割

図版
個別
図版

写真
図版 グリッド 平面形 断面形 長軸 短軸 検出 

標高
底面 
標高

測量 
深さ

個別図 
深さ 主な切り合い 備考

585 P SB6 18・19 24 68 23Y2 円形 箱状 47 41 8.136 7.612 52 47 柱痕

586 P SB6 19 24 68 23Y1・6 楕円形 − 35 29 8.167 7.941 23 

588 P SB6 19 24 68 23Y6 楕円形 Ｕ字状 53 44 8.144 7.658 49 47 柱痕

590 P SB6 19 24 68 23X10 楕円形 − 42 （35） 8.129 7.893 24 

591 P SB6 19 24 68 23X5 楕円形 − 41 32 8.119 7.981 14 

617 P SB6 18・19 24 68 23X5 円形 − 23 23 8.083 7.872 21 

632 P SB6 18・19 24 68 22Y22 楕円形 − 51 39 8.166 7.896 27 

634 P SB6 18・19 24 68 22Y21 楕円形 台形状 50 40 8.164 7.586 58 40 柱痕

706 P SB7 20 25 56・68 25X15 円形 台形状 55 52 7.677 7.436 24 22 柱根

707 P SB7 20 25 56・68 25X4・5 円形 台形状 72 65 7.618 7.488 13 23 柱根

708 P SB7 20 25 56・68 25Y11 円形 弧状 40 35 7.811 7.710 10 10

709 P SB7 20 25 56・68
・69 24Y21,  25Y1 円形 弧状 53 53 7.749 7.656 9 7

710 P SB7 20 25 56・68 25Y7 円形 弧状 62 55 7.733 7.571 16 12 柱根

552 P SB8 19・22 24 24Y9 円形 − 29 27 8.421 8.110 31 

559 P SB8 19・20
・22 24 24Y14 円形 − 35 33 8.418 8.258 16 

564 P SB8 19・20
・22 24 24Y13 楕円形 − 47 33 8.402 8.307 10 

565 P SB8 19・22 24 24Y8 円形 − 35 31 8.406 7.884 52 

568 P SB8 19 24 24Y7・8・12・
13 円形 − 38 37 8.367 8.194 17 

348 SK 19 26 70 23X24,  24X4 楕円形 弧状 87 68 8.077 7.891 19 15

349 SK 19 26 70 23X25,  24X5 円形 階段状 112 72 8.279 7.968 31 17-42 底面中央に小穴

350 SK 19 26 70 24Y6 円形 台形状 102 86 8.336 7.985 35 33

539 SK 22・23 26 70 24Z12 円形 台形状 86 75 8.458 8.313 15 12

575 SK 19・20 26 70 24Y11 円形 階段状 100 100 8.300 7.940 36 30-44 底面中央に小穴

578 SK 20・23 26 71 25Y14 楕円形 弧状 69 33 8.547 8.425 12 10

579 SK 20・23 26 71 26Y4 楕円形 弧状 128 70 8.596 8.502 9 10

604 SK 19 26 71 23X18・19 方形 台形状 86 77 8.155 7.666 49 42 SK604>SK605

605 SK 19 26 71 23X18・19 方形 台形状 114 83 8.163 7.771 39 33 SK605<SK604

608 SK 19・22 27 57・71 23Y5・10
23Z1・6 楕円形 弧状 218 128 8.291 8.008 28 26 SK608>SK609B

遺構観察表（上層）（2）

遺構観察表（下層）（1）



観　察　表

75

遺構 
番号

遺構 
種別 建物 分割

図版
個別
図版

写真
図版 グリッド 平面形 断面形 長軸 短軸 検出 

標高
底面 
標高

測量 
深さ

個別図 
深さ 主な切り合い 備考

609A SK 19・22 27 57・71 23Y10・15,  
23Z6・11 楕円形 不整形 156 106 8.287 8.080 21 25 SK609A>SK609B

609B SK 19・22 27 57・71 23Y10 楕円形 弧状 98 77 8.264 8.055 21 24 SK609B<SK608
SK609B<SK609A

622 SK 19・22 27 72 23Z16 円形 箱状 76 67 8.212 8.019 19 18

625 SK 19・22 27 72 23Y9・14 円形 弧状 
階段状 77 70 8.217 8.056 16 11-22 底面中央が窪む

641 SK 19・22 27 72 23Y3・4 方形 階段状 80 74 8.114 8.008 11 15 SK641≠P670

701 埋 18 25 57・69 22W13 円形 台形状 35 30 7.790 7.642 15 14

702 埋 19・20 
22・23 25 57・69 24Z16 円形 台形状 38 34 8.627 8.362 27 20

703A 埋 20 25 57・69 25Y16・21 円形 台形状 68 62 8.415 8.141 27 27

703B 埋 20 25 57・69 25Y16・21 楕円形 台形状 136 96 8.446 8.321 13 20

670 P 19 27 23Y4・9 円形 台形状 38 37 8.109 7.890 22 18 SK641≠P670

704 P 20 25 69 25X23 円形 Ｕ字状 16 15 7.769 7.518 25 25 柱根か

705 P 20 25 69 25X22 楕円形 Ｕ字状 20 13 7.576 7.450 13 13 柱根か

542 SD 22 25 24Z7 − 弧状 162 21 − − 5-10 11 SD542<P541

遺構観察表（下層）（2）

上層（古代・中世）の土器類観察表（1）

報告 
番号

図版 
番号

分　類
遺構 グリッド 層 

位
口径 底径 器高 残存 色　調

調整等の所見 備考
種別 器形 cm cm cm /36 外　面 内　面

1 30・73 土師器 椀 P201
−

26A3イ 
25A8

1 
Ⅲb 14.0 （6.0）（4.8） 口9 

底4
にぶい橙 
7.5YR7/4

黒 
N2/0

外：ロクロナデ、底部ヘラケ
ズリ　
内：黒色

（内面黒色）

2 30・73 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰc類）P216 25A12ウ 1 6.8 5.2 1.4 口5 

底7
灰黄褐 
10YR6/2

灰黄褐 
10YR6/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ
・（底）オサエ→未調整

3 30・73 須恵器 横瓶
SK14 
P184 
SD1

24A1エ 
25A13ウ 
23Z24ア

1 
1 
4

− − （21.6） 灰 
7.5Y5/1

灰 
7.5Y5/1

外：格子目タタキ 
内：無文あて具

4 30・73 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱd類）SE53 24A21 − （9.1）（7.3） 1.5 口1 

底4
灰白 
10YR8/2

浅黄橙 
10YR8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ
・（底）オサエ→未調整

5 30・73 土師質 
（R種）

小皿 
（Ⅱ類） SE71 24A14ウ 1 − 3.4 （1.5） 底18 にぶい橙 

7.5YR7/4
にぶい橙 
7.5YR7/3

・ロクロ成形  ・（体）ロクロ
ナデ  ・（底）回転糸切り→ナ
デ?

6 30・73 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰa類）SE71 24A14ウ 1 （7.7）（6.0） 1.6 口1 

底5
橙 
5YR6/8

橙 
5YR7/6

・手づくね成形  ・（体）ナデ
・（底）オサエ→未調整

7 30・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱb類）SE139 24Z25 1 14.8 − （2.3） 口7 浅黄橙 

10YR8/3
浅黄橙 
10YR8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ
・（底）オサエ→未調整 内面黒色化

8 30・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱb類）SE139 25Z5 − 13.5 − （2.9） 口9 にぶい黄橙 

10YR7/3
褐灰 
10YR4/1

・手づくね成形  ・（体）ナデ
・（底）オサエ→未調整 内面黒色化

9 30・73 土師器 製塩土器 SE156A 25A14 2 − 11.6 （5.4） 底6 橙 
5YR6/6

赤褐 
10R4/3

外：輪積み、縦指ナデ、底部
砂
内：ナデ、赤化

10 30・73 土師質 
（R種） 有台皿 SE156B 25A14 1 − 6.1 （2.3） 底12 にぶい橙 

5YR6/4
灰褐 
7.5YR6/2

・ロクロ成形
・（体）ロクロナデ

11 30・73 土師器 無台椀 SE156B 25A14イ 1 − 5.5 （1.3） 底6 にぶい橙 
7.5YR7/3

にぶい橙 
5YR7/4

・ロクロ成形
・（体）ロクロナデ
・（底）回転糸切り

12 30・73 土師器 椀皿 SE156B 25A14 1 （11.4） − （1.7） 口3 橙 
5YR6/6

橙 
5YR6/6

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

13 30・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc1類）SE244 25A21 （13.7）（7.4）（3.3） 口5 

底4
浅黄橙 
10YR8/3

浅黄橙 
10YR8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ
・（底）オサエ→未調整

14 30・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc1類）SE244 25A21イ 1 （13.4）（7.6）（3.0） 口10 

底14
にぶい黄橙 
10YR7/3

にぶい橙 
7.5YR7/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ
・（底）オサエ→未調整

15 30・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc1類）SE244 25A21ア 6 12.4 8.0 3.0 口27 

底29
黒 
10YR2/1

にぶい黄橙 
10YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

16 30・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱd類）SE244 25A21ア 5 13.8 − （2.9） 口6 灰黄褐 

10YR5/2
浅黄橙 
10YR8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

17 30・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱd類）SE244 25A21ア 5 11.4 − 2.8 口6 にぶい黄橙 

10YR7/2
にぶい黄橙 
10YR7/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

18 30・73 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱb類）SE244 25A21エ 4 8.2 6.1 1.6 口36 

底36
にぶい黄橙 
10YR7/3

にぶい橙 
7.5YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

タール状付
着物

19 30・73 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱb類）SE244 25A21エ 4 8.2 5.4 1.5 口36 

底36
明褐灰 
7.5YR7/2

にぶい黄橙 
10YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

20 30・73 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱb類）SE244 25A21 3 （8.0）（5.6） 1.5 口18 

底18
にぶい橙 
7.5YR7/3

にぶい橙 
7.5YR7/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

21 30・73 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱb類）SE244 25A21イ 4 7.8 6.5 1.4 口36 

底36
灰白 
7.5YR8/2

にぶい橙 
7.5YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

22 30・73 須恵器 横瓶
SD1 
SE75 
SE244

23Z15ア 
25A4ウ 
25A21

4 
1 
6

9.6 8.5 （23.2）口11 オリーブ黒 
7.5Y3/1

灰 
7.5Y4/1

外：口縁ロクロナデ、格子目
タタキ　 
内：無文あて具

23 30・73 須恵器
甕

（転用砥
石）

SE244 25A21イ 6 − − （6.2） 灰 
10Y6/1

灰黄 
2.5Y7/2

外：格子目タタキ 
内：平行あて具、炭化物

24 30・73 山茶碗 小皿 SD1 
SE360

23Z19イ 
23A21

4 
1 8.2 4.0 2.4 口12 

底36
灰白 
2.5Y7/1

灰白 
2.5Y7/1

内外面ロクロナデ、口縁端部
自然釉、底部左回転糸

25 30・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱd類）SE360 23A21 1 （12.8） − （3.4） 口1 褐灰 

10YR5/1
にぶい黄橙 
10YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整
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報告 
番号

図版 
番号

分　類
遺構 グリッド 層 

位
口径 底径 器高 残存 色　調

調整等の所見 備考
種別 器形 cm cm cm /36 外　面 内　面

26 30・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱd類）SE360 23A21 1 （11.2） − （3.2） 口1 灰白 

10YR8/2
灰白 
2.5Y8/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

27 30・73 須恵器 長胴壺? 
鉢?

SK11 
SD1

25A13ア 
23Z23エ

1 
4 − 13.4 （8.1） 底4 黒 

10YR2/1
暗赤灰 
2.5YR3/1

外：ロクロケズリ 
内：縦ナデ

28 30・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱd類）SK128 25Z19エ 1 13.7 11.0 2.3 口7 

底6
浅黄橙 
10YR8/3

浅黄橙 
10YR8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

29 30・73 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱd類）SK128 25Z19 1 （7.6）（5.7） 1.3 口6 

底11
にぶい黄橙 
10YR7/2

灰白 
10YR8/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

30 30・73 土師質 
（K種） 小皿 SK298 24Z25 − 7.2 − 1.6 口6 にぶい黄橙 

10YR7/3
にぶい黄橙 
10YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

31 30・73 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰa類）SK298 24Z25 − （8.1） − 1.9 口3 灰白 

7.5YR8/2
灰白 
10YR8/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

32 30・73 須恵器 無台杯 SK346 23Y13ウ 1 12.3 7.6 3.6 口5 
底10

灰黄 
2.5Y6/2

灰黄 
2.5Y6/2

外：ロクロナデ、回転ヘラ 
内：ロクロナデ、薄く炭化物）

33 30・73 須恵器 無台杯 SD1 
P168

22A1ア 
26A4イ

3 
1 12.2 6.3 2.7 口8 

底15
褐灰 
10YR5/1

褐灰 
10YR4/1

外：ロクロナデ、回転ヘラ 
内：ロクロナデ

34 31・73 青磁 椀 SD1 24Z8イ 4 （15.4） − （2.8） 口4 オリーブ 
5Y5/4

オリーブ 
5Y5/4

外：鎬蓮弁、施釉 
内：施釉 龍泉Ⅱb

35 31・73 青磁 椀 SD1 24Z8エ 3 − − （2.2） 灰オリーブ 
5Y5/3

灰オリーブ 
5Y5/2

外：櫛目、施釉 
内：施釉 同安

36 31・73 青磁 皿 SD1 22Z20エ 5 （9.4） − （1.4） 口3 オリーブ灰 
2.5GY6/1

オリーブ灰 
2.5GY6/1

外：口縁端部麺取り、施釉 
内：施釉 同安Ⅰ−1a

37 31・73 青磁 椀or杯 SD1 23Z24ア 4 − 5.6 （1.1） 底4 緑灰 
10GY6/1

緑灰 
7.5GY6/1

外：施釉、底部施釉 
内：施釉 龍泉Ⅲ

38 31・73 青白磁 合子身 SD1 23A1ア 3 4.8 4.0 2.1 口5 
底12

明緑灰 
10GY8/1

灰白 
2.5GY8/1

外：蓮弁、受口部、体部下半
施釉なし 
内：施釉

?

39 31・73 白磁 椀 SD1 25Z7ウ 2 17.9 − （3.2） 口3 灰白 
7.5Y8/1

灰白 
7.5Y8/1

外：玉縁大、施釉 
内：施釉 Ⅳ類?

40 31・73 白磁 椀 SD1 23Z10ア 4 16.6 − （2.8） 口3 灰白 
5Y7/1

灰白 
5Y7/1

外：玉縁小、施釉 
内：施釉 Ⅳ類

41 31・73 白磁 椀 SD1 24Z3ウ 3 − − （2.3） 口2 明緑灰 
7.5GY8/1

明緑灰 
7.5GY8/1

外：口禿、施釉 
内：施釉 Ⅸ類　

42 31・73 白磁 小椀 SD1 23Z19ア 4 （6.2） − （3.1） 口3 灰白 
7.5Y7/1

灰白 
7.5Y7/1

外：施釉 
内：施釉 ?

43 31・73 白磁 皿 SD1 24Z12 3 （11.9） − （1.1） 口2 灰白 
10Y7/1

灰白 
10Y7/1

外：薄手、施釉 
内：施釉 Ⅴ類

44 31・73 白磁 皿 SD1 22Z25ア 5 − 4.5 （1.8） 底10 にぶい黄橙 
10YR7/3

にぶい黄橙 
10YR7/4

外：施釉、高台、底部施釉な
し 
内：施釉

?

45 31・73 珠洲焼 甕 SD1 24Z8 4 − − （6.3） オリーブ黒 
5Y2/2

灰 
5Y5/1

外：平行タタキ 
内：無文あて具

46 31・73 珠洲焼 甕 SD1 24Z3イ 4 （長）
13.9 

（幅）
7.5

（厚）
2.5

灰白 
2.5Y7/1

黄灰 
2.5Y6/1

外：平行タタキ、外及び断面
を研面 
内：無文あて具

（転用砥石）

47 31・73 珠洲焼 壺（T種） 
or甕 SD1 23Z5ウ 4 − − （5.4） 灰 

10Y4/1
灰 
10Y5/1

外：　幾何文タタキ、断面割
れ目に漆接着 
内：無文あて具、漆

48 31・73 珠洲焼 片口鉢 SD1 25Z13 4 20.2 10.0 8.0 口6 
底15

黄灰 
2.5Y5/1

黄灰 
2.5Y5/1

外：ロクロナデ、断面漆継 
内：ロクロナデ、下半部磨り
痕、底部静止糸、

Ⅱ期?

49 31・73 珠洲焼 片口鉢 SD1 23Z10 4 − − （7.2） 口4 灰 
5Y5/1

灰オリーブ 
5Y5/2

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ Ⅰ期

50 31・73 珠洲焼 片口鉢 SD1 23Z10イ 4 35.4 − （6.0） 口4 灰 
10Y4/1

灰 
10Y4/1

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ、卸目 Ⅳ期

51 31・73 珠洲焼 片口鉢 SD1 24Z23イ 3 29.0 − （6.0） 口6 灰 
N4/0

灰 
N4/0

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ、卸目 Ⅳ期

52 31・73 土師質 
（R種） 有台皿 SD1 23Z14ア 3 − 7.0 （2.5） 底2 橙 

5YR6/6
黒 
10YR2/1

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ

内面黒色処
理?

53 31・73 土師質 
（R種） 有台皿 SD1 25Z3ウ 3 − 6.0 （1.9） 底13 にぶい橙 

7.5YR6/4
橙 
5YR6/6

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ

54 31・73 土師質 
（R種）

皿 
（Ⅰ類） SD1 23Z14ウ 3 − 7.0 （2.7） 底9 明黄褐 

10YR6/6
明黄褐 
10YR7/6

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）回転糸切り

55 31・73 土師質 
（R種）

皿 
（Ⅰ類） SD1 26Z3ウ 5 − 7.0 （2.6） 底36 橙 

5YR6/6
橙 
5YR6/8

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）不明

56 31・73 土師質 
（R種）

皿 
（Ⅱ類） SD1 23Z9 4 − 5.2 （2.2） 底36 にぶい黄褐 

10YR4/3
黒 
10YR1.7/1

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）不明

内面黒色処
理?

57 31・73 土師質 
（R種）

皿 
（Ⅱ類） SD1 23Z19ア 4 − 5.7 （1.8） 底23 灰褐 

7.5YR4/2
灰褐 
7.5YR5/2

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）不明

58 31・73 土師質 
（R種）

小皿 
（Ⅱ類）

SD1
−

23Z9ウ 
23Z8

3 
Ⅲb 9.0 3.5 2.2 口4 

底33
明褐 
7.5YR5/8

明褐 
7.5YR5/6

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）回転糸切り（右）

59 31・73 土師質 
（R種）

小皿 
（Ⅱ類）

SD1
−

23Z14ア 
25A11

3 
Ⅲa 8.4 3.4 2.3 口5 

底29
にぶい黄橙 
10YR7/3

にぶい黄橙 
10YR7/2

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）回転糸切り

底部中央を
穿孔

60 31・73 土師質 
（R種）

小皿 
（Ⅱ類） SD1 23Z5ウ 4 − 3.4 （1.3） 底36 橙 

7.5YR6/6
橙 
5YR6/6

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）回転糸切り（右）

上層（古代・中世）の土器類観察表（2）
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報告 
番号

図版 
番号

分　類
遺構 グリッド 層 

位
口径 底径 器高 残存 色　調

調整等の所見 備考
種別 器形 cm cm cm /36 外　面 内　面

61 31・73 土師質 
（R種）

小皿 
（Ⅱ類） SD1 23Z19 3 − 3.9 （1.2） 底36 橙 

7.5YR6/6
橙 
7.5YR6/6

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）回転糸切り（右）

62 31・73 土師質 
（R種）

小皿 
（Ⅲ類） SD1 25Z24エ 1 8.8 6.0 1.9 口1 

底19
黒 
10YR1.7/1

黒 
10YR1.7/1

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）回転糸切り（右）

内外面に黒
色付着物

63 31・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅰa類）

SD1 
SD1

22Z25ア 
24Z4ア

5 
3 12.1 − 3.4 口14 にぶい橙 

5YR7/4
にぶい橙 
5YR7/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

64 31・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅰa類）

SD1 
SD1

22Z25ウ 
25Z23エ

5 
2 11.7 − 3.7 口13 淡橙 

5YR8/3
淡橙 
5YR8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

65 31・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅰb類）SD1 26Z3 4 12.7 5.4 3.6 口15 浅黄橙 

10YR8/3
にぶい黄橙 
10YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

66 31・73 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅰb類）SD1 23Z10 − 12.0 − （3.5） 口9 にぶい黄橙 

10YR6/4
にぶい黄橙 
10YR6/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

67 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅰb類）SD1 24Z13エ 4 11.4 − 3.7 口10 橙 

7.5YR6/6
にぶい黄橙 
10YR6/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

68 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅰb類）SD1 23Z23エ 4 11.0 − 3.4 口9 明赤褐 

5YR5/6
橙 
7.5YR6/6

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

69 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅰc類）

SD1 
SD1

22Z25ウ 
24Z18イ

5 
4 12.4 − 2.9 口8 浅黄橙 

10YR8/3
浅黄橙 
10YR8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

タール状付
着物

70 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅰc類）SD1 24Z23イ 3 11.4 − 3.2 口15 にぶい黄橙 

10YR7/2
にぶい黄橙 
10YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

71 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱb類）SD1 23Z14イ 4 12.6 − 2.9 口11 浅黄橙 

10YR8/3
橙 
7.5YR6/6

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

72 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱb類）SD1 24Z23イ 3 （11.2） − 1.9 口4 灰白 

7.5Y8/1
灰白 
7.5Y8/1

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

73 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc1類）SD1 23Z24ア 4 13.8 − 2.5 口6 にぶい黄橙 

10YR7/2
灰黄 
2.5Y7/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

74 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc1類）

SD1 
SD1 
SD1

22Z15 
22Z15ア 
23Z14イ

4 
3 
4 
4

12.9 − 2.9 口29 灰白 
7.5Y8/1

灰白 
7.5Y8/1

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

75 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc1類）SD1 22Z10ウ 5 12.6 − 2.9 口15 灰白 

10YR8/2
灰白 
10YR8/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

76 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc1類）SD1 24Z12エ 4 12.5 6.0 3.2 口6 灰白 

7.5Y8/1
灰白 
7.5Y8/1

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

77 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc1類）SD1 23Z5 − 12.4 − （3.2） 口8 灰白 

2.5Y8/2
淡黄 
2.5Y8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

78 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc2類）SD1 25Z13ア 2 13.8 − 3.0 口6 明褐灰 

7.5YR7/1
明褐灰 
5YR7/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

79 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc2類）SD1 24Z23 − （13.2） − 2.8 口3 淡黄 

2.5Y8/4
淡黄 
2.5Y8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

80 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc2類）SD1 23Z9イ 3 12.6 − 2.8 口16 灰白 

2.5Y8/2
灰白 
2.5Y8/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

81 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱc2類）

SD1 
SD1

23Z4エ 
24Z3イ

4 
4 12.4 7.0 3.1 口21 灰白 

10Y8/1
灰白 
5Y8/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

82 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱd類）SD1 25Z13ア 4 13.5 − （2.7） 口6 灰白 

2.5Y8/2
灰白 
2.5Y8/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

83 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱd類）SD1 23Z14エ 4 13.0 − 2.8 口7 橙 

7.5YR6/6
明褐 
7.5YR5/8

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

84 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱd類）SD1 24Z23 − （12.8） − （2.8） 口7 浅黄橙 

7.5YR8/3
灰白 
7.5YR8/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

85 31・74 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅱd類）

SD1 
SD1

24Z3イ 
24Z9ア

3 
3 12.3 − 2.7 口2 にぶい褐 

7.5YR5/3
にぶい褐 
7.5YR5/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

86 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰa類）SD1 23Z8エ 2 8.1 5.5 2.0 口24 

底20
橙 
7.5YR6/6

橙 
7.5YR6/6

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

87 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰa類）SD1 22Z25ウ 5 7.8 − 2.0 口10 淡黄 

2.5Y8/3
浅黄 
2.5Y7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

88 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰb類）SD1 25Z13ウ 3 8.5 − 1.6 口11 にぶい黄橙 

10YR7/4
にぶい黄橙 
10YR7/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

89 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰb類）SD1 25Z8 4 8.0 − 1.7 口36 

底36
灰白 
2.5Y8/2

淡黄 
2.5Y8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

90 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰb類）SD1 24Z4ア 3 7.3 4.5 1.5 口13 橙 

5YR7/6
橙 
5YR7/6

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

91 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰc類）

SD1 
SD1

25Z13ア 
25Z13ウ

4 
4 8.0 − 1.8 口14 にぶい黄橙 

10YR7/4
にぶい黄橙 
10YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

92 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱb類）

SD1 
SD1

22Z20ア 
22Z10ウ

4 
5 7.7 6.3 1.7 口25 

底25
灰白 
7.5Y8/1

灰白 
7.5Y8/1

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

93 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱc類）

SD1 
SD1 
SD1

22Z25 
22Z25ア 
22Z20エ

1 
3 
5 
4

8.4 − 1.6 口27 淡黄 
2.5Y8/3

淡黄 
2.5Y8/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

94 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱc類）SD1 22Z20ア 4 8.4 6.6 1.8 口20 

底21
明黄褐 
10YR7/6

にぶい黄橙 
10YR7/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

95 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱc類）

SD1 
SD1

22Z15ウ 
22Z25ウ

4 
5 7.8 6.4 1.3 口17 

底20
灰白 
10YR8/2

にぶい黄橙 
10YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

タール状付
着物

96 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱc類）

SD1 
SD1 
試掘3T

25Z3イ 
25Z18ウ 
22Z4

4 
4 
−

7.6 6.4 1.5 口29 
底29

灰白 
2.5Y8/2

淡黄 
2.5Y8/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

97 32・74 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅱc類）SD1 23Z4イ 3 7.2 − 1.6 口10 浅黄橙 

10YR8/3
黄褐 
10YR5/6

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

上層（古代・中世）の土器類観察表（3）
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報告 
番号

図版 
番号

分　類
遺構 グリッド 層 

位
口径 底径 器高 残存 色　調

調整等の所見 備考
種別 器形 cm cm cm /36 外　面 内　面

98 32・74 灰釉陶
器 皿 SD1 23Z5イ 4 − 8.2 （1.8） 底9 灰黄 

2.5Y7/2
灰黄 
2.5Y7/2

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ、灰釉 K90?

99 32・74 灰釉陶
器 皿 SD1 23A1ウ 4 − 7.0 （1.6） 底9 灰黄 

2.5Y7/2
灰黄 
2.5Y7/2

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ、灰釉 K90?

100 32・74 須恵器 杯蓋 SD1 
SD1

23Z19イ 
23Z13イ

4 
4 13.6 − （2.4） 口2 オリーブ灰 

2.5GY5/1
灰 
10Y4/1

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

101 32・74 須恵器 杯蓋 SD1
−

25Z3イ 
25A2

4 
Ⅲb 11.0 − （1.7） 口8 暗赤褐 

5YR3/2
黒褐 
10YR3/2

外：ロクロナデ、ヘラケズリ 
内：ロクロナデ

102 32・74 須恵器 有台杯 SD1 25Z3エ 4 − 6.7 （2.7） 底8 灰白 
5Y7/1

灰白 
5Y7/1

外：ロクロナデ、底部回転ヘ
ラ 
内：ロクロナデ

103 32・74 須恵器 有台杯 SD1 24Z3エ 3 − 7.2 （1.8） 底7 灰オリーブ 
5Y6/2

灰オリーブ 
5Y6/2

外：ロクロナデ、底部回転ヘ
ラ 
内：ロクロナデ

104 32・74 須恵器 無台杯 SD1 23Z10エ 3 − 8.0 （3.2） 底19 褐灰 
10YR6/1

灰黄 
2.5Y6/2

外：ロクロナデ、底部左回転
ヘラ 
内：ロクロナデ

105 32・74 須恵器 無台杯 SD1 23Z15イ 4 − 7.2 （2.5） 底23 黄灰 
2.5Y6/1

黄灰 
2.5Y5/1

外：ロクロナデ、底部左回転
ヘラ 
内：ロクロナデ

106 32・74 須恵器 無台杯? SD1 23Z14エ 4 − 4.5 （1.7） 底9 灰 
5Y5/1

灰 
5Y4/1

外：ロクロナデ、底部?回転
糸 
内：ロクロナデ

107 32・74 須恵器 鉢 SD1 23Z19イ 4 20.8 − （4.7） 口6 浅黄 
2.5Y7/3

灰白 
5Y7/2

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

108 32・74 須恵器 鉢 SD1 22Z25 1 19.9 − （6.8） 口5 灰白 
2.5Y7/1

灰白 
2.5Y7/1

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

109 32・74 須恵器 鉢 SD1
−

22Z20エ 
25A6

5 
Ⅲb − （13.7）（3.5） 底1 灰白 

5Y7/2
灰白 
5Y7/2

外：ロクロナデ、輪積痕 
内：ロクロナデ、摩耗

110 32・74 須恵器 長頸壷
−

SD1 
SX147

25A11 
25Z18イ 
25Z1ア

Ⅲb 
4 
1

− 4.7 （6.3） 底20 褐灰 
10YR5/1

褐灰 
10YR6/1

外：ロクロナデ、底部?回転
糸 
内：ロクロナデ

111 32・74 須恵器 長胴壺 SD1 23Z15イ 4 17.6 − （9.8） 口6 灰白 
5Y7/2

灰黄 
2.5Y7/2

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

112 32・74 須恵器 横瓶 SD1
−

26Z2イ 
25Z25

3 
Ⅲb − − （4.2） 灰 

5Y6/1
灰 
5Y6/1

外：格子タタキ、自然釉、頸
部ロクロナデ、 
内：同心円タタキ

113 32・74 須恵器 甕 SD1
−

23Z14イ 
25A3

4 
Ⅲb − − （8.5） 灰 

10Y5/1
灰 
10Y6/1

外：格子タタキ 
内：同心円タタキ

114 32・74 須恵器 甕 SD1 26Z3イ 1 − − （4.5） 灰白 
5Y7/1

灰白 
5Y7/1

外：摩耗、炭化物 
内：同心円タタキ、摩耗、炭
化物

（転用砥石）

115 32・74 土師器 小甕 SD1 23Z9ウ 4 14.0 − （5.7） 口3 明赤褐 
5YR5/6

橙 
7.5YR6/6

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ、口縁部コゲ

116 32・74 土師器 長甕 SD1 
SD1

26Z3エ 
25Z23ア

3 
4 20.0 − （10.1）口5 明黄褐 

10YR7/6
にぶい黄橙 
10YR7/4

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

117 32・74 土師器 円筒形 
支脚

SD1 
SD1 
SD1

23Z9ウ 
23Z14ア 
22Z24イ

4 
3 
5

7.6 8.4 8.1 口6 
底11

橙 
7.5YR6/6

明黄褐 
10YR7/6

外：輪積痕 
内：輪積痕

118 32・74 土師器 円筒形 
支脚 SD1 23Z14イ 4 9.6 − （3.6） 口13 明赤褐 

5YR5/6
にぶい黄褐 
10YR5/4

外：輪積痕 
内：輪積痕

119 32・74 土師器 椀 SD56 24A21イ 1 − 6.4 （1.5） 底13 橙 
7.5YR6/6

橙 
7.5YR6/6

外：ロクロナデ、底部?回転
糸 
内：ロクロナデ

120 32・74 土師質 
（R種）

皿 
（Ⅱ類） SD140 24Z24イ 1 13.4 4.6 4.3 口1 

底8
橙 
7.5YR6/6

にぶい橙 
7.5YR6/4

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）不明

121 32・74 土師質 
（R種） 有台皿 SX252 23Z3エ 1 − （7.5）（2.3） 底36 橙 

5YR7/6
橙 
5YR7/6

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ

122 32・74 土師器 小甕 SX265 
SX265

22Z2ア 
22Z2ウ 1 − 7.4 （3.9） 底30 浅黄橙 

10YR8/3
浅黄橙 
10YR8/4

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

123 32・74 青磁 椀 − 25A24 Ⅲb 15.1 − （5.3） 口4 オリーブ黒 
7.5Y6/3

オリーブ黒 
7.5Y6/3

外：施釉 
内：施釉 龍泉Ⅰ

124 32・74 青磁 椀 − 24X5 Ⅱ 
Ⅲ 12.2 − （2.8） 口3 オリーブ灰 

5GY6/1
オリーブ灰 
5GY6/1

外：施釉 
内：施釉 龍泉Ⅲ

125 32・74 青磁 椀 − 26Y4 Ⅲb − − （2.0） 口2
明オリーブ
灰 
5GY7/1

明オリーブ
灰 
5GY7/1

外：施釉、蓮弁、断面漆 
内：施釉 上田BⅡ

126 32・74 青磁 椀 − 22A6 Ⅲa（15.0） − （3.9） 口4 オリーブ灰 
10Y5/2

オリーブ灰 
10Y5/2

外：施釉、蓮弁 
内：施釉 上田BⅡ

127 32・74 青磁 椀 − 25W7 Ⅲ （17.2） − （4.6） 口4 灰 
10Y6/1

灰 
10Y6/1

外：施釉、被熱 
内：施釉 上田DⅡ

128 32・74 青磁 椀 − 24X19 Ⅲ （15.0） − （3.1） 口3 灰オリーブ 
7.5Y6/2

灰オリーブ 
7.5Y6/2

外：施釉 
内：施釉 上田DⅡ

129 33・74 青磁 椀 − 23W15 Ⅲ − 5.3 （1.9） 底26 オリーブ 
5Y5/6

オリーブ 
5Y5/6

外：施釉 
内：施釉

130 33・75 青磁 盤 − 24V10 Ⅲ （23.6） − （4.0） 口4 灰オリーブ 
7.5Y6/2

灰 
7.5Y6/1

外：施釉、被熱 
内：施釉、蓮弁 龍泉Ⅳ

131 33・75 青磁 盤 − 25Z11 Ⅲb（27.8） − （1.8） 口1 緑灰 
10G6/1

緑灰 
10G6/1

外：施釉 
内：施釉 龍泉Ⅲ

132 33・75 白磁 椀 − 24W24 Ⅲ 15.7 − （1.9） 口3 灰白 
10Y8/1

灰白 
10Y8/1

外：施釉、玉縁 
内：施釉 Ⅳ

上層（古代・中世）の土器類観察表（4）
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報告 
番号

図版 
番号

分　類
遺構 グリッド 層 

位
口径 底径 器高 残存 色　調

調整等の所見 備考
種別 器形 cm cm cm /36 外　面 内　面

133 33・75 白磁 ? − − − − 8.4 （1.7） 底5 灰白 
10Y8/1

灰白 
10Y8/1

外：施釉、高台無釉 
内：施釉 森田E

134 33・75 白磁 皿 − 24A1 Ⅲa 8.8 − （1.4） 口5 灰白 
10Y8/1

灰白 
10Y8/1

外：施釉 
内：施釉 森田C・D

135 33・75 白磁 皿 − 24X25 Ⅲa − 4.4 （2.4） 底33 灰黄 
2.5Y7/2

灰黄 
2.5Y7/2

外：施釉 
内：施釉 森田D・E

136 33・75 白磁 皿 − 24X23 Ⅲa − 4.1 （2.1） 底36 にぶい黄橙 
10YR7/4

灰白 
10YR8/2

外：施釉 
内：施釉 森田D・E

137 33・75 白磁 瓶? − 22Z25 − − − （5.4） 灰白 
5Y7/2

にぶい黄橙 
10YR7/4

外：施釉 
内：無釉

138 33・75 青花 皿 − 24A6 Ⅲb − 6.7 （1.3） 底4 灰白 
5GY8/1

灰白 
5GY8/1

外：施釉（畳付底部無釉） 
内：施釉 小野B1群

139 33・75 青花 椀 − 25A17 Ⅲb − − （2.3） 底2 灰白 
5GY8/1

明緑灰 
7.5GY8/1

外：施釉（畳付無釉） 
内：施釉 ?

140 33・75 瀬戸
美濃焼 天目茶碗 − 26Z2 Ⅲa 10.4 − （4.8） 口5 黒褐 

5YR2/1
黒褐 
5YR2/1

外：施釉縞状 
内：施釉縞状

藤澤後Ⅳ新
　

141 33・75 瀬戸
美濃焼 天目茶碗 − 23Z2 Ⅲb 11.8 − （4.2） 口7 暗褐 

7.5YR3/4
褐 
7.5YR4/3

外：施釉 
内：施釉

藤澤大窯2
　

142 33・75 瀬戸
美濃焼 天目茶碗 − 25Z9 Ⅲa（12.0） − （3.5） 口2 黒 

5YR1.7/1
黒 
5YR1.7/1

藤澤大窯4
新

143 33・75 瀬戸
美濃焼 天目茶碗 − 24X15 Ⅱ （10.4） − （4.5） 口2 暗赤褐 

5YR3/6
暗赤褐 
5YR3/6

藤澤大窯2
　

144 33・75 瀬戸
美濃焼 天目茶碗 − 22A16 Ⅲa − 4.4 （3.6） 底36 暗褐 

7.5YR3/3
暗褐 
10YR3/4 藤澤後Ⅱ

145 33・75 瀬戸
美濃焼 天目茶碗 − 23Y2 Ⅲ − 4.5 （1.4） 底36 褐 

7.5YR4/6
黒
7.5YR1.7/1 藤澤大窯1

146 33・75 瀬戸
美濃焼 平椀 − 23Y10 Ⅲ （16.6） − （3.8） 口3 オリーブ黒 

7.5Y6/3
浅黄 
7.5Y7/3 藤澤後Ⅱ

147 33・75 瀬戸
美濃焼 小鉢 − 22Y10 Ⅲb 11.8 − （2.8） 口5 灰白 

7.5Y7/1
オリーブ灰 
10Y6/2

藤澤後Ⅱ〜
Ⅲ

148 33・75 瀬戸
美濃焼 皿 − 25X13 Ⅲ − 5.2 （1.0） 底12 灰オリーブ 

7.5Y5/3
オリーブ黒 
7.5Y6/3

149 33・75 珠洲焼 甕 − 22X16 Ⅲ （40.0） − （5.5） 口3 灰 
10Y4/1

灰 
10Y5/1

外：口縁ロクロナデ、平行タ
タキ 
内：無文あて具

Ⅳ2 〜Ⅳ3
期

150 33・75 珠洲焼 甕 −
−

24Y7 
24Y12

Ⅲb 
Ⅲb − − （13.4） 暗灰黄 

2.5Y4/2
黄灰 
2.5Y5/1

外：平行タタキ 
内：無文あて具、漆付着

（転用砥石）

151 33・75 珠洲焼 甕 − 22Z11 Ⅲb − − （7.6） 灰 
5Y4/1

灰 
5Y5/1

外：平行タタキ、スス付着 
内：無文あて具 Ⅲ〜Ⅳ

152 33・75 珠洲焼 壺（T種）
or甕 − 24X6 Ⅲ − − （8.3） 灰 

7.5Y4/1
灰 
7.5Y4/1

外：平行タタキ 
内：無文あて具、炭化物 Ⅲ〜Ⅳ

153 33・75 珠洲焼 壺 − 25Z12 Ⅲb 17.0 − （6.1） 口3 黒 
10Y2/1

黒 
10Y2/1

外：ロクロナデ、断面漆 
内：ロクロナデ

154 33・75 珠洲焼 壺 − 25A25 Ⅱ 
Ⅲ − − （4.2） 灰 

10Y4/1
灰 
10Y5/1

外：ロクロナデ、櫛波状文 
内：ロクロナデ

155 33・75 珠洲焼 片口鉢 − 22X14 Ⅲb 30.4 − （7.2） 口3 灰 
N4/0

灰 
N4/0

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ Ⅱ期?

156 33・75 珠洲焼 片口鉢 − 23Z24 Ⅲb − − （4.5） 口4 黄灰 
2.5Y6/1

黄灰 
2.5Y5/1

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ Ⅲ〜Ⅳ期

157 33・75 珠洲焼 片口鉢 − 25X9 Ⅲb − − （4.9） 黄灰 
2.5Y5/1

灰 
5Y5/1

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ、卸目 Ⅲ〜Ⅳ期

158 33・75 珠洲焼 片口鉢 − 22X10 Ⅳ − − （5.0） 底3 灰 
10Y4/1

灰 
7.5Y5/1

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ、卸目 Ⅲ〜Ⅳ期

159 33・75 珠洲焼 片口鉢 − 23Y20 Ⅲ （31.0） − （5.8） 口3 暗灰黄 
2.5Y5/2

灰黄 
2.5Y6/2

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ、卸目 Ⅵ期

160 33・75 珠洲焼 片口鉢 − 23A16 Ⅲb − − （3.0） 口1 灰 
5Y5/1

灰 
5Y6/1

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ、卸目 Ⅵ期

161 33・75 越前焼 片口鉢 − 23X15 Ⅲb（35.6） − （5.6） 口4 灰褐 
7.5YR5/2

灰褐 
7.5YR5/2

外：ロクロナデ、断面漆 
内：ロクロナデ、卸目

15後C 〜
16C前

162 33・75 土製品 転用 
研削具 − 26Z3 Ⅲb （長）

2.4
（幅）

2.9
（厚）

1.3
黄灰 
2.5Y6/1

オリーブ黒 
7.5Y3/2 （中世陶器）

163 33・75 土製品 転用 
研削具 − 23A2 Ⅰ 

Ⅱ
（長）

1.9
（幅）

1.9
（厚）

1.1
オリーブ 
5Y5/4

灰 
5Y4/1 瀬戸美濃焼

164 34・75 土師質 
（R種）

柱状高台
皿 − 25Z10 Ⅲa 7.6 − （1.8） 口4 黄灰 

2.5Y6/1
にぶい黄橙 
10YR7/3 ・手づくね成形  ・（体）ナデ

165 34・75 土師質 
（R種） 有台皿 − 24Z14 Ⅲb − 7.2 （2.4） 底6 橙 

7.5YR7/6
にぶい橙 
7.5YR7/4

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）不明

166 34・75 土師質 
（R種）

皿 
（Ⅱ類） − 25Z9 Ⅲb − 5.0 （1.9） 底29 にぶい橙 

7.5YR6/4
灰黄 
2.5Y6/2

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）回転糸切り（右）

167 34・75 土師質 
（R種）

小皿 
（Ⅰ類） − 25Z22 Ⅲa − 5.0 （0.8） 底11 にぶい褐 

7.5YR5/4
褐灰 
10YR4/1

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）回転糸切り（右）

168 34・75 土師質 
（R種）

小皿 
（Ⅱ類） − 22Z6 Ⅲb − 4.2 （2.0） 底22 浅黄橙 

7.5YR8/4
浅黄橙 
7.5YR8/4

・ロクロ成形  
・（体）ロクロナデ 
・（底）回転糸切り（右）

169 34・75 土師質 
（K種） 皿 − 25Z16 アン 14.6 − （2.1） 口5 黒 

10YR1.7/1
にぶい黄橙 
10YR6/3

・手づくね成形 
・（体）ナデ

・外面黒色
化

170 34・75 土師質 
（K種） 皿 − 25X23 アン 12.0 − 1.6 口5 にぶい黄橙 

10YR6/4
にぶい黄橙 
10YR6/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

上層（古代・中世）の土器類観察表（5）
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報告 
番号

図版 
番号

分　類
遺構 グリッド 層 

位
口径 底径 器高 残存 色　調

調整等の所見 備考
種別 器形 cm cm cm /36 外　面 内　面

171 34・75 土師質 
（K種） 小皿 − 22Y3 Ⅲ 8.8 − 1.6 口7 にぶい黄橙 

10YR7/4
にぶい黄橙 
10YR7/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

172 34・75 土師質 
（K種） 小皿 − 25W21 Ⅲ 8.2 3.2 1.7 口12 

底9
にぶい黄橙 
10YR6/4

にぶい黄橙 
10YR6/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

タール状付
着物

173 34・75 土師質 
（K種） 小皿 − 25W8 Ⅲ 8.0 4.0 1.9 口12 

底9
にぶい黄橙 
10YR6/3

にぶい黄褐 
10YR5/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

タール状付
着物

174 34・75 土師質 
（K種） 小皿 − 23Y16 Ⅲb 7.8 − 1.9 口7 にぶい黄橙 

10YR7/3
にぶい黄橙 
10YR6/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

タール状付
着物

175 34・75 土師質 
（K種） 小皿 −

−
26Z5 
25V20

Ⅲa 
アン 7.6 2.4 1.4 口13 

底3
浅黄橙 
10YR8/3

にぶい黄橙 
10YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

タール状付
着物

176 34・75 土師質 
（T種）

皿 
（Ⅰa類） − 22Y14 Ⅲb 12.6 − 3.3 口21 にぶい黄褐 

10YR5/3
にぶい黄褐 
10YR5/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

わずかに外
面黒色化

177 34・75 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰc類） − 25A22 Ⅲb 8.6 − 1.6 口23 

底29
にぶい黄橙 
10YR6/3

にぶい黄橙 
10YR7/3

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

タール状付
着物

178 34・75 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅰc類） − 25V24 Ⅲb 8.2 − 1.6 口13 にぶい褐 

7.5YR5/3
にぶい褐 
7.5YR5/4

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

179 34・75 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅲ類） − 22X6 Ⅲ − 3.8 （1.0） 底26 黄橙 

10YR8/6
明黄褐 
10YR7/6

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

180 34・75 土師質 
（T種）

小皿 
（Ⅲ類） − 22X13 Ⅲb − 3.0 （1.4） 底18 灰黄 

2.5Y7/2
灰黄 
2.5Y7/2

・手づくね成形  ・（体）ナデ 
・（底）オサエ→未調整

181 34・75 瓦器 　小皿・
　小椀 − 25Z5 Ⅲb 9.0 − （2.3） 口3 黒 

N1.5/0
黒 
N1.5/0

・手づくね成形
・外：黒色　内：黒色

182 34・75 緑釉 皿 − 24Y12 Ⅲb − 5.2 （1.3） 底4 緑灰 
5G5/1

緑灰 
7.5GY5/1

外：施釉 
内：施釉

183 34・75 緑釉 皿 − 26Z5 Ⅲa 13.0 − （1.8） 口4 灰白 
2.5Y7/1

灰白 
2.5Y7/1

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ、施釉

184 34・75 須恵器 杯蓋 − 25V14 Ⅲ 14.8 − （2.9） 口4 灰白 
N7/0

灰白 
N7/0

外：ロクロナデ、はぜる 
内：ロクロナデ、はぜる

185 34・75 須恵器 無台杯 − 25A9 Ⅲb 11.6 − （2.9） 口5 灰 
N4/0

灰 
N4/0

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

186 34・75 須恵器 鉢? − 25A20 Ⅲb − − （10.1） 灰 
5Y6/1

灰 
5Y6/1

外：ロクロナデ、平行タタキ 
内：ロクロナデ、同心円あて
具

187 34・75 須恵器 長頸壷 − 22Y17 Ⅲb − 4.4 （3.4） 底2 灰オリーブ 
5Y6/2

灰オリーブ 
5Y6/2

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

188 34・75 須恵器 甕 − 22Z14 Ⅲb（32.4） − （5.1） 口1 黒褐 
2.5Y3/1

黄灰 
2.5Y4/1

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

189 34・75 須恵器 甕 − 26Y3 Ⅲb − − （6.5） 灰 
10Y5/1

灰 
10Y6/1

外：格子目タタキ 
内：平行あて具

190 34・75 須恵器 甕 − 22Z25 Ⅳ − − （4.2） 灰 
10Y5/1

灰 
10Y6/1

外：格子目タタキ 
内：放射状あて具

191 34・75 土師器 無台椀 − 26A2 Ⅲb 12.8 5.9 5.3 口7 
底36

浅黄橙 
10YR8/3

にぶい橙 
5YR7/4

外：ロクロナデ
・（底）回転糸切り（右）
内：ロクロナデ

192 34・75 土師器 無台椀 − 25A18 Ⅳa 12.1 6.0 3.6 口1 
底33

にぶい黄橙 
10YR6/3

浅黄橙 
7.5YR8/4

・（体）ロクロナデ 
・（底）回転糸切り（右）

193 34・75 土師器 無台椀 − 26A3 Ⅲb 13.2 − （3.4） 口6 にぶい黄橙 
10YR7/4

橙 
7.5YR7/6

外：ロクロナデ 
内：ロクロナデ

194 34・75 土師器 長甕 − 26A1 Ⅲb 21.4 − （5.5） 口9 浅黄橙 
10YR8/3

浅黄橙 
10YR8/3

外：ロクロナデ、スス 
内：ロクロナデ

195 34・75 土師器 長甕 − 24A19 Ⅲb（23.0） − （14.5）口6 淡赤橙 
2.5YR7/4

黄灰 
2.5Y6/1 ・（体）ロクロナデ→カキメ

上層（古代・中世）の土器類観察表（6）

上層（古代・中世）の木製品観察表（1）

報告 
番号

図版
番号 器種

出土位置 属性（単位：cm）
木取り 備　考

遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ

196 35・76 容器（椀） SE244 6 25A21エ 口：− 底：（8.0） 高：（5.0） 横木地板目 内外面黒色漆

197 35・76 容器（皿） SE244 6 25A21イ 口：9.6 底：6.6 高：1.3 横木地柾目 内外面黒色漆（底面除く）

198 35・76 容器（合子身） SE244 6 25A21ア 口：6.8 底：8.0 高：4.6 横木地板目 内外面黒色漆

199 35・76 容器（鉢） SE244 6 25A21イ 口：22.2 底：15.5 高：8.7 横木地柾目 白木

200 35・76 曲物（底板） SE244 6 25A21ア 36.0 （10.2） 1.2 流れ柾目

201 35・76 曲物（底板） SE244 6 25A21ア 40.0 （8.1） 1.2 柾目

202 35・76 部材 SE244 6 25A21ア 20.0 3.9 1.0 流れ柾目

203 35・76 丸材 SE360 4 23Z25 43.0 11.0 10.5 丸木取り

204 35・76 部材 SK128 4 25Z19 （21.6） 2.0 1.6 柾目

205 35・76 部材 SK128 4 25Z19 （30.1） 2.2 0.5 柾目

206 35・76 木簡 SD1 4 24Z8 （6.7） 2.2 0.5 柾目 「法阿ミた×」

207 35・76 木簡 SD1 2 26Z3イ （5.5） 2.5 0.2 流れ柾目 「×急急如律令」

208 35・76 祭祀具（塔婆?） SD1 4 25Z13ウ 19.2 2.3 0.5 流れ柾目

209 35・76 糸巻 SD1 2 26Z3 18.8 4.0 1.0 柾目

210 35・76 部材（小型） SD1 − 25Z23イ 4.2 4.3 1.1 板目

211 35・76 板材 SX252 1 23Z3ウ 10.4 3.6 1.4 流れ柾目

212 35・76 角材 SX252 3 23Y5イ 12.2 2.4 1.6 板目

213 35・76 木簡 − Ⅲb 22Z14 11.3 2.8 0.3 板目 「六斗五カ升カ□□□□」

214 35・76 祭祀具（五輪塔形） − Ⅲb 22Z7 7.4 3.3 0.4 板目 「キャカラバア」

215 35・76 祭祀具（塔婆） − Ⅲb 22Z8 17.4 2.1 0.5 柾目
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報告 
番号

図版
番号 器種

出土位置 属性（単位：cm）
木取り 備　考

遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ
216 35・76 木簡 − Ⅲb 25Y22 （15.8） 1.7 0.4 板目 「×奉法華経一部」

217 35・76 木簡 − Ⅲb 23Y8 （11.4） 2.0 0.6 柾目 「×太郎」

218 35・76 遊戯具（将棋駒） − Ⅲb 24Y3 2.9 （1.1） 0.3 流れ柾目 「金将」

219 36・76 祭祀具（陽物形?） − Ⅲb 25X5 （11.1） 3.2 3.0 丸木取り

220 36・76 祭祀具（鳥形?） SR1? − 25X3 49.2 8.4 1.6 板目

221 36・77 曲物（底板） − Ⅲb 25Y10 16.5 （2.7） 0.7 柾目

222 36・77 曲物（底板） − Ⅳ 26Z3 17.8 3.3 0.5 柾目

223 36・77 下駄（連歯） − Ⅲ 25Z24 （13.0） 8.7 2.6 柾目

224 36・77 下駄（差歯） − Ⅲ 24W23 8.6 8.3 1.9 流れ柾目

225 36・77 下駄（差歯） − Ⅲb 25X4 10.5 8.4 2.3 柾目

226 36・77 下駄（差歯） − Ⅳ 26Z1 9.2 5.8 1.6 板目

227 36・77 部材 − Ⅲ 25W4 14.8 3.5 0.5 流れ柾目

228 36・77 部材（小型） − Ⅲ 25W14 15.1 3.3 0.8 流れ柾目

229 36・77 部材（小型） − Ⅲ 25X22 17.5 3.1 1.0 流れ柾目

230 36・77 部材 − Ⅳ 24Y25 10.3 2.4 1.8 流れ柾目

231 36・77 板材 − Ⅲ 23W16 15.4 7.4 0.8 柾目

232 36・77 板材 − Ⅲ 23W16 13.6 （2.2） 0.6 柾目

233 36・77 板材 − Ⅲb 26Y5 13.2 2.7 0.5 流れ柾目

234 36・77 不明（火付け木?） − Ⅲb − （15.4） 2.4 0.8 板目

上層（古代・中世）の木製品観察表（2）

報告 
番号

図版 
番号

出土位置
種　別

属性（単位：cm）
備　考

遺構 層位 グリッド 長さ（高） 幅 厚さ

235 36・77 − Ⅲb 22X19 不明土製品 2.7 2.8 2.8 貫通孔径1 〜 2.5mm　吊り下げて使用？　

236 36・77 SD1 3 22Z20ウ 有孔土製品？ 4.8 3.3 0.6 土師質土器の転用　穿孔2箇所

237 36・77 − Ⅳａ 23Y5 土錘（有溝） 3.7 2.2 1.8 重量13.1g

238 36・77 SD1 5 22Z15ウ 土錘（管状） 7.7 4.7 4.6 重量147.6g　孔径1.6 〜 2.0cm

239 36・77 − Ⅲc 24Y21 土錘（管状） 6.0 4.7 4.7 重量104.6g　孔径1.4cm

240 36・77 − Ⅲb 24Y19 土錘（管状） 6.4 （5.0） （3.2） 重量78.3g　推定孔径1.2cm

上層（古代・中世）の土製品観察表

上層（古代・中世）の銭貨観察表

報告 
番号

図版 
番号 銭貨名 書体 

通称 王朝 初鋳年 
（西暦）

出土位置 外径縦 外径横 厚さ 重さ
備　考

種別 層位 グリッド mm mm mm g

252 37・77 開元通寳 − 唐 621 − Ⅲ 22Z10 25.0 25.0 1.1 2.8 「背上月」

253 37・77 天聖元寳 真書 北宋 1023 − Ⅲb 23Z6 25.2 25.1 1.3 3.9

254 37・77 皇宋通寳 篆書 北宋 1038 SD1 3 23Z23イ 24.8 24.9 1.3 2.2 右側上を一部欠損

255 37・77 至和通寳 篆書 北宋 1054 − Ⅲb 23Y24 24.4 24.8 1.0 2.5 左側上を一部欠損

256 37・77 熈寧元寳 真書 北宋 1068 − Ⅲb 22Z8 24.0 24.0 1.4 2.6

257 37・77 元豊通寳 篆書 北宋 1078 − Ⅲb 23Z6 24.8 24.6 1.2 3.3

258 37・77 元祐通寳 篆書 北宋 1086 − Ⅲb 22Y21 24.5 24.4 1.3 2.7

259 37・77 紹聖元寳 篆書 北宋 1094 − Ⅲb 22Y5 23.7 23.8 1.5 3.4

260 37・77 元符通寳 篆書 北宋 1098 SD1 3 22Z15 24.4 24.7 0.9 1.7

261 37・77 聖宋元寳 行書 北宋 1101 − Ⅲa 25X10 24.6 24.7 0.7 1.9

262 37・77 政和通寳 篆書 北宋 1111 − Ⅲa 25X10 24.9 24.8 1.5 3.6

263 37・77 洪武通寳 − 明 1368 − Ⅲ 22X6 22.7 22.8 1.7 3.7 「無背」?　背面右下側に線有り

264 37・77 洪武通寳 − 明 1368 − Ⅲb 22A11 23.3 23.4 1.8 2.7 「無背」

265 37・77 洪武通寳 − 明 1368 − Ⅲa 26Z5 23.5 23.3 1.6 2.8 「無背」

上層（古代・中世）の金属製品観察表

報告 
番号

図版 
番号 器種 材質

出土位置 属性（単位：mm/g）
備　考

遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量

244 37・77 刀子 鉄 SD1 4 23Z4 77 15 3 9.1 欠損

245 37・77 刀子 鉄 SD1 3 23Z18ア 89 13 3 9.0 欠損

246 37・77 刀子 鉄 − Ⅲa 25Z15 （148） 11 3 10.5 3つに折れ曲がる

247 37・77 小柄 銅 − Ⅲb 25A12 97 14 5 26.5 内部に刀子部残る

248 37・77 箸 鉄 − Ⅲb 22X20 （154） 5 5 10.9 欠損

249 37・77 鑷子 鉄 − Ⅲb 22Z8 74 15 5 3.2 欠損　U字状を呈する

250 37・77 釘・楔 鉄 − Ⅲa 25Y5 64 12 4 6.8

251 37・77 カスガイ 鉄 − Ⅲb 25Z5 53 33 8 10.0 欠損
※計測は形状を良く残す部分で行った（計測値≠最大値）。

上層（古代・中世）の石製品観察表

報告 
番号

図版 
番号

種別
石材

出土位置 属性（単位：mm/g）
備考

器種 分類等 遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量

241 36・77 砥石 泥　岩 − Ⅲ b 22Y10 121.3 30.4 13.0 86.3 断面長方形 / 平面方形 / 側面方形

242 36・77 砥石 安山岩 − Ⅲ b 25Z22 80.0 39.9 38.1 179.1 断面方形 / 平面 I 字 / 側面方形

243 36・77 砥石 流紋岩 − Ⅲ a 24A2 40.7 21.4 16.6 18.3 断面長方形 / 平面方形 / 側面三角形
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報
告

 
番

号
図

版
 

番
号

分
　

類
『

剣
野

』 
分

類
時

期
1

時
期

2
系

　
統

型
　

式
赤 彩

口
縁

形
状

貼
瘤

遺
構

グ
リ

ッ
ド

層
 

位
口

径
器

高
底

径
色

　
調

胎
　

土
調

整
等

の
所

見
備

　
考

器
形

部
位

波
突

起
平

長
軸

縦
横

cm
cm

cm
外

面
内

面

1
3

8・
7

8
注

口
土

器
注

口
第

Ⅶ
群

 
C

7
c

類
後

期
P

6
3

2
2

2
Y

2
2

1
−

（
5

.6
）

−
に

ぶ
い

橙
 

7
.5

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
橙

 
7

.5
Y

R
7

/4
−

注
口

部
体

部
接

着
部

に
漆

2
3

8・
7

8
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
P

5
9

4
2

3
X

1
0

1
−

（
4

.1
）

−
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
4

/2
に

ぶ
い

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/3
白

縄
文

L
R

。
鋸

歯
状

沈
線

。

3
3

8・
7

8
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅰ

群
 

C
2

類
前

期
〜

 
中

期
前

期
末

葉
〜

中
期

初
頭

（
剣

野
E

式
）

○
P

6
9

0
2

5
A

1
−

−
（

4
.0

）
−

橙
 

7
.5

Y
R

6
/6

橙
 

7
.5

Y
R

6
/6

砂
口

縁
折

返
し

に
よ

り
肥

厚
。

格
子

目
文

4
3

8・
7

8
深

鉢
口

縁
〜

底
部

第
Ⅱ

-3
群

 
O

3
類

中
期

前
葉

北
陸

系
新

崎
式

○
P

7
1

4
−

 
−

2
4

A
2

4
 

2
4

A
2

4
 

2
5

A
3

1
 

Ⅳ
a 

Ⅳ
a

1
6

.4
 

1
8

.0
 

8
.6

 
明

赤
褐

 
5

Y
R

5
/6

明
赤

褐
 

5
Y

R
5

/6
砂

、
土

縄
文

L
R

。
内

面
ミ

ガ
キ

。 
底

面
平

行
葉

脈
痕

（
笹

の
葉

?）
。

5
3

8・
7

8
深

鉢
 

（
粗

製
）

体
〜

底
部

第
Ⅹ

群
 

D
3

類
埋

設
7

0
1

2
2

W
1

3
−

−
（

1
9

.2
）

1
0

.6
 

浅
黄

橙
 

7
.5

Y
R

8
/6

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/3

砂
、

土
器

面
は

被
熱

に
よ

り
荒

れ
て

い
る

が
、

無
文

と
考

え
る

。
内

面
は

部
分

的
に

コ
ゲ

が
付

着
。

外
面

被
熱

6
3

8・
7

8
深

鉢
 

（
粗

製
）

体
〜

底
部

第
Ⅹ

群
 

A
+

D
3

類
埋

設
7

0
2

2
4

Z
1

6
−

−
（

2
5

.5
）

1
1

.0
 

橙
 

7
.5

Y
R

6
/6

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

6
/4

砂
、

白
歪

み
の

あ
る

器
形

で
、

現
地

で
の

遺
構

半
割

面
を

参
考

に
実

測
図

を
作

成
。

被
熱

で
器

面
は

荒
れ

て
い

る
が

、
上

端
に

縦
位

の
縄

文
の

条
が

わ
ず

か
に

認
め

ら
れ

る
。

外
面

ス
ス

、
内

面
コ

ゲ

7
3

8・
7

8
深

鉢
 

（
粗

製
）

口
縁

〜
体

部
第

Ⅹ
群

 
A

2
a

類
後

期
北

陸
系

○
埋

設
7

0
3

2
5

Y
1

6・
2

1
−

−
（

1
2

.6
）

−
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/2
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/3
砂

、
白

縄
文

R
L

を
口

縁
部

は
横

位
に

、
体

部
は

縦
位

に
転

が
す

。
体

部
の

縄
文

は
付

加
条

（
縄

巻
縄

）
か

?。
N

o.
2

8
3

8・
7

8
深

鉢
 

（
粗

製
）

体
〜

底
部

第
Ⅹ

群
 

C
1

類
後

期
後

葉
?

埋
設

7
0

3
2

5
Y

1
6・

2
1

−
−

（
2

7
.3

）
1

2
.0

 
淡

黄
 

2
.5

Y
8

/3
浅

黄
橙

 
1

0
Y

R
8

/3
砂

条
痕

文
は

北
陸

で
は

井
口

式
以

降
に

認
め

ら
れ

る
た

め
、

後
期

後
葉

と
考

え
る

。
外

面
ス

ス
、

内
面

コ
ゲ

 
N

o.
1

（
本

体
）

9
3

8・
7

8
深

鉢
 

（
粗

製
）

体
部

第
Ⅹ

群
 

D
1

類
埋

設
7

0
3

2
5

Y
1

6・
2

1
−

−
（

1
3

.1
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/2

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/4

砂
、

土
無

文
。

縦
方

向
を

基
調

と
し

た
ミ

ガ
キ

。
N

o.
2

 
外

面
ス

ス

1
0

3
8・

7
8

深
鉢

 
（

粗
製

）
底

部
第

Ⅹ
群

 
D

3
類

S
K

3
4

9
2

4
X

5
−

−
（

1
0

.1
）

8
.5

 
橙

 
5

Y
R

6
/6

灰
黄

 
2

.5
Y

7
/2

砂
、

土
無

文
内

面
コ

ゲ

1
1

3
8・

7
8

壺
頸

〜
体

部
第

Ⅷ
群

 
D

・
E

類
晩

期
中

葉
東

北
系

 
（

亀
ヶ

岡
系

）
大

洞
C

1
〜

C
2

式
S

K
6

0
4

2
3

X
1

8
1

−
（

1
1

.6
）

−
に

ぶ
い

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/4
明

黄
褐

 
1

0
Y

R
6

/6
砂

頸
部

無
文

、
体

部
縄

文
L

R
。

薄
手

1
2

3
8・

7
8

深
鉢

 
（

粗
製

）
口

縁
〜

体
部

第
Ⅹ

群
 

A
3

b
類

前
期

S
X

7
1

1
2

5
Y

6
3

2
2

.0
 

（
2

1
.6

）
−

橙
 

5
Y

R
6

/8
橙

 
5

Y
R

6
/6

砂
、

土
結

束
の

認
め

ら
れ

な
い

羽
状

縄
文

。
上

半
は

L
R

と
R

L
縄

文
を

縦
位

に
、

下
半

に
横

位
に

施
文

す
る

部
分

あ
り

。
外

面
ス

ス
、

内
面

コ
ゲ

1
3

3
9・

7
8

深
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅶ
群

 
A

2
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

○
S

K
6

0
8

2
3

Y
5

1
2

3
.9

 
（

2
1

.7
）

−
に

ぶ
い

橙
 

7
.5

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/4

砂
磨

り
消

し
縄

文
だ

が
磨

り
は

雑
で

、
文

様
を

区
画

す
る

沈
線

も
不

明
瞭

。
地

文
は

不
規

則
な

縄
文

L
R

。
N

o.
4

3
他

 
外

面
ス

ス

1
4

3
9・

7
8

深
鉢

 
（

粗
製

）
口

縁
〜

体
部

第
Ⅹ

群
 

A
2

b
類

後
期

○
S

K
6

0
8

2
3

Y
5

1
3

0
.2

 
（

2
1

.4
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
浅

黄
橙

 
1

0
Y

R
8

/3
−

粗
製

土
器

だ
が

造
り

は
丁

寧
。

縄
文

L
R

の
条

の
方

向
は

不
規

則
で

、
隙

間
も

多
い

。
N

o.
4

4
他

 
外

面
ス

ス

1
5

3
9・

7
9

深
鉢

 
（

粗
製

）
口

縁
〜

体
部

第
Ⅹ

群
 

B
1

a
類

後
期

○
S

K
6

0
8

2
3

Z
1

2
3

0
.0

 
（

1
1

.3
）

−
浅

黄
橙

 
1

0
Y

R
8

/4
灰

白
 

1
0

Y
R

8
/2

砂
縦

方
向

の
縄

文
L

R
の

条
。

N
o.

3
8

 
外

面
ス

ス

1
6

3
9・

7
9

深
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅶ
群

 
D

類
後

期
後

葉
北

陸
系

S
K

6
0

9
2

3
Y

1
0

−
−

（
5

.7
）

−
黒

 
7

.5
Y

R
2

/1
褐

灰
 

5
Y

R
4

/1
砂

、
白

、
雲

縄
文

R
L

?。
縄

文
の

条
が

縦
走

す
る

こ
と

か
ら

北
陸

系
か

、
上

半
部

細
い

沈
線

横
走

1
7

3
9・

7
9

壺
 

or
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅰ

群
 

C
2

類
前

期
〜

 
中

期
前

期
末

葉
〜

 
中

期
初

頭
（

剣
野

E
式

）
○

S
R

1
2

5
W

9
−

−
（

3
.5

）
−

褐
灰

 
5

Y
R

4
/1

黒
 

5
Y

R
1

.7
/1

−
斜

格
子

目
文

外
面

ス
ス

1
8

3
9・

7
9

壺
 

or
深

鉢
体

〜
底

部
第

Ⅰ
群

 
C

2
類

前
期

〜
 

中
期

前
期

末
葉

〜
 

中
期

初
頭

（
剣

野
E

式
）

S
R

1
2

5
W

9
−

−
（

1
6

.3
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/3
土

?
中

央
の

膨
ら

む
俵

形
。

斜
格

子
目

文
と

細
爪

形
文

外
面

ス
ス

1
9

3
9・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅱ
-1

群
 

C
1

類
中

期
初

頭
北

陸
系

新
崎

式
○

S
R

1
2

3
V

1
9

−
−

（
3

.7
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
6

/2
白

半
隆

起
線

文

2
0

3
9・

7
9

深
鉢

体
部

第
Ⅱ

-1
群

 
C

1
類

中
期

初
頭

北
陸

系
新

崎
式

S
R

1
2

5
W

3
−

−
（

5
.5

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/3

−
半

隆
起

線
文

2
1

3
9・

7
9

深
鉢

底
部

第
Ⅱ

-2
群

 
N

類
中

期
初

頭
北

陸
系

新
崎

式
S

R
1

2
4

V
2

0
−

−
（

3
.5

）
1

3
.3

 
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/4
明

黄
褐

 
1

0
Y

R
6

/6
砂

半
隆

起
線

文
と

格
子

目
文

2
2

3
9・

7
9

深
鉢

体
部

第
Ⅱ

群
中

期
初

頭
S

R
1

2
3

V
2

0
−

−
1

3
.7

 
−

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
褐

 
7

.5
Y

R
4

/4
砂

、
土

?
結

節
縄

文
L

R
を

縦
位

に
施

文
。

2
3

3
9・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅴ
群

 
B

類
後

期
前

葉
南

三
十

稲
場

式
○

S
R

1
2

5
W

2
1

−
−

（
4

.4
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

2
/2

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
砂

、
雲

口
縁

部
に

1
条

の
横

位
沈

線
文

。
体

部
は

縦
位

の
沈

線
文

が
密

に
施

さ
れ

る
。

2
4

3
9・

7
9

浅
鉢

口
縁

部
第

Ⅵ
群

後
期

中
葉

関
東

系
加

曽
利

B
1

式
○

S
R

1
2

1
W

2
2

−
−

（
6

.9
）

−
黒

 
1

0
Y

R
2

/1
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/4
−

口
縁

部
に

キ
ザ

ミ
。

横
沈

線
区

画
。

内
面

に
も

沈
線

及
び

列
点

。
縄

文
L

R
?

2
5

3
9・

7
9

浅
鉢

体
部

第
Ⅵ

群
後

期
中

葉
関

東
系

加
曽

利
B

1
式

S
R

1
2

1
W

1
8

−
−

（
4

.7
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/2

に
ぶ

い
黄

褐
 

1
0

Y
R

4
/3

砂
地

文
に

縄
文

L
r。

無
文

部
は

磨
り

消
し

。
上

下
に

横
沈

線
。

中
央

の
無

文
帯

右
側

に
沈

線
に

よ
る

楕
円

状
区

画
。

2
6

3
9・

7
9

壺
or

 
注

口
土

器
口

縁
部

第
Ⅵ

群
後

期
中

葉
関

東
系

加
曽

利
B

式
○

S
R

1
2

5
W

8
−

1
4

.0
 

（
7

.8
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/1

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
白

無
文

2
7

3
9・

7
9

浅
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅵ
群

後
期

中
葉

関
東

系
加

曽
利

B
式

○
S

R
1

2
5

X
1

8
−

（
1

9
.0

）
（

5
.4

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/3

白
無

文

下
層
（
縄
文
時
代
）
の
土
器
類
観
察
表
（
1
）

胎
土

（
肉

眼
）　

長
石

：
長

、
石

英
：

英
、

雲
母

：
雲

、
白

色
粒

：
白

、
小

砂
利

：
砂

、
土

：
土

器



観　察　表

83

報
告

 
番

号
図

版
 

番
号

分
　

類
『

剣
野

』 
分

類
時

期
1

時
期

2
系

　
統

型
　

式
赤 彩

口
縁

形
状

貼
瘤

遺
構

グ
リ

ッ
ド

層
 

位
口

径
器

高
底

径
色

　
調

胎
　

土
調

整
等

の
所

見
備

　
考

器
形

部
位

波
突

起
平

長
軸

縦
横

cm
cm

cm
外

面
内

面

2
8

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

2
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

◎
縦

3
＊

1
S

R
1

2
3

V
2

0
−

−
（

6
.4

）
−

黒
褐

 
7

.5
Y

R
3

/2
黒

褐
 

1
0

Y
R

2
/2

白
鍵

手
状

入
組

み
文

。
縦

位
瘤

横
わ

り
。

縄
文

L
R

2
9

4
0・

7
9

深
鉢

体
部

第
Ⅶ

群
 

A
2

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
S

R
1

2
3

V
1

9
−

−
（

5
.8

）
−

黒
 

2
.5

Y
2

/1
暗

灰
黄

 
2

.5
Y

5
/2

砂
ク

ラ
ン

ク
状

入
り

組
み

文
。

縄
文

L
R

磨
り

消
し

外
面

ス
ス

3
0

4
0・

7
9

深
鉢

体
部

第
Ⅶ

群
 

A
2

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
S

R
1

2
4

W
2

5
−

−
（

7
.2

）
−

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

4
/2

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

4
/2

白
ク

ラ
ン

ク
状

入
り

組
み

文
。

縄
文

L
r?

2
5

ラ
イ

ン
ベ

ル
ト

−
N

o.
1

0
 

外
面

ス
ス

、
内

面
コ

ゲ

3
1

4
0・

7
9

深
鉢

体
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
S

R
1

2
5

X
1

7
−

−
（

8
.7

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

6
/4

砂
幅

の
細

い
入

り
組

み
文

。
縄

文
R

L

3
2

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

6
c

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

S
R

1
2

5
W

8
−

−
（

5
.8

）
−

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/1
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/2

砂
山

形
突

起
。

細
い

撚
糸

文
R

。
外

ス
ス

3
3

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

7
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

○
S

R
1

2
5

W
9

−
−

（
9

.6
）

−
黒

 
2

.5
Y

2
/1

黒
褐

 
7

.5
Y

R
3

/2
白

山
形

突
起

。
縄

文
?

3
4

4
0・

7
9

壺
 

or
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

S
R

1
2

4
W

2
4

−
−

（
3

.5
）

−
黒

 
2

.5
Y

2
/1

黒
 

2
.5

Y
2

/1
砂

口
縁

部
帯

状
縄

文
R

L
。

連
続

山
形

文
2

5
ラ

イ
ン

ベ
ル

ト
−

N
o.

7

3
5

4
0・

7
9

鉢
体

部
第

Ⅶ
群

 
A

5
類

?
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
S

R
1

2
4

X
2

1
−

−
（

3
.3

）
−

橙
 

2
.5

Y
R

6
/6

に
ぶ

い
黄

褐
 

1
0

Y
R

4
/3

砂
沈

線
に

よ
る

文
様

2
5

ラ
イ

ン
ベ

ル
ト

−
N

o.
2

3

3
6

4
0・

7
9

壺
体

〜
底

部
第

Ⅶ
群

後
期

不
明

不
明

S
R

1
2

6
X

4
−

−
（

2
.7

）
5

.6
 

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

4
/2

に
ぶ

い
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/3

砂
縄

文
L

R
。

底
部

網
代

痕
。

3
7

4
0・

7
9

注
口

土
器

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
C

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

○
S

R
1

2
4

X
2

1
−

1
0

.2
 

（
4

.6
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

2
/2

黒
褐

 
1

0
Y

R
2

/3
砂

口
縁

部
大

小
突

起
。

頸
部

無
文

・
ミ

ガ
キ

。
口

縁
部

節
の

細
か

い
縄

文
、

沈
線

3
8

4
0・

7
9

注
口

土
器

体
部

第
Ⅶ

群
 

C
3

類
後

期
後

葉
（

瘤
付

 
第

Ⅱ
段

階
）

S
R

1
2

5
W

1
2

−
−

（
5

.6
）

−
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/2
黒

褐
 

2
.5

Y
3

/1
白

細
い

平
行

沈
線

文
様

区
画

内
に

縄
文

L
R

。
他

は
磨

り
消

し
に

よ
り

無
文

。

3
9

4
0・

7
9

深
鉢

突
起

第
Ⅶ

群
後

期
後

葉
中

部
系

 
関

東
系

高
井

東
式

◎
S

R
1

2
3

V
1

9
−

−
（

1
5

.6
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/1

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/1
砂

端
部

が
袋

状
と

な
る

大
形

突
起

。
前

面
ス

ス
付

着
外

面
ス

ス

4
0

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
D

類
後

期
後

葉
北

陸
系

井
口

式
○

S
R

1
2

5
W

4
−

−
（

9
.4

）
−

黒
褐

 
1

0
Y

R
2

/2
暗

褐
 

1
0

Y
R

3
/3

砂
山

形
突

起
。

隆
帯

外
面

ス
ス

、
内

面
コ

ゲ

4
1

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
D

類
後

期
後

葉
北

陸
系

井
口

式
○

S
R

1
2

3
V

9
−

−
（

7
.2

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

6
/4

に
ぶ

い
橙

 
7

.5
Y

R
6

/4
砂

、
土

平
口

縁
に

小
突

起
 

口
縁

部
一

段
肥

厚
し

、
細

か
い

縄
文

R
L

。

4
2

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
D

類
後

期
後

葉
北

陸
系

井
口

式
○

S
R

1
2

5
W

8
−

−
（

5
.9

）
−

灰
褐

 
7

.5
Y

R
4

/2
褐

灰
 

7
.5

Y
R

4
/1

砂
波

状
口

縁
突

起
部

。
区

画
に

沿
っ

て
帯

状
に

縄
文

R
L

4
3

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
D

類
後

期
後

葉
北

陸
系

井
口

式
○

△
S

R
1

2
3

V
1

9
−

−
（

4
.4

）
−

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/2

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/2

白
楕

円
形

状
の

沈
線

文
。

4
4

4
0・

7
9

深
鉢

or
 

浅
鉢

体
部

第
Ⅶ

群
 

D
類

後
期

後
葉

北
陸

系
?

井
口

式
?

S
R

1
2

5
W

1
1

−
−

（
6

.8
）

−
明

赤
褐

 
5

Y
R

5
/6

に
ぶ

い
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/4

土
?

屈
曲

部
よ

り
上

位
の

口
縁

部
と

思
わ

れ
る

範
囲

に
対

称
弧

線
文

。
外

面
は

か
な

り
被

熱
。

4
5

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
D

類
後

期
後

葉
北

陸
系

?
井

口
式

?
○

S
R

1
2

3
V

1
5

−
−

（
6

.8
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/2

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

4
/2

砂
、

白
肥

厚
す

る
口

縁
帯

に
2

条
の

沈
線

が
沿

い
、

中
央

は
無

文
、

上
部

に
縄

文
L

R
、

下
部

に
縄

文
R

L
。

欠
損

し
た

上
端

部
に

円
形

の
押

圧
が

附
随

す
る

。
外

面
全

面
に

ス
ス

4
6

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

〜
底

部
第

Ⅷ
群

 
C

類
晩

期
前

葉
東

北
系

 
（

亀
ヶ

岡
系

）
大

洞
B

C
式

○
S

R
1 −

 
−

2
5

V
1

0
 

2
4

V
2

5
 

2
2

W
1

4

−
 

Ⅳ
a 

Ⅳ
a

2
3

.5
 

2
5

.8
 

8
.6

 
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
白

口
縁

部
外

か
ら

の
押

圧
に

よ
る

小
波

状
。

縄
文

L
R

と
縄

文
R

L
を

横
位

を
基

本
に

、
乱

雑
に

器
面

全
体

に
施

文

4
7

4
0・

7
9

鉢
口

縁
部

第
Ⅷ

群
 

C
類

晩
期

前
葉

東
北

系
 

（
亀

ヶ
岡

系
）

大
洞

B
C

式
○

S
R

1
2

4
X

1
3

−
−

（
4

.0
）

−
黒

褐
 

7
.5

Y
R

2
/2

黒
褐

 
7

.5
Y

R
3

/1
砂

、
白

羊
歯

状
文

外
面

ス
ス

、
内

面
コ

ゲ

4
8

4
0・

7
9

鉢
体

部
第

Ⅷ
群

 
E

類
晩

期
中

葉
東

北
系

 
（

亀
ヶ

岡
系

）
大

洞
C

2
式

S
R

1
2

4
X

1
−

−
（

2
.8

）
−

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
に

ぶ
い

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/3
土

?
横

沈
線

文
、

縄
文

L
R

。

4
9

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅷ
群

 
F

類
晩

期
後

葉
東

北
系

 
（

亀
ヶ

岡
系

）
大

洞
A

式
○

S
R

1
2

5
X

8
−

−
（

5
.2

）
−

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

4
/2

黒
 

1
0

Y
R

2
/1

砂
、

白
口

唇
部

は
上

か
ら

の
押

圧
に

よ
り

ヒ
ダ

状
。

口
縁

端
部

は
無

文
帯

で
、

そ
の

境
に

縄
文

R
L

の
結

束
部

。
外

面
ス

ス
、

内
面

コ
ゲ

5
0

4
0・

7
9

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅷ
群

 
F

類
晩

期
後

葉
東

北
系

 
（

亀
ヶ

岡
系

）
大

洞
A

式
○

S
R

1
2

5
X

1
6

−
−

（
2

.9
）

−
黒

 
1

0
Y

R
2

/1
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/3
白

、
土

4
9

と
同

一
個

体
の

可
能

性
。

外
面

ス
ス

5
1

4
0・

7
9

鉢
口

縁
部

第
Ⅷ

群
 

F
類

晩
期

後
葉

東
北

系
 

（
亀

ヶ
岡

系
）

大
洞

A
式

○
S

R
1

2
4

W
2

0
−

−
（

2
.8

）
−

黒
 

7
.5

Y
R

2
/1

黒
褐

 
1

0
Y

R
2

/2
白

口
縁

端
部

は
斜

位
の

楕
円

押
圧

に
よ

り
ヒ

ダ
状

を
呈

し
、

口
縁

端
面

は
内

傾
し

受
け

口
と

な
る

。
口

縁
端

部
下

に
4

条
の

平
行

沈
線

が
横

位
に

巡
り

、
下

端
に

縄
文

R
L

。
わ

ず
か

に
赤

彩
あ

り
。

5
2

4
1・

8
0

深
鉢

 
（

粗
製

）
口

縁
部

第
Ⅹ

群
 

A
2

a
類

後
期

北
陸

系
○

S
R

1
2

5
W

1
4

−
（

3
4

.2
）

（
1

7
.1

）
−

黒
 

N
2

/0
暗

灰
 

N
3

/0
砂

口
縁

貼
り

付
け

に
よ

り
肥

厚
。

肥
厚

部
に

縄
文

R
L

横
走

。
体

部
縄

文
?　

条
縦

走
。

外
面

ス
ス

、
内

面
コ

ゲ

5
3

4
1・

8
0

深
鉢

 
（

粗
製

）
口

縁
〜

体
部

第
Ⅹ

群
 

C
1

類
後

期
○

S
R

1
2

3
V

9
−

−
（

1
0

.7
）

−
黒

褐
 

7
.5

Y
R

3
/1

黒
 

7
.5

Y
R

2
/1

砂
、

白
ハ

ケ
目

（
1

単
位

幅
約

1
.4

cm
）

に
よ

る
斜

格
子

文
。

口
縁

部
付

近
の

み
ス

ス
付

着
。

5
4

4
1・

8
0

深
鉢

底
部

第
Ⅹ

群
 

D
2

類
後

期
?

S
R

1
2

4
W

2
5

−
−

（
6

.2
）

8
.8

 
に

ぶ
い

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/3
砂

、
雲

、
土

無
文

。
底

部
平

行
葉

脈
痕

。

下
層
（
縄
文
時
代
）
の
土
器
類
観
察
表
（
2
）

胎
土

（
肉

眼
）　

長
石

：
長

、
石

英
：

英
、

雲
母

：
雲

、
白

色
粒

：
白

、
小

砂
利

：
砂

、
土

：
土

器



観　察　表

84

報
告

 
番

号
図

版
 

番
号

分
　

類
『

剣
野

』 
分

類
時

期
1

時
期

2
系

　
統

型
　

式
赤 彩

口
縁

形
状

貼
瘤

遺
構

グ
リ

ッ
ド

層
 

位
口

径
器

高
底

径
色

　
調

胎
　

土
調

整
等

の
所

見
備

　
考

器
形

部
位

波
突

起
平

長
軸

縦
横

cm
cm

cm
外

面
内

面

5
5

4
1・

8
0

深
鉢

 
（

粗
製

）
底

部
第

Ⅹ
群

 
D

3
類

?
S

R
1

2
2

W
6

−
−

（
5

.5
）

1
1

.0
 

浅
黄

 
2

.5
Y

7
/3

浅
黄

 
2

.5
Y

7
/4

砂
無

文
。

底
面

網
代

圧
痕

。

5
6

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅰ
群

 
B

類
前

期
後

葉
（

諸
磯

C
式

）
△

−
2

5
Y

7
Ⅳ

a
−

（
6

.0
）

−
明

褐
灰

 
7

.5
Y

R
7

/2
灰

褐
 

7
.5

Y
R

5
/2

砂
ソ

ー
メ

ン
状

の
棒

状
貼

付
文

。
三

角
形

印
刻

文
。

結
節

浮
線

文
。

5
7

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅰ
群

 
B

類
前

期
末

葉
（

十
三

菩
提

式
） 

（
鍋

屋
町

式
）

◎
○

−
2

5
A

4
Ⅳ

a
−

（
4

.7
）

−
浅

黄
橙

 
1

0
Y

R
8

/3
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
砂

縄
文

L
R

を
施

文
後

、
ソ

ー
メ

ン
状

の
貼

付
文

。
口

縁
端

部
は

縦
位

に
、波

頂
部

下
位

に
山

形
モ

チ
ー

フ
が

認
め

ら
れ

る
。

5
8

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅰ
群

 
B

類
前

期
末

葉
（

十
三

菩
提

式
） 

（
鍋

屋
町

式
）

○
−

−
−

−
（

4
.2

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

6
/4

砂
口

縁
端

部
内

外
面

の
貼

付
に

よ
り

肥
厚

。
外

面
は

口
縁

部
下

に
も

隆
帯

を
横

位
に

貼
り

付
け

、
隆

帯
上

棒
状

工
具

の
押

圧
に

よ
り

ヒ
ダ

状
。

0
4

試
掘

3
T

rⅥ
〜

Ⅸ
層

5
9

4
1・

8
0

鉢
 

or
深

鉢
体

部
第

Ⅰ
群

 
B

類
前

期
末

葉
−

2
4

A
1

3
Ⅳ

b
−

（
5

.0
）

−
灰

白
 

1
0

Y
R

8
/2

浅
黄

橙
 

1
0

Y
R

8
/4

砂
竹

管
平

行
線

に
よ

る
三

角
区

画
。

縄
文

?

6
0

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅰ
群

 
C

1
類

中
期

初
頭

（
剣

野
E

式
）

○
−

2
2

Z
1

2
Ⅳ

a
−

（
4

.2
）

−
橙

 
5

Y
R

6
/6

に
ぶ

い
黄

 
2

.5
Y

6
/4

砂
口

縁
端

部
及

び
斜

格
子

目
文

の
下

部
に

縄
圧

痕
。

6
1

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅱ
-1

群
 

B
類

中
期

前
葉

北
陸

系
新

崎
式

○
−

2
3

W
6

Ⅳ
−

（
1

2
.5

）
−

に
ぶ

い
橙

 
7

.5
Y

R
6

/4
灰

褐
 

7
.5

Y
R

4
/2

砂
、

土
?

頸
部

無
文

帯
を

挟
ん

で
楔

形
陰

刻
文

に
よ

る
蓮

華
文

。
体

部
縦

位
撚

糸
文

L
。

N
o.

1

6
2

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅱ
-1

群
 

B
類

中
期

前
葉

北
陸

系
新

崎
式

○
−

2
5

B
1

6
Ⅳ

a
−

（
5

.4
）

−
灰

褐
 

7
.5

Y
R

4
/2

橙
 

7
.5

Y
R

6
/6

砂
、

土
?

口
縁

部
に

楔
形

陰
刻

文
に

よ
る

蓮
華

文
。

頸
部

無
文

。

6
3

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅱ
-2

群
 

L
類

中
期

前
葉

北
陸

系
新

崎
式

○
−

2
2

Z
2

2
Ⅲ

b
−

（
7

.3
）

−
橙

 
7

.5
Y

R
6

/6
橙

 
7

.5
Y

R
6

/6
土

?
横

半
隆

起
線

が
密

に
連

続
。

口
縁

部
及

び
下

部
に

爪
形

文
。

6
4

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅱ
-2

群
 

L
類

中
期

前
葉

北
陸

系
新

崎
式

○
−

2
3

A
6

Ⅲ
a

−
（

4
.0

）
−

明
褐

 
7

.5
Y

R
5

/6
に

ぶ
い

褐
 

7
.5

Y
R

5
/4

砂
、

土
?

口
縁

部
地

文
縄

文
。

楔
形

陰
刻

と
半

隆
起

短
線

に
よ

る
蓮

華
文

。
爪

形
文

。

6
5

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅱ
-2

群
 

K
2

類
中

期
前

葉
北

陸
系

新
崎

式
○

△
−

2
4

A
2

3
Ⅳ

−
（

6
.1

）
−

浅
黄

 
2

.5
Y

7
/3

灰
黄

 
2

.5
Y

7
/2

土
?

区
画

隆
帯

。
半

隆
起

線
+

連
続

爪
形

文
。

楔
形

刺
突

6
6

4
1・

8
0

深
鉢

底
部

第
Ⅱ

-2
群

 
N

類
中

期
前

葉
北

陸
系

新
崎

式
−

2
5

A
1

Ⅳ
a

−
（

7
.4

）
1

4
.6

 
橙

 
7

.5
Y

R
7

/6
橙

 
7

.5
Y

R
7

/6
−

半
隆

起
線

を
主

体
の

文
様

と
し

、
部

分
的

に
細

い
沈

線
で

格
子

目
文

を
充

填
。

底
部

外
面

に
網

代
痕

6
7

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅲ
群

 
A

2
類

中
期

前
葉

中
部

高
地

（
深

沢
）

△
△

−
2

3
Y

2
Ⅳ

a
−

（
4

.5
）

−
灰

褐
 

7
.5

Y
R

4
/2

に
ぶ

い
橙

 
7

.5
Y

R
6

/4
雲

、
英

縦
位

半
隆

起
線

文
が

連
続

。

6
8

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅱ
-2

群
 

K
2

類
中

期
前

葉
北

陸
系

新
崎

式
○

−
2

5
A

4
Ⅳ

a
−

（
5

.0
）

−
黄

灰
 

2
.5

Y
4

/1
橙

 
7

.5
Y

R
7

/6
砂

連
続

爪
形

文
。

6
9

4
1・

8
0

深
鉢

体
部

第
Ⅱ

-2
群

 
N

類
中

期
前

葉
北

陸
系

新
崎

式
−

2
5

A
2

0
Ⅳ

a
−

（
1

1
.0

）
−

橙
 

7
.5

Y
R

7
/6

浅
黄

橙
 

7
.5

Y
R

8
/4

砂
縄

文
R

L
地

上
に

半
隆

起
線

に
よ

る
B

字
文

等

7
0

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅱ
群

中
期

前
葉

関
東

系
（

阿
玉

台
式

?）
○

−
2

5
A

3
Ⅳ

a
（

2
9

.5
）

（
1

4
.7

）
−

に
ぶ

い
橙

 
7

.5
Y

R
6

/4
浅

黄
橙

 
1

0
Y

R
8

/3
砂

無
文

。
口

縁
部

半
隆

起
線

文
。

7
1

4
1・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅳ
群

 
C

類
中

期
中

葉
東

北
系

 
（

在
地

系
）

大
木

8
b

式
−

2
3

W
1

9
Ⅳ

a
−

（
9

.1
）

−
橙

 
5

Y
R

6
/8

黒
褐

 
5

Y
R

2
/1

砂
貼

付
隆

帯
+

渦
巻

文
。

充
填

短
沈

線
。

N
o.

7

7
2

4
1・

8
0

深
鉢

体
部

第
Ⅴ

群
 

A
類

後
期

前
葉

三
十

稲
場

式
 

2
期

−
2

2
W

1
8

Ⅳ
−

（
9

.6
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
土

?
全

面
刺

突
文

7
3

4
1・

8
0

深
鉢

体
部

第
Ⅴ

群
 

A
類

後
期

前
葉

三
十

稲
場

式
 

2
期

−
2

3
Y

2
5

Ⅳ
a

−
（

1
3

.7
）

−
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
4

/2
灰

黄
 

2
.5

Y
7

/2
土

?
頸

部
刻

み
隆

帯
。

体
部

全
面

刺
突

文
。

7
4

4
2・

8
0

深
鉢

口
縁

〜
底

部
第

Ⅴ
群

 
B

類
後

期
前

葉
南

三
十

稲
場

式
○

−
2

2
W

7
Ⅳ

3
3

.0
 

4
5

.2
 

8
.4

 
明

黄
褐

 
1

0
Y

R
7

/6
明

黄
褐

 
1

0
Y

R
7

/6
砂

、
土

口
縁

斜
位

短
沈

線
。

6
単

位
の

波
形

小
突

起
。

内
面

コ
ゲ

7
5

4
2・

8
0

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅴ
群

 
B

類
後

期
前

葉
南

三
十

稲
場

式
○

−
 

−
 

−

2
2

Z
7

 
2

2
Z

8
 

2
2

Z
9

Ⅳ
a 

Ⅳ
a 

Ⅳ
a

−
（

8
.9

）
−

に
ぶ

い
褐

 
7

.5
Y

R
5

/3
に

ぶ
い

褐
 

7
.5

Y
R

6
/3

長
・

砂
口

縁
に

沿
っ

て
半

球
状

刺
突

。
隆

帯
上

に
斜

刻
み

。
体

部
幅

広
斜

位
沈

線
。

縄
文

L
R

7
6

4
2・

8
1

鉢
口

縁
〜

底
部

第
Ⅴ

群
 

B
類

後
期

前
葉

南
三

十
稲

場
式

○
−

2
2

W
7

Ⅳ
2

4
.0

 
2

0
.9

 
9

.3
 

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

6
/4

砂
、

白
体

部
上

半
部

に
文

様
。

2
本

沈
線

に
よ

る
大

波
状

。
区

画
内

沈
線

充
填

。

7
7

4
2・

8
0

壺
体

〜
底

部
第

Ⅴ
群

 
B

類
後

期
前

葉
?

南
三

十
稲

場
式

?
−

2
4

A
1

7
Ⅲ

b
−

（
6

.1
）

1
1

.5
 

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/2

黒
 

1
0

Y
R

2
/1

長
・

砂
2

条
の

菱
形

状
沈

線
文

。
充

填
縄

文
L

R
。

7
8

4
2・

8
1

深
鉢

or
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅵ
群

後
期

中
葉

関
東

系
加

曽
利

B
1

式
○

−
2

2
Z

8
Ⅳ

a
2

3
.2

 
（

7
.1

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
褐

 
7

.5
Y

R
6

/3
長

・
砂

外
面

4
本

沈
線

束
2

条
。

内
面

5
本

沈
線

束

7
9

4
2・

8
1

深
鉢

or
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅵ
群

後
期

中
葉

関
東

系
加

曽
利

B
1

式
○

−
 

−
2

5
X

2
0

 
2

6
X

4
Ⅳ

a 
Ⅳ

a
−

（
8

.2
）

−
暗

灰
黄

 
2

.5
Y

5
/2

黄
褐

 
2

.5
Y

5
/3

砂
・

雲
口

縁
端

部
に

キ
ザ

ミ
、等

間
隔

の
横

平
行

沈
線

と
区

切
り

文
。

交
互

に
縄

文
L

R
充

填
。

内
面

に
突

帯
及

び
4

本
沈

線
束

外
面

ス
ス

8
0

4
2・

8
1

浅
鉢

口
縁

部
第

Ⅵ
群

後
期

中
葉

関
東

系
加

曽
利

B
1

式
○

−
2

5
X

2
2

−
−

（
4

.7
）

−
明

黄
褐

 
1

0
Y

R
6

/6
明

黄
褐

 
1

0
Y

R
6

/6
砂

・
雲

横
沈

線
と

横
条

痕
。

内
面

上
端

隆
帯

と
円

形
刺

突

8
1

4
2・

8
1

壺
or

注
口

土
器

体
部

第
Ⅵ

群
後

期
中

葉
関

東
系

加
曽

利
B

1
式

−
2

4
Z

1
9

Ⅳ
a

−
（

2
.5

）
−

褐
灰

 
7

.5
Y

R
4

/1
明

褐
灰

 
7

.5
Y

R
7

/2
砂

上
部

斜
短

沈
線

。
重

菱
形

文
。

8
2

4
2・

8
1

壺
or

 
注

口
土

器
口

縁
部

第
Ⅵ

群
後

期
中

葉
関

東
系

加
曽

利
B

1
〜

2
式

△
−

2
5

A
6

Ⅳ
a

−
（

4
.1

）
−

に
ぶ

い
橙

 
7

.5
Y

R
7

/4
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/2

砂
・

雲
横

沈
線

。
カ

ッ
コ

文
。

補
修

孔
。

下
層
（
縄
文
時
代
）
の
土
器
類
観
察
表
（
3
）

胎
土

（
肉

眼
）　

長
石

：
長

、
石

英
：

英
、

雲
母

：
雲

、
白

色
粒

：
白

、
小

砂
利

：
砂

、
土

：
土

器



観　察　表

85

報
告

 
番

号
図

版
 

番
号

分
　

類
『

剣
野

』 
分

類
時

期
1

時
期

2
系

　
統

型
　

式
赤 彩

口
縁

形
状

貼
瘤

遺
構

グ
リ

ッ
ド

層
 

位
口

径
器

高
底

径
色

　
調

胎
　

土
調

整
等

の
所

見
備

　
考

器
形

部
位

波
突

起
平

長
軸

縦
横

cm
cm

cm
外

面
内

面

8
3

4
2・

8
1

壺
体

〜
底

部
第

Ⅵ
群

後
期

中
葉

関
東

系
加

曽
利

B
3

式
?

−
2

2
W

6
Ⅳ

−
（

7
.5

）
6

.2
 

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/3

黒
褐

 
2

.5
Y

3
/1

砂
下

半
部

に
横

沈
線

N
o.

1

8
4

4
3・

8
1

浅
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅵ
群

後
期

中
葉

不
明

○
△

−
2

2
Z

9
Ⅳ

a
3

6
.4

 
（

1
6

.7
）

−
浅

黄
橙

 
1

0
Y

R
8

/3
浅

黄
橙

 
1

0
Y

R
8

/3
砂

二
個

の
小

突
起

。
無

文
埼

玉
県

寿
能

遺
跡

出
土

に
類

似

8
5

4
3・

8
1

深
鉢

突
起

第
Ⅵ

群
 

A
2

類
後

期
中

葉
○

−
2

3
Y

4
Ⅳ

a
−

（
6

.9
）

−
橙

 
7

.5
Y

R
7

/6
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
4

/2
砂

・
雲

鉢
巻

状
隆

帯
。

小
円

刺
突

。
中

空
品

8
6

4
3・

8
1

深
鉢

突
起

第
Ⅵ

群
 

A
2

類
後

期
中

葉
○

−
2

5
A

2
5

Ⅳ
−

（
9

.5
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/4
褐

灰
 

7
.5

Y
R

4
/1

砂
・

雲
鉢

巻
状

隆
帯

8
7

4
3・

8
1

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅵ
群

 
A

2
類

後
期

中
葉

三
仏

生
式

?
○

−
2

3
V

2
0

Ⅳ
−

（
6

.6
）

−
浅

黄
 

2
.5

Y
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/4
砂

・
雲

波
状

部
に

逆
J

字
文

。
口

縁
に

沿
っ

た
横

沈
線

と
区

切
り

文
。

8
8

4
3・

8
1

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅵ
群

 
（

C
類

）
後

期
中

葉
北

陸
系

（
酒

見
式

?）
○

S
X

2
5

2
2

2
Z

2
1

ウ
1

−
（

3
.4

）
−

灰
黄

 
2

.5
Y

7
/2

黒
褐

 
2

.5
Y

3
/2

砂
細

い
横

沈
線

と
連

続
刺

突

8
9

4
3・

8
1

壺
頸

部
第

Ⅵ
群

 
（

C
類

）
後

期
中

葉
北

陸
系

（
酒

見
式

?）
−

2
5

X
2

5
Ⅲ

b
−

（
4

.7
）

−
黒

褐
 

2
.5

Y
3

/2
黄

褐
 

2
.5

Y
5

/4
砂

・
長

細
い

縦
位

鋸
歯

状
沈

線
。

9
0

4
3・

8
2

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

2
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

◎
−

2
2

Z
6

Ⅳ
a

−
（

1
0

.2
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/4
浅

黄
橙

 
1

0
Y

R
8

/3
砂

・
雲

帯
状

削
り

出
し

肥
厚

部
に

縄
文

?

9
1

4
3・

8
2

深
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅶ
群

 
A

2
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

◎
−

2
5

Z
5

Ⅳ
a

−
（

3
9

.3
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
浅

黄
橙

 
1

0
Y

R
8

/3
砂

・
雲

磨
り

消
し

縄
文

。
入

組
み

文
。

縄
文

帯
に

鋸
歯

状
文

。
地

文
縄

文
R

L
。

9
2

4
3・

8
1

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

2
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

◎
−

2
4

A
1

8
Ⅳ

a
−

（
6

.7
）

−
赤

灰
 

2
.5

Y
R

4
/1

灰
赤

 
2

.5
Y

R
5

/2
白

折
り

返
し

口
縁

肥
厚

。
縄

文
R

L
施

文
後

磨
り

消
し

9
3

4
3・

8
1

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

2
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

◎
−

2
4

A
1

8
Ⅳ

a
−

（
6

.6
）

−
灰

赤
 

2
.5

Y
R

5
/2

明
褐

灰
 

7
.5

Y
R

7
/2

白
9

2
に

同
じ

9
4

4
3・

8
1

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

2
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

○
−

2
5

Z
1

0
Ⅳ

−
（

4
.4

）
−

浅
黄

 
2

.5
Y

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/2

砂
口

縁
端

部
肥

厚
。

無
文

部
は

磨
り

消
し

で
、

縄
文

部
は

斜
位

の
入

り
組

み
文

の
可

能
性

。
縄

文
は

R
L

と
L

R
に

よ
り

羽
状

。

9
5

4
3・

8
1

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

2
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

◎
−

 
−

2
2

Y
2

5
 

2
5

A
1

9
Ⅳ

a 
Ⅳ

a
−

（
3

.9
）

−
灰

褐
 

7
.5

Y
R

5
/2

灰
褐

 
7

.5
Y

R
4

/2
白

沈
線

区
画

内
縄

文
R

L
施

文
後

磨
り

消
し

9
6

4
3・

8
1

深
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅶ
群

 
A

2
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

○
○

−
2

2
Z

2
1

Ⅳ
a

−
（

9
.9

）
−

に
ぶ

い
褐

 
7

.5
Y

R
5

/3
灰

褐
 

7
.5

Y
R

6
/2

白
山

形
小

突
起

。
沈

線
に

よ
る

入
り

組
み

文
。

縄
文

L
r充

填

9
7

4
3・

8
1

深
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅶ
群

 
A

2
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

○
−

2
4

A
1

9
Ⅲ

b
−

（
7

.0
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/1

白
ク

ラ
ン

ク
状

磨
り

消
し

。
縄

文
R

L
。

内
面

コ
ゲ

9
8

4
3・

8
1

深
鉢

体
部

第
Ⅶ

群
 

A
2

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
−

2
3

Y
5

Ⅳ
a

−
（

9
.7

）
−

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
褐

灰
 

1
0

Y
R

4
/1

白
沈

線
に

よ
る

多
段

の
入

組
み

文
。

そ
の

間
に

縄
文

L
R

充
填

。
横

区
画

の
部

分
は

横
位

、
縦

区
画

の
部

分
は

縦
位

施
文

。
N

o.
2

4

9
9

4
3・

8
1

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

3
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

○
縦

8
＊

2
−

2
5

A
8

Ⅳ
a

−
（

8
.1

）
−

褐
 

7
.5

Y
R

4
/6

極
赤

褐
 

7
.5

Y
R

2
/3

砂
突

起
状

の
縦

位
割

瘤
。

数
段

の
入

り
組

み
文

。
縄

文
L

R
。

磨
り

消
し

。
外

面
ス

ス
、

内
面

コ
ゲ

1
0

0
4

3・
8

1
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

縦
7

＊
2

−
2

3
Y

5
Ⅳ

a
−

（
4

.8
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/3
砂

9
9

に
同

じ
N

o.
5

8
　

2
3

Y・
Z

遺
物

集
中

区
 

外
面

ス
ス

1
0

1
4

3・
8

1
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

縦
7

＊
2

−
2

4
A

1
Ⅲ

a
−

（
7

.0
）

−
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/2
褐

灰
 

1
0

Y
R

5
/1

砂
、

白
縦

長
割

瘤
。

縄
文

?

1
0

2
4

3・
8

1
深

鉢
口

縁
〜

体
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

−
2

5
A

3
Ⅳ

a
−

（
6

.5
）

−
明

赤
褐

 
2

.5
Y

R
5

/6
黒

褐
 

5
Y

R
3

/1
白

口
縁

に
沿

っ
た

隆
帯

お
よ

び
縦

隆
帯

上
に

刻
み

。
縄

文
R

L
?、

無
文

部
磨

り
消

し
。

1
0

3
4

4・
8

1
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
◎

−
2

5
A

1
9

Ⅳ
a

−
（

5
.6

）
−

に
ぶ

い
褐

 
7

.5
Y

R
5

/3
黒

褐
 

1
0

Y
R

2
/2

砂
、

白
口

縁
に

沿
っ

て
刻

み
。

地
文

は
縄

文
L

R
で

、
曲

線
に

よ
り

入
り

組
み

的
な

文
様

。

1
0

4
4

4・
8

1
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

−
2

2
X

1
5

Ⅲ
b

−
（

4
.3

）
−

に
ぶ

い
褐

 
7

.5
Y

R
5

/4
に

ぶ
い

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/3
砂

、
白

磨
り

消
し

縄
文

L
R

1
0

5
4

4・
8

1
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

円
1

＊
1

−
2

5
X

2
5

Ⅲ
b

−
（

4
.1

）
−

暗
灰

黄
 

2
.5

Y
5

/2
黄

褐
 

2
.5

Y
5

/4
白

削
り

出
し

隆
帯

交
点

に
小

瘤

1
0

6
4

4・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

縦
3

＊
2

−
2

5
A

1
6

Ⅲ
b

−
（

5
.0

）
−

オ
リ

ー
ブ

黒
 

5
Y

3
/1

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

6
/2

砂
、

白
突

起
部

も
縄

文
L

R
。

割
瘤

。

1
0

7
4

4・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

−
2

2
Z

8
Ⅳ

a
−

（
5

.1
）

−
褐

灰
 

7
.5

Y
R

4
/1

褐
灰

 
7

.5
Y

R
4

/1
砂

山
形

突
起

部
側

面
に

鋸
歯

状
沈

線
。

縄
文

L
R

1
0

8
4

4・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

縦
2

＊
2

−
2

5
A

1
6

Ⅲ
b

−
（

4
.2

）
−

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/1
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
砂

、
白

口
縁

部
帯

状
に

肥
厚

。
縄

文
L

R
。

円
形

十
字

割
瘤

。
以

下
無

文

1
0

9
4

4・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

−
2

5
A

8
Ⅳ

a
−

（
3

.3
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/4
−

口
縁

端
部

は
一

段
肥

厚
。瘤

状
肥

厚
部

に
ハ

の
字

状
の

刻
み

。
口

縁
端

部
以

外
は

無
文

。

1
1

0
4

4・
8

2
壺

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

6
c

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

−
2

4
A

1
Ⅲ

b
（

1
1

.5
）

（
3

.7
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/3
褐

灰
 

7
.5

Y
R

6
/1

砂
口

縁
に

沿
っ

て
横

ハ
の

字
状

沈
線

下
層
（
縄
文
時
代
）
の
土
器
類
観
察
表
（
4
）

胎
土

（
肉

眼
）　

長
石

：
長

、
石

英
：

英
、

雲
母

：
雲

、
白

色
粒

：
白

、
小

砂
利

：
砂

、
土

：
土

器



観　察　表
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報
告

 
番

号
図

版
 

番
号

分
　

類
『

剣
野

』 
分

類
時

期
1

時
期

2
系

　
統

型
　

式
赤 彩

口
縁

形
状

貼
瘤

遺
構

グ
リ

ッ
ド

層
 

位
口

径
器

高
底

径
色

　
調

胎
　

土
調

整
等

の
所

見
備

　
考

器
形

部
位

波
突

起
平

長
軸

縦
横

cm
cm

cm
外

面
内

面

1
1

1
4

4・
8

2
深

鉢
or

注
口

土
器

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

類
後

期
後

半
安

行
?

△
△

−
2

5
A

1
5

Ⅳ
a

−
（

4
.7

）
−

黒
 

N
1

.5
/0

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
白

中
央

に
瘤

状
突

起
と

深
い

刺
突

。
瘤

を
中

心
に

対
称

の
文

様
構

成
。

区
画

内
に

縄
文

?
整

N
o.

4
3

3
と

同
一

か
 

外
面

ス
ス

1
1

2
4

4・
8

2
深

鉢
or

注
口

土
器

体
部

第
Ⅶ

群
 

A
類

後
期

後
半

安
行

?
−

2
5

A
1

6
Ⅲ

b
−

（
4

.6
）

−
黒

 
1

0
Y

R
2

/1
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/1

砂
地

文
縄

文
か

?、
沈

線
文

様
整

N
o.

3
7

8
と

同
一

か

1
1

3
4

4・
8

2
深

鉢
突

起
第

Ⅶ
群

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

−
2

2
W

6
Ⅳ

−
（

4
.9

）
−

灰
白

 
1

0
Y

R
8

/1
灰

白
 

1
0

Y
R

8
/1

砂
、

土
脚

状
の

突
起

。
帯

状
隆

帯
と

沈
線

。

1
1

4
4

4・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

−
2

5
Z

2
0

Ⅲ
b

−
（

6
.5

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

6
/3

砂
、

白
口

縁
部

小
突

起
。

口
縁

と
体

部
で

縄
文

条
方

向
に

違
い

。
縄

文
L

R
?

1
1

5
4

4・
8

2
深

鉢
体

部
第

Ⅶ
群

 
A

3
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

横
1

＊
5

−
2

3
Z

2
1

Ⅲ
b

−
（

3
.4

）
−

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

4
/2

に
ぶ

い
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/3

白
横

位
の

割
瘤

1
1

6
4

4・
8

2
深

鉢
体

部
第

Ⅶ
群

後
期

後
半

北
陸

系
?

−
2

3
Z

1
1

Ⅳ
a

−
（

1
4

.2
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/1

に
ぶ

い
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/3

砂
、

白
縄

文
R

L
施

文
後

横
平

行
沈

線
。

上
部

無
文

。
外

面
ス

ス
、

内
面

コ
ゲ

1
1

7
4

4・
8

2
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅶ
群

後
期

後
半

瘤
付

土
器

?
○

−
2

2
X

2
5

Ⅳ
a

2
3

.4
 

（
8

.6
）

−
に

ぶ
い

褐
 

7
.5

Y
R

6
/3

明
褐

 
7

.5
Y

R
5

/8
砂

、
白

中
央

が
浅

く
窪

む
円

環
状

浮
文

と
縦

長
瘤

。
細

沈
線

の
格

子
目

N
o.

1
　

2
2

X
遺

物
集

中
区

1
1

8
4

4・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

円
1

＊
1

−
2

2
Y

1
Ⅳ

a
−

（
3

.0
）

−
褐

灰
 

7
.5

Y
R

5
/1

褐
灰

 
7

.5
Y

R
5

/1
砂

、
白

縄
文

L
R

施
文

後
鋸

歯
状

沈
線

。
磨

り
消

し
縄

文
と

瘤

1
1

9
4

4・
8

2
壺

or
 

注
口

土
器

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

3
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

−
2

3
Y

1
0

エ
Ⅳ

a
−

（
2

.4
）

−
灰

褐
 

7
.5

Y
R

5
/2

明
褐

灰
 

7
.5

Y
R

7
/2

白
縄

文
（

?）
施

文
後

鋸
歯

状
沈

線
と

円
形

刺
突

1
2

0
4

4・
8

2
壺

or
 

注
口

土
器

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

3
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

○
−

2
3

Y
5

Ⅳ
a

−
（

2
.9

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/2

−
縄

文
L

R
施

文
後

鋸
歯

状
沈

線
N

o.
6

2
　

2
3

Y・
Z

遺
物

集
中

区

1
2

1
4

4・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

A
3

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
△

−
2

3
Z

1
Ⅳ

a
−

（
4

.4
）

−
灰

白
 

1
0

Y
R

8
/2

灰
白

 
1

0
Y

R
8

/2
−

口
縁

部
縄

文
L

R
施

文
後

刺
突

。
磨

り
消

し
（

削
り

出
し

）
隆

帯
と

割
瘤

N
o.

4
9

　
遺

物
集

中
区

1
2

2
4

4・
8

2
壺

or
 

注
口

土
器

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
A

3
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

○
−

2
5

A
1

7
Ⅲ

b
−

（
4

.9
）

−
に

ぶ
い

黄
 

2
.5

Y
6

/3
暗

灰
黄

 
2

.5
Y

5
/2

−
磨

り
消

し
（

削
り

出
し

）
縄

文
L

R
に

よ
る

隆
帯

1
2

3
4

4・
8

2
壺

 
or

深
鉢

口
縁

〜
体

部
第

Ⅶ
群

後
期

後
葉

不
明

−
2

4
A

1
9

Ⅲ
b

−
（

5
.2

）
−

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/2
砂

、
白

2
条

の
沈

線
間

に
刺

突
文

。
背

の
高

い
隆

帯
上

に
縄

文
L

R
。

1
2

4
4

4・
8

2
単

孔
壺

or
 

注
口

土
器

体
部

第
Ⅶ

群
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
−

2
2

W
1

2
Ⅳ

−
（

6
.4

）
−

橙
 

5
Y

R
6

/6
灰

褐
 

5
Y

R
6

/2
砂

、
白

沈
線

に
よ

る
横

文
様

。
細

隆
帯

上
に

縄
文

か
?

1
2

5
4

4・
8

2
壺

or
 

注
口

土
器

体
部

第
Ⅶ

群
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
?

−
2

5
A

8
Ⅳ

a
−

（
4

.7
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/2

褐
灰

 
1

0
Y

R
5

/1
砂

、
白

磨
り

消
し

に
よ

る
微

隆
起

線
。

1
2

6
4

4・
8

2
台

付
 

鉢
or

甕
脚

部
第

Ⅶ
群

 
A

8
類

後
期

後
半

−
2

4
A

7
Ⅲ

b
−

（
5

.6
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/4
黒

 
2

.5
Y

2
/1

砂
、

白
無

文

1
2

7
4

4・
8

2
台

付
 

鉢
or

甕
脚

〜
底

部
第

Ⅶ
群

 
A

8
類

後
期

後
半

S
D

1
2

3
Z

2
4

ア
4

−
（

4
.6

）
6

.8
 

浅
黄

 
2

.5
Y

7
/3

灰
黄

 
2

.5
Y

7
/2

砂
、

白
無

文

1
2

8
4

4・
8

2
台

付
 

鉢
or

甕
脚

〜
底

部
第

Ⅶ
群

 
A

8
類

後
期

後
半

−
2

5
A

9
Ⅲ

b
−

（
3

.4
）

6
.0

 
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/4
−

無
文

精
製

品

1
2

9
4

4・
8

2
台

付
 

鉢
or

甕
脚

〜
底

部
第

Ⅶ
群

 
A

8
類

後
期

後
半

S
E

7
1

2
4

A
1

4
ウ

1
−

（
2

.4
）

5
.1

 
灰

白
 

2
.5

Y
8

/2
黒

 
2

.5
Y

2
/1

−
無

文

1
3

0
4

4・
8

2
多

孔
底

 
土

器
底

部
第

Ⅶ
群

 
A

9
類

後
期

後
半

S
X

2
5

2
2

3
Y

4
イ

−
−

（
1

.7
）

−
淡

赤
橙

 
2

.5
Y

R
7

/4
灰

黄
 

2
.5

Y
7

/2
土

?
多

孔
底

部

1
3

1
4

4・
8

2
多

孔
底

 
土

器
底

部
第

Ⅶ
群

 
A

9
類

後
期

後
半

−
2

3
Y

1
0

Ⅳ
a

−
（

1
.1

）
−

淡
黄

 
2

.5
Y

8
/3

灰
白

 
2

.5
Y

8
/2

砂
、

白
多

孔
底

部

1
3

2
4

4・
8

2
多

孔
底

 
土

器
体

〜
底

部
第

Ⅶ
群

 
A

9
類

後
期

後
半

−
2

4
A

1
7

Ⅳ
a

−
（

4
.0

）
−

灰
白

 
1

0
Y

R
8

/2
浅

黄
橙

 
7

.5
Y

R
8

/4
砂

多
孔

底
部

1
3

3
4

4・
8

2
壺

or
注

口
土

器
口

縁
部

第
Ⅶ

群
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
○

−
2

2
Z

1
1

Ⅳ
a

1
0

.6
 

（
4

.7
）

−
に

ぶ
い

橙
 

7
.5

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
褐

 
7

.5
Y

R
6

/3
白

口
縁

部
縄

文
施

文
後

鋸
歯

状
沈

線
。

そ
の

下
に

削
り

出
し

隆
帯

と
斜

格
子

沈
線

。
頸

部
隆

帯
上

に
鋸

歯
状

沈
線

。

1
3

4
4

4・
8

2
壺

or
 

注
口

土
器

体
部

第
Ⅶ

群
 

C
2

類
後

期
後

葉
（

瘤
付

 
第

Ⅱ
段

階
）

縦
5

＊
2

−
2

5
A

1
5

Ⅳ
a

−
（

3
.7

）
−

黄
灰

 
2

.5
Y

4
/1

黄
灰

 
2

.5
Y

5
/1

白
縦

割
瘤

と
沈

線
区

画
磨

り
消

し
縄

文

1
3

5
4

4・
8

2
注

口
土

器
体

部
第

Ⅶ
群

 
C

3
類

後
期

後
葉

（
瘤

付
 

第
Ⅱ

段
階

）
−

 
−

2
2

Z
1

1
 

2
2

Z
1

6
Ⅳ

a 
Ⅳ

a
（

1
3

.9
）

（
最

大
径

）
（

4
.8

）
−

灰
褐

 
7

.5
Y

R
6

/2
橙

 
7

.5
Y

R
6

/6
砂

大
き

く
突

出
す

円
す

い
状

突
起

。
削

り
出

し
（

磨
り

消
し

）
に

よ
る

細
い

隆
帯

。
縄

文
L

R

1
3

6
4

4・
8

2
壺

or
 

注
口

土
器

体
部

第
Ⅶ

群
 

C
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

−
 

−
2

3
Y

1
1

 
2

3
Z

6
Ⅳ

b
 

Ⅳ
a

−
（

7
.3

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

6
/3

に
ぶ

い
橙

 
7

.5
Y

R
7

/3
白

同
心

円
状

の
削

り
出

し
。

隆
帯

上
に

楕
円

形
刺

突
。

割
瘤

。
N

o.
2

4

1
3

7
4

4・
8

2
壺

or
 

注
口

土
器

底
部

第
Ⅶ

群
 

C
1

類
後

期
?

−
2

1
W

2
2

Ⅳ
−

（
2

.9
）

3
.0

 
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/2
品

、
白

下
半

部
縄

文
R

L
と

沈
線

。

1
3

8
4

4・
8

2
壺

体
〜

底
部

第
Ⅶ

群
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
−

2
2

Z
1

7
Ⅳ

a
−

（
5

.9
）

7
.4

 
灰

褐
 

7
.5

Y
R

4
/2

に
ぶ

い
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/4

白
地

文
細

か
い

縄
文

L
R

。
中

央
部

に
縦

位
の

鋸
歯

状
沈

線
、

垂
下

す
る

平
行

沈
線

で
囲

ま
れ

た
部

分
は

磨
り

消
し

。

下
層
（
縄
文
時
代
）
の
土
器
類
観
察
表
（
5
）

胎
土

（
肉

眼
）　

長
石

：
長

、
石

英
：

英
、

雲
母

：
雲

、
白

色
粒

：
白

、
小

砂
利

：
砂

、
土

：
土

器
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報
告

 
番

号
図

版
 

番
号

分
　

類
『

剣
野

』 
分

類
時

期
1

時
期

2
系

　
統

型
　

式
赤 彩

口
縁

形
状

貼
瘤

遺
構

グ
リ

ッ
ド

層
 

位
口

径
器

高
底

径
色

　
調

胎
　

土
調

整
等

の
所

見
備

　
考

器
形

部
位

波
突

起
平

長
軸

縦
横

cm
cm

cm
外

面
内

面

1
3

9
4

4・
8

2
注

口
土

器
?

体
〜

底
部

第
Ⅶ

群
 

C
類

後
期

？
−

 
−

2
5

A
3

 
2

5
A

8
Ⅳ

a 
Ⅳ

a
−

（
7

.6
）

2
.6

 
浅

黄
橙

 
1

0
Y

R
8

/4
黒

褐
 

2
.5

Y
3

/1
白

非
常

に
細

か
い

縄
文

R
L

。
底

部
半

球
状

窪
み

1
4

0
4

4・
8

2
注

口
土

器
体

部
〜

注
口

第
Ⅶ

群
 

C
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

−
2

3
Z

3
Ⅳ

b
−

（
5

.5
）

−
褐

灰
 

7
.5

Y
R

4
/1

褐
灰

 
7

.5
Y

R
4

/1
白

・
雲

注
ぎ

口
部

を
中

心
の

ら
せ

ん
状

削
り

出
し

風
隆

帯
。

隆
帯

上
に

斜
め

連
続

刺
突

。

1
4

1
4

4・
8

2
注

口
土

器
体

部
〜

注
口

第
Ⅶ

群
 

C
類

後
期

後
葉

瘤
付

土
器

−
2

4
A

2
3

Ⅲ
b

−
（

3
.5

）
−

に
ぶ

い
橙

 
7

.5
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

橙
 

7
.5

Y
R

6
/4

長
・

砂
注

ぎ
口

部
に

瘤
2

1
4

2
4

4・
8

2
注

口
土

器
注

口
第

Ⅶ
群

 
C

7
a

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
−

2
1

W
2

2
Ⅳ

−
（

3
.7

）
−

に
ぶ

い
橙

 
7

.5
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

橙
 

7
.5

Y
R

7
/4

長
注

口
付

根
部

分
に

沈
線

。

1
4

3
4

4・
8

2
注

口
土

器
注

口
第

Ⅶ
群

 
C

7
b

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
−

2
3

Z
6

Ⅳ
a

−
（

4
.4

）
−

灰
白

 
1

0
Y

R
8

/2
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
6

/3
長

・
砂

注
口

付
根

部
分

に
沈

線
。

小
瘤

N
o.

1
4

　
遺

物
集

中
区

1
4

4
4

4・
8

2
注

口
土

器
注

口
第

Ⅶ
群

 
C

7
b

類
後

期
後

葉
瘤

付
土

器
−

2
3

Y
1

0
Ⅳ

a
−

（
3

.1
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/6

―
注

口
付

根
部

分
に

沈
線

。
N

o.
1

1
　

2
3

Y・
Z

遺
物

集
中

区

1
4

5
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

D
類

後
期

後
葉

北
陸

系
井

口
式

△
−

2
5

A
9

Ⅲ
b

−
（

3
.5

）
−

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/2

長
・

雲
口

縁
に

沿
っ

て
縦

割
瘤

と
沈

線
。

縄
文

L
?

1
4

6
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

D
類

後
期

後
葉

北
陸

系
井

口
式

○
−

 
−

2
3

Y
5

 
2

3
Y

1
0

Ⅳ
a 

Ⅳ
a

−
（

8
.8

）
−

黒
 

2
.5

Y
2

/1
黒

褐
 

2
.5

Y
3

/1
長

・
砂

波
状

口
縁

に
沿

っ
て

縄
文

R
L

。
磨

り
消

し
縄

文
。

波
状

部
に

楕
円

状
瘤

隆
帯

。
N

o.
6

3
、

N
o.

6
0

 
整

N
o.

4
7

8
と

同
一

か

1
4

7
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

D
類

後
期

後
葉

北
陸

系
井

口
式

○
縦

1
＊

2
−

2
5

A
8

Ⅳ
a

−
（

7
.2

）
−

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
4

/2
砂

・
長

縦
長

の
瘤

状
貼

付
に

よ
り

区
切

ら
れ

、
瘤

と
口

縁
端

部
形

状
に

沿
う

よ
う

に
沈

線
。

沈
線

間
無

文
で

丁
寧

な
ミ

ガ
キ

。
無

文
帯

の
外

側
に

充
填

縄
文

R
L

。
以

下
無

文
で

、ス
ス

が
薄

く
付

着
す

る
。

整
N

o.
3

9
2

と
同

一
か

1
4

8
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

D
類

後
期

後
葉

北
陸

系
井

口
式

○
S

D
5

2
2

4
A

2
1

−
−

（
7

.1
）

−
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

橙
 

7
.5

Y
R

6
/4

砂
・

長
口

縁
端

部
に

縄
文

R
L

。
横

沈
線

1
4

9
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

D
類

後
期

後
葉

北
陸

系
井

口
式

○
S

D
1

2
2

Z
2

5
エ

5
−

（
3

.4
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

2
/2

明
赤

褐
 

2
.5

Y
R

5
/6

雲
・

長
・

砂
太

い
横

沈
線

。
口

縁
端

部
に

縄
文

L
R

1
5

0
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
〜

体
部

第
Ⅶ

群
 

D
類

後
期

後
葉

北
陸

系
井

口
式

?
○

−
2

4
W

2
1

Ⅳ
（

2
7

.1
）

（
1

0
.6

）
−

明
褐

 
7

.5
Y

R
5

/6
黒

褐
 

7
.5

Y
R

3
/1

雲
・

長
・

砂
波

状
口

縁
で

肥
厚

。
そ

の
下

に
隆

帯
と

沈
線

が
巡

る
。

頸
部

に
沈

線
数

本
。

縄
文

?

1
5

1
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

D
類

後
期

後
葉

北
陸

系
井

口
式

○
−

2
3

Z
2

5
Ⅲ

−
（

5
.0

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/4

長
・

砂
口

縁
に

沿
っ

た
沈

線
。

縄
文

?

1
5

2
4

5・
8

2
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
D

類
後

期
後

葉
北

陸
系

△
−

2
5

A
3

Ⅲ
b

−
（

5
.0

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/3

黒
 

1
0

Y
2

/1
雲

・
長

・
砂

頸
部

に
隆

帯
。

中
央

に
細

沈
線

。
円

形
刺

突
。

口
縁

赤
彩

か

1
5

3
4

5・
8

2
浅

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

D
類

後
期

後
葉

北
陸

系
井

口
式

−
2

3
Y

5
Ⅳ

a
−

（
3

.9
）

−
に

ぶ
い

赤
褐

 
5

Y
R

5
/3

黒
褐

 
5

Y
R

2
/1

砂
・

長
縦

瘤
状

貼
り

付
け

。
口

縁
に

沿
っ

た
2

本
の

沈
線

と
そ

れ
に

沿
っ

た
斜

沈
線

。
N

o.
3

7
　

2
3

Y・
Z

遺
物

集
中

区

1
5

4
4

5・
8

2
浅

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

D
類

後
期

後
葉

北
陸

系
井

口
式

S
K

1
3

5
2

5
Z

1
5

ア
1

−
（

4
.4

）
−

黄
灰

 
2

.5
Y

4
/1

暗
灰

黄
 

2
.5

Y
4

/2
砂

口
縁

に
沿

っ
た

2
本

沈
線

。
沈

線
間

磨
き

。

1
5

5
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

E
類

後
期

後
葉

北
陸

系
八

日
市

新
保

式
○

−
2

5
W

2
Ⅳ

−
（

4
.1

）
−

褐
灰

 
7

.5
Y

R
4

/1
黒

褐
 

7
.5

Y
R

3
/1

砂
細

か
い

縄
文

R
L

施
文

後
沈

線
。

1
5

6
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

E
類

後
期

後
葉

北
陸

系
八

日
市

新
保

式
○

−
2

4
A

2
2

Ⅳ
a

−
（

3
.2

）
−

灰
褐

 
7

.5
Y

R
5

/2
明

褐
灰

 
7

.5
Y

R
7

/2
砂

口
縁

に
沿

っ
て

刻
み

。
縄

文
L

R
と

磨
り

消
し

。

1
5

7
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

E
類

後
期

後
葉

北
陸

系
八

日
市

新
保

式
−

2
2

Z
2

3
Ⅲ

b
−

（
3

.4
）

−
に

ぶ
い

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/3
褐

 
1

0
Y

R
4

/6
砂

縦
横

沈
線

。
屈

曲
部

に
縄

文
L

R
。

1
5

8
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

E
類

後
期

後
葉

北
陸

系
△

S
D

1
2

3
Z

2
4

ウ
4

−
（

3
.4

）
−

黄
灰

 
2

.5
Y

5
/1

灰
黄

 
2

.5
Y

6
/2

雲
・

長
・

砂
口

縁
端

部
の

み
縄

文
R

L

1
5

9
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

E
類

後
期

後
葉

北
陸

系
○

S
D

1
2

3
Z

1
4

ア
3

−
（

4
.4

）
−

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
に

ぶ
い

褐
 

7
.5

Y
R

5
/4

砂
・

長
縦

瘤
状

貼
り

付
け

連
続

。

1
6

0
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

E
類

後
期

後
葉

北
陸

系
○

S
D

1
2

4
Z

8
ア

3
−

（
4

.1
）

−
明

褐
 

7
.5

Y
R

5
/6

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
砂

・
雲

口
縁

断
面

肥
厚

す
る

も
や

や
凹

状
。

縦
瘤

状
貼

り
付

け

1
6

1
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

E
類

後
期

後
葉

北
陸

系
八

日
市

新
保

式
○

−
2

5
A

2
Ⅲ

b
−

（
5

.4
）

−
浅

黄
橙

 
7

.5
Y

R
8

/4
灰

黄
 

2
.5

Y
7

/2
砂

・
長

波
状

部
三

叉
状

連
結

文
。

1
6

2
4

5・
8

2
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
 

E
類

後
期

後
葉

北
陸

系
八

日
市

新
保

式
○

S
D

1
2

5
Z

2
3

イ
−

−
（

3
.8

）
−

灰
白

 
2

.5
Y

8
/2

褐
灰

 
1

0
Y

R
6

/1
砂

・
長

多
い

沈
線

に
よ

る
三

叉
文

的
区

画
。

1
6

3
4

5・
8

2
鉢

口
縁

部
第

Ⅶ
群

 
E

類
後

期
後

葉
北

陸
系

八
日

市
新

保
式

○
P

8
3

2
5

Z
1

0
1

−
（

4
.3

）
−

褐
灰

 
1

0
Y

R
6

/1
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/2
砂

・
長

口
縁

内
側

に
や

や
肥

厚
。

細
い

沈
線

の
楕

円
区

画
。

縄
文

?

1
6

4
4

5・
8

2
壺

?
体

部
第

Ⅶ
群

 
E

類
後

期
後

葉
北

陸
系

八
日

市
新

保
式

−
2

4
Z

5
Ⅲ

b
−

（
3

.1
）

−
黒

褐
 

1
0

Y
R

3
/1

橙
 

7
.5

Y
R

7
/6

雲
楕

円
眼

鏡
状

隆
帯

。
側

縁
に

鋸
歯

状
沈

線
。

1
6

5
4

5・
8

3
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
後

期
後

葉
中

部
系

 
関

東
系

高
井

東
式

◎
−

2
4

Z
1

4
Ⅲ

b
−

（
6

.5
）

−
灰

黄
 

2
.5

Y
7

/2
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
6

/2
雲

三
角

突
起

部
に

2
個

の
ボ

タ
ン

状
浮

文
。

口
縁

に
沿

っ
て

沈
線

。
縄

文
R

L
?

下
層
（
縄
文
時
代
）
の
土
器
類
観
察
表
（
6
）

胎
土

（
肉

眼
）　

長
石

：
長

、
石

英
：

英
、

雲
母

：
雲

、
白

色
粒

：
白

、
小

砂
利

：
砂

、
土

：
土

器



観　察　表
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報
告

 
番

号
図

版
 

番
号

分
　

類
『

剣
野

』 
分

類
時

期
1

時
期

2
系

　
統

型
　

式
赤 彩

口
縁

形
状

貼
瘤

遺
構

グ
リ

ッ
ド

層
 

位
口

径
器

高
底

径
色

　
調

胎
　

土
調

整
等

の
所

見
備

　
考

器
形

部
位

波
突

起
平

長
軸

縦
横

cm
cm

cm
外

面
内

面

1
6

6
4

5・
8

3
深

鉢
突

起
第

Ⅶ
群

後
期

後
葉

中
部

系
 

関
東

系
高

井
東

式
−

2
4

Y
1

8
Ⅳ

a
−

（
5

.9
）

−
明

赤
褐

 
5

Y
R

5
/6

明
赤

褐
 

5
Y

R
5

/6
砂

・
長

・
英

橋
状

把
手

と
袋

状
突

起

1
6

7
4

5・
8

3
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
後

期
後

葉
中

部
系

 
関

東
系

高
井

東
式

○
P

1
8

9
2

5
A

1
8

1
−

（
5

.4
）

−
黒

褐
 

7
.5

Y
R

3
/1

黒
褐

 
1

0
Y

R
3

/2
砂

・
長

・
英

隆
帯

区
画

と
沈

線
。

1
6

8
4

5・
8

3
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
後

期
後

葉
中

部
系

 
関

東
系

高
井

東
式

○
P

1
8

9
2

5
A

1
7

イ
1

−
（

4
.3

）
−

灰
褐

 
7

.5
Y

R
4

/2
オ

リ
ー

ブ
黒

 
7

.5
Y

3
/1

砂
・

英
・

雲
口

縁
に

沿
っ

た
低

い
隆

帯
。

隆
帯

上
刺

突

1
6

9
4

5・
8

3
深

鉢
口

縁
部

第
Ⅶ

群
?

後
期

後
葉

?
不

明
△

△
−

2
5

X
1

4
Ⅳ

a
−

（
4

.5
）

−
灰

黄
褐

 
1

0
Y

R
4

/2
に

ぶ
い

黄
橙

 
1

0
Y

R
7

/4
砂

・
長

口
縁

端
部

に
左

下
が

り
の

刻
み

、
そ

の
下

位
に

4
条

の
平

行
沈

線
。

1
7

0
4

5・
8

3
深

鉢
体

部
第

Ⅷ
群

 
G

類
晩

期
前

葉
北

陸
系

御
経

塚
式

S
D

1
2

4
Z

8
イ

2
−

（
5

.6
）

−
灰

褐
 

7
.5

Y
R

5
/2

灰
褐

 
7

.5
Y

R
4

/2
砂

・
長

・
雲

縄
文

L
R

。
沈

線
。

1
7

1
4

5・
8

3
深

鉢
体

部
第

Ⅷ
群

 
G

類
晩

期
前

葉
北

陸
系

御
経

塚
式

S
D

1
2

2
Z

2
0

イ
5

−
（

6
.2

）
−

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
 

1
0

Y
R

7
/4

砂
・

雲
縄

文
L

R
。

横
沈

線
。

三
叉

文

1
7

2
4

5・
8

3
浅

鉢
体

部
第

Ⅷ
群

 
G

類
晩

期
前

葉
北

陸
系

御
経

塚
式

○
−

2
5

A
3

Ⅲ
b

−
（

6
.9

）
−

褐
灰

 
5

Y
R

4
/1

灰
黄

褐
 

1
0

Y
R

5
/2

砂
・

雲
少

縄
文

L
施

文
後

沈
線

。
ほ

ぼ
全

面
赤

彩
。

三
叉

文
？

1
7

3
4

5・
8

3
鉢

体
部

第
Ⅷ

群
 

A
類

晩
期

初
頭

東
北

系
 

（
亀

ヶ
岡

系
）

大
洞

B
1

式
−

2
2

A
1

Ⅲ
b

−
（

5
.2

）
−

褐
灰

 
1

0
Y

R
4

/1
に

ぶ
い

黄
褐

 
1

0
Y

R
5

/4
砂

・
長

横
沈

線
、

三
叉

文

1
7

4
4

5・
8

3
鉢

体
部

第
Ⅷ

群
 

B
類

晩
期

前
葉

東
北

系
 

（
亀

ヶ
岡

系
）

大
洞

B
2

式
−

2
4

A
1

4
Ⅳ

a
−

（
4

.7
）

−
黒

 
2

.5
Y

2
/1

黒
褐

 
2

.5
Y

3
/1

雲
横

沈
線

、
三

叉
文

外
面

ス
ス

、
内

面
コ

ゲ

1
7

5
4

5・
8

3
鉢

 
or

深
鉢

口
縁

部
第

Ⅷ
群

 
C

類
晩

期
前

葉
東

北
系
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観　察　表

89

下層（縄文時代）の石器・石製品観察表（1）

報告 
番号

図版 
番号

種　別
石　材

出土位置 属性（単位：mm/g）
備　考

器種 分類等 遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量

194 47・84 石　鏃 凹基有茎 流紋岩 SD1 2 23Z14ア 26.6 15.6 4.4 1.1 アスファルト付着

195 47・84 石　鏃 凹基無茎 チャート SX147 1 24Z21ウ 27.4 18.3 4.6 2.1 基部片側欠損

196 47・84 石　鏃 凹基無茎 チャート SD1 5 23Z5ア 22.7 17.1 5.2 1.5 アスファルト付着

197 47・84 石　鏃 凹基無茎 チャート − Ⅳa 21Z21 22.7 14.4 2.9 0.8 

198 47・84 石　鏃 凹基無茎 チャート − Ⅲb 22Z19 36.0 14.1 5.1 1.7 基部片側欠損

199 47・84 石　鏃 凹基無茎 珪質頁岩 SD313 1 24X23エ 27.7 13.9 4.4 1.6 先端部欠損

200 47・84 石　鏃 凹基五角形 チャート SD1 4 23Z10ウ 21.8 14.9 4.5 1.2 

201 47・84 石　鏃 平基無茎 チャート − Ⅲb 24Y11 28.8 15.2 5.4 1.8 

202 47・84 石　鏃 平基無茎 頁岩 − Ⅲb 24A25 26.3 22.6 7.3 3.1 

203 47・84 石　鏃 凸基有茎 チャート SD1 3 25Z8ウ 33.2 17.9 5.4 2.4 黒色物（アスファルト?）付着

204 47・84 石　鏃 凸基有茎 チャート SD1 3 23Z23イ 33.2 14.8 8.6 2.7 

205 47・84 石　鏃 凸基有茎 チャート − Ⅲb 21Y25 23.2 9.8 3.6 0.6 茎部欠損

206 47・84 石　鏃 凸基有茎 珪質頁岩 − Ⅲb 24X14 18.3 13.1 5.1 1.0 アスファルト付着。先端部、茎部
欠損

207 47・84 石　鏃 凸基有茎 チャート SD1 4 23Z10ア 33.3 13.4 7.8 3.0 茎部欠損

208 47・84 石　鏃 凸基有茎
（長） 流紋岩 SX147 1 25Z1エ 22.1 13.5 6.5 1.3 茎部欠損

209 47・84 石　鏃 尖基 ホルンフェルス SD1 − 24Z8イ 34.4 14.5 6.0 2.9 両端部欠損

210 47・84 石　鏃 尖基 頁岩 − Ⅲb 25A24 44.3 13.6 8.0 3.6 アスファルト付着。茎部欠損

211 47・84 尖頭器 流紋岩 SX252 1 23Z2ア 46.4 17.8 7.0 4.8 

212 47・84 尖頭器 頁岩 SD1 5 22Z20エ 50.3 21.8 7.4 6.0 

213 47・84 石　錐 チャート − Ⅲb 25Z3 43.2 20.1 9.1 7.4 先端部欠損

214 47・84 石　錐 チャート − Ⅲb 22Z21 35.1 16.9 12.2 4.7 先端部摩耗痕

215 47・84 石　錐 頁岩 − Ⅲb 25A21 38.3 38.5 8.3 6.6 先端部摩耗痕

216 47・84 石　錐 頁岩 − Ⅲb 25A22 52.5 11.5 8.7 4.3 

217 47・84 石　匙 チャート − Ⅲb 23Z2 24.9 52.5 8.3 6.1 

218 47・84 石　匙 流紋岩 − Ⅲb 22Y8 25.8 40.5 7.5 7.3 先端部欠損

219 47・84 石　箆 泥岩 SD1 4 24Z23エ 96.8 49.1 24.9 141.0 

220 47・84 両極石器 チャート − Ⅳa 22Z16 42.9 32.4 8.1 11.4 

221 47・84 両極石器 チャート SD1 3 23Z14ア 32.9 23.8 8.4 6.3 

222 47・84 両極石器 チャート SD1 − 23Z10 56.1 36.3 17.3 48.0 

223 47・84 両極石器 チャート − Ⅳb 22Z16 26.6 23.7 6.4 5.6 

224 47・84 両極石器 チャート − Ⅲb 22Z19 35.3 46.3 10.1 22.6 

225 48・84 不定形石器 A1類 流紋岩 − Ⅳa 22Y7 39.1 59.3 13.6 23.6 

226 48・84 不定形石器 A1類 流紋岩 − Ⅳa 23Y2 49.1 49.6 10.6 21.1 

227 48・84 不定形石器 A2類 頁岩 − Ⅳa 22Z14 47.2 34.0 9.8 13.9 

228 48・84 不定形石器 A2類 安山岩? − Ⅲb 22Y6 107.6 38.2 16.0 66.1 

229 48・84 不定形石器 B類 泥岩 − Ⅲb 25A12 48.8 66.8 11.0 28.3 

230 48・84 不定形石器 C類 チャート SD1 4 24Z13イ 45.4 36.6 11.8 21.7 

231 48・84 不定形石器 C類 泥岩 − Ⅲb 24Y12 73.3 42.0 8.2 29.2 

232 48・84 不定形石器 D類 チャート SD1 3 22Z14イ 54.4 45.0 11.1 19.5 

233 48・84 不定形石器 E類 珪質頁岩 SD1 4 25Z23ウ 35.2 39.6 11.1 14.7 

234 48・84 不定形石器 F1類 珪質頁岩 SR1 − 25W14 37.7 31.1 9.9 8.6 

235 48・84 不定形石器 F2類 珪質頁岩 試掘4T Ⅱ・Ⅲ − 55.7 43.9 14.4 26.2 

236 48・85 不定形石器 H類 泥岩 − Ⅲb 25A22 61.6 42.9 16.3 33.8 

237 48・85 不定形石器 H類 珪質頁岩 − Ⅳ 23Y11 65.6 51.7 14.2 28.9 

238 48・85 不定形石器 I類 流紋岩 − Ⅳa 22Z11 35.6 24.7 12.6 8.6 

239 48・85 不定形石器 I類 チャート SD1 4 23Z10ウ 36.4 20.0 14.2 8.2 

240 48・85 石　核 頁岩 − Ⅲb 23Z11 44.1 31.6 22.6 27.9 

241 48・85 石　核 頁岩 − Ⅳa 22X4 96.7 59.8 39.4 215.6 風化面多く、素材原石か

242 49・85 打製石斧 短冊形 ホルンフェルス − Ⅲc 25Y2 134.6 60.2 27.4 206.0 裏面下半部に摩耗痕

243 49・85 打製石斧 撥形 砂質泥岩 SD1 4 23Z9エ 122.6 85.1 12.5 151.1 

244 49・85 磨製石斧 花崗質砂岩 − Ⅲ 23X5 113.7 50.1 33.3 335.4 完成/刃部3/4

245 49・85 磨製石斧 閃緑岩 − Ⅲb 25B16 112.9 52.0 27.1 230.1 完成/完形

246 49・85 磨製石斧 蛇紋岩 SD1 4 23A6ウ 96.3 40.5 24.2 138.8 完成/完形

247 49・85 磨製石斧 蛇紋岩 − Ⅳa 24A23 94.4 41.4 20.3 138.0 完成/刃部欠

248 49・85 磨製石斧 蛇紋岩 − Ⅲb 26X5 87.4 43.4 19.7 114.0 完成/完形

249 49・85 磨製石斧 砂岩 − Ⅳ 23W8 105.2 58.2 29.7 254.9 完成/完形

250 49・85 磨製石斧 砂岩 − Ⅳa 25A22 95.7 54.3 29.2 263.2 完成/刃部2/3。磨石類への転用
品

251 49・85 磨製石斧 閃緑岩 SD1 4 24Z13ウ 95.9 65.8 43.6 428.5 敲打/基部1/2

252 49・85 磨製石斧 砂岩 SD1 − 25Z23ア 133.2 57.3 24.5 236.8 刃部に敲打痕。剥離/完形

253 49・85 擦切り残片 蛇紋岩 − Ⅲb 21X14 84.9 37.0 20.6 86.8 擦切技法の残欠か

254 49・85 磨製石斧 蛇紋岩 − Ⅲa 25W22 59.0 32.6 20.0 41.3 小型品。完成/刃部3/4

255 49・85 磨製石斧 蛇紋岩 − Ⅲb 22Z22 56.6 32.9 13.1 41.6 小型品。完成/完形

256 49・85 磨製石斧 頁岩 − Ⅲb 23Z14 37.3 23.0 9.1 11.5 小型品。完成/基部欠

257 49・85 磨製石斧 蛇紋岩 SR1 − 25X18 39.1 22.1 7.3 10.0 小型品。完成/完形

258 50・85 石　錘 A1類 安山岩（復輝石） − Ⅳa 21Z21 109.9 70.0 22.7 281.3 

259 50・85 石　錘 A1類 安山岩（輝石） SD1 4 22A20イ 120.7 103.4 30.6 595.0 

260 50・85 石　錘 A1類 安山岩（輝石） SR1 − 25Y6 156.8 115.2 59.9 1565.7 

261 50・85 石　錘 A1類 安山岩（輝石） SD1 4 24Z18イ 38.0 29.0 9.7 15.4 

262 50・85 石　錘 A1類 安山岩（輝石） − Ⅲb 24A6 84.5 68.7 29.6 256.1 



観　察　表
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報告 
番号

図版 
番号

種　別
石　材

出土位置 属性（単位：mm/g）
備　考

器種 分類等 遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量
263 50・85 石　錘 B1類 安山岩（輝石） SD1 4 23Z14エ 103.5 107.8 30.0 489.0 

264 50・85 石　錘 B2類 安山岩（輝石） SD1 4 23Z18ウ 89.3 68.1 24.5 229.5 

265 50・85 石　錘 C1類 安山岩（輝石） − Ⅲb 24A18 94.9 89.4 31.4 375.6 

266 50・85 石　錘 C1類 安山岩（輝石） − Ⅳ 25Y16 104.9 110.1 34.0 556.7 

267 50・85 石　錘? D類 安山岩（輝石） − Ⅲb 22Z10 71.3 74.5 36.1 293.6 

268 50・86 石　錘 A1類 石英斑岩 − Ⅳa 22X14 80.0 62.1 27.4 182.7 石錘集中区（No.7）

269 50・86 石　錘 B1類 安山岩（輝石） − Ⅳa 22X14 80.1 62.8 21.8 157.2 石錘集中区（No.8）

270 50・86 石　錘 C1類 安山岩（輝石） − Ⅳa 22X14 63.7 63.4 21.4 124.5 石錘集中区（No.5）

271 −・86 石　錘 A1類 安山岩 − Ⅳa 22X14 79.5 54.5 21.0 123.0 石錘集中区（No.1）［写真のみ］

272 −・86 石　錘 A1類 安山岩 − Ⅳa 22X14 84.5 67.0 26.0 199.5 石錘集中区（No.2）［写真のみ］

273 −・86 石　錘 A1類 安山岩（輝石） − Ⅳa 22X14 86.0 55.0 24.0 169.0 石錘集中区（No.3）［写真のみ］

274 −・86 石　錘 A1類 安山岩（輝石） − Ⅳa 22X14 71.0 63.0 24.5 117.2 石錘集中区（No.6）［写真のみ］

275 −・86 石　錘 C1類 安山岩 − Ⅳa 22X14 78.0 75.0 22.0 158.2 石錘集中区（No.4）［写真のみ］

276 50・86 磨石類 A類 安山岩（輝石） SE71 1 24A14ウ 127.8 117.8 86.4 1916.5 

277 50・86 磨石類 A類 安山岩 − Ⅳa 22Z16 78.7 66.4 57.4 404.7 赤色顔料付着

278 50・86 磨石類 A類 安山岩 − Ⅳa 22Z13 106.3 58.9 43.0 390.2 

279 50・86 磨石類 A類 安山岩（輝石） SD1 5 22Z19イ 130.8 81.4 46.1 688.5 

280 50・86 磨石類 A類 安山岩 SR1 − 25W5 80.8 64.3 45.6 335.6 赤色顔料付着

281 50・86 磨石類 F類 閃緑岩 − Ⅲb 23Z20 88.3 76.1 43.3 406.0 

282 50・86 磨石類 E類 安山岩（輝石） SD1 4 23Z24ア 120.3 62.7 34.1 356.5 

283 50・86 磨石類 C類 安山岩（復輝石） − Ⅳa 24Z21 91.0 83.7 33.2 385.7 

284 51・86 磨石類 G類 安山岩（輝石） − Ⅳa 24A12 82.5 58.1 55.3 403.7 

285 51・86 磨石類 F類 安山岩（輝石） SE81 4 25A8ア 123.0 75.8 61.0 836.3 

286 51・86 磨石類 F類 安山岩（輝石） − Ⅳ 22Z21 106.0 60.6 38.2 327.7 

287 51・86 磨石類 G類 安山岩（輝石） SD1 3 23Z14ウ 74.7 37.2 25.0 113.5 

288 51・86 磨石類 G類 翡翠 − Ⅳa 22Y3 59.1 57.2 43.0 272.7 多面体敲石

289 51・86 磨石類 G類 翡翠 SR1 − 23W18 87.8 86.2 35.5 359.4 

290 51・86 砥　石 砂岩 SE156A 2 25A14 79.4 52.8 30.1 131.2 

291 51・86 砥　石 砂岩 − Ⅳa 23Y5エ 36.3 47.4 15.2 25.4 

292 51・86 石皿類 縁あり 安山岩 SD1 3 24Z8ア 103.6 95.1 54.5 378.4 

293 51・86 石皿類 縁なし 砂岩 − Ⅳ 23Y12 184.0 127.1 50.4 1201.3 

294 51・86 石棒類 有頭/頭部 蛇紋岩 − Ⅳ 22Y11イ 88.1 46.2 35.5 115.7 彫刻石棒

295 51・86 石棒類 有頭/頭部 緑泥石片岩 SD1 4 23Z18ウ 70.6 34.0 10.8 40.5 括れ部に2条の沈線

296 51・86 石棒類 有頭/頭部 粘板岩 − Ⅲb 25A6 67.2 49.9 21.6 100.3 括れ部に敲打痕。磨斧の転用品か

297 51・86 石棒類 無頭/頭部 安山岩（復輝石） SR1 − 25W4 146.4 126.1 109.7 2655.7 

298 51・86 石製品 有孔石製品 頁岩 P172 1 25A19エ 27.6 24.0 6.0 4.2 

299 51・86 石製品 有孔石製品 安山岩（復輝石） − Ⅲb 25X19 29.8 18.8 7.2 4.0 

300 51・86 石製品 砂岩 − − 24Z23 47.5 117.0 29.3 215.6 

301 51・86 石製品 安山岩 SK608 4a 23Y5 72.4 67.2 45.5 193.4 

302 51・86 石製品 安山岩 − Ⅳa 24A17 51.2 34.4 13.7 23.4 両側面に刻み

303 51・86 石製品 砂岩 − Ⅲa 25A23 66.2 46.2 7.3 29.6 磨りによる成形部有り

下層（縄文時代）の石器・石製品観察表（2）

報告 
番号

図版 
番号

出土位置
種　別

属性（単位：cm）
備　考

遺構 層位 グリッド 長さ（高） 幅 厚さ

304 52・87 − Ⅲb 25A21 土偶（頭） 1.5 3.2 2.7 中期前葉。河童形土偶。

305 52・87 − Ⅳ 22Y21 土偶（体・左胸） 5.0 3.5 3.0 中期前葉。胸高1.0cm。細い心棒？

306 52・87 SR1 − 21W22 土偶（頭） 6.5 5.4 3.6 後期後葉〜晩期初頭。中空品。赤彩。

307 52・87 − Ⅳａ 23Z1 土偶（頭） 4.0 4.5 2.4 後期後葉〜晩期前葉。耳孔約2.5mm。

308 52・87 SD1 4 23Z9イ 土偶（右腕） 3.5 2.7 1.8 後期後半。

309 52・87 − Ⅲb 23A16 土偶（体・胸〜胴） 4.6 5.7 2.6 後期後半。胸高0.7cm。

310 52・87 − Ⅳ 22Y25 土偶（体・胴〜腹） 5.8 4.8 1.9 後期後葉〜晩期前葉。黒褐色系の補修材付着。

311 52・87 − Ⅳａ 23Y2 土偶（体・胴〜腰） 6.5 5.8 2.3 後期末〜晩期前葉。腰部隆帯。

312 52・87 − Ⅲb 24Z4 有孔土製品 5.9 5.5 2.3 円盤状。貫通孔径0.4cm。

313 52・87 − Ⅳａ 25A18 耳飾り 4.0 4.1 1.6 鼓状。

314 52・87 − Ⅲb 25A18 耳飾り 2.6 2.8 2.1 臼状。孔径0.7cm。

315 52・87 − Ⅲb 22Y12 耳飾り 1.7 2.2 1.4 臼状に近い。

下層（縄文時代）の土製品観察表

報告 
番号

図版 
番号 器種

出土位置 属性（単位：cm）
木取り 備　考

遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ

316 52・87 柱根 SB7（P707） − 25X4･5 24.2 48.9 42.6 丸木取り

317 52・87 柱根 SB7（P706） − 25X15 27.0 42.2 38.0 丸木取り

318 52・87 柱根・杭 P704 − 25X23 29.4 12.0 10.5 丸木取り

下層（縄文時代）の木製品観察表
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図 版 3 上૚遺構分ׂਤ（2）
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SE2
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性･締りあり。
  地山ブロック（φ9mm以下）、炭化物（φ3mm以下）、
  小礫（φ1.2cm以下）微量含む。
 2 灰黄褐色（10YR5/2）粘質土　粘性弱、締りあり。
  地山ブロック（φ9mm以下）、炭化物（φ3mm以下）、
  小礫（φ8mm以下）微量含む。
 3 灰黄褐色（10YR5/2）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ9mm以下）多量、炭化物（φ3mm以下）、
  小礫（φ8mm以下）微量含む。
 4 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  白色粘土粒、地山ブロック（φ4cm前後）、
  炭化物（φ2mm以下）微量含む。
 5 黄灰色（2.5Y4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  白色粘土粒少量含む。
 6 黒色（10YR2/1）粘質土　粘性・締りあり。
  植物質繊維を含む。

SE53
 1 灰色（N4/0）粘質土　粘性・締りあり。
  灰白色ブロック（φ1.3cm前後）、
  炭化物（φ2～3mm）微量含む。
 2 灰色（N4/0）粘質土　粘性・締りあり。
  1層に含まれる灰白色ブロックが多くなる。
 3 灰色（5Y4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  灰白色ブロック、炭化物微量含む。
 4 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  灰黄褐色ブロック（φ7～12cm）含む。
 5 黒色（10YR2/1）粘質土　粘性弱、締りあり。
  植物質繊維を含む。

SE71
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ2.5cm以下）少量、炭化物（φ2mm以下）、
  小礫（φ1.8cm以下）微量含む。
 2 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ7cm以下）少量含む。
 3 褐灰色（10YR5/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ1.8cm以下）、炭化物（φ5mm以下）
  微量含む。

SE75
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ6mm以下）、小礫（φ1.2cm以下）、
  地山ブロック（φ8mm以下）微量含む。
 2 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ4mm以下）、地山粒子（φ4mm以下）微量含む。
 3 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性やや弱、締りあり。

SE81
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ6mm以下）、小礫（φ1.2cm以下）、
  地山ブロック（φ8mm以下）微量含む。
 2 褐灰色（10YR6/1）粘質土　粘性・締りあり。
  1層のブロック（φ2cm前後）含む。
 3 黒色（10YR2/1）粘質土＋1層　粘性・締りあり。
  炭化物多量含む。
 4 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ6mm以下）、小礫（φ1.2cm以下）、
  地山ブロック（φ8mm以下）微量含む。
 5 褐灰色（10YR5/1）粘質土　粘性・締りあり。
 6 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性弱、締りあり。
  礫を含む。

SE104
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ3cm以下）多量、
  炭化物（φ2mm以下）少量含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック少量含む。
 3 灰黄褐色（10YR5/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ4mm以下）微量含む。
 4 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ7mm以下）微量含む。

SE98
 1 黒色（2.5Y2/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ7mm以下）、
  小礫（φ1.2cm以下）、地山ブロック（φ9mm前後）微量含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ5mm以下）、
  礫（φ2.2cm以下）微量、地山ブロック（φ6cm以下）少量含む。
 3 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ2.2cm以下）微量。
  地山ブロック（φ4cm以下）少量含む。
 4 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。地山ブロック（φ3.2cm以下）
  微量含む。
 5 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。地山ブロック（φ2.5cm以下）、
  小礫（φ1.5cm以下）、炭化物（φ2.2cm以下）微量含む。

SE139
 1 黒褐色（2.5Y3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫（0.6～1.3cm）、地山粒子（φ9mm以下）、
  地山ブロック（φ3mm前後）、
  炭化物（φ1.5cm以下）微量含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ8mm以下）微量、
  地山ブロック（φ8.8cm以下）少量含む。
 3 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ5cm以下）微量。
 4 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ8mm以下）微量、
  地山ブロック（φ8.8cm以下）少量含む。
 5 黒色（10YR2/1）粘質土　粘性・締りあり。
  植物質繊維を多量含む。
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SE156A
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性あり、締り弱い。
  部分的に明るく灰黄褐色粘質土に見える。
  炭化物（φ2～5mm）、黄褐色の地山小礫含む。
 2 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性あり、締り弱い。
  1層とほぼ同じだが、色調はやや明るい。
  炭化物（φ2～5mm）、黄褐色の地山小礫含む。
  植物質を多量含む。
 3 黒褐色（10YR2/2）粘質土　粘性あり、締り弱い。
  1、2層より色調暗い。炭化物を帯状に含む。
  人頭大の礫が入り、植物質を含む。
 4 褐灰色（10YR4/1）粘質土主体　粘性あり、締り弱い。
  灰黄色粘質シルトをブロック状に含む。

SE156B
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性弱、締りあり。にぶい黄褐色の礫粒含む。鉄分が沈着し、赤味を帯びる。
 2 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。1層より粘性が高い。
 3 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。炭化物少量含む。鉄分や礫をほとんど含まない。
 4 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。
 5 黒褐色（10YR2/2）粘質土　粘性・締りあり。炭化物少量含む。
 6 黒褐色（10YR2/2）粘質土　粘性あり、締り弱い。底面付近に炭化物が集中する。

SE233
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ8cm以下）、小礫含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ7mm以下、最大1.5cm）、地山粘質土（φ5mm以下）
  微量含む。
 3 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  4層ベースに炭化物（φ8mm以下）多量含む。
 4 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ7mm以下）、炭化物（φ6mm以下）微量含む。
 5 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  6層ベースに炭化物（φ5mm主体）を多量含む。
 6 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ3cm以下）、炭化物（φ2mm以下）微量含む。
 7 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ11cm以下）を含み、（φ5～7mm）少量含む。
 8 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ3cm以下）、炭化物（φ2mm以下）微量含む。
 9 黒色（10YR2/1）粘質土　粘性・締りあり。植物質繊維を含む。

SE244
 1 黒色（10YR2/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ1cm以下）少量含む。
  地山ブロック（φ5mm以下）、小礫（φ1.2cm以下）微量含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ3～5mm）、
  地山ブロック（φ3mm以下）、小礫（φ7mm以下）微量含む。
 3 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ2mm前後）含む。
 4 黒色（N1.5/0）粘質土　粘性・締りあり。炭化物の層。
 5 灰黄褐色（10YR5/2）粘質土　粘性・締りあり。地山ブロック多量含む。
 6 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。地山ブロック（φ8mm以下）、
  小礫（φ3cm以下）少量含む。
 7 （P225覆土）褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ2mm以下）、
  地山ブロック（φ8mm以下）微量含む。

SE249
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  灰白色ブロック、炭化物多量含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ4mm以下）微量含む。
 3 灰黄褐色（10YR6/2）粘質土　粘性・締りあり。
  明青灰色ブロック、浅黄橙色ブロック多量含む。
 4 黒褐色（10YR3/1）土　粘性・締りあり。
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SE360
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　
  粘性・締りあり。
  炭化物（φ4mm以下）、
  小礫（φ8mm以下）少量含む。
  炭化物の粒子がやや多く含まれて、
  層が黒ずむ。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　
  粘性・締りあり。小礫（φ2cm以下）、
  地山ブロック（φ7mm以下）微量含む。
 3 黒褐色（10YR3/1）粘質土　
  粘性・締りあり。炭化物、小礫を極微量含む。
 4 黒色（10YR2/1）土　
  粘性・締りあり。植物質や繊維質が含まれる。

SK135
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ7mm前後）、地山ブロック（φ1.2cm以下）、
  礫（φ1cm前後）微量含む。
 2 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ1.5cm前後）少量含む。
  1層より多くレンズ状の連なりが認められる。
 3 黒褐色（10YR3/2）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ2.5cm以下）少量、
  炭化物（φ1.2cm以下）微量含む。
 4 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ1.7cm以下）、
  炭化物（φ2.2cm以下）微量含む。
 5 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック含む。

SK13
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ6～14mm）、小礫（φ5～12mm）、
  地山粒子（φ4mm以下）微量含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫（φ4mm以下）、炭化物（φ5mm以下）微量含む。
 3 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ1.8cm以下）少量含む。
  他の含有物は2層と同じ。
 4 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
 5 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
 6 浅黄色（2.5Y7/4）粘質土　粘性・締りあり。
  5層の粘質土ブロック（φ2cm以下）少量含む。

SK51
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ4mm以下）、地山ブロック（φ5cm以下）微量含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ1～4mm）、小礫（φ1.2cm以下）、
  地山ブロック（φ3mm以下）微量含む。
 3 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3mm以下）、小礫（φ2cm以下）微量含む。
 4 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3mm以下）、小礫（φ2cm以下）微量含む。
 5 黒色（10YR2/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ4.3cm以下、5～8mm）微量含む。

SK128
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　
  粘性・締りあり。
  炭化物（φ1.2cm以下）微量、
  地山ブロック（φ5cm以下）
  少量含む。
 2 黒褐色（10YR3/1）粘質土　
  粘性・締りあり。
  炭化物（φ2cm以下、6mm前後が多い）
  微量、地山ブロック（φ2.5cm以下）
  少量含む。
 3 黒褐色（10YR3/1）粘質土　
  粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ7～9.3cm）、
  炭化物（φ5mm前後）含む。
 4 黒色（10YR2/1）粘質土　
  粘性・締りあり。
  上面に藁状の敷物あり。

SK253
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ6mm以下）、
  炭化物（φ3mm以下）、小礫（φ1.2cm以下）
  微量含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  地山ブロック（φ1.2cm以下）、
  地山ブロック（1～6mm前後）、
  炭化物（φ2mm以下）微量含む。
 3 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ1.1cm以下）、
  地山ブロック（φ7mm以下）微量含む。
 4 黒色（10YR2/1）粘質土　粘性弱、締りあり。

SK298
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ4mm以下）、小礫（φ6mm前後）、
  地山ブロック（φ1.2cm）含む。
 2 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3mm以下）、小礫（φ4mm以下）微量含む。
 3 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3mm以下）、小礫（φ4mm以下）微量含む。
  2層と地山の混合で、地山の混合が多い。砂礫を含む。
 4 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。

SK692
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　
  粘性・締りあり。
  礫（φ1～12cm前後）多量、
  炭化物（φ3mm前後）微量含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　
  粘性・締りあり。
  礫（φ1～16cm前後）多量、
  炭化物（φ2mm前後）微量含む。
 3 黒色（10YR2/1）土　
  粘性・締りあり。
  礫（φ7cm以下）多量、
  特大（φ21cm以下）も含まれる。
  炭化物（φ2mm前後）微量、
  腐植物を多量含む。

P512
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ5mm以下）、灰白色地山ブロック（φ6mm以下）含む。
 2 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ5mm以下）、灰白色地山ブロック（φ6mm以下）含む。
 3 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。
 4 灰白色（7.5Y7/1）粘質土　粘性・締りあり。
  黒褐色ブロック少量含む。
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0
断面図

（1：40） 2m

0
平面図（SD52,SD103,SD133,SD299,SD693）

（1：40） 2m

0 4m（1：80）
平面図（その他）

SD52
 1 灰色（N4/0）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ5～8mm）少量、Ⅳ層をブロック状に含む。

SD140
 1 黄灰色（2.5Y4/1）粘質土　
  粘性・締りあり。
  小礫（φ7mm以下）少量、
  炭化物（φ8mm前後）微量含む。

SD313
 1 褐灰色（10YR4/1）シルト質土　
  粘性・締りあり。
  小礫（φ3cm以下）少量、
  炭化物（φ5mm以下）微量含む。

SD314
 1 黒褐色（2.5Y3/1）粘質土　
  粘性・締りあり。
  炭化物（φ6mm以下）少量含む。

SD628A
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　
  粘性・締りあり。小礫（φ1mm前後）、
  炭化物（φ2mm前後）微量含む。

SD628B
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　
  粘性・締りあり。小礫（φ1mm前後）、
  炭化物（φ2mm前後）微量含む。

SD693
 1 褐灰色（10YR5/1）粘質土　粘性・締りあり。
  ややシルト質で、炭化物（φ2mm以下）微量含む。

SD299
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　
  粘性・締りあり。炭（φ4mm以下）、
  小礫（φ6mm前後）微量含む。
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上૚遺構ݸ別ਤ（8） 図 版 14

0 2m
断面図

（1：40）

0
平面図

（1：120） 6m

SD1　A～F断面共通
※各層のａ～ｅは、基本的に同じだが含有物や色調が異なるもので、堆積順を示すものではない。
 1層 基本層序Ⅲb層。黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ5～8mm）、炭化物（φ3～8mm）少量含む。
 2a層 にぶい赤褐色（5YR4/4）粘質土　粘性・締りあり。砂礫（φ1.2cm以下）多量含む。
 2b層 にぶい赤褐色（5YR4/4）粘質土　粘性・締りあり。砂礫（φ1.2cm以下）多量含む。
 3a層 褐灰色（10YR4/1）粘質シルト　粘性・締りあり。炭化物（φ2～3mm）微量含む。
 3b層 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ5mm以下）、炭化物（φ5～7mm）、地山ブロック（φ3cm以下）微量含む。
 3c層 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ6mm前後）、炭化物（φ6mm前後）、地山ブロック（φ6mm前後）少量含む。
 3d層 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ6mm前後）、炭化物（φ6mm前後）、地山ブロック（φ6mm前後）含む。
 3e層 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ5mm以下）、炭化物（φ5～7mm）、地山ブロック（φ3cm以下）微量含む。
 4a層 にぶい赤褐色（5YR4/4）粘質土　粘性・締りあり。砂礫含む。
 4b層 黒褐色（10YR3/2）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ5mm以下）、炭化物（φ8mm前後）、地山ブロック（φ2cm）少量含む。
 5層 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。砂礫（φ2mm以下）微量含む。

SD1　B断面
SX141埋土　褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ1～12mmで3mm以下主体）少量、炭化物（φ1～12mm）微量含む。
SX147埋土　褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ1～12mmで3mm以下主体）少量、炭化物（φ1～12mm）微量含む。
SD140埋土　黄灰色（2.5Y4/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ7mm以下）少量、炭化物（φ8mm前後）微量含む。

SD1　Ｃ断面
SX250埋土　褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ1～12mmで3mm以下主体）少量、炭化物（φ1～12mm）微量含む。

SD1　Ｅ断面
SX252埋土　褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ1～12mmで3mm以下主体）少量、炭化物（φ1～12mm）微量含む。
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0
断面図

（1：50） 2m

平面図
（1：100）0 5m
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SX147
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（最大φ12mm）微量、小礫（φ3mm前後～1.2cm）少量含む。

SX252
 1 Ⅲa層の粘質土　粘性・締りあり。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（最大φ1.2cm）微量、小礫（φ3mm前後～1.2cm）少量含む。

SX265
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（最大φ1.2cm）微量。
  小礫（φ3mm前後～1.2cm）少量含む。

SX250
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ1.2cm以下）微量、小礫（φ3mm前後～1.2cm）少量含む。



図 版 16 剣野#遺跡と剣野沢遺跡શ体ਤ
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　柏崎市教育委員会2011『剣野』
　図版5から転載
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図 版 19 下૚遺構分ׂਤ（2）
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0 2m（1：40）
個別図

0 4m（1：80）
SB平面・エレベーション図

礫

礫

礫

1

2 23

1
22
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P585

P588

P634

P634
 1 オリーブ褐色（2.5Y4/4）粘質土　
  粘性強、締りなし。礫を含む。柱痕。
 2 暗オリーブ色（7.5Y4/3）粘質土　
  粘性強、締り弱い。

P585
 1 褐色（10YR4/4）粘質土　粘性強、
  締りあり。上部に拳大の礫含む。
 2 暗オリーブ色（5Y4/4）＋黒オリーブ色
  （10Y3/2）粘質土　粘性強、締り弱い。
 3 オリーブ褐色（2.5Y4/3）粘質土　
  粘性強、締りなし。柱痕。

P588
 1 オリーブ色（5Y5/4）粘質土　粘性強、
  締り弱い。柱痕。
 2 褐色（7.5YR4/3）粘質土　粘性強、
  締りあり。炭化物少量含む。

A
8
.4
m

A
'

B
8
.4
m

B
'

E8.4m E'

A
8
.6
m

A
'B

8
.6
m

B
'

C8.6m C'

a 8.6ma'

D 8.4mD'

D 8.6mD'

C
8
.4
m

C
'

a 8.3ma'

b 8.3mb'

c 8.3mc'

A
A
'

D

D'

E
E'

B
'

B

C
C
'

A

A
'

CC'

B

B
'

D D'
a

a'

a

a'

 c

c'

P590

P591

P586

P634

P617

P632

P585

P588

P565

P568

P564

P559

P552

SB6

SB8

P634 P585

P
5
9
1

P
6
3
4

P
6
1
7

P591 P588

P
5
8
6

P
5
8
5

P
5
8
8

b

b'

P
5
9
0

P
6
3
2

P565

P
5
6
5

P568

P
5
6
8

P564

P
5
5
9

P559

P552

P
5
5
2

 a a'

b b'

c c'



図 版 25 下૚遺構ݸ別ਤ（2）

0 2m（1：40）
個別図

0 4m（1：80）
SB平面図

P708
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ2mm以下）微量、小礫（φ5cm以下）
  少量含む。

P709
 1 褐灰色（7.5YR5/1）粘質土　
  粘性・締りあり。礫（φ5.5cm以下）、
  炭化物（φ4cm以下）微量含む。

P707
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ2mm以下）微量、小礫（φ5cm以下）
  少量含む。
 2 黄灰色（2.5Y5/1）シルト質土　粘性弱、締りあり。
  礫（φ1～6cm前後）多量含む。根固めの層。

P706
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ2mm以下）微量、小礫（φ5cm以下）
  少量含む。
 2 黄灰色（2.5Y5/1）シルト質土　粘性弱、締りあり。
  礫（φ1～6cm前後）多量含む。根固めの層。

P710
 1 褐灰色（7.5YR5/1）粘質土　粘性・
  締りあり。炭化物（φ2mm以下）
  極微量含む。

SD542A
 1 灰黄褐色（10YR5/2）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫、炭化物（φ2mm前後）含む。

SD542B
 1 （P541埋土）褐灰色（7.5YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  白色礫（φ1mm前後）、地山粒（φ2mm以下）微量含む。

P704
 1 灰白色（5Y7/1）シルト質土　
  粘性・締りあり。
  炭化物（φ1.2cm以下）少量含む。

P705
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　
  粘性・締りあり。
  炭化物（φ2mm以下）微量、
  小礫（φ5cm以下）少量含む。

埋701
 1 褐灰色（10YR5/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ4mm以下）微量含む。
 2 褐灰色（10YR5/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ7mm以下）、焼土粒（φ9mm以下）少量含む。
  3層が混入する。
 3 暗灰色（N3/0）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3mm以下）微量含む。

埋702
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ2mm以下）微量含む。
 2 灰黄褐色（10YR5/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ2mm以下）微量含む。
 3 灰黄褐色（10YR4/2）土　粘性・締りあり。
  灰黄褐色ブロック（φ5mm前後）微量含む。
 3' 灰黄褐色（10YR5/2）土　粘性・締りあり。
  灰黄褐色ブロック（φ5mm前後）、
  炭化物（φ2mm以下）微量含む。

埋703
 1 灰黄褐色（10YR5/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ2mm）、小礫（φ6mm以下）微量含む。
 2 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ2mm以下）、小礫（φ2mm以下）極微量含む。
 3 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ2mm以下）、小礫（φ2mm以下）微量含む。
 4 灰黄褐色（10YR6/2）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫（φ3mm以下）、炭化物（φ4mm以下）微量含む。
 5 褐灰色（10YR5/1）粘質土　粘性・締りあり。
  ややシルト質で、炭化物（φ2mm以下）微量含む。
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0 2m（1：40）

土器
SK348

A A'

SK349

A A'

SK350

A A'
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A A'
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SK348
 1 黒褐色（10YR3/2）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫（φ3mm以下）、炭化物（φ2mm以下）微量含む。

SK349
 1 黒褐色（10YR3/2）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫（φ3mm以下）、炭化物（φ2mm以下）微量含む。
 2 黄灰色（2.5Y5/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3mm以下）微量含む。
 3 黒褐色（10YR3/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3mm以下）少量含む。

SK350
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫（φ4mm以下）、炭化物（φ2mm以下）微量含む。
 2 黄灰色（2.5Y5/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3mm以下）微量含む。
 3 黒褐色（10YR3/2）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫（φ3mm以下）、炭化物（φ2mm以下）微量含む。

SK539
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫、炭化物（φ2mm前後）微量含む。

SK575
 1 暗褐色（7.5YR3/4）粘質土　粘性・締りあり。
  下部に炭化物（φ1cm前後）少量含む。
 2 黒褐色（10YR3/2）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ2～5mm）少量含む。

SK578
 1 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫（φ2mm前後）、炭化物微量含む。

SK579
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  小礫（φ2mm前後）、炭化物（φ2mm前後）微量。

SK604
 1 オリーブ褐色（2.5Y4/3）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3mm前後）微量含む。下面に土器あり。

SK605
 1 褐色（10YR4/4）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ5mm前後）微量含む。
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石錘集中区出土状況

SK608
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ2mm以下）微量含む。
 2 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ3mm以下）微量含む。
 3 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ1mm以下）微量含む。

SK609A
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ3mm以下）微量含む。
 2 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ1mm以下）微量含む。
 
SK609B
 1 灰黄褐色（10YR6/2）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ5mm以下）微量含む。
 2 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ2mm以下）微量含む。
 3 灰黄褐色（10YR4/2）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ1mm以下）微量含む。

SK622
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3mm以下）微量含む。

SK625
 1 暗褐色（10YR3/4）粘質土　粘性強、締りあり。
 2 褐色（7.5YR4/6）粘質土　粘性強、締り弱い。

SK641
 1 褐色（10YR4/4）粘質土　粘性・締りあり。
  炭化物（φ3～5mm）含む。
 2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質土　粘性・締りあり。

P670
 1 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質土　粘性・締りあり。
  橙色土（φ5～10mm）、炭化物（φ3～5mm）含む。
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0 2m（1：40）
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（下段に続く→）

（図版29上段に続く→）

基本層序
Ⅰ層 ：灰黄褐色（10YR6/2～5/2）粘質土　粘性・締りあり。表土層。炭化物（φ1～7mm）微量に含む。
Ⅱa（上）層 ：褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ3mm以下）、小礫（φ7mm以下）、地山ブロック
  　（φ2mm以下）を微量含む。
Ⅱa（下）層 ：褐灰色（10YR5/1）～灰色（N5/0）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ1～2mm）、小礫（φ2～3cm）、地山
 　ブロック（φ1～2mm）を微量含む。
Ⅱb層 ：褐灰色（10YR4/1）～灰色（N4/0）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ2～5mm前後）、小礫（φ5mm前後）を
 　微量含む。
Ⅲa（上）層 ：褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ1～5mm）を微量、暗灰黄色粘土ブロックを多量含む。
Ⅲa（下）層 ：褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。Ⅲa（上）層と含有物などは同じだが、色調がやや明るい。
Ⅲb（上）層 ：黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。Ⅲb（中）層よりやや色調が暗い。炭化物（φ1～7mm）、φ6mm前
 　後の灰白色粘土ブロックを少量含む。小礫（φ2～3cm）を微量含み、暗灰黄色粘土ブロックが混じる。
Ⅲb（中）層 ：黒褐色（10YR4/1～2.5Y3/2）土　粘性・締りあり。Ⅲb（上）層とⅢc層より色調が薄い。地山ブロックを含み、炭
 　化物（φ1～3mm）を微量含む。
Ⅲb（下）層 ：褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ1～7mm）、φ6mm前後の灰白色粘土ブロックを微量含
 　む。
Ⅲc層 ：黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性あり、締りやや弱い。腐植物を多く含む土層で、炭化植物を少量含む。
Ⅲd層 ：褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ1～3mm）を微量、灰黄褐色シルトブロック（φ1～3cm）
 　を少量含む。
Ⅳa層 ：褐灰色（10YR4/1）～灰黄褐色（10YR5/2）粘質土　粘性･締りあり。炭化物（φ4mm以下）を微量含む。小礫
 　（φ3～5cm）を含み、丘陵側は粘性が強くなる。
Ⅳb層 ：褐色（10YR4/4）粘質シルト　粘性・締りあり。青灰色～オリーブ灰色ブロックを微量、砂質土・炭粒を少量含む。
 　丘陵側で黒色が強く、平坦部で色調が薄くなる。
Ⅳc層 ：灰黄褐色（10YR4/2）～にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質シルト　粘性･締りあり。河川（SR1）上に堆積する層で、
 　Ⅳa・Ⅳb層がシルト化したものか。φ5mm以下の炭化物を微量、明黄褐色ブロックを斑点状に含む。
Ⅴa層 ：にぶい橙色（7.5YR6/4）粘質土　粘性・締りあり。
Ⅴb層 ：灰褐色（7.5YR5/2）粘質土　粘性・締りあり。含有物が極めて少ない。Ａライン以東（丘陵側）は斜面部からの水
 　の影響か、オリーブ灰色（2.5GY6/1）を呈し、粘性が強くなる。また、黒色粒（φ5～7mm）を少量含む。
Ⅵ層 ：灰黄褐色（2.5Y6/2）～灰色（N6/0）砂質シルト　粘性やや弱、締りあり。部分的に灰色のやや粘性の強い地点があ
 　る。含まれる砂の径は、相対的に細かい。
Ⅶ層 ：黄褐色（10YR5/6）～にぶい黄褐色（10YR4/3）土　砂礫層。φ5～18cm程の中型礫を多量に含む。

※東側（図左方向）から
P713（下層）
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロックを少量含む。
P256（上層）
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ1mm前後）を極微量含む。
P714（下層）
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロックを微量含む。
倒木痕（下層）
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロックを少量含む。
 2 灰色（5Y4/1）粘質土　粘性・締りあり。ベースは黒褐色土で、オリーブ灰色ブロックを中量含む。
 3 灰色（5Y4/1）粘質土　粘性・締りあり。ベースは黒褐色土で、オリーブ灰色ブロックを多量含む。
 4 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロックを少量含む。
 5 灰色（5Y4/1）粘質土　粘性・締りあり。ベースは黒褐色土で、オリーブ灰色ブロックを中量含む。
 6 オリーブ灰色（2.5GY6/1）粘質土　粘性・締りあり。Ⅳb層より粘性が強い。黒色粒（φ5～7mm前後）を少量含む。
 7 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロックを少量含む。
 8 灰色（5Y4/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロックを微量含む。
P266（上層）
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロック、炭化物（φ1～7mm）を微量含む。
P267（上層）
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロック（φ1.2cm以下）、炭化物（φ1～7mm）を微量含む。
 2 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。含有物少ない。
P269（上層）
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロック、炭化物を少量含む。
P59（上層）
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロック、炭化物を少量含む。
 2 黒色（2.5Y2/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物、植物質、地山ブロックを少量含む。
 3 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。1層より色調明るい。
P293（上層）
 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土　粘性・締りあり。オリーブ灰色ブロックを微量含む。

SK298（上層）
 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物（φ4mm以下）、小礫（φ6mm前後）、地山ブロック（φ1.2cm）
含む。
SD140（上層）
 1 黄灰色（2.5Y4/1）粘質土　粘性・締りあり。小礫（φ7mm以下）少量、炭化物（φ8mm前後）微量含む。
SD1（上層）
 1 暗灰黄色（2.5Y4/2）粘質シルト　粘性あり、締り弱い。砂を少量含む。
 2 にぶい黄褐色（10YR4/3）＋オリーブ褐色（2.5Y4/4）砂質土　粘性弱、締りあり。
 3 にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土　粘性弱、締りあり。2層と同じだが、砂の粒径が大きい。
 4 暗灰黄色（2.5Y4/2）粘質シルト　粘性あり、締り弱い。砂を少量含む。
 5 黄灰色（2.5Y4/1）粘質土　粘性・締りあり。細杭の周辺の土層。
 6 黒褐色（2.5Y3/1）粘質土　粘性・締りあり。炭化物や植物質や木片等を含む。
 7 灰色（5Y4/1）粘質土とにぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土の互層　粘性・締りあり。
 8 暗灰黄色（2.5Y4/2）粘質シルト　粘性・締りあり。砂を少量含む。
P672（上層）
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質シルト　粘性・締りあり。炭化物（φ3mm前後）を少量含む。
P674（上層）
 1 灰黄褐色（10YR4/2）粘質シルト　粘性・締りあり。炭化物（φ3mm前後）を少量含む。
P679（下層）
 1 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質シルト　粘性・締りあり。
P680（下層）
 1 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質シルト　粘性・締りあり。
SD313（上層）
 1 暗褐色（10YR3/3）＋褐色（10YR4/6）粘質土　粘性・締りあり。細～中砂との互層。炭化物少量含む。
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図版28・29断面位置図

SR1土層説明
※自然流路（SR1）が土石流等によってまとまって、繰り返し堆積したものと考える。腐植物の混じりが多い黒･黒褐色土は、比
較的安定した時期があることを示す。また、こうした黒･黒褐色土の直上には、灰白･黄灰色のシルト層が堆積するパターンが多
い。ここではこのような状況と礫層の傾斜･堆積などから、腐植土層（黒色など）/シルト層（黄灰色など）/礫層（暗灰黄色な
ど）の3種の層をひとつのまとまり（単位）として認識し、層を大別した（1～15層）。これらの各単位（大別）は、流路の変
遷を示すものと考える。各単位（大別）の多くは、シルト層→腐植土→礫層の順で堆積している。各単位の細別は、「8-2層」
のように表記し、細別の必要に応じてa・bも用いた。

①灰黄褐色（10YR6/2）粘質土　粘性・締りあり。ややシルト質。炭化物（φ1～2mm）を微量含む。
②褐灰色（10YR5/1）シルト質土　粘性弱、締りあり。小礫（φ1～2cm前後）を少量、炭化物（φ1～2mm前後）を微量含む。
③川跡の最も新しい単位で、1・2層もこれに含まれる可能性がある。
　3-1層：灰黄褐色（10YR4/2）～黒色（7.5YR2/1）土　腐植土層。粘性あり、締りやや弱い。
　3-2層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　砂礫層。粘性なく、締り強い。中型の礫（φ5～8cm前後）を主体に、小礫・砂を多量含む。
④9層より新しいが、3～8層との対応関係や前後関係が明らかでない単位で、黄灰色系の色調を持つ。シルト・砂礫層の単位や、
堆積順・土質などから8層あるいは9層に対応する可能性もある。

　4-1層：灰色（5Y5/1）土　シルト層。粘性・締り弱い。砂（φ1mm以下）を多量含む。
　4-2層：灰色（5Y5/1）土　シルト層。粘性・締り弱い。4-1層よりも粒径の細かい砂が多い。
⑤3層より古く、6・11層より新しい単位。
　5-1a層：黒褐色（5YR3/1）土　腐植土層。礫（最大φ12cm前後、φ4～6cmが多い）を多量含む。
　5-1b層：褐灰色（5YR4/1）土　腐植土層。礫の含有量が5-1a層より多く、色調も明るい。
　5-2層：灰白色（2.5Y7/1）土　シルト層。粘性弱、締りあり。砂（φ1mm前後）を多量含む。小礫（φ6～8cm）を少量含む。
⑥5層の西側に堆積し、7層の上部にある層の単位。
　6-1層：灰色（5Y5/1）土　シルト層。粘性・締り弱い。砂（φ1mm以下）を多く含む。4-1層に類似する。
　6-2層：黒色（7.5YR2/1）土　腐植土層。粘性あり、締りやや弱い。3-1層に類似する。
　6-3層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。中礫（φ5～8cm前後）を主体とする。

⑦6層の下位に堆積する層の単位。
　7-1層：灰色（5Y5/1）土　シルト層。粘性・締り弱い。砂（φ1mm以下）を多量含む。4-1層より6-1層に類似するが、灰白色
 の砂質部分が多い。
　7-2層：黄灰色（2.5Y6/1）土　シルト層。粘性弱、締りやや弱い。5-2層より砂の粒子が細かい。
　7-3a層：黒色（7.5YR2/1）土　腐植土層。粘性あり、締りやや弱い。ベースとなる黒色土は3-1層に類似する。部分的に大礫
 （φ15cm前後）、中礫（φ7cm前後）を含む。
　7-3b層：黒褐色（7.5YR3/1）土　腐植土層。粘性あり、締りやや弱い。
　7-4a層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。中礫（φ8cm前後）が主体となる。
　7-4b層：灰色（5Y5/1）土　シルト層。粘性・締り弱い。砂（φ1mm以下）を多量含む。
⑧7層の下位で、西側に堆積する層の単位。
　8-1層：黄灰色（2.5Y6/1）土　シルト層。粘性弱、締りやや弱い。含有する砂の粒子が細かい。7-2層に類似する。
　8-2層：黒色（7.5YR2/1）土　腐植土層。粘性あり、締りやや弱い。
　8-3層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。中礫（φ1～12cm前後）を多く含む。分層していないが、東側（図左側）に、8-2層に 
 類似の腐植土が狭在している。
⑨8層の下位で、西側に堆積する層の単位。
　9-1層：黄灰色（2.5Y5/1）土　シルト層。粘性・締り弱い。細砂が主体に含まれる。
　9-2層：黒色（7.5YR2/1）土　腐植土層。粘性あり、締り弱い。
　9-3層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。中礫（φ8～10cm）を多量含む。部分的に9-2層類似の腐植土が混入する。
　9-4層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。小礫（φ5～8cm）を多量含む。
　9-5層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。小～中礫（φ5～15cm前後）を多量含む。
　9-6層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　腐植土層。粘性あり、締り弱い。小礫を含む。
　9-7層：褐灰色（7.5YR4/1）土　礫層。中礫（φ1～15cm前後）を中量含む。
　9-8層：黒褐色（10YR3/1）土　腐植土層。粘性あり、締り弱い。小礫（φ1～5cm）を少量含む。14-5層に類似する。
⑩9層の下位で、13層の東側に堆積する層の単位。
　10-1層：黄灰色（2.5Y5/1）シルト質土　粘性・締り弱い。9-1層より粘性が弱く、シルト化している。
　10-2層：黒色（7.5YR2/1）土　腐植土層。粘性あり、締り弱い。
　10-3層：褐灰色（7.5YR4/1）土　礫層。腐植土が多量に混じる。中礫（φ1～15cm前後）を含む。

⑪6・7層の下位で、12層の上位にある層の単位。11-1･2層と11-3層で区分できる可能性もある。
　11-1層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。中礫（φ10～15cm前後）が主体。
　11-2層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　砂礫層。φ1～2cm前後の礫・砂からなる。
　11-3層：褐灰色（7.5YR4/1）土　礫層。中礫（φ15cm前後）、腐植土を多量含む。
⑫7層の下位で、地山の粘質シルト層と接する最下層の一つの単位。
　12-1層：灰白色（2.5Y7/1）土　シルト層。粘性弱、締り強い。φ1mm前後の砂を含み、小～中礫（φ6～8cm）を少量含む。
　12-2層：黒色（7.5YR2/1）土　腐植土層。粘性あり、締り弱い。
　12-3層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　砂礫層。φ1.2～1.5cm前後の砂利が主体。
　12-4層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。小～中礫（φ8cm前後）が主体。
⑬10層の下位で、西側に堆積する層の単位。最下層の一つで、他の層の堆積方向とは逆向きを示す。13-1･2層と13-3･4層に二分
できる可能性がある。
　13-1層：明黄褐色（10YR7/6）土　礫層。小礫（φ5cm前後）が主体。西側（図右側）の礫の径は大きく、中礫（φ8～10cm
 前後）が多く認められる。
　13-2層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。中礫（φ8～10cm前後）からなる。
　13-3層：灰白色（2.5Y7/1）土　シルト層。粘性弱、締り強い。やや粒子の粗い砂を多く含む。小礫（φ5cm前後）を少量含む。
　13-4層：褐灰色（7.5YR4/1）土　礫層。中礫（φ10cm前後）、大礫（φ15cm前後）が含まれ、腐植土が多量に混入する。
⑭SR1の最下部に堆積する砂礫層。遺物が含まれる最下層。
　14-1層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。小礫（φ1.5～4cm）を多量含む。
　14-2層：黒色（7.5YR2/1）土　腐植土層。粘性あり、締り弱い。
　14-3層：黒色（7.5YR2/1）土　腐植土層。粘性あり、締り弱い。14-2層と類似する。
　14-4層：暗灰黄色（2.5Y5/2）土　礫層。中礫（φ～10cm前後）～大礫（φ10～20cm前後）を多量含む。
　14-5層：黒褐色（10YR3/1）土　腐植土層。粘性あり、締り弱い。小礫（φ1～5cm）を少量含む。
⑮基本層序Ⅶ層の砂礫層と異なる、河川堆積の砂礫層。明灰黄色（2.5Y5/2）を呈し、中礫（φ8cm前後）を主体とする。遺物が
含まれないため、地山と判断した。ＳＢ7の柱穴の底面はこの層の上位に位置する。



上૚の土器（1） 図 版 30

0 15cm（全て）
（1:3）

1

2

7

8

9

10

11

123

4 5

13

14

15

16

17

18 20

21

22

2324
25

28

30

3129

32
33

26

27

19

6

P201（SB1）

P184（SB4）

P216（SB1） SE53

SE139

SE156A

SE156B

SE360

SK11 SK346 P168

SK128 SK298

SE71

SE244



図 版 31 上૚の土器（2）
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上૚の土器（3） 図 版 32
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図 版 33 上૚の土器（4）
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上૚の土器（5） 図 版 34
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図 版 35 上૚の木製品（1）
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上૚の木製品（2）・土製品・石製品 図 版 36
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図 版 37 上૚の金属製品・銭貨
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下૚の土器（1） 図 版 38
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図 版 39 下૚の土器（2）
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下૚の土器（3） 図 版 40
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図 版 41 下૚の土器（4）
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下૚の土器（5） 図 版 42
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図 版 43 下૚の土器（6）
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下૚の土器（7） 図 版 44
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図 版 45 下૚の土器（8）
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下૚の土器（9） 図 版 46
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図 版 47 下૚の石器・石製品（1）



下૚の石器・石製品（2） 図 版 48
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図 版 49 下૚の石器・石製品（3）
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下૚の石器・石製品（4） 図 版 50
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図 版 51 下૚の石器・石製品（5）
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下૚の土製品・木製品 図 版 52
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図 版 53

剣野沢遺跡遠景（右手の丘陵上が剣野 B遺跡）　（南から）

剣野沢遺跡遠景（右手の沢が香積寺沢）　（北東から）

遺跡ԕܠ



図 版 54

上層東側　完掘（西上から）

上層　遺構集中区　完掘（西上から）

上૚׬掘



図 版 55

上層　遺構集中区　完掘（南から）

上層　遺構集中区　完掘（南から） 上層　遺構集中区　完掘（南東から）

25ラインベルト　SD1付近　断面（北から） 25ラインベルト　SD1　断面（北西から）

上૚׬掘・4%1



図 版 56

下層　東側　完掘（西から） 下層　東側　完掘（南から）

下層　遺構集中区　完掘（北から） 下層　遺構集中区　完掘（南から）

下層　SB7　検出状況（南西から） 下層　P706（SB7）　断面（南から）

下層　P707（SB7）　断面（南から） 下層　P710（SB7）　検出状況（東から）

下૚׬掘・4#7



図 版 57

下層　埋設 701　断面（南から） 下層　埋設 701　断面（南から）

下層　埋設 702　断面（東から）下層　埋設 702　断面（東から）

下層　埋設 703　断面（東から） 下層　埋設 703　断面（東から）

下層　SK609　検出状況（北西から）下層　SK608　検出状況（北から）

下૚埋設土器・土坑



図 版 58

下層　22W7区　出土状況（東から） 下層　22W14区　出土状況（東から）

下層　22X14 区　石錘出土状況（北から）下層　22Z1・2区　出土状況（東から）

下層　SR1　北側完掘（北から） 下層　SR1　北側完掘（西から）

下層　SR1　南側完掘（北東から）下層　SR1　南側完掘（西から）

下૚׬掘・遺物出土ঢ়گ



図 版 59

25ラインベルト　SR1　断面（北西から）

25ラインベルト 24A21 区　断面（北西から）25ラインベルト 24Z21 区　断面（北から）

23ラインベルト　SR1　断面（北から）

23ラインベルト　23Z25 区　断面（北東から）23ラインベルト　22Y24 区　断面（北から）

遺跡土૚அ面



図 版 60

23Z20 区　基本層序（西から） 26Z5 区　基本層序（西から）

24X10・15区　基本層序（西から）21X25 区　基本層序（西から）

21Y19 区　分析試料採取地点（南から）26X5区　基本層序（西から）

23X12 区　分析試料採取地点（東から） 26Z6 区　分析試料採取地点（北から）

遺跡土૚அ面



図 版 61

剣野沢遺跡　調査地点 1948 年 8月 17日　米軍撮影（1：5,000）

鵜川

遺跡෇近ۭ中ࣸਅ



図 版 62

SE2　断面（西から） SE53　断面（西から）

SE75　断面（西から）SE71　断面（南から）

SE98　断面（西から）SE81　断面（西から）

SE156A　断面（南から）SE139　断面（西から）

上૚遺構（1）



図 版 63

SE156B　断面（西から） SE156A・B　断面（南から）

SE233　断面（南から） SE233　断面（南西から）

SE244　出土状況②（西から） SE244　出土状況③（西から）

SE244　断面（西から） SE244　出土状況①（西から）

上૚遺構（2）



図 版 64

SE249　断面（北から） SE360　断面（南から）

SK128　略完掘（西から）SK13　断面（西から）

SK51　断面（東から） SK51　炭化物検出状況（東から）

SK135　断面（西から） SK253　断面（北から）

上૚遺構（3）



図 版 65

SK692　礫検出状況（西から） SK692　断面（西から）

SD140　完掘（南から）P512　断面（西から）

SD305　完掘（東から） SD313　断面（南から）

SD628　完掘（西から）SD314　断面（南から）

上૚遺構（4）



図 版 66

SD1　A・B断面（南から） SD1　C断面（南東から）

SD1　E断面（南から）SD1　D断面（南から）

SD1　F断面（南東から） SD1　完掘（北から）

SD1　杭検出状況（南から）SD1　完掘（南から）

上૚遺構（5）



図 版 67

SD1内の杭　b断面（西から） SD1内の杭　d・f 断面（西から）

SD1内の杭　k断面（北西から）SD1内の杭　j・i 断面（南東から）

SX147　完掘（西から） SX250　完掘（西から）

SX265　完掘（東から）SX252　完掘（西から）

上૚遺構（6）



図 版 68

SB6　完掘（南西から） SB6（P585）　断面（西から）

SB6（P634）　断面（北から）SB6（P588）　断面（東から）

SB7　検出位置（南から） SB7　検出状況（南から）

SB7（P708）　断面（南から）SB7（P706）　底面礫検出状況（南から）

下૚遺構（1）



図 版 69

SB7（P709）　断面（南から） P704　断面（北から）

埋設 701　検出状況（北から）P705　断面（北から）

埋設 702　検出状況（南から） 埋設 702　断面（南西から）

埋設 703　完掘（北東から）埋設 703　検出状況（北東から）

下૚遺構（2）



図 版 70

SK348　断面（北から） SK349　断面（西から）

SK349　完掘（西から）SK349　土器出土状況（西から）

SK539　完掘（南から） SK575　断面（北から）

SK350　完掘（西から）SK350　断面（西から）

下૚遺構（3）



図 版 71

SK578　断面（南から） SK579　断面（北から）

SK604・605　略完掘（南西から）SK604・605　断面（南西から）

SK608　断面（北から） SK609A　断面（西から）

SK609B　断面（西から） SK608・609　完掘（北西から）

下૚遺構（4）



図 版 72

SK622　断面（南から） SK625　断面（西から）

SD716　断面（南から）SK641　完掘（西から）

SX711　土器出土状況（北から） 22Y11 区　石棒検出状況（北から）

23Y・23Z 区　出土状況（北東から）23Y・23Z 区　出土状況（南東から）

下૚遺構（5）



図 版 73
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図 版 74
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図 版 75上૚の土器（3）
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図 版 76 上૚の木製品（1）
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図 版 77上૚木製品（2）・土製品・石製品・金属製品・銭貨
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図 版 78 下૚の土器（1）
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図 版 79下૚の土器（2）
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図 版 80 下૚の土器（3）
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図 版 81下૚の土器（4）
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図 版 82 下૚の土器（5）
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図 版 83下૚の土器（6）
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図 版 84 下૚の石器・石製品（1）
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図 版 85下૚の石器・石製品（2）
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図 版 86 下૚の石器・石製品（3）
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図 版 87下૚の土製品・木製品
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所収遺跡名

ふりがな
所 在 地

コード 北緯
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東経
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発掘期間
発掘面積

㎡
発掘原因

市町村 遺跡番号
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せき

新
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潟県柏
かしわ

崎
ざき
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あざ

鎌
かま

田
た

998-1 ほか

15205 358 37°
20′
50″

138°
32′
52″

　20080711 ～	
　20090121

6,060 一般国道８号	
柏崎バイパス	
建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

剣野沢遺跡 集落跡 縄文	
（中期～晩期）

掘立柱建物・
土坑・埋設土
器・溝

縄文土器・土偶・耳飾り・石器（打製
石斧・磨製石斧・石鏃・磨石類・石皿）

集落跡 中世	
（11～16世紀）	

掘立柱建物・
井戸・土坑・
溝

青磁、白磁、天目茶碗、青花、瀬戸美
濃焼、珠洲焼、土師質土器、石製品（砥
石）、木製品（椀・曲物・祭祀具・塔婆・
木簡・将棋駒等）、金属製品（銭貨・刀子）

遺物包含地 古代 須恵器・土師器・緑釉・灰釉

要　　　約 　剣野沢遺跡は、鵜川下流域の右岸、米山丘陵と剣野丘陵に挟まれた南北に開析された沖積地谷筋に
立地する。東側剣野丘陵上には縄文時代中期から晩期に至る大集落剣野Ｂ遺跡があり、西側には中世
の香積寺沢遺跡がある。遺跡では縄文時代中期から晩期の遺構、遺物を確認した。上段の剣野沢遺跡
と一体として捉えられる遺跡で、彼らの活動範囲にある。3棟の掘立柱建物を検出したが、磨製石斧
や磨石類が卓越することから、木材の獲得、加工及び谷水を利用した生産活動の場であったと考えら
れる。中世では掘立柱建物、井戸の存在から集落であったと考えられる。遺物の中には古代には緑釉、
中世には威信財と考えられる青磁の盤や青白磁の合子が存在し、木製品では祭祀具や葬送に関連する
と考えられる塔婆、木簡等がある。西側の谷が香積寺沢と呼ばれ、近世には存在したとされる香積寺
とは直接関連しないにせよ、一般集落とは異なる性格を有していた遺跡であった可能性もある。
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